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				　馬蹄の轟きで大地が震えた。

				　地響きは騎兵の勢いに比例して大きくなる。そして沸き起こる喚声と咆哮(ほうこう)の連続が、ここは戦場であると訴えた。

				　花の蜜に群がっていた虫達が、追い立てられるように飛び立つ。

				　大地は、風に撫でられて緑の波が走った。

				　それを裂くように突進する騎兵の集団が、掛け声と共に一斉に矢を放つ。鮮やかな手際で斉射した彼等は、二射、三射と放ちながら加速した。

				　軍鼓の連打が戦を囃す。

				　フン族の弓騎兵二〇〇。そして、その後方にはフン族軽騎兵二〇〇が続く。彼等が戦う相手は、少数民族の援護に現れたヒッタイト人達で、その数は三〇〇に届かない。しかし全員が魔導士であるヒッタイト人は、数以上の戦力であり、この時もフン族相手に互角であった。

				　少数民族が入り乱れる一帯の支配圏を巡って、両者にオデッサ公爵を加えた三勢力は三つ巴の争いを繰り広げていた。だが一年前、当時のオデッサ伯爵ルヒティはこの一帯から軍を退き上げ、拠点も放棄し、フン族とヒッタイト人の間にいくつもの流言を放つことで、双方の対立を激しくさせて自領の背後が敵に襲われることがないように仕向けた。

				　フン族による侵攻を、少数民族を助けるべく打って出ざるを得ないヒッタイト人を利用して防いだのである。その延長線上に、現在はあるといえよう。

				　少数民族の集落を襲ったフン族に対し、被害者達を救うべくヒッタイト人達の部隊が現れ、順次に規模が大きくなり、そこにオデッサ公爵の威力偵察部隊が接近している今、見る者が見れば、グラミアによるアラゴラ征服の発端を思い出して既視感を覚えるに違いない。

				　そして、これはグラミア王補佐官によって、操られているのではないかと疑うだろう。

				　果たして、どうであろうか。

				　ナルはきっと、惚けるであろう。だがその顔は、悪い笑みに歪んでいるに違いない。

				　フン族も、ヒッタイト人も、それぞれが主体的に動いた結果の戦闘であると信じている。

				　まさか、テュルク族のアブリルと部下達が、蠢動(しゅんどう)しているなど思ってもいないことだ。

				　フン族の部隊長スビルシャは、ヒッタイト軍二〇〇が巧みに後退する光景に舌打ちを禁じ得ない。彼は部下達に命じて、後方に進出しているであろう首領(ハーン)の本軍に状況報告をさせる。伝令が数騎、戦場から離れるように砂塵を巻き上げ疾走していく。

				「耳長どもめ、仕事の邪魔ばかりしおって」

				　スビルシャの不満に、部下が大きく頷く。

				　そこに、斥候が慌てた様子を馬蹄の乱れで示しながら駆けこんで来た。ゆるりと進む騎兵の群れに、一騎が速度を落とさぬまま突っ込むも、見事な手綱捌きと馬の良さで、彼はスビルシャの手前で止まると叫んでいた。

				「オデッサです！　オデッサが参りました！」

				「オデッサ!?　奴ら(グラミアン)は西で忙しいのではないのか？」

				「しかし三頭の獅子は、オデッサです！」

				　斥候の訴えに、スビルシャは歯軋りをする。そして馬を加速させると、部下達にはヒッタイト人達を追えと命じた。

				　部隊長に、斥候だけが続く。

				「規模はどうだ!?」

				「三〇〇、四〇〇といったところ！」

				　報告にスビルシャは逡巡する。

				　ヒッタイト人との戦闘を切り上げて後方の本隊との合流を優先するべきか、それともオデッサ公爵の先遣隊とぶつかり、その本気度を試してみるべきかの二択を彼は思いついていたが、進む先にオデッサ公爵軍の軍旗が小さく見え始めた時、決断を下した。

				「やる！」

				　彼は即座に馬首を巡らし、ヒッタイト人達を追う部下達に転進を命じる。騎兵ばかりの集団は、追撃を控えるように減速すると、隊列を組み直してゆるやかに加速を始めた。

				　これを後退中のヒッタイト人達が見る。

				　指揮官であるルクシテールは、三老と呼ばれる三長老の一人で、部隊指揮が巧みであることから戦いとなれば彼がまず出る。彼は、おかしな動きをする敵騎兵に、味方が待ち伏せている場所までフン族を引き連れて後退することで包囲殲滅してやろうという企みが見抜かれたのかと驚いたが、どうやらそうではないと、彼も自軍斥候の報告で知った。

				「大老(ドゥクィス)、グラミア人の部隊が接近中です」

				　ルクシテールは瞳だけを動かして斥候を捉えると、顎を摘まみ思案する。

				　グラミアに従っているテュルク族を介して、グラミアとヒッタイト人は交渉の場を持とうと調整をしているが、もしかしたらそれが、この動きに関係しているのかもしれないと推測した。

				　長身を翻した彼は、周囲に鋭い声で命じる。

				「何を意図して現れたかを確かめる。場合によっては戦う」

				「オデッサとですか？　フン族とですか？」

				「それを決める為にも、フン族の後を追う。後方の味方に伝令、オデッサ出現、フン族転進」

				　伝令が一礼して駆け出したと同時に、ルクシテールは歩きだした。周囲の護衛達も急ぎ、部隊は戦闘隊形を維持したまま西へと向かう。

				　戦闘が始まっていると、ルクシテールは聞き耳を立てた。

				　フン族が用いるレイ語の怒声と、グラミア語の喚声が入り混じった戦場は遠くない。

				　彼はあえて迂回するように進み、丘の頂きに登る。その後方にヒッタイト軍部隊が素早く続き、彼等は眼下の争いを目の当たりにした。

				　オデッサ公爵家の軍旗──三頭の獅子が描かれた旗を掲げた部隊が、フン族騎兵の接近に矢の斉射で反撃を喰らわした瞬間、馬の嘶き、人語の喚きが耳に障る。

				　スビルシャの部隊に痛撃を与えたのは、プレドヤク率いるオデッサ公爵軍一個連隊四〇〇である。王補佐官の頼みで軍勢を動かすハンニバルの命を受けた彼は、先遣部隊としてこの一帯に侵入した後、フン族が予想よりもラマ族の集落に接近していると知って戦いを挑んでいる。

				　ラマ族は東方異民族のひとつで、少数民族である。彼等はオデッサ公爵の為に馬を育てる代わりに守られていて、プレドヤクは一年間の無干渉が、想像以上にフン族の進出を早めたのだと舌打ちを発していた。

				「図々しい奴らだ。俺達が引き上げたらこれか」

				　彼の憤りに、士官が笑いながら矢を放った。

				「はっは！　隊長！　彼等も必死なんでしょうよ」

				「かといって他の暮らしを脅かしていい道理はない」

				　プレドヤクは断言すると、フン族弓騎兵が放った矢の群れを見上げて叫ぶ。

				「盾ぇ！」

				　昼過ぎの陽光は強く鋭く、斉射された矢は煌めいてオデッサ公爵連隊へと迫る。その先端に向けて、グラミア人達は盾の表面を向けた。その下で、矢をつがえた兵達が味方に守られながら応射に励む。

				　矢が盾にぶつかる音。

				　矢が放たれる弓弦の音。

				　それらは同時に、大量に発生した。

				　プレドヤクは冑に跳ね返った矢に冷や汗を流し、妻の名前を口内で呟き神に感謝を示す。

				「騎兵を接近させるな！　馬をやれ！」

				　プレドヤク連隊前衛が長槍を前方へと突き出し、騎兵の突撃を串刺しにせんとばかりに意気込む一方、フン族のスビルシャは引き上げを決めた。

				　オデッサ公爵が自分達と戦うつもりであると確認した彼は、後方の首領(ハーン)に報告すべく部隊を止める。

				　砂塵を巻き上げ、馬蹄を轟かせて去るフン族。

				　プレドヤクは、冑を脱ぎながら空を仰ぐ。

				「はぁ……疲れた。おい、お館様に伝令！　フン族、一時後退」

				　伝令が一礼したと同時に駆ける。

				「隊長、あれ」

				　部下に示されたプレドヤクは、離れた小高い丘の頂きにヒッタイト人達を見つける。全員が金髪で、白い軍装で統一している為に遠目にも眩しい。

				「刺激するなよ」

				　プレドヤクは段丘の頂きを一瞥し、斥候にフン族を追わせると部隊の後退を命じた。

				

				　　　　　　　

				

				　東でフン族、ヒッタイト人、オデッサ公爵の軍勢が遭遇した日の夜。

				　グラミア王国の都キアフでは、ナルがベルベットを連れて王都の地下へと下りていた。人目を避けるべく深夜に決行した彼達二人の目的は、古龍、そして、遺跡である。

				　古龍とは、古代文明の兵器が現在に残り、未だ活動しているものの、その中でも特殊な外見と能力を持つ龍を対象とした呼称である。さらにその中でも強力な存在に、人々は名前をつけて崇める。それを『名持ち』と呼ぶ。

				　キアフ地下の地下道に入ったナルは、彼を守るように進むベルベットに声をかけた。

				「本当に二人だけでいいのか？」

				「喧嘩を売らなければ問題ないのだ。古龍が戦うのは、彼等に敵対した場合のみだ……経験上……」

				「今回の相手も、君の経験上で測れることを祈るよ」

				　イシュリーンは護衛をつけると言ったが、ベルベットが拒否している。それは古龍を刺激するからという理由で、最悪、ナルを逃がして自分が盾になると申し出ていた。それは、ナルがいなくなれば、彼女は自分の為に魔法を使えるからだ。

				　彼女は、ナルの為に魔法を使わないという彼との約束を、とても大切なものとして抱えている。

				「ナル殿、危なかったら、迷わず逃げるのだぞ？」

				　瓦礫で塞がった箇所を前にベルベットが後ろのナルに言う。彼女は肩越しに、彼の強張った笑みを見つけ、「大丈夫。万が一の時は」と微笑んでやった。

				　頷いたナル。

				　頷きを返したベルベット。

				　二人を守るように光球がいくつも空間を漂っているが、それは明るさを確保するためのものである。

				　ナルは、アブリルによって塞がれた通路入り口の前に立った。

				　アラゴラ制圧前、地下に下りたナルとアブリル。二人は奥へと進み、ここで古龍の存在を知ることになる。アブリルは古龍の接近を音で察知し、ナルを守る為に魔法で天井を崩落させ通路を塞いだ。これで二人は無事に、地上へと戻ることができている。そして現在、当時の様子を脳裏に描くナルは、崩れた瓦礫で隠された入り口を指差し、ここで間違いないとベルベットに伝えた。

				　彼女は、呪文の詠唱も、集中の為の時間も必要としない才能と技量を見せつけた。

				　一瞬で火球が現れ、それは瞬く間に数を増していく。驚くナルの瞳は、一〇以上にまで増えた火の球を映していた。それらは猟犬のように、ベルベットの命令を待つかのごとく彼女の周囲をぐるぐると飛び、指先で示された方向へと一斉に加速した。

				「ナル殿、伏せて」

				　従ったナルは、爆風の凄まじさに地面を転がる。

				　ベルベットは自分の周囲だけを遮断(クラァズス)という高度な結界魔法で守る事により、爆風と熱風を浴びることはない。美しい長髪も、可愛らしい顔立ちも、汚れひとつないまま、呻くナルに振り返る。

				「大丈夫か？」

				　ナルに駆け寄った彼女が、起き上がろうとする彼を助ける。

				「過去の己の発言を後悔する時が、こんなに早く来るなんて……」

				　ナルは、自分の為に魔法を使うなとベルベットと約束したが、それにより今も守られなかった事実に弱音を吐いた。

				　ベルベットが「ふふぅ」と笑う。

				「ナル殿、貴方はおもしろい人なのだ。さ、行こう」

				　ベルベットは、彼に怪我はないと確かめて安堵し、通路の奥へと光球を放った。

				「君の魔法はすごいね。あれだけの火の球、一人でなんて……」

				　彼女は弱々しく笑う。その魔法で、彼に迷惑をかけているという自覚がそうさせていたが、頭(かぶり)を払ってナルの左手を右手で握る。

				「行くのだ」

				　穏やかな声色の彼女に誘われ、ナルは手を引かれて通路へと入った。瓦礫が散らばっているせいで足元は悪いが、ベルベットの作り出した光球が照らしてくれるので、二人は障害物に躓くこともなく進むことができる。そして、通路の奥で彼等を待ち構えるように立っていた相手を見つけることができた。距離はかなりあるが、通路の天井まで届こうかという巨体は威圧感に満ちている。

				「フェルド諸島の、輝翼龍(ルキフィル)よりも大きいのだぁ」

				　ベルベットが感嘆の声をあげた。

				　通路の高さは二デールを軽く超えているはずだとナルは思い、相手の大きさを想像して引き返したくなる。だが、この世界で龍と呼ばれている存在が、実はロボットなのだと知った今、進みたい気持ちもまた強い。

				　彼はベルベットの説──魔導士と龍は古代文明の兵器だ──というものを信じられると喉を鳴らしていた。そして、そうであるなら、ベルベットは、イシュリーンは、人間ではないのかと苦しくなる。

				　ナルの息苦しさを払ったのは、ベルベットの声だった。

				「どうしたのだ？　恐いか？」

				「……いや、大丈夫だ」

				「お……動くのだ」

				　視線を転じたナルは、巨体の頭部に、赤い二つの光が灯ったのを見た。それは目があるとナルが思う位置で、相手は轟音を一度立てると、重く律動的な打音と共に風切り音を発しながら前進する。ガシャンと、一歩目を踏み出した古龍は、前傾姿勢で地面を滑るように接近してきた。土埃を後方に残して、巨体は軽やかに二人に近づく。

				『警告する！　これより先は立ち入り禁止である！　お前達は欧州連邦の施設に侵入している。直ちに引き返せ！』

				　ナルは、古龍の言語が英語であると理解した。つまりグラミア語で、ベルベットも理解できる言葉である。

				「話し合いに来たのだ。害意はないのだ」

				　グラミア語で返したベルベットは、数歩前方で停止した巨人のような古龍を見上げた。表面は磨かれた鏡のように滑らかで傷がなく、半透明であるから内部が透けて見える。何がどうしてそうなっているのかと理解できない細工を見て、ベルベットはナルに尋ねた。

				「ナル殿は、古龍の正体がわかるか？」

				「ロボット……自動の人形だろうな。動力は何だろう？」

				「……大きな人形なのだ」

				　ベルベットは繋いだ手に力を込めた。

				『警告する。ここから先は立ち入り禁止である！　お前達は欧州連邦の施設に侵入している。直ちに引き返せ！』


                			

	








			
				「だから、話をしに来たのだ」

				　ベルベットの訴えにも、古龍は応じない。だがナルには、古龍と呼ばれる存在が、彼女をして頑固だという評価の理由を理解できていた。

				　龍は命令以外の事はできないのだと、彼にはわかった。

				「ベルベット、ちょっと話をしてもいいか？」

				　ナルが少女の前に出て、ベルベットが驚く。彼は古龍を見上げ、赤い目を睨みながら口を開いた。

				「俺は日本人(ジャパニーズ)だ。旅行をしていたら、大変なことになって、逃げて来た。地上が落ち着くまで、中に入らせてもらえないか？」

				　ナルの賭けは、ベルベットから得ていた情報を基に組み立てた訴えである。古代文明末期は混乱していたと彼女は話していて、ならばと思った作り話だった。

				　古龍は反応をした。

				『日本人？　輝夜(カグヤ)市民ならば、渡航許可証を持っているはずだ。出せ』

				「無くした。落とした。だから困っている」

				『本部に問い合わせる。待て』

				　ナルは、握られていた手が痛いほどに力が込められてきたと感じて、肩越しにベルベットを見た。

				　彼女は興奮した表情でナルを見つめ、瞳をキラキラとさせると、彼に抱きつく。

				「おわぁ!?」

				「ナル殿！　すごいのだ！　天才なのだ！　貴方はすごい人なのだ！　一〇点！　いや、二〇点あげるのだ！」

				　その点数は何だと首を傾げるナルは、ベルベットを引き剥がして古龍を眺める。すると相手は、その場で反転した。古龍の背中を見た二人は、それぞれに驚く。

				「ヒュンヒュンという音は、そうだろうなと思っていたけど、熱を排出するファンの音だな」

				「おお！　背中に風車があるのだ！　おお！」

				『本部と通信が繋がらない。日本人ならば生命の安全を優先する。第一階層までの入場を許可する』

				　ゆるやかに加速した古龍は、土埃を発生させないように配慮してくれたのだとナルには思えた。それはつまり、相手を思いやることができる証拠であると彼は確信する。

				　ナルが日本にいた時にしていた研究とは、人工知能に人らしさを与えるものであった。

				　それは、人であれば当然のものである感情だ。理詰めではない思考を人工知能に組み入れれば、介護や医療の分野で活躍するのではないかと期待して、研究を進めていた。まさか、その未来をここで、兵器から知らされるとはという驚きで、ナルの歩みは頼りないものとなる。

				「どうしたのだ？　どこか痛むか？」

				　心配そうな表情でナルを見るベルベット。

				　彼は、「なんでもない」と答えていた。だから彼女は、なんでもないことはないとわかってしまう。それは、心配事や問題が生じた際、彼女も他人に「なんでもない」と答えていたからである。ベルベットの場合、それは弱い自分を隠す強がりであったが、ではナルの場合はどうだろうかと、彼女は瞬きをすることで彼を案じる表情を消し、ナルを誘うように歩を速めた。

				　古龍が止まり、扉を開く。どうやって？　と驚くベルベットの前で、扉は壁に吸い込まれるように開き、立方体の空間が現れた。

				　古龍はそこには入らない。

				　しかし、二人には入れと促す。

				　ナル、ベルベットの順で入った時、扉が閉じた。

				「なんだ？　こういう場所は初めてなのだ」

				「エレベーターだな、これ」

				　ナルは壁面の操作盤を見る。『Ｂ一』から『Ｂ一〇』までのボタンがあった。

				　ベルベットがそれを無茶苦茶に押したが反応しない。しかし、『Ｂ一』というボタンだけが光り、空間がゴンという音と共に下降を始める。

				　興奮するベルベットの隣で、ナルは操作盤に見入っていた。それは、『Ｂ五』から下の階層を指すボタンの横に、危険を意味する印を見つけていたからだ。

				　放射能を意味するハザードシンボル。

				「ベルベット……この施設の地下五階から下は、あまり調査しないほうがいいと思う」

				　ナルが言い終えたと同時に、扉が開いた。そこはエレベーター室で、通路が奥へと伸びているが、薄暗い。壁面の下部で非常灯が頼りなく周囲を照らしていて、ベルベットは光球を創り出した。

				　二人で第一階層に入った時、エレベーターの扉が閉じる。

				「ナル殿は……ここがどういう場所か、わかるのか？」

				　彼女の声質は、驚きや喜びではない。それは、険しい顔つきをしたナルを見て、喜ぶような場面ではないと感じたからで、答えない彼により、周囲を窺う余裕を得る。

				　これまで入ってきた遺跡よりも保存状態が良い内部に、彼女は駆け出して調査を始めたい気持ちが強い。だが、ナルが考え込むせいで動けなかった。

				「確かめよう」

				　ナルが歩きだす。

				　彼女は、「あ」と小さく声を発した。繋いでいた手が、急に歩みを進めたナルによって解けてしまったからだ。慌てて追いつき、ナルの手を掴んだ彼女は、驚く彼に笑みを返した。

				「大丈夫なのだ。私がいるのだ」

				「……かもしれない……ハハ！」

				　笑ったナル。

				　二人は、同時に深呼吸をする。

				「ナル殿、ここがどんな場所であっても、私達はこの場所しか入ることを許されていない。私は、古龍の意思を尊重したいのだ。こういう調査は、そういう気持ちが大事だと思うのだ」

				「そうだな。賛成する……あ、あそこに入ろう。事務所になっている」

				　二人はガラスの壁で隔てられた部屋へと真っ直ぐに向かう。途中、非常灯を気にするベルベットにナルが説明した。

				「電力というものが古代文明には存在してね……発電てわかるかな？」

				「発電……？　何なのだ？」

				「電荷の作用で発生する現象のひとつで、古代文明ではそれを動力に使っていたんだよ。それはこうして、照明の基になるし、様々な物を動かすことができた。それを作ることを発電というんだけどね……」

				「電荷……素粒子だな？」

				「素粒子を知っているのに、発電がわからないんだな？」

				「ナル殿は賢いな。ま、私が素粒子を知っているのは魔法の研究をしているからなのだ。魔法とは、素粒子を操ることだ。宇宙の理を知ることが、魔法の世界を深く探る第一歩なのだ。空間に存在する目に見えない粒子の存在を感じて……内に流れる魔力でそれらを変化させる。魔法とは、簡単に言えばこういう事なのだ。ナル殿、魔導士の血は、それそのものが魔法を発動させる鍵なのだ」

				「ごめん、難しくてわからない。でも興味がある。魔法は……そうだな。摩訶不思議な現象ではないんだな？」

				「アハハハッ！」

				　ベルベットが笑う。

				　こんな笑い方をするのかと、ナルは可愛くなった彼女に微笑みを向け、事務所の扉を押し開いた。そこはデスクが並び、動きそうもない機器も多数、残っていた。

				「非常灯が点いているから、電力はきているんだろうけど……」

				　ナルが腕を組む。その隣で、少女が興奮で瞳を輝かせつつ口を開いた。

				「この世界に、摩訶不思議な現象が存在するとしたならば、それはまだ解き明かせていないだけなのだ。物事は、説明できないという証明ができないのだ。こうだという証明はできる。しかし、わからないという証明は、できないものなのだ。接近方法(アプローチ)を変えれば、視点を変えれば、思考を改めれば、明らかになるかもしれないのだ」

				「そうかもしれないな……あ！」

				　ナルは青白い色を発する機器を見つける。それはデスクの上にあり、マウスパッドのようだと彼は歩み寄った。だが、マウスパッドが光を発するはずもなく、彼にはそれが、操作盤であるという予感があった。

				「光ってるな……」

				　ベルベットが覗き込む。薄い板のような面に、ナルは指先を押し当てる。

				　ポン。という音がどこかで響き、事務所の天井が白い光を発し始めた。驚くベルベットの隣で、ナルは部屋の中央に異変を見つける。床に円形の台座があり、そこが唸るような音を立てて動き始めていたのだ。

				　二人が近寄ると、台座の上に、妙齢の女性が現れた。

				「立体映像か……」

				　ナルの独り言。

				　ベルベットは声を出せず、ただただ半透明の女性を見つめる。

				『システム確認中……パワーラインが止まっています。パワー不足により起動できません。現在、オフライン……スリープモード……空気循環システムに電力(パワー)を集中させます』

				　女性が瞼を閉じたまま喋る。それは英語で、つまりグラミア語に近いことからベルベットにも理解できた。しかし、彼女にとってわからない単語も混じっていて、ベルベットは戸惑いと喜びで相手を睨む。

				「何だ？　彼女はどこから現れたのだ？」

				「映像だよ、これ。ここのメインコンピューターかな？」

				「ふーむ……ナル殿、貴方は私にとってそれはもうすごい人になったのだ。地上に出たら、さらに一〇点追加するのだ」

				　ナルは、先程から点数をくれている彼女に対して、それは何だろうかという疑問を覚えながらも尋ねていない。後回しにしていた。

				『接続できません。オフラインです。送電衛星を確認できません。通信衛星と接続できません。ツクヨミはシャットダウンします。九〇秒前……』

				「おい！　勝手に落ちるなよ！」

				　ナルが慌てる。

				『パワー不足です。八五秒前……八四……』

				　ナルはベルベットを見て、頷きを返されて意を決する。彼は、質問をひとつだけ、相手にすることにした。

				「おい！　今はいつだ？　西暦の何年何月何日だ!?」

				『西暦七〇四五年。八月六日水曜日です……六七……六六……』

				「ベルベット、走るぞ！　出られなくなるとまずい！」

				「ひぃあああ！」

				　手を引っ張られ走り出したベルベットは、前を駆けるナルの背中に言葉をぶつけた。

				「西暦！　西暦だったのだ！　七〇〇〇て言ったのだ！」

				「七〇四五年！　今日は水曜日だ！」

				　エレベーターホールで、ナルはボタンを連打する。そうしても意味がないと知っているにも関わらず、慌てる彼を止める者はおらず、ベルベットはそうすれば早く扉が開くのだと勘違いを記憶した。

				　扉が開き、二人は四角い箱に乗る。『一』というボタンを押したナルは、祈るように頭上を見上げる。彼を眺めて、事情はともかく急がねばならないのだと感じるベルベットも、同じように天井を見上げ叫ぶ。

				「早く動くのだ！」

				　エレベーターが止まり、扉が開く。

				　そこに古龍がいて、背を向けていた。

				　通路へと飛び出した二人。

				　古龍が尋ねる。

				『もういいのか？』

				「ああ……」

				　ナルが呼吸を整えながら答え、ベルベットの背を押した。何だろうかと怪訝な彼女は、彼によって古龍の前へと押されていた。

				「次も、彼女がここに来るかもしれない。その時は、中に入れてやってくれないか？　あと、エレベーターではない入り口はあるか？」

				　古龍は赤い目でベルベットを捉えたようだ。

				　彼女は、さすがに緊張で声が出なかった。

				『第一階層までならば問題はない。階段は駄目だ。彼女の国籍は？』

				「メインコンピューターがシャットダウンしている。エレベーターも止まるかも知れないから、他の方法を教えてくれ。彼女は俺の妹で、日本国籍を持っているが、俺と同じく証明できるものを落として無くしているんだ」

				　ベルベットは、古龍とナルの会話を黙って聴いた。

				『緊急避難という理由での入所は許可できる。ただし、後で日本国籍ではないと判明した時は罰せられることになるぞ』

				「わかった。で、エレベーターの他にはあるのかい？」

				『エレベーターの動力は別だ。独立している。地熱発電で、最下層に発電所がある』

				「それでメインコンピューターを動かせないか？」

				『ここの地熱発電機では一万キロワットが最大だ。換気などでも電力は消費している。ツクヨミシステムを動かすと、その他に支障が出る。太陽波発電の送電網が何らかの理由で遮断されたままだ……諦めろ』

				　溜息をついたナルは、自分を見上げているベルベットと目があった。

				　赤い瞳を輝かせる彼女は、彼に抱きつく。

				「ナル殿！　古龍と交渉するなんて……すごいのだ！」

				　ナルは照れたように笑い、施設の下層部に興味があるゆえに後ろ髪を引かれる思いで出口へと向かう。その隣で、小躍りしながら歩く少女。

				「あ！」

				　ナルは振り向き、古龍に尋ねた。

				「ここは、どんな施設だっけ？　また避難する時に注意したいから」

				『第五地下保管所だ。重要な施設とだけ答えておく。質問は以降、受け付けない。大変だろうが、危険を感じたら避難しに来ればいい』

				　古龍の返答に、ナルは「わかった、助かるよ」と返した。

				「ナル殿、この施設は何なのだ？　危ないのか？」

				　隣を歩くベルベットの問いに、ナルは難しい顔を意図的に作っていた。

				「ここはね……古代文明の人達……俺も含めてだが、当時の人達は、問題が生じれば解決を先送りする人達だったと証明している施設だよ。先送り、他人任せ、いわば……そのツケが今なんだろうさ」

				　ナルの表情は厳しく、ベルベットはいくつもの疑問、質問を彼にぶつけたいと思いながらも、今の彼にそれを質すのは申し訳なく感じた。このような自分の心の動きに新鮮さを覚える彼女は、ナルの横顔を見つめてしまう。そして、彼が彼女の視線に気付き瞳を動かしたことで、ベルベットは慌てて正面を見た。

				　二人は、会話をしない。しかし緊張や気まずさによるものではなく、それぞれが自分の思考に集中した結果の沈黙の中で地上へと続く階段を上る。

				　出口から外へと出たナルは、まだ明けていない空を見上げた。

				　濃い闇が、彼の頭上を支配している。雲が厚く、星も見えない。

				「ナル殿、今、照らすのだ」

				　ベルベットが光球の魔法を発動させた。

				「これは、俺の為に魔法を使った事になるんじゃないか？」

				　ナルの指摘に、彼女は困ったような表情を作る。

				「暗い場所を照らすのは、当たり前の事なのだ。地下でもそうだったのだぁ」

				　彼女の主張に、ナルは笑みで頷く。

				「そうだな……多分、そうだ」

				　二人は、うわうわと浮かぶ光に誘われるかのように歩きだす。

				「暗闇は照らすのが当たり前か……ベルベット、君の言う通りだ」

				　ナルの言葉に、ベルベットは微笑みながらも困る。それは彼の発した同意の奥に、深く重い何かが存在していると推測するも、明確にこれだと理解できないからだった。だから彼女は、彼の言ったことの上辺だけを捉えた返答に止めることにする。

				「暗いと、転んじゃうのだ」

				　彼女の言い様が幼かったものだから、ナルは笑うことができた。

				

				　　　　　　　

				

				　ナルとベルベットが夜の地上へと戻った時、離れた場所では地下に下りていく男がいた。

				　神聖スーザ帝国の帝都。

				　教皇庁を中心に広がる市街地の一画は、一般人には立ち入りが制限されている。その中に、その建物はあった。聖職者だけが入ることが許された喫茶店だが実態は違う。

				　壁で仕切られた談話室は、神に仕える者達が買った相手との享楽にふける空間であり、地下は聖職者の中でも高い地位の者だけが立ち入りを許可されていた。

				　ミヒャイルは地下に下り立つと、後ろに続く部下達と目配せを交わして別れる。

				　エリザが、彼の隣で長剣を抜き放つ。蝋燭(ろうそく)の灯りのみが照らし出す通路で、その輝きは妖しく危険だった。

				　二人は無言で別れる。

				　ミヒャイルは、いくつもの個室から悲鳴があがったことに笑みを浮かべた。

				　彼は長剣の鞘を左手で持ち、通路に飛び出した女を睨む。

				　ミヒャイルは長剣を抜き放った。

				　彼の一閃は鋭く、素早く、強烈だった。

				　女は目を見開いたまま首から上を胴体から斬り飛ばされ、鮮血を噴き上げて床を転がる。

				　彼は歩く。まっすぐに、通路の奥へと一気に進む。右からも左からも喚声があがり、悲鳴、罵声、驚声に怒声が入り乱れての混乱であった。

				　個室から通路に飛び出した中年の男がいた。彼はミヒャイルを見つけると、下半身を露出したまま怒りをぶちまけた。

				「貴様ら！　どこの者どもだ！　ここは枢機卿猊下も通う喫茶店(カフィー)だぞ！　場をわきまえ──」

				「聖紅騎士団(ハイローダー・オルディーン)！」

				　相手の罵倒を中断させたミヒャイルの一喝は、加速と同時であった。

				　ミヒャイルは走りながら長剣を煌めかせ、通路の奥から現れた黒装束を一瞬で死体へと変えた。店の従業員に紛れ込み、帝国の情報を掴んで本国に流していた間諜の女は、へその位置で上下に斬り分けられて、上半身だけがミヒャイルに怒鳴っていた男に抱きつく。

				「ぎゃあああああ！」

				　悲鳴をあげて腰を抜かした中年の男は、露出していた下半身のせいで失禁をしたことを隠せない。

				　彼はどろりとこぼれた女の臓物に汚されながら、嘔吐をしつつ床を這って逃げる。

				　ミヒャイルは男を笑う。

				「情けない。俺なら口づけくらいはしてみせるぞ」

				　笑い声を残して進む彼は、通路の突き当たり、経営者がいるであろう部屋の扉を蹴破った。そこには書類が並ぶ棚を右手に、正面の机に座る壮年の男がいる。顔面は蒼白で、剣先を突きつけられてガタガタと震えていた。

				「貴様は、神に背信した自覚はあるだろうな？」

				　ミヒャイルの声は否定を許さぬ強さであり、経営者は喉を鳴らして、冷や汗を拭う動作と共に口を開く。

				「か……家族が人質に……お許しください」

				「俺が許しても、神が許されぬ！」

				　ミヒャイルが長剣を振り降ろした。

				　引き攣った悲鳴を発した経営者は、机が一刀両断された光景に椅子から滑り落ちる。

				　そこに、現れたエリザがミヒャイルに耳打ちした。

				「終わったわ……幾人か逃げました。五名捕縛」

				「舌を噛み千切らぬようにしろよ」

				「大丈夫」

				　身を翻したミヒャイル。

				　残ったエリザは、へたりこんだ経営者を一瞥し、残忍な笑みを浮かべた。

				

				　聖紅騎士団(ハイローダー・オルディーン)の本部庁舎には異端審議用の地下室がある。これは、どの騎士団の施設にもあるもので珍しいものではないが、部屋が足りないほどの盛況は例がないだろう。

				　シュケルは鎖に繋がれた女を眺め、東方異民族かと口端を捻じ曲げた。女は挑むようにシュケルを睨んでいるが、青白い顔色と身体の震えは、恐怖によるもの以外の何ものでもない。

				　シュケルの隣に立つエリザが、騎士に命じる。

				　騎士は装置を作動させた。

				　鎖が巻かれ、女が宙に吊るされていく。もう何度も繰り返されているから、女は何をされるのか理解していて、大きく息を吸い込んだが、エリザに腹部を殴打された。

				「ガハ！」

				「蛆虫(グラミアン)の手先か、白豚(アルメニアン)の手の者か……どっち？」

				　エリザの問いに、女は震えながらも答えない。彼女の手首は、鎖が食い込むことで血を流し始めている。

				　騎士が冷水の入った桶を持ち、女に水を浴びせる。一度、二度、三度、まだ終わらない。

				「ぅうう……うううう！」

				　苦し気な女の声に、エリザは恍惚した笑みで快感だと主張していた。

				「天上のお父上が嘆いておられるよ」

				　シュケルの声は小さく、異教徒を拷問にかけて喜ぶエリザには届かない。

				　彼は、枢機卿会にまで敵国の諜報が届いていた事実から、接触場所はどこであるかを考え、いくつかの候補先に部下達に突入させていた。そのひとつで、求めていた結果を手にすることができた今、次に進もうと決める。

				「ぁあああああ！」

				　拷問にかけられる女の口から、耳を塞ぎたくなるような叫びが発せられた。エリザが狂ったように鞭を振るい、女を痛めつけているからだ。皮膚が破れ、裂かれた肉は血を吐きだす。そして女は気が狂わんばかりの悲鳴を止めない。

				「ああああああ！　……ぎゃぁああああ！」

				「言えぇ！　言いなさい！　売女がぁあああ！」

				　エリザの形相は狂人じみて、見ていた騎士が装置から手を離してしまう。

				　吊られていた女が、糸が切れたように落下して固い床に落ちた。ぐしゃりと嫌な音がして、彼女の右足首がおかしな方向に曲がった。

				　一瞬の静寂。

				「ぐぅううううう……ふうう……」

				　女の呻き声に、エリザが舌打ちを発した。

				「何をしている？　吊り上げなさい」

				　睨まれた騎士は、女が死んでしまうと彼女を諌めた。

				「死ねばいい！　　喋らないなら死ねばいいのよ！」

				　蹲っていた女に蹴りを入れたエリザは、肩をシュケルに掴まれた。

				「エリザ、簡単に殺すな。吐かせるのが目的だ」

				　疲労と興奮で肩を激しく上下させるエリザは、我に返ったように瞳を揺らした。

				「も……申し訳ございません」

				「俺は猊下に呼ばれている。あとは頼むぞ」

				　シュケルは拷問室から通路へと出る。

				　背後で、扉が閉じられた。

				　彼はそこで、上着の衣嚢を探り、巻き煙草の箱(ケース)を掴んだ。一本を取り、口に咥えて魔法で火を点ける。

				　煙を吐き出して歩きだした彼の耳に、背後の部屋からこの世のものとは思えない悲鳴が届く。喉を絞るような、気が狂ったほうが楽になれるとでも言いたいような、シュケルでさえ顔を顰めるには十分な嫌悪感だった。

				　シュケルは、頬の傷痕が歪むほど表情を変化させる。そして不快を煙と共に吐きだそうとして咳込み、苦笑に切り変えることで、ようやく歩きだせた。

				

				　ローターの執務室に入ったシュケルは、枢機卿の傍らで厚い本を広げている男の子を見て首を傾げた。少年趣味などないはずだと、ローターを知る彼の疑問に答えたのは、枢機卿本人である。

				「僕の養子だよ。ご挨拶なさい、ヨアヒム」

				　少年は視線を彷徨わせて、ローターに背中を押されてシュケルへと視線を定めた。

				　聖紅騎士団(ハイローダー・オルディーン)総長は、男の子は盲目であると気付く。

				「本はね、点字なのさ」

				　ローターの声色は優しい。

				「ヨアヒムです……」

				　男の子が、弱々しく名乗る。

				「シュケルと申します。よろしく」

				　膝をつき、ヨアヒムの手を取ったシュケルは、男の子の表情が和らいだと感じた。

				「偶然の出会いでね。貧民街の清掃活動をしていた際、彼の足を僕が踏んだのが出会いだ」

				　ローターがヨアヒムの髪を撫で、その手に杖を持たせた。

				「シュケル卿と話をするから、お姉さんのところに行っておいで」

				「はい」

				　分厚い本を左脇、杖を右手にヨアヒムが退室する。彼には姉がいるのかと理解するシュケルに、ローターが説明した。

				「雇いの使用人だよ。彼の世話を頼んでいて、今は僕たちの為にお茶の用意を隣室でしている」

				「猊下は……奥方は迎えられませんので？」

				「僕はどうも……縁がなくてね。見合いを勧められているけど、なかなか踏ん切りもつかないしね……紹介してもらおうにも、会う時間がない……いや、作らないが正解かな。つまり僕は妻を娶る勇気がないのかもしれない」

				「名門のショル家ともなれば、慎重に選ばねばならないのかもしれませんね」

				「なに、単純にモテないのも理由だよ」

				　それは謙遜だろうとシュケルは笑う。

				　扉が開かれ、使用人の女性が紅茶と緑茶を持って現れた。ローターは緑茶を受け取り、シュケルは紅茶をもらうと、革の上着の衣嚢からスキットルを取り出して、ブランデーを注いだ。

				「ふむ、シュケル。君の判断は正しい。紅茶を完璧に仕上げるにはブランデーが必要だ」

				　ローターが微笑み、緑茶をすすると満足そうに吐息を漏らす。

				「妻帯して、家族を守って……ねえ、クリュエ、君は僕のところに嫁いでくれるかい？」

				　退室しようとしていた使用人の娘が、驚いたように固まるとたちまち赤面した。

				「ま……まさか、私のような貧民街生まれの女が恐れ多いことでございます」

				　深く辞儀をして扉を閉めた彼女。

				「こうして、フられるわけだ。さて……」

				　ローターの苦笑いに、シュケルも同じ表情で応える。前者は自然と、後者は意図的なものであった。

				「……君に来てもらったのは他でもない。相談したいことがあってね」

				「伺いましょう」

				「教皇猊下の求心力回復の為に、カミュルの首を獲ったわけだけど、おかしな方向へと進んでしまった」

				　カミュルを討ったシュケルと、彼の復帰を強烈に後押ししたローターの名声が帝国内で高まり、教皇はまたしても陰口を叩かれている。

				「シュケル卿を遠ざける判断をした教皇はおかしいのではないか？」

				「ああ、ローター猊下が彼を復帰させなかったら、帝国は大変なことになっていた」

				「あの教皇のままで大丈夫か？」

				　こういう会話が民や教団内で交わされている現実に、教皇は目を白黒とさせて、顔を青く、次に白くした。そして最後は真っ赤な顔で怒り狂い、直下の騎士団に命じて言論統制に躍起である。これがまた教皇の人気を落としているのだが、フリードリヒ二世は改めない。

				　ローターはシュケルに尋ねる。

				「教皇の立場が危うくなるのは望むところではない。なんとか人気回復を図らないと、士気にも影響が出ている現在、とても東進などできない。自分でもいろいろと考えてみたけど、ここは君の意見を聴きたい。聴かせてほしい」

				　シュケルは紅茶を飲む。

				　彼はこの時、冷静な判断を下していた。それは、現教皇はもたないというものだ。しかし彼はフリードリヒ二世に恩がある。どのような経緯があれども、フリードリヒ二世に取り立ててもらった過去は消すことはできないとシュケルは理解していた。

				　フリードリヒ二世の体面を保ち、引退して頂きたいというのがシュケルの本心だ。しかし、また教皇を選ぶところからとなると時間がかかる。これを避けたい理由は、グラミアは今が攻め時であると彼が思っているからだ。それはハインリヒの動きと、東部都市国家連合の動きが理由である。多方面に戦力を分散させつつ帝国と戦う国力などないグラミアを、シュケルは一気に片付けることができるだろうと企んでいる。

				「延命措置と、将来の権威移行を狙う手は如何でしょうか？」

				　シュケルの口から吐かれた問いに、ローターは頷く。

				「聴かせてください」

				「アルメニアを真似ます」

				「アルメニアを？」

				　ローターが緑茶の杯を卓に置き、脚を組むと膝に両手を置く。

				　シュケルは紅茶の受け皿へ杯を置き、頬の傷を撫でながら言葉を紡いだ。

				「過去、王制であった彼の国は内戦になりました。アルメニア王位継承戦役……戦乙女(ヴァルキュリア)の登場です」

				「ベルーズドの戦乙女か……」

				「はい。内戦の勝者になったフェリエス・ベロア・ベルーズド公が、そうと成ったのはいくつか理由がありますが、民の支持が高かったという点が大きい。しかし彼は内戦の首謀者です。戦を起こした側であります。にも関わらず、どうして民は彼を支持したか……象徴……偶像の利用……」

				　シュケルは言葉を選びながら続ける。

				「フェリエスという人物は、自分の恋人を偶像に仕立て上げました。民は、厳しい暮らしの中でも、自分達が応援する戦乙女が、フェリエスの味方をしているということで、フェリエスが齎す過酷な情勢から目を背け、熱狂することで時代の熱気に身を置く興奮に酔い、王権打倒という正義を叫び戦ったのです。これを帝国でします」

				　ローターは笑う。

				「戦乙女のような女神は我々(スーザ)にはいないよ」

				「神の声を聞くことができる清く美しい娘……聖女(ハイトゲーテ)を誕生させます」

				　シュケルの目は冗談を言っているものではなく、またその声も断定的で力強かった。

				　ローターは口内で呟く。

				　吟味する為だ。

				「権威を教皇から剥がすか……」

				　枢機卿は顎を撫で、椅子の背もたれに身体を預ける。使い古された椅子がギシリと軋んだ。

				「猊下、仮にフリードリヒ二世猊下の御世がこのまま進めば、帝国は内部分裂に陥ります。ローター猊下を枢機卿にした派閥と、フリードリヒ二世猊下を守りたい派閥に割れるでしょう。またこれは、他国に利用されかねない溝で、現在において既に隠せないほどまで成長しています」

				　ローターは呆れたように笑った。

				　彼としてみれば、国と教団を守りたい一心であるにも関わらず、その頑張りが守るべき対象を破滅に追いやっているジレンマに苛立つのである。彼本人にその気がなくとも、周囲が勝手に想像を膨らませ、または一方的な希望を強めていけば、対立などないはずであるのに衝突は発生してしまうものなのかという情けなさが、ローターに大きな溜息をつかせた。

				「グラミアを倒す為に……」

				　シュケルが言葉を紡ぐ。

				「……国内の不和協音を鎮める必要があります。その為にも、聖女(ハイトゲーテ)の存在は利用できるでしょう」

				「しかし、そんな女性はいない。どこから連れて来るつもりだい？」

				「一案がございます……聖女(ハイトゲーテ)擁立のご許可をくださいましたら、早速に取り掛かります」

				「……君のそういう顔は頼もしい」

				　シュケルは瞬きし、どのような表情をしていたのかと執務室の窓ガラスへ視線を転じた。しかし、そこには見慣れた自分の顔しかなく、彼は瞬きをした後にローターへと視線を戻した。

				「いいでしょう。しかし、聖女(ハイトゲーテ)に足る説得力をもった女性が必要だろう。さ、誰をその席に着かせるつもりなのか教えてくれないか？」

				「スジャンナ・グロスクロイツ」

				　シュケルは微笑み、ローターは目を丸くした。

				　スジャンナ・グロスクロイツは、聖紅騎士団(ハイローダー・オルディーン)の騎士であるエリザ・グロスクロイツの妹で、ベア・ベルテザッカーの妾である。名門であるグロスクロイツ家は、姉妹の父であるワーグナー戦死によって荘園の経営が傾き、負債は膨らみ続け破産はすぐ先に迫っていた。当月の返済にも困る状況に陥った時、ワーグナーの後を受けて家を取り仕切っていた彼の妻と執事が揃って体調不良で倒れた。心労によるものであったという。ここで、使用人達や自らの生活を守る為に、長女のエリザは、妹の美貌に酔っていたベアへとスジャンナを差し出すことで融資を引き出し、さらに自らは騎士叙勲を受けて返済猶予と利子免除を得ることで名家を守っている。

				「例えば、不幸の連続に遭う名家の娘が……懸命な姉を助けようと、国の現状を嘆き祈りながら、神に頼る日々の中で、偉大なる神の御声を聞くことができるようになった……代々、枢機卿を出す名門であり、家名はスーザ神を信仰する者であれば知らない者はおりませぬ。また……美女の悲劇に民は弱いものです。父親は異教徒に殺され、母は心労で倒れ帰らぬ人となり、姉と二人、懸命に生きている……優しく可憐な名家のお嬢様の悲劇を、我がスーザ神は助けぬわけがございませんでしょうから……彼女はきっと、神の声を聞くに足りる存在となりましょう」

				「シュケル、僕は君を叱るべきか褒めるべきか迷っているよ……演劇作家になれば成功していたのではないかな」

				「お褒めくださり恐縮です、猊下」

				　深々と一礼した聖紅騎士団(ハイローダー・オルディーン)総長は、枢機卿は困っていると、相手の顔を見ずしてわかっていた。

				　ここでローターは、この計画には四名の同意を得ねばならないことから、まず姉に関して、を口にする。

				「エリザは同意するだろうか？」

				「同意するでしょう。いや、しますよ……彼女は、クローシュ渓谷で地獄を見ました。それを齎したグラミアを、彼女は死んでも許さぬ気概があります」

				　渋面を作った枢機卿は、頬杖をついて溜息を溢した。

				　シュケルが、顔を伏したまま述べる。

				「猊下……教皇猊下にご説明あそばし、ご同意を得て頂きとうございます。教皇猊下が『うん』と仰ることで、ベア猊下は首を縦に振られるでしょう」

				　枢機卿は背もたれに身体を預けて腕を組む。視線の先は天井で、そこを見つめれば迷いは払われるわけでもないのに彼はしばらく眺めていた。

				　扉が叩かれた音で、二人は視線を交差させる。

				「失礼します。猊下宛に、アルメニア王国のモリペレント公から手紙が届いております」

				　現れた近侍の少年が、シュケルに一礼し、ローターに手紙を差し出す。

				　ベルトアン・トルキア・モリペレント公爵という差し出し人の名前を見て、ローターが卓上に手紙を広げた。そして手の動きでシュケルを招き、二人は同時に読み進める。

				　父親を殺された息子が、遺体を返還されたことへの感謝を述べる内容であるが、紙面に這う文字はいずれも激しく震え、インクの染みは大きく、力が込められていたと察するほどに紙はよれている。

				「ま、戦の世の常でございます」

				　シュケルの感想は冷めたものである。

				　彼とすれば、殺した相手の家族から恨まれることを気にするなら、騎士などできぬというところだ。そしてこの手紙は一方的なもので、帝国側にもカミュルが率いた軍によって父親を殺された子供はおり、お互いに戦死の可能性をわかってやっている事だろうと思っている。

				　だがローターは違った。

				　彼は父親を失った息子の悲嘆に心を痛めていた。

				「シュケル、戦の世は多くの嘆きと共にある。聖職者である僕は、改めて戦を無くさねばならないと思うよ……だから君の案を進めよう。聖職者ではなく、権力者として判断を下そう。戦は必要だ、信仰を育む為に、戦は続く。今は、戦が要るのだよ」

				　ローターの命に、シュケルは無言で片膝をつき、一礼で応えた。


                			

	








			
				　東部都市国家連合は大小七つの都市国家による連合体で、その中心がオルビアンである。この場合、中心とは地理的な意味ではない。この都市が都市国家群の独立を支えているといっても過言ではなく、オルビアンの経済力が力の源であり、それを背景とした外交力は大国であるアルメニアや神聖スーザ帝国も無視できないものがある。

				　南に内海、北に黒洋海、東にはオルビアン海峡という海に突きだした半島の先端に築かれた都市は、詩人ダヴィテが『世界の愛人』と謳ったほどに美しい景観を誇る。段丘状の地形が陸から海へと下るように続き、それを利用して計画された市街地の建築物は白を基調としたもので統一されているため、朝焼けや夕陽に照らされた光景は輝きを放つ楽園の如くである。この市街地は半島の付け根に築かれた城壁に守られており、五万人を超す市民権を持つ者達が暮らしている。一方で、城壁の外側には市民権を持たない者達が暮らしており、段丘の背後に隠れていて海からは見ることができない。ゆえに、風光(ふうこう)明媚(めいび)な港湾都市の裏側に、汚く澱(よど)んだ恥部が存在することを海からでは気付かないだろう。この城壁外の市街地には、市民権を持つ者達をはるかに凌ぐ非市民一〇万人が暮らしており、周辺の農村も入れれば都市圏全体で人口は三〇万人を数える。

				　一般的に、オルビアンと言えば城壁内の市街地だけを指して使われるが、実際のところ、この都市を支える労働力は城壁の外にこそ存在していた。

				　では市民権を持たない者達は悲惨かというと、これにも格差がある。

				　市民権を持つ者に雇われて働く者達は恵まれていると言える。彼等は商売や農業に従事して金を手に入れ生活をしており、戦争ともなれば市民権を持つ者に従う傭兵となる。

				　次に並べるべきは、市民権を持たない者達を相手に商売をする者達であろうか。ただ、こういうものは何を基準に序列をつけるかによって変化するものでもある。しかし、いずれにおいても、絶対底辺というものは間違いなく奴隷であろう。

				　オルビアンでの奴隷は、いや、東部都市国家連合と南部都市国家連合といった間接民主制下での奴隷達は、他国に比べて極めて悲惨である。

				　例えば、グラミアでの奴隷は身柄を主人に買われた者達で、主人にとって奴隷は資産であるから必要以上に虐げられたりはしない。主人は彼等の衣食住の面倒を見てやりながら働かせ、奴隷達を購入した額に彼等の稼ぎが到達すると、解放されたいか残りたいかを奴隷に選ばせている。ただし、奴隷は主人に絶対服従であることが前提とされているから、鞭打ちなどの体罰があり、決して望んでなりたいものではないはずだ。

				　では、都市国家ではどうか。

				　馬、牛、豚、奴隷の順なのだ。

				　死ねば捨てられる存在である。市民権を持つ者達が働かなくても暮らせるように、主人の代わりに必死となるのが都市国家での奴隷である。軍役も課せられるが武器や防具は持たされない。

				　囮に使われるのだ。

				　代わりはいくらでもいて、剣や盾のほうが貴重だという扱いだった。

				　それが、都市国家群での奴隷であり、オルビアンでの扱いである。そして、奴隷の子は奴隷なのだ。

				　もちろん、この現状を良く思っていない者もいる。多くはないが、確実に彼等は存在していた。

				　スキピオ・アルビウスもその一人である。彼は市民権を持つオルビアン市民であり、元老院議員の中でも四人しか就くことができない執政官の職にある。曾祖父の代から元老院議員である彼の家は、オルビアンの中でも名門であり、その現当主が革新派であるのは保守が続いた家にとって驚きであったに違いないが、執政官として他勢力圏への遠征を指揮し、各国の様子を見て、変化を誘う波を知っていた彼とすれば、いつまでも現状が続くものではないという実例を突きつけられていたので、自国の有り様に疑いを向けたという過程が生じての現在は突飛なものではないだろう。

				　ゆえにスキピオは、オルビアン元老院議事堂の回廊を進みながら、庭の手入れをする奴隷達に厳しい視線を向けた。彼等がいつかオルビアンを滅ぼすのではないかと、帝国の前身である国家がスーザ教団と信徒に倒された前例に重ねてみつつ、アルメニアが王権から立憲君主制に移行した経緯を考えてみる。

				　ゆるやかな体制変化は、急激な転換に比べて舵を取りやすいとスキピオは思う。ならば、オルビアンは自主的に社会構造の改革に乗り出すべきではないかと思考を繋げた。しかしながら、彼一人でできることではない。そして、公の場所でこのようなことを口にしてしまえば、彼はそういう理念を持っていると周囲に言われて困ってしまうだろう。

				　彼は頭(かぶり)を払い、執務室の扉を押し開く。そこには一人の男が既に入室していてスキピオを待っていた。

				　アラゴラ南部諸侯の有力者であるシャフタール伯爵スレイマンから遣わされた使者で、立ちあがるとアラゴラ訛りのアルメニア語で名乗った。

				「シャフタール伯爵閣下に仕えておりますエリオンと申します。ご多忙にも関わらず、感謝いたします」

				「閣下におかれては苦労されておるようだ」

				　スキピオは椅子に腰掛けて、対面のエリオンに着席を促す。二人の会話はアルメニア語で行われており、これは双方が理解できる公用語であるからだった。

				「エリオン殿が参られた理由は、援軍の件でありますな？」

				「左様でございます。無法者のグラミア人どもからアラゴラ人の土地を奪い返すための正義に、ぜひとも軍にて支援賜りたく」

				「しかしながら、臨時会議中で採決まであと五日はかかろう。ただ、世論は助けよという声が強く、まあ、出兵はほぼ間違いないであろうが、時間はかかる」

				「いかほど？」

				「採決後、兵を集め編制……物資も必要であるから……一月(ひとつき)は」

				　この言に表情を曇らせたエリオンという男は、使者にしては正直な性格の持ち主であるとスキピオには映った。

				「それでも間に合わぬというほど、シャフタール伯は苦しいと？」

				　執政官の問いに、エリオンは無言であったが、それは肯定したも同じであった。

				　スキピオはアラゴラ南部諸侯に、グラミアが軍事圧力をかけていない現在を知っている。にも関わらず、間に合わないという意味は、アラゴラ人同士の対立によって瓦解しかけていると取れる。

				　そういうところをグラミアに突かれておきながら、まだ懲りぬかという呆れと不満を覚えるスキピオであるが、嘲りを表情と声と言葉で使者にぶつけるほど他人をいたぶるのが好きではないから、口を閉じたまま腕を組み、どうしたものかと天井を仰ぐ。

				　アラゴラ方面に軍を出す際、水先案内のアラゴラ人達は必要である。それもできれば、オルビアン軍の前を進んでくれるまとまった数が欲しいところだ。いや、せめてそれくらいはしろというスキピオの感情が大きい。仕方なく助けてやるのだから、お前達もちゃんとしろというのが彼の正直な気持ちだ。

				　このスキピオの内面は、グラミアと対立するのは避けたいと考えているものが根底にある。しかしながら、アラゴラ諸侯救援の決定が下れば、彼は軍を率いて北上することに異論はない。

				　スキピオは自分の我を押し通すつもりはない。それが正しいと信じていても、多数決に従う立場にあると理解しているからであった。だが、海上貿易の覇者たるオルビアンであっても、陸上貿易の要を押さえたグラミアと対立するのは不利益であると、スキピオは訴えるつもりでもある。経済での優位性を以て他を圧する東部都市国家連合は、グラミアと友好関係を築き共存共栄の道を探るほうが理に適っていると彼は考えていた。

				　ただ、この彼の思考は独りよがりのものだろう。

				　グラミアは、というよりグラミア王イシュリーンと、彼女を支える大軍師と呼ばれるナルは、東部都市国家連合と共存するつもりも、共栄する予定もない。それを知らないから、スキピオは出兵には慎重であった。

				「戦は確かに物事を動かすことはできるが……エリオン殿、我々(オルビアン)にとって、アラゴラ南部諸侯への支援は負担でしかないのだ。ああ……説明する」

				　エリオンの表情が一瞬で反発に転じたので、スキピオは反論されるより早く説いてやる。

				「東部都市国家連合と同盟関係であったのはアラゴラ王家である。南部諸侯が相手ではない。では、アラゴラ王家はどうか？　ガリーブ二世はグラミア王に全て任せるとして隠遁しておられる。つまり、我々が助けるべき相手はグラミアに国を任せているのだ。次に、グラミアは東部都市国家連合に対して兵を向けてはいない。貴公らが彼等に剣先を向けるので、グラミアは剣を使って払い除けているのが現状だ。グラミアは一兵も東部都市国家連合の土地に軍を入れてはいない」

				「それは！　それはおかしい！」

				　エリオンは声を大きくした。

				「スキピオ閣下は春、アラゴラ王家への支援を約束されたではありませんか!?」

				「した。しかしそれは、帝国相手に西部一帯を奪還したいという申し出に対してのものだ」

				「ならば、今度はアラゴラの国土を奪還すべくご支援くださってもよろしいではありませんか!?」

				「そのアラゴラ王家がグラミア王に一切を任せている現在、奪還ではないだろう？　ま……こういう解釈が成り立つ時点で、東部都市国家連合によるアラゴラ諸侯支援は正義ではなく、貴公らを助けるだけの、国益にも反した選択であるのだよ。言ってしまえば、関係のない二勢力間の争いに過ぎない。だが、採決の結果は出兵であろう。そうなれば、俺は軍を率いてアラゴラへと入り、グラミアと戦うことになる。貴公らの望む形になる。しかし時間はかかるものだ。よろしいか？　よろしいならば、帰国しシャフタール伯に私の言をそのままお伝えなされよ。貴公らと違って、我々は民主制であるから権力者の一声で決まるわけではなく時間が必要なのだ。せめて、我々が到着するまで、仲間割れすることなく耐えられよ」

				　スキピオは手を払う動作で、話は終わりだと使者に伝えた。

				　エリオンが退室し、一人となってスキピオは喉を鳴らして笑う。

				　自らの発言に嘘があるとわかっているからだ。

				　東部都市国家連合は、一部の権力者によって動いている。

				　一部の権力者とは元老院議員ではない。

				　オルビアンに本拠を置く商会の中でも、特に大きい三つの商会がある。

				　コッツァ商会。

				　ライズ商会。

				　フェレチェ商会。

				　この三つの商会によって、オルビアンは牛耳られており、東部都市国家連合は動いているのが現実だ。現在、コッツァ家の当主であるヴィエリ・コッツァが最も立場が強く、彼の意向がオルビアンの政策に濃く反映される。

				　スキピオは椅子を蹴るようにして立ち、執務室から出る。奴隷達の悲鳴が聞こえたと視線を転じれば、草むしりをさぼった子供の奴隷が、棍棒で背中を殴られていた。

				「人は……殴られるのは嫌いだが、殴るのは楽しいと感じるものだ」

				　スキピオは嘲るような笑みで棒を持つ男に歩み寄ると、その手から棒を取り上げ、彼の代わりに子供を殴った。それは一発で気絶させるだけの強さと箇所であり、子供はやはり気絶して倒れる。

				「しまった……気絶させてしまったか。ギャーギャーとうるさいものだから、ついな……」

				　スキピオは棒を地面に放り投げ、恐縮する男に言う。

				「起きるまで放っておけ。起きたら、また働かせろ」

				　彼は言い終える前に踵を返して歩き出す。コッツァ家の屋敷へと向かいながら己の行いに戸惑っていた。

				　あれからさらに数発は殴られるはずだった奴隷の子を、一発で許すといった情けを示したところで、何かが変わることもないと彼はわかっていながらそうした。

				　自分の行いが、同情によるものなのか、慈悲によるものなのか、ただの気まぐれであるのか、悩んでも答えを見出せない彼は諦めて思考を止めると、釈然としない感情を、両手で前髪を頭部に撫でつける所作で誤魔化す。そうして彼は、ひとりで気を揉んでも仕方ない問題は、時を待つしかないと決めつけ、歩みを速めた。

				　

				　コッツァ家の屋敷は丘の頂きに近い場所で市街地を一望できる立地にあり、そこからの景色は誰もが羨むものだ。

				　スキピオは、陽光を浴びる海面が波で煌めく光景に見入っていた。海上を行く船舶の多さが、オルビアンの富を主張している。高みから望める海と陸が織り成す景観を前に、彼は後方から声を掛けられるまで、ヴィエリに気付けなかった。

				「スキピオ」

				　呼ばれた執政官は椅子から腰を浮かし、一礼してヴィエリを迎えた。三〇半ばの青年は見事な体躯に整った顔立ちで、笑みを浮かべて歩く様は一国の王たる威厳に匹敵する。

				「アラゴラのことで、お耳に入れたいことがございまして」

				　ヴィエリは、供の娘に飲み物を用意させる。椅子に深く座り脚を組んだ彼は、相手の用件を予想してみた。

				「出兵の件？　指揮官にはなりたくないと？」

				「違います」

				「戦いを避けろと？」

				「可能であれば……」

				　不可能であるだろうと思うスキピオは、それでも口にしていた。

				　ヴィエリは腕を組むと、右半身に重心を掛けるような座り方をして言う。そこには、疲労と馬鹿々々しさを彼が感じていると示されていた。

				「帝国とは取引があり、特に重要なのが奴隷だ……経済的な繋がりがある。が、民は正義とは何かを我々に問う。帝国による東方侵攻は小国達をここ数十年で激減させ、民はこれを悪だとし、東部都市国家連合としては、帝国を牽制しつつも対話と商売で彼の国と距離を測りつき合って来たが……今となっては、彼等が供給する奴隷なくして、オルビアンの競争力を維持できぬ。安い労働力はこれからもいる。つまりだ……スキピオ、我々は、グラミアと矛を交えることで、帝国にも貸しを作ることができるし、民の支持も取りつけることができて、アラゴラ人達の感謝を受けることが可能なのだよ」

				「ヴィエリ様、では、グラミアとは徹底的にやると？　そうではありますまい。お考えになられている落とし所を知りたいと存じます」

				　ヴィエリは笑う。

				「落としどころは、アラゴラの分割統治……駄目か？」

				　そういう考えであったかと、スキピオは顎を引いた。

				　アラゴラへと、東部都市国家連合が領土を拡張する意味はあるにはある。それは増える人口を養う生産面積を確保するのが目的だ。だがそれは、どうしてもしなければならないというほどでもない。

				　そんな彼の思考を読んだのか、ヴィエリは歪んだ笑みを浮かべて口を開いた。

				「お前が出兵に反対なのは理解している。だが現実には……アラゴラ諸侯を助けてやらねば民が騒ぎ始める。民の対グラミア感情は、一戦しなければ落ち着かんだろう？」

				　帝国からも催促があると、ヴィエリは口にしなかった。

				「その一戦に勝てば問題ございませんが、現実問題として、グラミアは強いです」

				　ヴィエリは眉を指で整えながら表情で「本当に？」と問う。東部都市国家連合が、グラミアに後れを取るかもしれない可能性を口にしたスキピオに対して、コッツァ家当主は両手を広げて「冗談だろ？」とおどけたが、執政官は真面目な表情を崩さない。

				「冗談で済めば良いですが……帝国に連勝し、グレイグ公を退けたグラミアは侮る相手ではございませぬ。軍そのものは、強うございますよ……本当にグラミアと対立するおつもりであるなら、戦ではなく、経済封鎖で苦しめてやるのが最も効果的です」

				「それでは民は納得しない。一戦し勝ち、経済封鎖……グラミアに荷は運ばず、グラミアの荷を運ばずで、力を削いでやるという順番が望ましい」

				「これはオルビアンの為になる戦いでしょうか？　この疑問があるゆえ、軍属者の家族を中心に出兵には反対という声も少なくありません。ヴィエリ様の仰る民とは多数でありますが、それを総意と受け取るのは如何かと存じます」

				「君は、戦いとなれば勇猛なのに、戦いの前は慎重だな？　アラゴラ諸侯援助で民は満足し、アラゴラ地方に土地を得ることで全く不利益を被るわけではない。そしてオルビアンでの民主主義とは、多数の意見を世論と取るが、少数派を切り捨てるわけではない。今回に関してはあくまでも政治的判断である。アラゴラ籍の商会のいくつかが窮状を訴えてきているし、陸に強いグラミア籍の商会が南に進出してくると厄介だ。オルビアンの商人としても、帝国の頼みを受けてやる必要が今はある。南部都市国家連合が南方大陸との交易を盛んにすることで、このオルビアンを経由しない経済域を作ろうと画策しているが、奴らを牽制するにも、奴らと通じている帝国との関係を我々はよくよく考えねばならない」

				　結局は金だと、スキピオはいつもの着地点に落ち着くオルビアンに情けなくなったが、それでも、彼は執政官という立場で、不満や不安を腹の底に沈めて隠した。

				「では……鋭意努力いたします。ヴィエリ様……」

				「なんだ？」

				「グラミアと戦わない選択、改めて考えて頂けませんか？」

				「無理だよ、それは。仮に……それをしたところで民をどう納得させる？　正義の為にと騒ぐ彼等は、我々を不正義と見るようになる」

				　民に責任を押し付けようとするヴィエリの魂胆にスキピオは苦笑したが、一礼に淀みはなかった。

				「軍権を任せて頂いて、よろしいですね？」

				「君の他に、誰がふさわしいのか？　オルタビウスはフェルド諸島に遠征中だ。君しかいないだろう？」

				　スキピオは頷き、力強く歩きだした。それは、胸中の不安を隠すためである。

				　正義の為に出兵をと熱狂する多数派と、戦争に反対する少数派の対立があれども、多数派の意見によって、元老院も巨大商会も、戦争へと傾いていく。スキピオには、現状のオルビアンでは少数派の意見が反映されないゆえの歯痒さと、家族の無事を祈るばかりの現状への不満がある。

				「自分の子が戦場に行くとなれば、出兵賛成者達も反対に回るだろうにな……だが、それでも戦争が無くなりはしないのがこの世だ……」

				　苦笑と独り言を吐いたスキピオは、この流れがオルビアンにとって良いものであるのかないのか、全く見通しが立たないことに胸をざわつかせ、顔を顰める。

				　気付けば彼は、コッツァ家の屋敷を出たところで立ち止まっていた。

				

				　同時刻。

				　オルビアンの埠頭。

				　アブリルは黒装束姿で、倉庫に入った。この時の彼女は、ニカーヴをしていない。

				　ロドリス商会が所有する倉庫の中は暗く、奥の事務所だけに灯りがあった。働いている者達はおらず、アブリルは歩きながら指を鳴らす。それは、潜んでいる部下達への合図で、これによってテュルク族の戦士達は倉庫を囲むように隠れている敵の排除に動き始めた。

				　戦いは一瞬で終わるだろうと、アブリルは歩みを止めない。

				　どんな手練れも、背後から急襲され喉を裂かれれば終わりだからである。

				　彼女は、悲鳴さえあがらない静寂に満足し、事務所の扉を押し開いた。そしてそこに、緊張した顔を見つける。相手はロドリス商会会長の息子で、一児の父親である。そうだからこそ、ここでアブリルを待っていた。

				　彼が呼び出された者で、アブリルが彼を呼びつけた側である。だが、罠を張って彼女をこらしめようとしていた彼にとって、平然と現れた彼女が何を意味しているか確かめるまでもなく、男は最悪な状況を察知し、身体を激しく震わせ始めた。

				「レヴィウス・ロドリス。これを見ろ」

				　倉庫の事務所に入ったと同時に、アブリルは布の包みを相手に放った。

				　受け取った彼は、震える手を懸命に動かして布を広げ、息子の服に使われていたカフスボタンを見つける。

				　汗を流し、縋るかのような目でアブリルを見たレヴィウスは、冷徹な彼女の表情に絶望を覚えた。だが、彼女の口からは優しい、囁くような、誘うような、声色が吐かれる。

				「安心しなさい……無事だ。私は子供を殺したくない」

				　アブリルは、レヴィウスの目の前に立つと、彼の頬に右手人差し指で触れた。ゾクリとする感覚で喘ぐ彼は、彼女が背後に回り込むのをただ待つ。

				　事務所の中に、黒装束の女達が入って来た。用心棒たちを雇って、面会場所に指定されていたこの倉庫を囲ませていたレヴィウスは、己の浅はかさを、目の前に転がされた生首を見て知らされる。一〇の頭部が、恨めし気な視線を彼に放っていた。

				「でも……」

				　アブリルは、レヴィウスの背後で口を開くと、身を屈め、彼の耳朶に触れそうなほどに唇を寄せた。

				「大人は簡単に殺せる。この失敗の責任は誰に取らせたらいい？　貴方？　貴方の父親？　それとも妻？　選んで……」

				　色気を帯びた狂気の声に、レヴィウスは喉を鳴らして口をパクパクと開く。言葉にならない声が漏れ、彼の後悔と謝罪と懇願が彼女に伝わる。

				「だめ……一人、選んで」

				「……お……俺を」

				　アブリルは微笑み、彼の耳朶を優しく噛む。

				　ビクリと反応したレヴィウスは、そのまま発せられた相手の声を聞いた。

				「あの可愛い坊やが……無事に帰宅できた時……父親がいないのでは不憫ね。母親もそう……祖父はどうかしら？　優しいお爺ちゃんがいなくなって泣くかしら？　でも、いずれ忘れてしまわないかしら？　どう？　レヴィウス……貴方はどう思う？」

				「やめて……やめてくれ」

				「あら？　命令するの？」

				　レヴィウスは涙を流していた。

				「やめて……ください。お願いします。もう刃向ったりしません。子供を返してください。どうか……どうかお願いします」

				　アブリルは、彼の耳朶を噛む力を増した。

				「い！　……痛い！」

				　レヴィウスの呻きで、彼女は一度、耳朶を噛むのをやめた。だが唇が触れる距離で、その声を出す。

				「この痛みを、忘れるな」

				　他者の心を痛めつける声。

				　アブリルは、レヴィウスの右耳に噛みつき、耳朶に歯を食い込ませる。

				「ああああ！　ぎゃぁあああああ！」

				　男の絶叫が、倉庫の静寂を破った。

				　離れた彼女は、床に口の中のものを吐き捨てた。それはレヴィウスの噛み千切られた耳朶で、事務所の床に落ちたところを、アブリルによって靴の踵で踏みつぶされる。

				　彼女は、顎を逸らして相手を見下す。この時のアブリルは、完璧なまでに族長の孫娘であった。

				　耳から血を流し、痛みに震えるレヴィウスが彼女を見上げた。恐怖の色に染まった目は、彼女の望むものであると言える。

				「レヴィウス、お前の商会は経営難だけども……お前の妻の父は元老院議員の大物。助ける価値がある。資金援助をしてやる。担保はお前の息子だ」

				「息子を……アルベスを殺さないでくれ」

				「担保を殺しても意味はない。だが、私をなめたらどうなるか……わかっているな？　子供だけでは済まさないから……」

				「わかった……わかりました」

				「部下を使用人としてお前の家に入れる。その者から指示を受け取れ」

				　頷くレヴィウスを見つめるアブリルは微笑んでいて、それが彼には恐ろしい。美しい半面と、火傷の痕が刻まれた半面の対照が、レヴィウスの心に闇を刻んだ。

				　アブリルが出口へと歩く。

				　レヴィウスは、項垂れるように視線を落とした。ここで彼女は、立ち止まると肩越しに彼を見据え、白く美しい反面に笑みを浮かべていることを、相手が顔をあげて見るのを待つ。

				　レヴィウスの目が見開かれる。

				　アブリルは、瞬きを返した。

				「レヴィウス……お前の子供を殺さないわ……殺したりはしない」

				　アブリルの声は、父親である男を恐れさせる。彼女の冷たい声が、彼の心を凍えさせる。

				「……だから励みなさい。五体満足な子供と再会する為に……ね。この意味を、説明して欲しい？」

				　アブリルの言葉に、レヴィウスは激しく頭を払って応える。

				「する！　従う！　従います！」

				　悲壮な男を無視した彼女は、今度こそ事務所を出た。そして、この呼吸で現れたサビネを肩越しに見ると、何かあったと察して問う。

				「どうした？」

				「任務から還らぬ者がおります。あと、族長から手紙が届いております……」

				「任務から還らぬ者は何名だ？」

				「二名です。メルとエマが……」

				　二人は歩みを止めない。

				「ベルグ商会のオルビアン支店を探っていた二人だな？」

				　ベルグ商会とは、神聖スーザ帝国のザンクト・ドルトムントに本店を置く商会で、奴隷取引で大きく成長している。

				「はい……もう二日になります。あ、アブリル様、これをどうぞ。オルビアンにアブリル様がご到着されればお渡しするようにと」

				　差し出された紙きれを受け取ったアブリルは、立ち止まって紙面を見る。テュルク族内でのみ意味を成す暗号で記されたそれは、祖母から彼女への命令であった。

				『ヒッタイトとの交渉に補佐官殿が出られるのならば、村にご案内するように。お会いして、確かめたいことがある。テュルク族として、今後に関する大事な事だから必ずそうするように。帰還命令を無視し続けたことを詫びる気持ちがあるならば、従いなさい』

				　読み終えた彼女は指で紙を千切り、口の中に放り込む。

				　お婆様は、ナル殿と会ってどうするつもりかしら？

				　アブリルは悩む。

				　村に入って、残れと命じられると困る……でも、テュルク族としての今後という表現が気にかかるし……。

				　彼女は最悪の想像をした。

				　ナルを悪く言っているに違いないクルティナの意見に祖母が染まり、テュルク族として彼に手を貸さないと祖母が判断しようとしているとしたら、その決断の為に彼に会いたいと言っているのだとしたら、と思考を繋げたところで、黒装束が現れて二人の前で片膝をつく。

				「アブリル様、サビネ様、メルとエマを発見しました」

				　その報告で、アブリルは思考を目の前の問題へと切り変える。そして、二人が死んでいるのだと理解した。

				　彼女が、厳しい声を出す。

				「どこだ？」

				「水路に流されております」

				「案内しろ」

				　アブリルは双眸(そうぼう)を細めて歩きだす。緑玉の瞳が、怒りで強く輝く。

				　彼女が部下に案内されたのは、市場の中を通る水路だった。夜となっても灯りは絶えず、人通りも賑やかな表通りでは、水路に浮かび流れる若い女の死体が騒ぎの原因となっていた。ふたつの死体は衣服をはぎ取られて裸だった。そして、凄まじい拷問を受けたに違いない有り様である。これに見つけた市民達は、見続ける者と目を背ける者で半々に割れた。そして彼等は、どこぞの奴隷が逃亡を図って殺されたのだろうと噂する。

				　三階建ての建物の屋根から、アブリルは部下二人の死体が水路を流れていくのを眺めた。

				「サビネ」

				「は……」

				「私はヒッタイト人との交渉も途中で……明日にも船でコンスタンタに向かわねばならない。元老院工作、民意誘導、頼むぞ。アッピアーがオルビアンに潜伏していると市民達の間に流せ。帝国も動いているが、失敗はできない」

				「承知しております」

				　サビネは一礼し、アブリルは踵を返した。だが、周囲の建物の屋根に、テュルク族ではない者達が立っているのを見て歩みを止める。

				　死体を水路に流したのは、自分達を誘い出す為だったかと彼女は憤る。そして、一〇人以上に包囲されていると見て、やるしかないと腰の短剣を抜いた。

				　黒く塗られた刀身が闇に溶け込む。

				　白い髪に、白いマントと外衣の男が姿を現した。

				　再会であるが、会話はない。

				　前回とは逆の状況に、アブリルは緊張のあまり笑みを浮かべた。

				「この前とは、逆だな」

				　薄笑いを浮かべた白い男──ハインリヒ・リッターラームが右手を無造作に振る。

				　騎士達が動きだした。

				　アブリルも同時に一歩を踏み出す。煉瓦屋根を蹴り、跳躍した。

				　屋根の上で、戦いが始まる。

				　聖皇騎士団(ハイトパプストオルディーン)の騎士達を相手に、無勢のアブリル達はまともにはやり合わない。彼女達は一か所に向かって突っ込み、アブリルの魔法とサビネの斬撃で敵を怯ませると、男達を嘲笑うかのように跳ぶ。空中で回転し着地したと同時に一閃を放ち、騎士の追走を阻んだサビネは、アブリルを行かせるべくわざと速度を落とした。

				　だが騎士達は、アブリルを狙った。

				　位置関係、走る距離感で彼女が頭(かしら)だと認めたからだ。

				　アブリルの目配せで、サビネと部下は煙幕弾を使った。

				　ボン！　と爆発した球は黒煙を噴き上げ、夜の闇をさらに濃くする。ここで地上の人々が、頭上が何やら騒がしいと、ひとり、ふたり、そして次々と上を見上げ、誰かが争っていると騒ぎ始めた。

				　アブリルは、逃げたサビネ達の無事を祈り、あえて黒煙が静まるまでその場で気配を消していた。普通であれば一目散に逃げるだろうところを、裏をかいてその場に残った彼女は、薄れ始めた煙の先で、白い男と三人の騎士が自分を見ていると気付く。

				　念の為に残ったか……面倒な奴。

				　アブリルは舌打ちをする。

				　ハインリヒは感心で笑みを浮かべた。

				　両者が同時に走り出す。

				　屋根の上を、並走するアブリルとハインリヒ。そこに騎士達が続く。

				　アブリルの短剣が宙を裂く。

				　鋭い斬撃はしかし、ハインリヒの剣によって弾かれた。そして強い反動で彼女は体勢を崩し、倒れまいと後方に反転し追撃を躱した。敵の剣先から身をよじって逃れる動作に続き、回転したアブリルは礫(つぶて)を放って距離を取る。

				　市民達が頭上の戦いに大騒ぎとなり、治安維持部隊の兵士達が、建物の上を指差し怒鳴った。

				　ハインリヒの斬撃をアブリルは短剣で受け止め、横から迫って来た騎士には火球の魔法をぶつけた。寸でのところで結界が張られたが、爆風で騎士が吹き飛び屋根の上を転がる。

				　アブリルはハインリヒの蹴りを躱し、騎士の一閃を短剣で防ぐ。

				「上だ！」

				「捕らえろ！」

				　オルビアンの兵士達が怒鳴り合い、建物の屋根へと続く梯子が派手な音を立てる。

				　ここで、ハインリヒは撤退を選んだ。これ以上は東部都市国家連合を巻き込むと判断したのだ。

				　スーザ人達は身を翻し去る。

				　アブリルも、隣の建物へと跳躍した。

				　三デール程の距離を跳んだ彼女は、着地すると転がって衝撃を和らげる。道路から上を見上げる市民達が、兵士達に喚いた。

				「あっちに跳んだぞ！」

				「逃げたぞ！」

				　スーザ人達から逃げる事に成功した彼女だったが、今度はオルビアンの兵士達に追われる。だが、強さという点ではスーザ人達のほうが上であった。

				　彼女は走りながら前方に現れた兵士を睨む。

				　二人の兵士は、剣と槍を構え、彼女を捕まえようと立ち塞がる。

				　アブリルは身を屈め、突き出された槍を躱しながら走り、槍の柄に滑らせた短剣をそのまま、兵士の胴に払った。

				　のけぞった兵士を顧みず、振り下ろされた剣を短剣で防いだ彼女は、剣を引き払い敵兵の脚を斬り裂いた。

				　絶叫を撒き散らし倒れる男達から離れる彼女は、血に濡れた短剣を振るって血の滴で闇を彩る。

				　走り、跳んだアブリル。後方に続く男達との距離が離れたと見て、建物の上から眼下の裏通りへと落ちるように跳ぶ。

				　建物と建物の隙間を、壁面を蹴り飛びながら降りる彼女は、地上に降り立ち人々を驚かせる。アブリルはそのまま低い姿勢で駆け出し、前方へと跳躍した。建物の外まで突き出した梁に手をかけ、壁を蹴り、跳び逃げる彼女は宙を回転し大通りに着地した。

				　兵士達の声は届かない。

				　驚く市民達の中に紛れた彼女は、歩きながら黒装束を脱ぐ。一瞬で裏返った装束はマントとなり、髪を束ねながら堂々と進む彼女は、すぐに周囲に溶け込んでいく。

				　大通りに飛び出た兵士達が、彼女を探してあちこちを指差し、大声をあげる。

				　アブリルは喧騒を背に歩き、スーザ人達がオルビアンにも現れた事実に忌々しさを覚えた。

				　特に頭だった男。

				　アブリルは白い男を脳裏に焼き付ける。

				　彼女はナルの指示で、オルビアンの市民達がグラミア討伐を叫ぶようにと仕向けているが、スーザ人達がここにいる狙いは何かと考えた時、それはつまり同じではないかと推測する。つまり、帝国はオルビアンを対グラミアに傾けさせ、グラミア南で対立を生じさせた後に、自分達が西から攻める算段なのだろうと読む。

				　ナル殿に伝えないと……。

				　ここで彼女は、祖母の手紙を思い出した。

				　ざわめく胸中も、露わとなれば溜息ひとつ。

				　アブリルは、不満と不安で歩みを速めていた。

				

				　　　　　　　

				

				　グラミア王国暦一一六年。

				　夏が終わろうとしている。そして、ナルがこの国に現れて一年が経つ。

				　彼はキアフ王宮にある自分の執務室で、リュゼ子爵家主席武官となったルナイス、家宰であるコズン、主席庶務官のリューディアを集めていた。

				　彼等は領政に関する打ち合わせで集まっていて、復興が主題であるが、最初に行われたのはニコニコとナルの隣で機嫌の良い少女の紹介であった。

				　ベルベットである。

				　彼女がリュゼ子爵の魔法顧問になったのは、イシュリーンも認めたことであるが公にはされていない。しかしナルの部下たる彼等は、彼からの手紙で知っている。

				　この時のベルベットは、いつもの赤いローブを着ていたが、フードは背中に下ろしており、髪も後頭部で一つに結び微笑みを保つことで清楚な印象を見る者は受ける。彼女は筒状に丸めた紙を二本、胸に抱くように持っていて、それは何だろうかと興味を抱くコズンがまず名乗り、ルナイス、リューディアの順で続いた。

				　少女も名乗る。

				「ベルベットなのだ。ナル殿の為に魔法を使うことはできないが、できる範囲で頑張るのだ」

				　自己紹介した彼女に、経緯をナルからの手紙で知る部下三人であるが、こうして会うまで信じることができていなかった。そして今は、驚いている。もちろん彼等が知る経緯には、ナルがこの世界に来た原因云々は含まれていない。

				　コズンは、かの高名な魔導士がこんな少女なのかという驚きを消せないでいたし、ルナイスはもう少し大人であれば嬉しかったと勝手な事を考えていた。そしてリューディアは、魔法を使わずナルを手伝うというベルベットに、一体なにができるのかと懐疑的である。というのも、ベルベット・シェスターの代名詞は天才魔導士で、魔法の分野において圧倒的な名声を得ている反面、他に関してはアルメニア国外に情報があまり出ていない。ただこれは、魔法の分野での功績が巨大であるがあまりに霞んでしまっているという理由がある。しかしこれは仕方のないことかもしれない。ベルベットが現れたからこそ、魔法が体系別に整理され始め、系統ごとに研究が進むことで戦いを目的とはしない、生活を豊かにする為への研究が盛んになってきたのだから。

				「ベルベットどのは、魔法がお得意であるのに、魔法を使わないのは、どうしてです？」

				　リューディアは、アルメニア人である魔導士が、魔法を使わず協力するというところにひっかかりを覚えていて、突っかかるように質問する。それは、彼女はアルメニアからやって来た調査員みたいなものだという決めつけがあるからで、大国である彼の国が、同盟国に相応しい相手かを確かめる為に彼女がやって来ており、王の補佐官にくっついて監視するのが本当の目的であろうという一方的な断定があった。

				「それは俺が頼んだんだ」

				　答えたのはナルだった。

				「ベルベットに魔法は使わせない。これは俺が決めたことだ」

				「ですがね……」

				　異論を口にしようとするのはルナイスだった。彼は武官で、ベルベットの魔法は敵の結界すら突き破る威力を持つと耳にしているから、戦闘が有利になると期待していた。実際のところ、彼女の魔法が結界を突き破るのではなく、結界を突き破るほどの高度な魔法をベルベットが使えるからであるが、その違いをルナイスは知らない。またそのような高度な魔法は、禁呪に指定されていることも彼の曖昧な知識ではわからなかった。

				「……ベルベットどのが一人いれば、うちの魔導士達はとても楽ができますしね。兵達も助かるわけです。戦闘に関して、ものすごく有利でしょうしね」

				　ナルはベルベットを見て、少女が表向きは笑みを保っていると安堵すると口を開く。

				「ルナイス、それは考えた。考えたんだ……でも、俺は彼女に、俺やグラミアの為に魔法を使わせるわけにはいかないと決めた」

				「何故です？」

				「彼女一人に頼るのはよくない。兵達が死に、家族が悲しみ……たしかにベルベットがいれば、そういう事も少なくなるかもしれない。でも、それは駄目だ。彼女とグラミアを駄目にする。俺達も駄目になる。彼女に頼るのは駄目だ」

				　釈然としないルナイスは腕を組んだ。これに関して、コズンもリューディアも主席武官に賛成であるから、一同はそれぞれに納得していないと表情で示したが、ナルも譲らないと黙る。

				　ここでベルベットが、場の空気を読まない風を演じて口を開いた。

				「魔法は使えないが、知識はあるし研究はするのだ。出っ歯……」

				　出っ歯と呼ばれたルナイスが椅子からずり落ちる。

				　リューディアが溜まらず吹き出し、真面目なコズンは笑いたいのを必死に堪えた。

				「……軍の魔導士への指導はできるのだ」

				「それは確かに、ありがたいですがね」

				　出っ歯の武官は、ぶすっとした表情となる。それがリューディアをまた笑わすことで、場の空気は少しだけ穏やかなものとなった。

				　ベルベットはここで、この時の為に考えていたものをお披露目しようと決める。それは、一同にとって大事な、リュゼの復興に関するものだ。

				「私なりにナル殿の役に立ちたいと思い、リュゼの復興計画を考えてみたのだ。ここに都市計画図を書いてきた」

				　彼女は丸めていた紙を卓上に広げる。

				　紙は二枚あった。

				　一枚目に記されていたのは、リュゼを要塞化する計画で、図面を見る限り城壁に囲まれた市街地は道路が入り組み、幅員も箇所によって広がったり狭まったりとまとまりがなく、中央の城に至るまでは迷路のような構造である。住宅区、商業区、工業区も入り乱れていて、城の周辺には兵舎や厩舎、工廠が建ち並んでいた。

				　ベルベットが説明する。

				「一枚目はリュゼそのものを要塞とすることで、敵を防ぐ目的を持たせるのだ。道は複雑にして、家屋の出入り口は表通りに向けさせない。これは部隊を隠しておいて、侵入してきた敵を窓から矢で射る為であるのだ。屋根の上も移動できるように、陸屋根で統一する。城の周辺に築く施設はそのまま部隊が籠れば出城になる。最終局面でも時間を稼ぐことはできるだろう。もちろん、城壁は高く厚くする。門も東側にひとつだけ。城壁、市街地の要所には弩砲(バリスタ)を設置し、稜堡はお互いを支援できるように市街地の形は星型にする。市街地外側には土塁や堀を張り巡らせるのだ。次……」

				　呆気に取られる一同を無視して、彼女は二枚目を説明する。

				「二枚目は、経済、住環境を重視した設計なのだ。浄水道の引き込みは北東から取るが、二階層にする。人や馬車も通行可能としたいのだ。下水は全て地下に設置する。これは衛生上の問題と、限られた都市面積の効率化の為に必須なのだ。住宅と商業区、工業区をこのように配置し、道路は広く取る。市街地を巡回する馬車がフォンテルンブローにあるが、とても便利なのでリュゼでも採用したい。また……渓谷から流れる川を引き込み水路にも使う。そして農場を市街地の周辺で開発することで、都市圏全体の食料自給率を高めるのだ。市街地から外へと放射線状に伸びる道路は幹線道路として領内の流通効率を高めるだろうし、人と物の動きを管理することもできるのだ。それから……」

				「ベルベット、ベルベット」

				　ナルが彼女を止める。

				「どうしたのだ？」

				　彼は、目を丸くしている三人を眺めながら口を開いた。

				「皆、追いつけない。まず、一枚目と二枚目に分けた意図は何だい？」

				「ナル殿、その質問をするあたり、わかっているのだ？」

				「いや、もしかしたら……という程度だけど……一枚目は現在の目標、二枚目は未来だね？」

				　ベルベットは手をパチパチと叩き、一同に説明する。

				「あまり興味ないが、ドゥドラ……私の部下からグラミアの情勢を説明してもらったのだ。で、豊かな領地にするには二番だろうが、ここは一枚目の計画も必要であると思ったのだ。今には今の、先には先の、それぞれに相応しい都市の在り方というものが必要だと思ったのだ」

				　ベルベットの発言は、コズンとリューディアの頷きを得ていた。二人は領内の開発計画を携えてきており、ベルベットの都市計画図の上に広げた。それは領地全体に及ぶもので、リュゼと周辺一帯をどのように開発していくかを色分けしてある。

				　コズンが口を開く。

				「そちらのお嬢さんの仰るとおり──」

				「ベルベット！　なのだ！」

				　コズンの言を遮って名乗ったベルベット。

				　咳払いしたコズンが訂正する。

				「ベルベットどのが仰られたように、現在の情勢からリュゼの開発はこのようにすべきという考えをリューディアどのとまとめました。農業用水路はそれそのものを堀として都市周辺に巡らし、街道はクローシュ渓谷とルマニア地方からリュゼに至るまでを優先的に整備いたします。リュゼから東に農場を集中させ、西側の自然には手を加えないことで、天然の要害として使えるでしょう。沼地、森林はいずれも高低差が激しく、大軍が軍を展開するには不向きです」

				　地図に落とし込まれた開発計画をナルは見つめる。

				　いずれ必ずやってくる帝国軍を食い止める前線になるであろう領地を想像し、そこで暮らす人々を想う。

				「陛下が……二度と自国の領地を……奪われたくないと仰ったお気持ちを、俺はあの時、まだ理解できていなかったな」

				　彼は腕を組んだ。

				　ベルベットがナルの横顔を見つめる。その彼女をリューディアが眺めた。彼女は、アルメニア人でありながらナルの幕下に加わった少女が不思議でならない。アルメニアに対する背信ではないかという気持ちと、油断させておいて情報を母国に流すのだろうという疑いが半々であり、肯定的なものは皆無だった。

				　彼女は、そういう内面をナルへの諫言によって、ベルベットにぶつけた。

				「彼女はアルメニア人のまま、閣下の幕下に加わろうとしておりますが、問題ではありませんか？　こういう事を話す場には、まだ参加して頂かないほうが良いと思いますが」

				「リューディア」

				　ナルに呼び捨てられたリューディアはドキリとした。それは、ルマニア公爵の城で初めてナルと会った時と全く違う威厳に満ちた声だったからだ。それでいて、他人への労りが十分に含まれている。彼女は、自分の兄達よりも若いはずのナルが、どこでどうしてそのような声を出せるようになったのかと瞬きすら止めた。

				「俺もグラミア人ではない」

				「……そ……そのようなつもりで」

				「いいんだ。怒ってるんじゃない」

				　ナルは一同を眺め、ベルベットを見る。彼女はリューディアに向けられた疑いも当然だという表情であるが、内心では穏やかではないらしく、唇を尖らせていた。

				　ゆえにナルは、ベルベットがリューディアに反論すれば喧嘩にしかならないので、彼の立場で両者に言う。

				「リューディア、俺はグラミア人ではないが、グラミアには簡単には返せないほどの恩を受けた。この土地で暮らす人々と共に戦う中で、この国の為に生きる事が、俺自身の為にもなるとも理解している。そういう俺を、陛下も、諸侯も、君達も、一定の価値があると認めてくれたのではないか？」

				　ルナイスが頷く。

				「一定以上ですとも！　ただし、危なっかしくて、放っておけないという理由が強いから、皆で盛り立てるんですがね」

				　主席武官の発言でコズンが笑い、リューディアもベルベットも釣られた。

				「俺は弱い。でも、ルナイスがいて、兵達がいて……コズン、リューディア、ベルベット、そして皆で築くグラミアは強いはずだ。そうして俺達が紡ぐグラミアの歴史は太く、長く続くはずだ。簡単に……成すわけではないからこその重さ、尊さがそこには生まれると思う。ベルベット」

				　名前を呼ばれたベルベットが背筋を伸ばした。

				「だから君も、リューディアの気持ちを汲んでくれ。彼女は君を嫌っているのではない。これまでのグラミア人が強いられた歴史が、彼女の発言の根にはあるんだ。それを変えるのは簡単ではないけど、君が俺達といることで、数十年……わからないけど、未来において俺達の世代の子世代はまた違った価値観を育むだろうと思う。俺達は……先人が築いた土台に乗って生きていて、また先の世代へと時代を継承する礎でもある。だからベルベット、リューディアの発言を受け止めてほしい。今はまだ……これが妥当なところだろうと思う」

				　許せとか、気にするなとか、そういう類の促しで誤魔化さないナルに対して、ベルベットは素直な気持ちを一同に伝えようと決める。

				　頷いた彼女は、一呼吸後、言葉を選ぶように紡ぐ。

				「尤もな事であるのだ。私はアルメニア国籍の、ゴーダ人を親に持つ人間で、魔導士なのだ。それがグラミアにいて、ナル殿に手伝いたいと申し出た。疑われないはずがないのだ……でも、これだけは言いたい。ナル殿がグラミアを裏切る事が絶対にない事であるから、私はグラミアの敵には絶対にならないのだ。なぜなら……私はナル殿がここでする事を見る責任があるからなのだ。これに関して私は、絶対という言葉を、自信をもって使うのだ」

				　言いきったベルベットに、ルナイスのおどけた声が続く。

				「よし！　終わり。リューディア、俺達はいろいろとあるが、まあ頼りない閣下を支えようとするところで統一できているだろ？　な!?」

				「あ……貴方に呼び捨てにされる覚えはありません」

				「同僚だ、俺達は。同僚」

				「頼りないってところを誰か訂正してくれてもいいだろ」

				　ナルの抗議で、室内は笑い声に包まれた。それでも、誰も訂正をしない。それは、ナルを貶めようというものではなくて、好ましいという感情からのものであると、皆の笑顔が語っていた。

				　コズンが口を開く。

				「では閣下、リュゼ単体の開発はベルベットどのの案を濃く採用し、領地全体の開発は私とリューディアどのでまとめた案を根本に置いて進めます」

				　ナルは苦笑しつつ頷き、だが注文はつけた。

				「実は……別件で考えていることがあって、それがこちらにも関係するかもしれない」

				　彼は地図に指を這わせた。リュゼ南西部から、アラゴラ地方西部にかけてを示している。

				「この辺り……情勢不安で開発が遅れているが、例えば移民受け入れ先とすればどうだろう？」

				「余計な争いが生じる可能性もありますが？」

				　リューディアの意見に、コズンが頷きナルも顎を引いた。

				「移民は、どこから集めますので？」

				　コズンの問い。

				　ナルは、地図から指を離して部屋の壁を指差す。一同が首を傾げたが、ベルベットは理解していた。

				「東の方向だな？」

				「そうだ。東……オデッサ公領の東。そこで暮らす異民族の受け入れ先にする」

				「……それはまた……大胆ですね？」

				　リューディアは問いつつ、勢力配置の転換が意味するところを述べる。

				「……ですが、確かに敵になる可能性のある者達を分散させるのもひとつの方法かもしれません……いえ、彼等は隣接しているから不安定なのであって、離すことで安定する可能性もありますが、リュゼ南東で新たな摩擦の原因にもなります」

				「うん。リューディア、君はアルキーム卿のところですごく頑張ったんだね」

				　ナルに褒められて赤面したリューディアが俯く。

				　どういう意味かと問う表情のルナイスを、ナルがからかいながら説明した。

				「では、ルナイス君にもわかるように話そう……フン族とヒッタイト人、そしてオデッサ公爵の三つ巴がグラミア東部を不安定にさせている要因のひとつだ。ひとつ……だが、大きなものだろう。そして中間に位置するこの原野に、さらに少数民族が入り乱れていて……安定するにはほど遠い状況だ。しかし、グラミアはオデッサ公の力を西に向けたい。対帝国に必要な戦力だからだ」

				　彼は地図へと視線を戻した。

				「そしてもう一つある。他でもない。俺は戦力を欲している」

				　ナルの口から堂々と武力を求める発言がされて、ルナイスはニヤリとし、コズンは腕を組み、リューディアは緊張した。

				　ベルベットが唇を尖らせる。それは彼女とナルがした約束のせいである。しかし彼女は、ナルの気持ちを尊重するがゆえに、諦めたように無言を貫いた。

				　そんな彼女の内面を知り得ないナルが喋る。

				　彼の声は、穏やかだった。

				「俺は……戦える力を他人に頼るしかない。兵を集めたい。だが、リュゼは今、とても疲れている。それに、スーザ人に対する怒りは軍律の乱れに及びかねない。外から集めるのが良いと考えたけど、傭兵を雇う金はまだない。となると、移民を受け入れ、彼等に共闘してもらう事で、対帝国に限定した戦力を保有したい」

				「ならば……リュゼ地方南西部とアラゴラ西部一帯との連携を高めるべく、やはり街道の整備はこちらにも必要になります」

				　コズンの発言に、ナルは少し迷った。

				「……いや、リュゼに集結する必要はない。現地集合、解散でいいだろう。ただし、こういう事を俺が考えているという事を知っておいて欲しい。リュゼという都市……リュゼを中心とする一帯を、これから千年続く都市にするには、異文化を尊重する風土の形成を今から見据えておいたほうがいい」

				「……閣下」

				　ルナイスが挙手し、珍しいという表情のリューディア。

				「俺はルマニア公爵マルーム閣下と、先代のミローシュ様の治世下で……字を習うことができました。モルドバ伯爵領は識字率が高いので、伝達が正確に行われていて、それは軍の規律を高く保つことを可能としていました。ですから、教育というものは地味ながらも重要であると思います。例えば、子供達が親から学ぶものだけであれば、親の意見、価値観、考えに染まります。それは世界が狭い……」

				「何が言いたいの？」

				　リューディアに睨まれ、ルナイスは反発するように目を剥くも、ナルには真面目な顔で述べる。

				「えっと……他人、異文化を尊重するには交流が大事で、それには言語が重要ですから、文字を読み書きできるのも大事でしょう？」

				「わかった。時期尚早かもしれないが、教育制度と施設の整備は優先事項にする。たしかに相互理解を進めるためには言語や文字は大事だ。それは軍、統治、経済にも影響するな……ベルベット、君はアルメニアの大学で教鞭を執っていたね？　この辺りを──」

				　ナルの発言を遮るように扉が叩かれ、現れたのは近衛連隊長のアビダルだった。彼は手招きでナルを誘い、室内の一同に「借りていくぞ」と断りを入れた。

				「すまない。細部を話し合っていてくれ」

				　部屋から出て行くナルの言葉で、ルナイスがおどける表情で言う。

				「俺達の閣下は、簡単に貸し借りができる御方らしい」

				　扉が閉じられたと同時に、一同は苦笑を連ねた。

				

				　通路を進むアビダルに続くナルは、近衛連隊の小隊に囲まれて進む自分に慣れない。

				　気を紛らわせようと、近衛連隊長に声をかけた。

				「陛下がお急ぎというのは、何事です？」

				「南から援軍の依頼だ。あと、オデッサ公爵からも軍事行動の許可を得たいと書簡が届いている」

				　ハンニバルは、ナルの頼みで異民族間に介入するが、公爵軍を動かすにあたり王の許可を求めた。これは、王の下で軍勢を動かす作戦とは違い、単独で数千の軍勢を動かすゆえのものである。このハンニバルの意向は、グラミアは王の下で諸侯が団結していると内外に主張するもので、政治的な意味が強い。彼はイシュリーンからどう見られるかではなく、自分が彼女に従う姿勢を見せることで得る状況が重要であると知っていた。

				　またナルも、このあたりを理解しているから、ハンニバルが軍を動かす許可を求めてくるのは、そろそろだろうなと予感していたので驚きもしない。しかし南の情勢は意外だった。というのも、オルビアンは未だ出兵しておらず、国軍を動かすには大義がない状態である。

				　彼の疑問はアビダルへの問いとなる。

				「東部都市国家連合が軍を出したとは聞いておりませんが、出兵したのですか？」

				「いや、そうであれば俺とお前は同時に知っているだろう。ルブリン公が情報を止めるわけもなく、違う理由ではないか？」

				　ナルは、異変があればアブリルからの報告があるはずだと思っているし、定時連絡にもオルビアン出兵など含まれていなかったことから、では南の情勢変化は何だろうかと訝しむ。

				　歩きながら悩むナルが躓き、笑うアビダルが肩越しに言う。

				「ま、全てが思い通りになる世の中などないだろうよ」

				　苦笑したナルは頷く。

				「そんなものでしょうね」

				　階段を上り、外宮三階に入った一行は軍務卿と政務卿の執務室の奥、さらに階段を上り、渡り廊下を歩き、王の執務室に到着する。

				　アビダルが入室を告げ、扉を開いたと同時にナルは一礼した。

				　王、軍務卿、政務卿、そしてレニアスとジグルドが軍代表として待っていた。

				　ジグルドは対グレイグ公爵戦の武功を認められ、将軍に任じられていた。レニアスからジグルドへ、国軍の最高職は継承されていくことになる。

				「ナル、すまないな。領地のこともあるというのに」

				　イシュリーンの労いに、ナルは微笑み深々と頭(こうべ)を垂れた。そして空席のひとつに腰を掛けると、五人が囲む卓上に地図が広げられているのを見た。また、自分の左隣がまだ空席であることに首を傾げ、誰がまだ揃っていないのかと、右隣のゲオルグに尋ねる。

				「ああ……ダリウス卿だが、彼は来ない。将軍職打診を断っただけでなく、重大な案件に首を突っ込むのは問題だと言って辞退した……残念だがな」

				　軍務卿の声に疲労が含まれていると感じたナルは、ゲオルグがダリウスを何度も訪ねて説得していた経緯を知っているから、慰めを口にしつつ、それでもダリウスは受けないだろうとわかっていた。だが、彼を将軍職にする方法、唯一といっていいそれを知っている。

				　イシュリーンとナルが、友人として頼めばダリウスは受け入れる。

				　しかし、それをしたくないナルは、王を見た。イシュリーンも、彼を見ていた。

				　お互いに、同じ事を考えていると察して、二人は視線を逸らす。そして、沈黙を破る為に王は口を開いた。その声は凛とした響きで、一同の意識は彼女へと集まる。

				「ダリウスは……私に言っていた。ペルシアに帰る途中だと……彼の一番の望みは、やはりそこだろう。それでも、こうして私達と戦ってくれている。ここはダリウスの意思を尊重したい」

				　イシュリーンはそこで唇を閉じ、集まった面々に異論がないと表情で確かめる。そして話題をオデッサ公爵に転じた。

				「アビダル、書簡をここに」

				　王の指示で近衛連隊長が一礼し、進み出ると卓上に書簡を広げる。オデッサ公爵家の家紋である三頭の獅子が押印された厚紙には、保護下のテュルク族とラマ族支援の為にフン族討伐の軍を動かしたいと記されていて、軍事行動の規模まで書かれていた。

				「騎兵二個連隊四〇〇……歩兵六個連隊三〇〇〇、輜重大隊五〇〇、支援連隊三〇〇……大軍だな」

				　ゲオルグは唸る。それは、オデッサ公爵単体で動かせる軍勢の巨大さと、可能とする財政事情の健全さをここから窺えるからだ。

				　ゲオルグの言にレニアスも頷く。

				　ナルが口を開く。

				「これだけの力が、異民族との対立が理由で対帝国に集中できないのは大きな損失です」

				　王が苦笑し、「そっちか」と呟くことで笑い声が会議室に連なったが、彼女が続けて、アルウィンから届いた書簡を晒すことで一同に沈黙を強いた。

				「アルウィンからだ。アラゴラの南部諸侯が軍を北上させようと集めている。規模は二〇〇〇に届かぬが、彼等がこの動きをする裏にはオルビアンの動向があるはずだ。きっと東部都市国家連合の派兵を取りつけたものと考えて問題ないだろう。オルビアンが軍を発するのを待って動くと遅くなるゆえ、準備を始める」

				　彼女の視線を受けて、レニアスとジグルドが一礼する。

				「皆様に、改めてご同意頂きたい一案がございます」

				　ナルが口を開き、王の許可を得て発言を続けた。

				「我々はこれから、厳しい時代を乗り越えていかねばなりません……」

				　我々という言葉を使ったナルに、ジグルドが青い瞳を煌めかせた。だが口を挟まず、異国人でありながら爵位を持つ補佐官を見つめる。

				「……グラミアという国は、グラミア人が、グラミア人らしく、グラミア人として生きていく限り、グラミアというまとまりを維持し続けるものです。仮に、政治形態が変わったとしても、民がある限り、国は続きます。また、国は民を守る為に存続し続けねばなりません。相互依存の関係にあるこの二つを、健全な形へと移行していくのはまだ先のことでありましょうが、今の平和を継続する為に、次のように周辺事情を整えてやる必要があると考えました」

				　ナルはそこで、アビダルに頼んで羽根ペンとインクの壺を用意して欲しいと頼んだ。準備が整うまでの間、政務卿のアルキームが質問を口にする。

				「補佐官は、現在の国の形態は健全ではないと申すか？」

				「ええ……個人に依存する仕組みは、個人が衰えると崩壊します。しかし王陛下によって国家が運営される現状を否定するつもりはありません。王陛下が、正しいご判断を行える制度、組織が望まれますが、明日にはできている……というものではありません。それを構築していく為の時間を得る為にも、戦争というものを一時的に終わらせてやらねばならないでしょう」

				「反逆で問われるぞ」

				　ジグルドの発言は冗談めかした言い様であり、ゲオルグも笑いながらナルを肘で小突いた。

				「お前は異国の諜報員だという噂は、もしかしたら本当かもしれんな」

				　ナルは苦笑する。彼はアルメニア、トラスベリアあたりの諜報員で、帝国の勢力拡大を防ぐべく、グラミアに入り工作しているのだという噂がある。どこから出てきたのか不明であるが、ナルとすれば興味深い指摘だと感心すらしていた。

				「この噂すら、お前が操っているのではないだろうな？」

				　イシュリーンのからかい。

				　ナルは恐縮したように目を伏せ、帝国あたりの仕業でしょうとだけ言及した。

				「こういう噂も、管理することで益とすることもできるでしょうが……今はまだまだ」

				　ナルがそこで口を閉じたのは、扉が外から叩かれたからだ。

				　侍女たちが飲み物を運ぶために現れた。人数分のグラミア茶が配られるまで、アルキームが現状を訴える。

				「王家の予算、国家予算、単年ではともに赤字です。多くは軍事費と、諸侯への支援金です。あと一年と半年で、金庫は空となります。国債の発行も今は引受先が限られており、なかなか踏み出すには難しい状況です」

				「一年と半年も猶予があるのはありがたい」

				　イシュリーンはそう言って微笑み、アルキームは咳込んだ。彼女は無花果のジャムを匙で口に運び、味わってから紅茶を飲んだ。

				　皆も紅茶を楽しむ。

				「一年で戦いを終わらせる方法を、私の頭脳が考えてくれる。そうだな？　ナル」

				　指名された補佐官が咳込む。

				　笑い声が会議室で弾けた。それは、アビダルが羽根ペンとインクの壺を持って現れた事で静まり、ナルは感謝を彼に示して受け取ると口を開いた。

				「オデッサ公の軍事行動に話を戻しますと……」

				　彼が一同を眺めて、反応を窺いながら発言を続けた。

				「公にはこの動きをお願いしておりましたし、その通りに動いてくださっております。今回の異民族への軍事行動は、グラミア東方を安定させてやる為に必要です。そしてこれは、グラミア全体に及ぶ効果となります。オデッサ公の軍事力をグラミアの為に集中させることで帝国への対抗力を強めます。また……東方での情勢形成は他の三方向にも通じるものです。グラミアを守る為に、グラミアの外で戦うわけです」

				「どうやる？」

				　ゲオルグの問いに、ナルは羽根ペンを地図上に走らせる。

				　グラミアの領土を描く彼の羽根ペンは、グラミア本土にアラゴラ地方と、東部都市国家連合まで及んだ。そして、北と東、西に縦長の楕円を描く。

				「北は、ウラム公爵ドラガンによる北伐にて争いを外で発生させます。東は、グラミア寄りの勢力による体制を強化させることで、反勢力とぶつけて守ります。西は、リュゼを緩衝領域にすることでグラミア本土に敵の侵入を許しません。南は、東部都市国家連合のオルビアンを中心とする一帯を利用してグラミアを守ります」

				　イシュリーンは瞬きし、吐息を漏らし、顎を引いた。

				「戦乱を利用し平和を維持する……か」

				「はい。戦いはなくなりません。歴史がそれを証明しています。常に人は戦っております。これを無にするのは、甘い平和主義者の妄想でのみ語られるべきです。ゆえに、我々は戦いを、望む場所で起こし、望まぬ場所では起こさない」

				　彼は地図上のグラミアを円で囲む。

				「この国を守る為に、計画的に戦いを起こさねばなりません」

				「異民族、オルビアン……グラミアの為に、討つか？」

				　ジグルドの問い。

				　ナルは顎を引くと、背筋を伸ばして答える。

				「討ちます。が、歴史上、それは肯定されるでしょう。歴史は、我々……勝者が紡ぐものですから」

				「わかった」

				　イシュリーンだ。

				「補佐官の言や良し。私はハンニバルに軍を動かす許可を与える。ゲオルグ」

				「は」

				　軍務卿が目を輝かせる。

				「東にはリュゼ子爵ナルを遣わして軍監とする。が、これはオデッサ公を監視するものではなく、既に接触中であるヒッタイト人との交渉をさせる為だ。南への支援はゲオルグ、頼みたい……国軍を動かす時は正式に東部都市国家連合と交戦状態になった際が望ましいゆえ、先行し救援に向かうべく準備を急げ」

				「承知いたしました」

				　一礼した軍務卿。

				「ジグルド、レニアスも国軍の準備を……オルビアンから軍が発った情報を得たらすぐに動く」

				　二人の将軍が一礼し受諾を示したと同時に、イシュリーンは立ち上がった。それは戦いの中に進むことで、兵達や民に苦難の時代を強いることへの躊躇いを払う為に勢いがあった。

				　彼女は、その先に必ず、グラミアの民が安らかに暮らせる日々があると信じる。悲劇など全て払えるわけではないが、それでも侵略に晒される国情による不安定は消せると期待した。

				　立つ王に臣下達が倣い、全員が起立した。

				　イシュリーンの声は、凛々しい。

				「主神(オルヒディン)に誓い、美神(ヴィラ)に誓う。グラミア千年の楚となり、安定をこの国に齎す。その為の一年とすべく進もう。私は休まぬ鳥になるゆえ、そなたらの助けがいる。皆、励んでほしい」

				　一礼する臣下達を王は見る。彼女は、グラミアの為に異国の地に住む民達が苦しもうとも、臣下とグラミアの為に無視すると決めた。それができなければ、王など務まりはしないと知っていた。

				　私は、やる。

				　彼女をそこで微笑み、柔らかな口調となる。

				「誰も……死ぬな。兵達を死地に送る私が言うのは偽善だが、それでも言いたい。皆で生きるぞ。生きて……未来をこの目で確かめよう」

				　イシュリーンは、一礼する臣下達を祈るような目で見つめた。

				

				　　　　　　　

				

				　王の執務室から全員が退室しようとしたが、イシュリーンはナルとアルキームの二人だけに残れと命じた。

				　三人となった室内では、新しい紅茶が湯気を立てている。

				　イシュリーンは執務机に着き、臣下二人が対面に椅子を運び、並んで腰掛けた。彼女はこの時、決済を求める稟議書の山を処理しながら二人と向かう。

				「ナル、アルキームがお前のところで使っている部隊に興味を持っている。その件を三人だけで話したいと思った」

				　ナルは、どの部隊の事を言っているのかピンときた。

				　アルキームは、その件かと大きく頷く。

				「テュルク族の事ですね？」

				「テュルク族というのか……東方の少数民族か？」

				　政務卿は問いに問いを返す。

				「そうです」

				　ナルが答え、アルキームが「じゃ、それだ」と頷く。

				　政務卿は、ナルが独自に情報を集めている事を知って、またその正確さと早さから、どうやっているのかと興味を持って調べた結果、屋敷に住み込み働いている女ばかりの集団を知った。

				「どうして、そのテュルク族とやらがお前に協力している？」

				　アルキームの問いに、ナルは衣嚢から鈴を取り出す。

				「先生に従っていた彼女達が、今は先生の遺言で俺を手伝ってくれています」

				　ナルが先生と呼ぶ存在がルヒティであることを、この場の二人はわかっているから、彼等の間柄を思い、ルヒティの最後を脳裏に蘇らせる。

				　イシュリーンは小さな声で祈り、アルキームは大きく息を吸い込み感情を消す。

				　ナルが鈴を一度だけ鳴らした。

				　いつもはアブリルが現れるのだが、彼女はキアフを離れていて、この時はアブリルの腹心の一人であるユーノが姿を現した。部屋の隅から突然に現れた女性を見て、イシュリーンもアルキームも声をあげて腰を浮かす。

				　ユーノがナルの傍らで片膝をつき、王と政務卿に深々と一礼をした。

				「東方異民族のひとつ、テュルク族はオデッサ公の保護下にあります。先程の、公からの書簡でも触れられていました通りです。公は彼女達、少数民族を助けることで、また助けてもらっているのです。このテュルク族は女性が力を持つ部族で、通常の戦闘は苦手……というか専門ではないのですが、特殊な働きに長けています。俺が敵を欺けるのも、彼女達あっての事です。でもアルキームさん、どうしてわかったんです？」

				「ダリウス卿に聞いた」

				「おっさん……」

				　項垂れたナルに、イシュリーンが笑う。

				「ダリウスとて、話せないことは話さないだろう。ナル、アルキームがこの者達の手を借りたいと言っている」

				　イシュリーンの視線は、テュルク族の女性に向けられていた。そして彼女は、ナルの近くに潜む女性ばかりの集団という点に興味と疑問と不安と嫉妬を抱く。

				「ナル、彼女達の中で特別な女性を作ってないだろうな？」

				　まさかな、という読みでの質問をした王は、紅茶を吹き出したナルに目を丸くする。

				「おい！　汚いな！」

				　アルキームが注意し、イシュリーンは激しく動揺したナルに対しての不満を、唇を尖らせ頬を膨らませる表情の変化で主張した。

				　テュルク族のユーノが、ナルの粗相の後始末をする。

				　王は、アルキームの前であるのに、どうしても言いたいことがあった。

				「ナル、まさか……テュルク族の女性と関──」

				　彼女の発言を、補佐官は慌てて遮った。

				「ありません。間違いなくございません。絶対にありえません。アブリルさんはそういう人ではありません」

				　アブリル？　その人なのか？

				　イシュリーンは当然の疑問を抱き、アルキームは「ははん」と流し目をナルに送ってからかう。

				「アブリル……というのか？　お前の情人は」

				「違いますよ……普段は……俺の近くにいつもいる人ですが……テュルク族の族長のお孫さんで、彼女達をまとめている人です。アルキームさん、冗談でもそういうことは言っては駄目です。テュルクは誇り高い戦士で、女性が男を選ぶんですから」

				　アルキームは頷く。

				「そうか……お前みたいな弱っちい男は選ばれんな」

				「……悔しいですが否定できません」

				　仏頂面の補佐官は、王の冷たい視線に気付いてコロリと笑顔を作った。それで誤魔化そうと思っていたが、彼女はツンとそっぽを向く。

				　やましい事は何もしていないにも関わらず、とても不安であるのは何故だろうかとナルは冷や汗を流す。こういう責めを受けたくないから、彼は女性に対しては潔癖を貫いているのだが、にも関わらずこれかと情けなくなった。

				　つまり、何もしておらずとも、常に、近くに女性がいるという図が疑いを招くのかとナルは疲れる。

				「あのぉ……もう一度申しますけど、俺と彼女達の関係は健全なものですよ」

				「そうか……医薬品を買いこんで何に使うのかと思っていたが、テュルク族に流していたな？」

				　イシュリーンは思い出して口にしていた。

				「ええ、そうです。子供の死亡率が高いみたいですから」

				「大事な女性達の大切な子供達を守るのは、守護者として当然だな」

				　彼女の台詞に、ナルはよくない状況だと認めた。

				「まぁまぁ、陛下、からかってやるのはこれくらいにしてやりましょう」

				　アルキームの助けも、ナルは全く嬉しくなかった。それは政務卿の発言には、ナルがアブリルと何かしらの関係になっているというものが含まれているとわかるからだ。

				　これは……話が終わった後も残れと言われるな。

				　ナルは、目を細めて自分を見据えるイシュリーンの様子から、すぐ先の未来を予感した。

				「ともかく、ナルにはテュルク族に協力を打診してもらいたいのだ。グラミア独自の諜報部隊を作るのが急務だ。テュルク族を切るという意味ではない」

				　アルキームの頼みに、ナルは了解した。

				「創設に当たり、学びたいということですね？」

				「そうだ。テュルクにとっても良い点がいくつかある。グラミアが公的に彼女達を保護するとなると、一諸侯であるオデッサ公が支援するのとは訳が違う」

				　二人は王を見た。

				　彼女は、頬杖をついて項垂れている。

				　アルキームは首を傾げ、ナルは胸騒ぎを消せない。

				　政務卿は訝しむも問わず、ユーノを見ながらナルに言う。

				「ナルのほうから、族長とやらに頼めないか？」

				「まずは族長のお孫さんに伺ってみます」

				　この件はこれで終わるはずだったが、イシュリーンはアルキームだけに退室を命じた。杖をつき室を辞した男は、王と補佐官の態度に首を傾げる。

				「はて……やけに陛下は……」

				　彼は通路を進みながら、はたと脚と杖の動きを止めた。白い眉を寄せて、後方を肩越しに見る。王の執務室の扉は閉じられたままで、そこには侍女の一人が立っていて彼を見ていた。

				　彼女に一礼を向けられて、アルキームは会釈を返した。

				　再び歩きだした彼は、胸中に芽生えた疑惑に、「まさかな」と呟いていた。

				

				　　　　　　　

				

				「ナル」

				「ふぁい」

				　頬をつねられたまま不明瞭な返事をしたナルは、拗ねているらしいイシュリーンの顔から眼を逸らせない。王はユーノに去れと命じた後に恋人の頬をつねり、今はその指に力を込めた。

				「イタタタ……」

				「話せないことはしていない？」

				「しぇてまふぇん」

				　ナルの頬は解放された。

				　イシュリーンは両目を不安に染めて、緑玉の瞳を曇らせている。彼女はナルの男の部分を知っているから、この場ではっきりとさせておきたいと決めた。

				「私に誓って？」


                			

	








			
				「誓って」

				「本当に？」

				「本当です」

				「もし、アブリルという人とそういう関係であるならそうと言って欲しい。ただ、隠れてコソコソとされるのは嫌だ」

				「違う……考え過ぎだよ。というか、堂々としたって問題だろ？」

				「堂々と、妾とするなら我慢する。わたしもどこかのイイ男を囲うけど」

				　あながち冗談には聞こえない恋人の言い方に、ナルは疲労を覚えながらも、改めてテュルク族の事情を彼女に説明する。自分が仮に望んだとしても、彼女達は誇り高く、また掟もあることから、反発されて終わりだろうとも伝えた。

				「……ということで、彼女達の助けが欲しい俺とすれば、馬鹿な真似はできないんだ」

				「そうか……そうだな。うんうん……ナル、安心した。でも」

				　満面の笑みを浮かべたイシュリーンは、改めてナルの頬へと手を伸ばし、自分が痛めつけていた箇所を指で撫でる。詫びのつもりであるが、ナルは恐怖でビクリと反応した。

				　イシュリーンが謝罪する。

				「痛いことしてごめんね」

				「暴力反対」

				「でも……男は女の温もりがないと死んでしまう雛みたいなものだと私は知っている。そんな顔をしないで……私だって子供じゃないんだから」

				「……その例えはちょっと……」

				「子猫にする？」

				「それも嫌です……あ、あのさ、はっきり言っておきたい。確かにこの国では富裕層が幾人もの相手を取るのは普通のことかもしれないけども、俺にその気はない」

				「そういう言葉を信用して、悲しむ男も女も星の数ほどにいる」

				「……強情だな」

				　気分を害したという表情のナル。

				　イシュリーンはそこでようやく笑顔を作った。それは自分の非を認めたからだが、感情は逆で、しかし表には出さない。もっと文句を言ってやりたいという本心を、彼にかけている苦労への詫びから封じ込めると、アブリルという女性に会えば自分の気持ちも落ち着くと思えた。

				「アブリルという人に会わせて」

				「……キアフにはいない。オルビアンの扇動を頼んだ。その後は、オデッサ公領だ。そこで俺の到着を待ってる」

				　言ったナルは、誤解を招くと気付いて言い直す。

				「ヒッタイト人に接触してもらっている。テュルクは少数民族で、ヒッタイト人とも小さいながら交流があるから」

				「ふぅん……」

				　嫌な返事だとナルは項垂れた。

				「ま、でも……」

				　イシュリーンは相手の感情を態度と表情から読み取り、これはもう終わりにしようと決めて、明るい声色を出す。

				「こういう女らしいヤキモチを焼く私で安心したでしょ？」

				　ナルは大きく項垂れた。そして、ようやくといった声を出す。

				「……焼いてくれてありがとう」

				　一瞬の沈黙。

				　破ったのは、二人の笑い声。

				　目を細めて楽しそうに笑うイシュリーンが、困難から解放されて気持ちよく笑う恋人の名を呼ぶ。

				「ナル」

				　唐突に名前を呼ばれた彼は、上目遣いで自分を見つめる彼女にドキリとする。

				「無事で帰ってきて、また笑顔を見せてね」

				　ナルがイシュリーンを手招いた。

				　彼女は少し照れたような表情で、ナルの膝の上に座る。

				　向かい合った二人。

				「この温もりがないと、死んじゃうからな。絶対に無事な姿を見せるよ」

				　ナルの声は、穏やかだ。

				　彼は、こういう諍いも二人が二人でいられるからこそだと思えた。そしてそれは、この世界に自分がいるからだと瞼を閉じることで彼女の口づけを受ける。

				　二人は、しばらくそのままでいることを選んだ。

				

				　　　　　　　

				

				　同日の夜。

				　リュゼ子爵邸に入ったナルは、ペルシア人だらけになった屋敷に笑う。

				　ベルベットも昨日から、この屋敷に生活の拠点を置いていて、彼女の部下である傭兵達が一緒に居座っている。宿暮らしをしていた彼女とペルシア人を、ナルは金がかかるだろうと言って誘ったのだ。

				　ここで問題が起きた。

				　ドゥドラの他、九名のペルシア人のうち、七人の名前が『ダリウス』なのである。つまり問題とは、彼等をどう呼ぶべきか、であった。

				「ダリウス」

				　と呼べば、彼等の誰を呼んでいるのかわからない。家名もないという彼等は、外人連隊にいた頃は、士官未満は番号で呼ばれていたので困らなかったと話してナルを呆れさせた。結局、出身の村の名前で呼ぶことになったが、ナルはここでダリウス──友人のダリウスに問う。

				「ダリウスさんは、マキシマムっていう村の人ってことか？」

				「いんや、これでもいいとこのおぼっちゃんなんだ」

				　ダリウスの意外な事実に驚くナルは、ドゥドラの笑みを受ける。

				「嘘ですよ」

				「どっちだ？　……おっさん、どうなんだ？」

				「嘘だ。でもマキシマムは家名だ。一応、士族なんだが貧乏でね」

				　彼等は食堂にいる。ペルシア傭兵達は夜でも庭で稽古をする者、厩舎で馬の世話をする者、自発的に屋敷を警備する者とばらばらで、警備に関してはテュルク族がいるから大丈夫だとナルが言っても、訓練だと言ってやめない。

				「ペルシア人は真面目な民族性なんですよ」

				　ドゥドラの言葉に、ナルはダリウスを見た。

				　とても真面目には見えない大人が、食事を運ばれるまで飲んでいた酒瓶をつかみ、おかわりをしていた。

				「例外もいますよ」

				　ドゥドラの言葉は、ダリウスを指したものではないが、ナルにとってはそうではなかった。

				　含み笑いを浮かべるナルだったが、ダリウスが飲んでいる酒は自分が隠していたとっておきである事に気付いて表情を消す。

				「それ……ハンナさんに頼んで取り寄せてもらった高級なブランデーなんですけどね……」

				「おお、だから飲んでる。美味いぞ」

				「……俺にも寄越せ」

				　ナルは杯を要求し、ひとつの杯で二人は交互に酒を飲み始めた。

				　ここに、使用人に変装しているテュルク族の娘が、遅めの夕食を三人に運ぶ。羊肉のシチューは、ペルシア人達がイラ神を信仰しているからである。

				　ナルは水の入った杯を左手に、匙を右手にシチューを食べる。だが、具に玉葱が入っているのを見つけて、そればかりを拾ってはダリウスの器へと移す。

				「お前……だからひょろいんだ。好き嫌いは駄目だぞ」

				「いや、これは俺の信仰の問題なんだ。俺が信じる神様は、玉葱を食べるなと言っていてね」

				「嘘つけ、あ、また……」

				　ダリウスのシチューは、玉葱多めではなく、玉葱にシチューがかかっているのではないかという有り様になる。

				「ベルベットは？」

				　匙を口に運びシチューを食べるナルが、その合間に二人に尋ねた。

				　交互に見られたペルシア人達は、お互いに見合って異口同音に口にする。

				「部屋だ」

				「上で読書中です」

				「呆れた。食事に誘わないのか？」

				「もう召し上がったぞ。俺達はお前を待ってたんだよ」

				　ダリウスが心外だという顔で答え、ナルの器にごっそりと玉葱を返す。された男は眉をしかめて、器の端に玉葱を匙でよけた。

				「そういえば──」

				　ドゥドラが口を開く。

				「ベル様が、これまで見て来た遺跡の資料をまとめているから、ナル殿の良い時に訪ねて来てくれと仰ってました」

				「……早く言ってくれ」

				　ナルは玉葱を匙ですくい、口へと近づけたが結局は離した。生の玉葱を齧ってとんでもない事になった過去があるせいで、彼は玉葱を食べることができない。

				　どうしたものかと悩む彼は、食堂の入り口に現れたテュルク族の娘が、分厚い革の茶封筒を持っていると見て、定期連絡の日でもないのにと首を傾げた。

				　娘が一礼した。

				「屋敷の外に物乞いがいたもので、帝国の諜報かと警戒したところ、この茶封筒をダリウス様に渡して欲しいと」

				　ダリウスは頷き、娘から茶封筒を受け取ると、乱暴に封を破る。

				　手紙が出てきた。

				「アルメニアの首相閣下からだ……ということは、『草』と呼ばれるアルメニアの諜報部隊がキアフにも入っているということだ。俺がここにいることもお見通しとはね……おい──」

				　彼は、退室しようとしていたテュルク族の娘を振り向かせて、続ける。

				「──草は根を張るのが早い。さっさと始末しないと、あちこちに根を張るぞ」

				「承知しました」

				　娘が去り、ダリウスは手紙をしばらく眺めた。茶封筒の中から現れた白い紙封筒を、彼は開こうとしたが嫌な予感を覚えて指を止めたままである。

				　レニンから直接、彼のところに手紙が届くというものは、重大事の他に考えられなかったからだ。

				　その隙に、ナルはダリウスの器に玉葱をごっそりと移して、食器を厨房へと運ぶ体で席を立った。

				「内容は、共有の必要があれば教えて欲しい」

				　そう言って退室したナルを見送るダリウスは、友人の信頼に感謝したが、自分の器に盛られた玉葱を見て呆れる。

				　ドゥドラが問う。

				「なんでしょうか？　首相閣下からダリウス卿宛となると、ベル様の件ですかね？」

				「ベル様がここにいることを、首相閣下はまだご存知ないだろうが……いや、草がいる時点で筒抜けか……」

				　ダリウスは、食事の後にしようと決めて手紙を懐にしまうと、大盛りの玉葱を再び眺めた。

				　

				　ベルベットの部屋に入ったナルは、空き部屋が一日で書庫になったと目を丸くした。そして、これだけの荷物を運んでいたのかと呆れるような表情で、魔法の光をいくつも作って室内を照らして作業する少女に声をかける。

				「ベルベット、用があるんだって？」

				　彼女は壁際の机に向かっていて、ナルの声にも反応を示さない。

				　彼が彼女へと近づくと、革表紙の本を広げてじっと見つめていた。

				「ベルベット？」

				「あ……あ、ナル殿、いたのか？」

				「呼んだけど反応ないからさ」

				「いやぁ、集中してた。ぬぬぬ……」

				　伸びをした彼女は、彼に寝台を示して腰掛けさせると、椅子を反転させて向かい合った。そして本を魔法で浮かばせて、空中でパラパラと頁をめくってみせる。

				「魔法は、そういうこともできるのか？」

				　驚くナルに、彼女は頷くが表情は固い。

				「実はこれ、攻撃魔法よりも難しいのだ」

				「どういうことだ？」

				「物質を操るのは、とても困難だということだ。私ほどの魔力が無ければ不可能だ。魔力は、生まれた時に絶対値が決まっている。それは勉強や鍛錬でどうにかできるものではないと私は突き止めたが……つまりだな、一〇の才能を持つ人がいるが、現在地は五だとしよう。その人は訓練で五を七、九にすることはできるが、十一以上にはできないということなのだ」

				「ああ、わかりやすい」

				「で、例えば一般的な魔導士の魔力を数値に例えると、一〇〇としよう。一〇〇程度では、これは無理だ」

				「ちなみに君はいくつなの？」

				「わからない。私よりも優れた魔力を持つ人がいれば、比較で量ることもできるだろうが……友達のレミールは優れた魔導士だが、彼にもこれはできないのだ……そうだな、五〇〇以上はないと無理だな」

				「……その才能に嫉妬するよ」

				「おかしな事を言う。ナル殿は魔導士ではないから、ゼロなのだ。嫉妬もくそもないのだ」

				「……」

				「ま、いいのだ。ナル殿に来てもらったのは、古代文明のことで教えて欲しいことがあるからなのだ」

				　ナルは身動ぎした。

				「でも、末期は詳しくない」

				　ベルベットは微笑む。

				「大丈夫、末期かどうかはあまり関係ないのだ。知りたいのは、私の仮説が、ナル殿にとって考え得ることができるかどうか……なのだ」

				「……例えば？」

				　ベルベットは宙に浮かぶ本をナルの前へと浮遊させ、開かれた頁を見てくれと言い、質問する。

				「ここだ……アルメニアとゴーダ地方の遺跡を調査して……平和になったらナル殿を案内するのだ……あ、話が違う方向に行ってしまいそうだから、確かめたいことを先にしてもいいか？」

				「いいよ。俺は急いでないし、今はグラミアから離れるなんて無理だ」

				「感謝するのだ。えっと……古代文明は、この星から違う星に引っ越したという可能性はないか？」

				「それはまた大胆だな……」

				　ナルは開かれた頁に記されている文字が読めずに苦労したが、ベルベットが訳してくれた。アルメニア語で書かれており、彼に読解は不可能だった。

				　そこに書かれていたのは、古代文明の人達が忽然と姿を消したのは、この世界に彼等が適合しなくなったために、脱出した可能性を示唆している内容である。これを記したのはベルベット本人で、いずれ論文にまとめて発表したいとも彼女は言った。

				「……どうだろう？　私はこれまでいろんな遺跡を見てきたのだが、不思議なことに死体はひとつもないのだ。いや、それほどに時代が経過しているという可能性もあるが、骨すらないのだ。あと、遺跡はいずれも途中までしか入ることができず、奥は古龍が守っていたり、建物そのものが侵入を防いでいるせいで入れないのだが……これは、いずれ古代文明の人達が帰ってくる時の為に機能が生きているからじゃないかと思ったのだ。ナル殿に連れて行ってもらったところも、そうだったのだぁ」

				　ナルは腕を組み、自分がいた時代においてもすでに惑星間移住の計画があったようなと記憶を辿る。それを取り扱った映画もあったなと懐かしむような表情をして、それを見たベルベットはしゅんとなった。

				　彼女は、ナルの様子から、自分がしでかした過ちを再確認したのである。

				「ベルベット、どうした？」

				「……私は、ナル殿をこんな目に遭わせておきながら、ナル殿にこんな事を訊いているのだ……ごめんなさい」

				　ナルは笑い、彼女の髪をくしゃくしゃとかき回した。抵抗しない少女は、上目遣いに見た先に微笑むナルを見つける。

				「今は気にするな。で、話だけど、可能性はあると思う。俺がいた時代は西暦二〇〇〇年代で、末期よりも五〇〇？　六〇〇年前かな？　そうとうに過去って扱いでもいい。十分に可能性はある。実際、地球の大気圏より外にはもう出て行ってたからね……とんでもなく大変だったみたいだけど」

				「……反省している私は、喜んでいいか？」

				「喜べ。いちいち俺の許可なんていらないだろ？」

				　ベルベットは飛びあがり、何度も両手で宙を突く。そしてナルに抱きついた。

				「うわぁああ！」

				「ふぁあああ！　やったのだ！　私の仮説は！　方向性は近いのだ！　ナル殿！　ありがとうなのだぁあああ！」

				「抱きつくな……見られたら誤解される」

				　ベルベットを引き離したナルは、ただでさえ大変なんだぞと呟き、昼間の苦労を思い出してうんざりとした。

				　あの緊張は、二度と味わいたくない。

				　彼の偽らざる本音である。

				

				　　　　　　　

				

				　旧アラゴラ王国の北部と東部は現在、グラミアによる統治で落ち着いていた。これはグラミア人達が、アラゴラ人達の文化、風習を、迫害することなく尊重を示したこと、街道や橋、水道や井戸、湊や市場の整備に力を入れたことが功を奏している。信仰に関しては天界(メビウス)に住む神々──ラグーラの神々を抱く両国に差は小さく、主神(オルヒディン)と美神(ヴィラ)を特に敬うグラミアに対して、商神(ゴルディーク)を敬うアラゴラ人という程度の違いであった。他、グラミアが現地採用を積極的に推進したことも大きい。だがそこには、アルウィンの意図がある。彼は旧支配体制で不遇を強いられていた者達を雇うことで、彼等の感謝を受けたのだ。そして同時に、旧支配体制において疎まれていた学者や知識人を多くアラゴラ総督府で雇った。グラミアによる新しいアラゴラ統治に、第三者委員会を設置することで現地意見の吸い上げを行うとしつつ、客観性かつ公平な政策を実施すると発したのだが、アルウィンが老獪であるのは、彼等の意見を受け入れるつもりはないが、支配体制が固まるまでは機嫌を取ってやろうという魂胆にある。だがこれにより、アラゴラ人技術者や知識人の多くはグラミアに好意的とまでいかずとも、協力的であり、共に良い暮らしを求めようという気持ちを抱き始めた。

				　民はどうであったか。

				　アルウィンは意識的に民の前によく姿を見せるようにした。それは徒歩で行われ、グルラダだけでなく、時には東部沿岸の漁村まで及んでいる。そして気さくにも民に声をかけ、不都合はないか、困ったことはないかと問いかけた。

				　民にとってこれまでの貴族といえば、偉そうに馬車で移動し、馬の上から自分達を見下ろす者達だという反感を隠しつつ従う相手であった。

				　民は拍子抜けした後に、侵略者であるはずのグラミア人達の腰の低さに感じ入り、なんだか良い世の中になりそうだという漠然とした気分を抱いている。

				　自尊心を捨てて、王の為にアラゴラ統治の状況を落ち着かせるよう苦心するアルウィンには、ナルが苦労して取ったこの土地を、自分の不始末で荒らすわけにはいかないという気持ちもまた強い。彼は、アラゴラ人達の気の変わりようの早さをアラゴラ王家弱体の一貫で目の当たりにしているからこそ、民に金を落とすことにも熱心であった。

				　民の人気は金で買えることを、領地経営の経験豊富な彼は知悉している。

				　この原資はアラゴラ王家の維持に使われていた予算で、人員が一気に減った現在、躊躇いなく削ることができているのである。

				　しかしながら、これにより別の問題も生じた。

				　戦で死んだアラゴラの王子達が囲っていた側室や妾達があぶれたのである。彼女達は国内の貴族達から集められた娘達が多く、その数は五〇にも上った。

				「さすがの俺も、手に余る」

				　アルウィンはそう言い、彼女達を実家に帰そうと試みたが、悉くグラミア人達が潰してしまっている状況、あるいは南部諸侯は交戦中とあって、帰る場所がない、もしくは帰せない。後者に関しては、交渉が不可能であるのが理由である。

				　だが彼女達をこれまで通り、王宮で囲うとなると馬鹿高い。彼女達と、世話役の者達も含めて生活費が計上されるからだ。さらに彼女達は浪費癖がある。いや、限られた空間の中で生きるのは、それほどに重圧があるのかもしれない。華やかな衣装や宝石を買い集めて自らを慰めなければ正気を保てないのかもしれない。しかし、されるほうはたまったものではない。

				　通常であれば、グラミア側の王家が、彼女達の中から選りすぐって数人を引き取り、残りは諸侯が預かることになるのだが、イシュリーンは女性で、同性を好む嗜好でもないから用がない。

				　さてどうしようかと、この問題を片付けようと決めたアルウィンをマルームが訪ねたのは、土塁建設に関して人員増を催促する為であった。この土塁はグルラダ南二〇〇〇デールの位置に、グルラダ南の大森林地帯を通る南北縦断公道(グランミジュペル)上を塞ぐ形で工事中である。

				　グルラダに籠城などできないグラミア側とすれば、外で戦うしかなく、大軍を迎え撃つ為の準備をしている。

				　マルームは進捗状況をまとめた資料を片手に、女性達の名簿を眺めて唸るアルウィンに笑った。

				「馬鹿らしいですが、金がかかりますからね。アルウィン殿が引き受ければ良いのでは？」

				　アルウィンは苦笑し、もうそんな年齢ではないと否定してマルームから資料を受け取る。

				「一人、二人なら引き取ることもできるがね……一個中隊を回そう。工事は順調か？」

				「ええ、森林のグルラダ側出口と、森の中ほどの一か所、ほぼ完成していますが兵器の設置が間に合いそうになく……オルビアンで出兵が決まりそうですからね」

				「森の中も進んでいるか？」

				「ええ。罠もしっかりと。土塁で公道を塞ぎ、罠で森を塞ぐ。王陛下がご到着まで、これで何とか耐えねばなりません」

				「その前に、南部諸侯の軍勢が集まっているが、先に蹴散らしてみてはどうだ？」

				「刺激しませんか？」

				「もう十分に敵対している。オルビアンも、ここにきてグラミア擁護はあるまいよ」

				　マルームは苦笑し、グラミアによる南下作戦の全貌を把握しているからこその溜息をついた。

				「この苦労も……オルビアンを取る為と思うと……仕方ないですねぇ」

				「そうだな。ま、オルビアンはそれほどに価値のある美女だよ……マルーム卿、どうだ？　オルビアンに比べれば劣るが、美女を今なら選べるぞ」

				　アルウィンは微笑み、娘達の名簿を差し出す。

				　マルームは名簿を手に、照れ笑いを浮かべて尋ねた。

				「一番の美人は誰です？」

				「ダッカ伯爵家のヘスティーナ姫だな。俺の目利きだから間違いはない。ダッカ伯爵は戦闘で戦死。ダリウス卿が殺している。家はキリヤ伯に攻撃されても抗戦し、寡兵ながらも立派だったそうだ。彼女は最後の生き残りだな」

				「寝室で殺されそうです」

				　マルームは顔を歪め、名簿をアルウィンに返したが、つき返されてまた目を通した。

				「一人くらい選べ、いや、二、三人は引き取れ。いや、兄弟で十人とかどうだ？」

				「……アルウィン卿のご子息達で分けられたらどうです？」

				　アルウィンが腕を組む。

				「長男は真面目で妻を娶る前から妾を置かなかった奴だ。次男は戦馬鹿……女よりも剣を抱いて寝たいらしい。末の息子は近衛だ。無理だ」

				　ルブリン公爵家の三兄弟は、次男のガシィールが実働部隊を指揮するべくアラゴラに入っていて父親を助けている。長男のジャラーは本領を守り、三男のベズルフは近衛に入っていて現在は王都キアフであった。

				　マルームは年齢が近く顔見知りのガシィールに関する父親評に笑うと、数人を引き受けるのは問題ないと答え、真面目な話に戻した。

				「では、一応は南部諸侯達に使者を送ってみます。アラゴラ公に手紙を書いてもらいます。それでも戦いを挑むのであれば、蹴散らしましょう」

				　アラゴラ公とは、アラゴラ公爵に就いたガリーブである。彼は晩年を、アラゴラ北部の城で過ごすことになるが、世話役という見張りのついた監視下で、居心地のよいものではない。

				「頼む」


                			

	








			
				　アルウィンが腰を浮かし、出て行くマルームに張りのある声をぶつける。

				「あいつ(ナル)は見事にやってみせた。次は俺達だ」

				　マルームは肩越しに笑みを見せると、会釈をして退室した。

				

				　翌々日の、グラミア王国暦一一六年、終夏月一五日。

				　マルームはグルラダ周辺の部隊を集めると、南へと向かった。騎兵二〇〇、歩兵一五〇〇の軍勢は、集まっただけを率いて出発したという状況であるが、アラゴラ南部諸侯の軍勢が土塁工事中に襲撃してきてはたまらないので、彼は仕方なしと諦めている。

				　一方のシャフタール伯爵スレイマンを中心とする南部諸侯軍二一〇〇は、寄せ集めながらも戦意は旺盛で、それはオルビアンの協力をなんとか取りつける事ができたからであった。あとはその軍を待つだけなのだが、スレイマンは内部で主導権の奪い合いを始めてしまった諸侯の気を紛らわせる為に、ここは一戦すると決めている。

				　両軍はグルラダ南に広がる大森林地帯のさらに南、丘陵地で遭遇した。双方の斥候がぶつかり合い、それを救出しようと規模が拡大した結果、陣形を整えての合戦ではなく、駆け付けた部隊からぶつかり合うという乱戦模様の始まりである。

				　ルマニア公爵軍を中核とするグラミア軍は、南部諸侯軍よりも単純に強かった。

				　それはそうだろう。

				　昨年の内戦以来、ルマニア公爵軍といえば常に戦争の中にあり、戦い勝ち続けてきた軍であるし、マルームはダリウスの指揮を間近で見ていたこともあり柔軟性と強引さを程よく身に着けることに成功していて、元々の堅実さに加味されて隙のない洗練された指揮官になっていた。

				　彼は部隊を巧みに操り、騎兵を敵側面に進出させておきながら正面から歩兵を敵前面にぶつけた。さらに矢の応酬では分が圧倒的にあると判断すると、突撃兵の前進を助けるべく後方の部隊には徹底的に矢を発射させ続けた。

				　つがえて放つまでの動作にかかる時間が、ルマニア公爵軍と南部諸侯軍では倍の開きがあった。

				　これは訓練よりも経験の差だ。

				　そしてこの差は、南部諸侯軍の兵士が盾を手放せない状況へと追いやる。

				　絶え間ない矢の攻撃を受けて、南部諸侯の軍勢は騎兵を出す前にずるずると後退を始める。魔導士の活躍もないまま、一方的に殺戮される状態に彼等は混乱する。

				　最も基礎的なところで、越えられないほどの差を見せつけられたので、思考停止になってしまったのだ。

				　後退ではなく撤退する南部諸侯軍を前に、マルームはキリヤ伯爵サヒンを手招く。

				　ルマニア公家の首席幕僚を務める猫背の男は、女性従者に剣を預けて一礼し公爵に歩み寄った。

				「斥候に追わせて夜営地を掴め。夜襲を任せたい」

				「かしこまりました」

				　サヒンは承知し、旗下の連隊を指揮するべく進む。その後方に、切れ長の目が知的な女性従者が続く。

				「ブリジット、斥候で出てくれるか？　夜襲で奴らを蹴散らす」

				「はい……しかし、お傍をお守りしなくともよろしいのですか？」

				　サヒンは歩きながら苦笑し、手の平をひらひらと動かしながら南の方向を眺める。その先には、ルマニア公爵軍に追われて潰走する敵の背がある。

				「あれの、どいつが俺を傷つけることができる？　いいから行け」

				「はい」

				　離れようとしたブリジットは、手を握られて目を見開いた。

				「戦争が終わったら、コーレイトに帰してやる。それまでは励んでくれ」

				「……はい。失礼します」

				　サヒンから離れたブリジットは、突然に掛けられた言葉に動悸を速めていた。

				　コーレイト人の彼女が、グラミアで地方貴族の従者兼士官をしているのは、語るに長い事情があるが、まとめると、戦争で負けた彼女の親は、賠償金を娘達で払ったのである。その娘達の一人である彼女は、オルビアンの商人に性奴として買われたが、その商人の妻が怒った。これは元貴族であるブリジットが、着飾って佇むと妻よりも気品があり美しかった為、妻は許せなかったのだ。こうして彼女は他に売りに出され、ルマニア地方のキリヤ伯爵家に、ぼっちゃんの世話役として入ったのである。これはサヒンの両親が、ひきこもりの息子が次々と世話人を追いだしてしまうので、ならば女であればと企んだ結果である。またコーレイト貴族は嗜みとして娘も武芸を学ぶので、サヒンに追い出されそうになっても、この娘ならば実力で抗えると期待してのものであった。

				　ぼっちゃんと二人で暮らす離れの中で、彼女と彼は男女の仲にはなっていない。

				　サヒンは彼女に、全く手を出そうとしなかった。

				　そして内戦を迎えた。

				　戦の世に出るにあたり、武芸に心得のない自分を守れと命じたサヒンに、ブリジットは頷いた。

				　それが、ここにきて突然に帰国を許すと言う。

				　彼女は歩きながら、どうしてだろうかと視線を落とす。

				　いまさら、故郷に待っている人はいない……。

				　ブリジットは思考を止めて視線をあげた。

				　馬の世話をする者達が、休憩中の斥候達と談笑をしている。

				「圧勝だな。アラゴラ貴族は脆い」

				「いや、油断はいかん。こういう弛みが負けに繋がる……あ、ブリジットどの、どうされました？」

				　彼女に気付いた斥候が声をかけ、周囲の視線が彼女に集まる。

				　すっかり、キリヤ伯爵家のブリジットとして知られた今、彼女はここに居場所があるようで心地よかった。

				「敵の夜営地の場所を掴み、夜襲で一気に終わらせます。斥候で出る。夜襲時の先導もする。準備してください」

				　それぞれが頷きを彼女へと返して、作業へと戻った。

				

				　　　　　　　

				

				　オデッサ公爵ハンニバルから王宛に書簡が届いた日から一〇日後。

				　グラミア王国暦一一六年、終夏月二〇日（九月中旬）。

				　キアフを出発したナルは、リュゼ子爵として率いる兵力の五割にあたる二五〇と、国軍から騎兵一個中隊五〇と歩兵二個中隊二〇〇を預かり、五〇〇の軍兵を一個連隊として率いていた。副官としてルナイス、通訳としてベルベットが彼を補佐する。

				　コズンとリューディアは領地へと帰り、リュゼと周辺の復興を行う。

				　馬上のナルは、暇だから参加させろとついて来た隣のダリウスに言う。

				「暇なら将軍職を受ければ良かったのに」

				　年上の友人は、精悍な顔を微妙に変化させた。それは、わかっているくせにという非難を表したもので、ダリウスは苦笑を挟みながら答える。

				「俺は……お前と陛下が無事ならそれでいい。他の者達まで守るには……歳を取りすぎた」

				「爺さんみたいな口ぶりだな」

				「傭兵として四〇半ばは十分に爺だよ」

				　ダリウスの言は謙遜ではなく自嘲である。彼は、部下や敵を殺しまくる自分が、四〇半ばまで生きている事実に生きすぎたという感想を持っていた。かといって自殺願望などないから、口を開けば希望が出てくる。

				「まぁ、願わくば美しい女性達と暮らす余生を送りたいね。あちらこちらの美女達が、それはもう早く囲ってくれと言ってくるものでな」

				「……妄想の中の美女か……」

				「女に縁のない男はそうやって妬むんだ。悪かったな、独り占めして……これでも世の男性諸君の為に遠慮してるんだぞ」

				　苦笑いのナルは、そういえばと口にする。

				「ダリウスさん、アルメニアの首相に手紙を返してただろ？　あと、どこだっけか？　もう一通あったな？」

				　ナルは、アルメニア王国首相からダリウス宛に届いた手紙の内容を聞いて知っていた。それは、ベルベットがナルと共にいることを、諜報部からの情報で知ったレニンが、娘をアルメニアに送り返せと言ってきたものである。

				『手段は任せる。お前なら、あれも信用しておるから油断するだろう』

				　この一文は、とても母親とは思えないものだとダリウスは悲しかった。だから彼は、無視するかと考えたが、返事を出そうと決めて、そうしている。

				　ダリウスは、レニン宛の手紙とともに、アルメニアに送ったもう一通の宛先を口にした。

				「ストラブールのロア子爵家宛」

				「そうそう、ストラブールだ。誰だ？」

				「殿下の縁者なんだ」

				　ナルは、ダリウスの言う『殿下』とは、カミュルだとわかった。

				　カミュルの死は、ダリウスやベルベット、そしてドゥドラにとっては大事件である。しかし彼等は、涙も嘆きも表に出さない。ナルからすれば冷淡に思えるが、彼等にしてみれば、全く実感が湧かないから反応できないというものが近い。

				　そのカミュル戦死は、帝国によって派手に広められている。情報として掴んでいたグラミア陣営であったが、改めてその影響が大きなものであると認めるしかなかった。そして、彼の戦死は、大国アルメニアに冷水ではなく氷をぶつけるに値する効果で、彼の国では子供も大人も大騒ぎである。多くのアルメニア人は、カミュルに好意的ではなかった。それは、旧王家統治時代の彼を皆がよく覚えているからで、王家の中心として君臨していた過去を忘れることができないからだ。しかし、一方で現在のアルメニアが、今回の帝国に敗れるまで連戦連勝であった功績は大きく、失って初めて、アルメニア人達はカミュルの存在を惜しく思い、嘆くのである。

				　神聖スーザ帝国は、というよりローター・ショルはカミュルの亡骸をアルメニア国旗に包み、アルメニアに返還していた。これによって、国葬が無事に済んでいるとナルも知っていた。その際、多くの国民が喪に服したとも聞いている。フォンテルンブローのグラミア大使館準備室長のコルジフは、その様子を次のように報告している。

				『あれだけ嫌われていた男は、死によって親しみを得ることができた』

				　そして、トルキア家はカミュルの息子であるベルトアンが継いだとも彼は記しており、後見人には国王の弟であるジャンが就いたと知らせてきていた。

				　この報せは、ベルトアンが公爵となってから五日も経過した後であったが、コルジフが怠慢であったのではなく、普通の手段だとこれでも早いくらいだ。

				「殿下は……」

				　ダリウスは、軍列を眺めるようで、はるか遠く、東の空を見ながら喋っている。

				「……常にアルメニアを第一に考えておられた。確かに、王家の為というものはあったが、王家の為にすることが、国の為になると信じていた。そして、国が保たれれば、民もまた暮らしを脅かされないことを経験から存知であられた。内戦を戦い抜いた御方だからな……仰ってはおられなかったが、殿下はあの内戦で国がガタガタになったのを見て、民を蔑ろにする国家に未来はないと理解されておられたと思う……不敬ながら、俺は思うんだ」

				　ダリウスはナルを見る。

				「お前と似ている」

				「俺と？」

				「ああ……大切なものを守る為に、血に濡れた道でも進む強さは、何に起因するものかの差はあれども、同じだと思うぞ」

				「モリペレント公と同列に扱ってもらって感謝するよ」

				　ナルは故人への敬意を表し、ダリウスはニヤリとする。

				「殊勝だな」

				　こう言ったダリウスに、ナルは年上の友人がアルメニアに出した手紙に関して尋ねる。

				「お悔み申し上げたのか？」

				「それもあるが、首相にはベル様の犬や猫をグラミアに送って欲しいと伝えた。これであちらに、ベル様がグラミアにしばらくはいると伝わっただろう。レニン卿は……怒り狂うだろうが、これで気づくこともある。自分は母親失格であったとね」

				「……きつい事をするな」

				「ベル様に関して言えば、俺はレニン卿を認めていない。彼女は素晴らしい政治家で、魔導士で、研究者だが、親としては失格だ。その自覚を持って頂きたくてな」

				「おせっかいだな」

				「お？　まだ気付いてなかったのか？　俺はお人好しでな……そういえば一年前も、山の中で困り果てていた若い男女を助けたような……」

				　ナルは降参した。

				「感謝してるから……で、ストラブールの子爵には？」

				「殿下の仇は討つと伝えた」

				　ダリウスの言葉で、ナルは姿勢を正す。冗談ではないとすぐに察したからだが、言ったダリウスが笑みを彼に向ける。

				「恩返しはしないと気持ち悪い。俺が今あるのは……殿下が俺を認めてくださったからだ。ダリウス、ダリウス……愚か者、もっと考えろ……馬鹿め、考えが浅い……よく叱られた」

				　記憶を辿るダリウスの横顔にナルは見入る。

				　一介の傭兵であった過去を顧みる彼は、若かった頃の失敗をいくつも脳裏に描いて照れたような表情を浮かべていた。それは当時、彼にとっては武勲であったが、現在の彼にとって周りを見ていなかった失敗に映る。ゆえに陰りを帯びた口調となった。

				「戦闘馬鹿だった俺が、少しは考えることができるようになったのも、殿下が俺を傍に置いてあれこれと厳しくしてくださったからだ。されていた時は腹が立って仕方なかったが……」

				　ダリウスは意図的に苦笑いをして続ける。

				「……あれがなければ、今の俺はない。お前と陛下を、クローシュ渓谷で助けたお人好しはこの世にいなかっただろう」

				　二人はしばらく無言となる。軍列の後方で、ベルベットの叫び声があがった。彼女は空を駆ける渡(バザード)鷹(イグル)を見つけて嬉々としている。渡鷹(バザードイグル)は黒洋海沿岸に生息する鷹で、ハンニバルの代となったオデッサ公爵家では、鳩や烏よりも彼等を情報伝達に重用している。

				　迫るような青一色の空を、翼を広げて疾走していく一羽の鷹。

				　東の空へと、滑るように空を飛ぶ。

				「鷹が、オデッサ公領に帰っているな」

				　ナルは目を細めて、眩しい空を見上げていた。

				　彼に馬を並べるダリウスは、眩しさではなく双眸(そうぼう)を細める。

				　シュケル……お前を殺す確固たる理由ができた。次は死んでも退かんぞ。

				　彼は決意していた。

				

				　　　　　　　

				

				　東部都市国家連合のオルビアンでは、元老院臨時集会にて出兵が可決された。すでに軍勢は集結しており準備万端であったから、スキピオ・アルビウスは可決された翌日にオルビアンを出発していた。これは彼が、エリオンと会ったことで急いだからである。歩兵と騎兵で一〇〇〇〇、奴隷兵五〇〇〇の合計一五〇〇〇を数える大軍勢は、長い隊列を北へと伸ばす。

				　スキピオは馬を寄せてきた幕僚のクィストス・ファビウスの表情を垣間見ると、腹心は腹を立てていると察して宥めてやろうと口を開いた。

				「そう怒るな。偉大なる民主主義は戦争を決めたのだ」

				　司令官の言葉に、クィストスは若々しい顔に侮蔑を浮かべるも、それはスキピオに対するものではない。

				「しかし閣下、商人ども……南部都市国家連合との競争で、安い労働力の供給元たる帝国に靡いて……あの国が戦争で他国を侵略しまくって得る奴隷を、我が都市が喜んで受け入れている現状は、とても民主主義を語るに値せぬと思いますれば、この戦も帝国を助けるだけになりますまいか。グラミアは我々と対立したわけではありません。確かに、アラゴラに対してはやり過ぎだったかもしれませんが……」

				「それでも、多数決で戦争だと決まったら俺達は軍勢を率いてグラミアと戦わねばならぬよ。ま、普通に考えれば、グラミアは手打ちを望むだろう。それはこちらも望む落としどころだ。グルラダ以南を諦めて……そうだな、死んだ宰相の子供達は王家の血を継いでいるから、彼等を差し出してもらう。我々はグラミアの妥協を勝ち取ったことで撤退。アラゴラ諸侯は宰相の子供達を担ぎ上げて新しい国を造るんだろうさ」

				　馬を並べて進む二人は、揃って笑う。軍勢を率いる自分達が戦を望まず、戦に出ることがない富裕層と市民達が戦を望む歪さを嘲笑してみせたのである。

				　弁士達は街頭で正義を叫び、民はアラゴラを助けよと宣(のたま)う。新聞社は反戦派を敵性市民だと糾弾し、元老院は彼等の圧力に屈したのが二割、賄賂で動いたのが二割、元から開戦を望んでいたのが二割で、出兵は過半数を得たわけだ。この元から望んでいた元老院議員達は、商会と密接に結びついており、商会の多くは帝国から買い上げる奴隷によって生産、販売を行っている。そこには繋がりがあり、帝国の商会を介して、教団の意向がオルビアンの一部に伝わると、それを無視できない者達は従うのである。ただ、グラミアの諜報部隊であるテュルク族はこれを掴んでいながら、この動きを助けている。アブリルの腹心であるサビネは、脅迫している商会を通して、元老院の有力議員にグラミア出兵を唱えさせた。

				　この辺りの事情をスキピオが知る由もなく、彼は嘆く。

				「一方で、反戦派は戦争そのものを否定してみせる。軍隊の存在が悪だと決めつけて我々に石を投げる。彼等の日常が何に守られているか……まさか彼等自身の理想主義に周辺が感化されていると信じているのか？　お前は石、当たったか？」

				「いえ……しかしオルビアンを離れて安堵するとはなんとも情けない」

				　東部都市国家連合軍というより、オルビアン軍はその軍事力で衛星都市も含めて守っている。しかしながら、過去の拡大主義の反省から侵略戦争を放棄したこの都市国家において、戦いといえば請われての出兵のみがここ五十年であるから、自国が戦火に晒されたことがない。ゆえに平和主義者達は拡大解釈をして、戦争放棄が平和を守るのだと主張している。

				　右も左も過激だと苦笑するスキピオの瞳に、クィストスの憂いが映った。

				「どうした？」

				「グラミアの王太子……いえ、元王太子ですが……噂は本当でしょうか？」

				「さぁ……ライズ家のダニエレ様は否定されておられたし、フェレチェ家のフランチェス様も噂に過ぎないと仰っておられた」

				　スキピオはこう答えたが、彼自身が懐疑的であるが為に微妙な表情を作った。

				　二人が案じているのは、アッピアーの件である。

				　オルビアンの三大商会が、庇護を求めて逃れてきたグラミア王国の元王太子を匿っていると市中で噂になっていて、否定すればするほど噂は事実であると屈折されて広まってしまっている。どこどこでコッツァ家のヴィエリがアッピアーと会ったとか、あのフェレチェ家の別邸で匿っているとか、ライズ家が資金援助をしているとか、グラミアと戦おうとする頃あいで広まるこの噂に、三商会は火消しに動いているが、次のような事が民の間で交わされていた。

				「彼等が揃って、わざわざ否定するのが本当である証拠だ」

				「新聞も、弁士も、この件にはだんまりだ。三商会からの圧力ではないか？」

				「いや、元老院が口止めをしているのかもしれないぞ」

				　これらはテュルク族が積極的に流した流言が広まった結果であるが、落ち着かない近隣諸国の情勢が陰謀論の信憑性を高めてしまっている。

				　実際のところ、アッピアーはこの世にはすでにいない。しかしナルによって、生きているものと扱われており、噂の中で生きるグラミアの元王太子は、テュルク族によってオルビアンに潜伏しているとされていた。グラミアがこれを掴むのはもう少し先のことになるだろう。それはきっと、アラゴラに進出してきた東部都市国家連合との戦闘最中になるだろう。そしてこれが、グラミアに大義を齎すに違いなく、それはイシュリーンが、オルビアンに軍を向けるに相応しい理由になるはずだった。

				　アラゴラを支援する東部都市国家連合は、実のところアッピアーを利用して、グラミアを牛耳ろうと企んでいたと、グラミアは彼の国を糾弾する図がここにある。

				　だが今は、隠されている。

				　この時期に、アッピアーがオルビアンに現れたという噂の意味を、東部都市国家連合の誰もが見抜けぬままであった。

				　ゆえにスキピオは、根も葉もない噂に過ぎないアッピアーの件が、大事になると思いもしないのである。彼とすれば、いずれ消えてなくなるだろうという程度の認識でしかなく、目の前の戦に集中したいが、諸々の事情で叶わない苛立ちがあるがゆえに、くだらない噂に時間と意識を奪われたくないという気持ちが強い。

				　彼は固い表情の幕僚に笑いかける。

				「ま、噂だ。放っておけば、すぐに忘れられる。グラミアとの戦況がオルビアンに届くようになると、皆はそっちに注目するだろうからな」

				　スキピオの笑みを受けてクィストスは頬を弛めようとしたが、できぬままであった。

                			

	








			
				　グラミア王国暦一一六年、終夏月二〇日。

				　アラゴラにて、ルマニア公爵軍を中核とするグラミア軍とアラゴラ南部諸侯の軍勢がぶつかった日から五日後の午後である。

				　オデッサ公爵領コンスタンタに、軍勢四〇〇〇が終結した。領内から集めに集めた兵力で、フン族進出を絶対に止めるというハンニバルの意思が込められている。彼等の甲冑は磨き上げられており、鋼(はがね)が陽光を反射して美しい。人殺しの集団であるとは思えないほどに威厳に満ちた一軍は、整然と、街道を東へと向けて進む。その最後尾がコンスタンタを出るまで、住民達は歓声を上げ続けた。

				　オデッサ。

				　この土地は、グラミアであってグラミアではない。

				　過去、グラミア地方の雄であった大貴族が治め、民も古き良き時代を今も語り継いでいる。歴代の当主は傑物揃いで、ルヒティという為政者はその中でも抜群であるが、彼をして自らを抜くと信じる孫は、深紅の甲冑をまとい軍列中ほどで猛々しくも知的な佇まいであった。

				　彼が立つ限り、オデッサ公爵軍兵は戦う。それは、少数異民族を積極的に受け入れてきたオデッサ公爵領のこれまでが、領主と民の協力関係を築いているからである。民は領主を助ける為に、またそれが自分達の生活を守ると知っているがゆえに、オデッサ公爵の敵には容赦をしない。

				　オデッサ公の敵は、自分の敵だと民の誰もが思っている。

				　また、彼等を大事にする領政を代々の当主が行うので、この関係は強く、固く、長く続いている。

				　ただ、この少数民族を受け入れる、または支援する方針が、一部の異民族の反発を招いており、その筆頭がフン族である。

				　フン族にとって、大きな稼ぎは二つある。

				　ひとつは、東西横断公道(シルクロード)を通過する小隊の警護をすることで得る報酬。

				　もうひとつは、他の民族の集落を襲って得る報酬である。

				　オデッサ公爵のおかげで、フン族は後者による稼ぎが少なくなる一方であるから、目の上のたんこぶという表現がまさに相応しい。

				　ゆえに両者は何度も軍勢をぶつけあってきた。

				　これに、ハンニバルは変化を齎そうと考えていた。

				　彼はナルと接する中で、火の粉を払うだけの対処を改めようと考えた。そこに、ナルから提示された案があり、丁度良いと同意したのである。

				　当初のハンニバルは、フン族の支配地域を大きく東へと押しやり、空白範囲に周辺の民族を流入させることで均衡を保とうという目論見であったが、ナルが考えた方針を知り、自らの案に修正を加えていた。そしてそれは、ナルと同一のものとなっている。

				　馬上のハンニバルに、家老が馬を寄せる。彼は老齢に達したといっても過言ではないが、背筋の伸びはしっかりしていた。

				「お館様、斥候が戻ってきております」

				　ハンニバルもそれを見ていた。

				「プレドヤクの部隊を見つけたかな？」

				「あの男、あちこちに移動して……敵だけでなく我々まで位置を掴めなくして面倒な」

				　アルシャビンの愚痴に、ハンニバルは笑みを作る。

				「ま、だからこそ敵が慎重になったのだろう」

				　当主の言に、家老は苦笑した。

				「陛下の代わりにお出でになるリュゼ子爵殿は……クローシュ渓谷南で帝国軍を壊滅させた戦闘の作戦立案者でしたな？」

				　アルシャビンが髭を整えながら尋ね、ハンニバルは頷くと視線を彼に定めた。

				「どうであった？　近くにいたのだろ？」

				「いえ、こちらの部隊はバラバラで……あれで勝つのだから恐ろしい」

				　アルシャビンの感想にハンニバルも同意で笑う。彼は、祖父の弟子であるナルについて、思うところを家老に話した。

				「彼はある意味、危険だ。グラミアにとっても、敵にとってもだ」

				「と仰いますと？」

				「まず、彼がいるから勝った。誰が……わざと自国内に敵の大軍を引き込んで、別働隊でリュゼを奪還するなど考えるか？　いや、考えたとしても口にはできまい。しかし彼はした。その為に、気が遠くなるほどの準備を入念にしていた。戦術で敵を圧倒する以前に、彼は準備で帝国に勝っていたのだ。多少の揺れはあったとしても、この差は大きい。問題は、彼がこれをしたというところだ」

				　ハンニバルはナルを評価している。だから彼の存在が大きいと、国が傾くとも危惧していた。

				「過去のウラム公、未来の彼……とならないかが心配だが、ま、しかし彼個人は嫌いではない。全く剣も弓も扱えぬのに、常に兵と共にいる。戦いの中に身を置く。爺様が認めただけあり、ひたむきさが彼にはある。血統にあぐらをかく馬鹿とは違う」

				「陛下の為に、釘を刺しておかれますか？」

				　アルシャビンの伺いに、ハンニバルは苦笑を返す。それは家老が、イシュリーンを案じているから発言しているとわかったからだ。

				「爺様も、お前も、陛下のこととなれば好々爺だな」

				「ハハ……私めはいつだって信頼のおける大人ですぞ。それに、まだ爺ではありません」

				　アルシャビンの主張は真面目くさった顔で為され、ハンニバルは「すまんすまん」と詫びる。そして家老の窺いに対する返答を口にした。

				「俺は陛下の為に武勇を尽くすと爺様に誓った。おそらく、ナル殿も地下道で爺様に誓ったはずだ……」

				　ハンニバルは、王都の地下で師と弟子が向かい合った光景を脳裏に蘇らせている。あの時、二人は誰にも聞かれない声量で会話をしていたが、そこでされたものが、ナルという男の今に大きく関係しているものとオデッサ公爵は理解していた。

				「アルシャビン、俺はナル殿を認めている。信頼したいのだ。此度、彼が参られるのは良い事だ。俺の不安を、晴らしてもらえるだろう。俺はこう考える……ヒッタイト人との交渉、楽しみに拝見させてもらうつもりだ。当然、彼の背後は俺が守る」

				　若い当主に、家老は目を細めて微笑む。

				「情勢が待ってくれませなんだので、戦場での合流ですか……我々らしい」

				　アルシャビンはパイプに煙草を詰めながら言い、東へと向かう軍列の先頭を見据えていた。

				「ま、ナル殿だからできる事だ。石頭の軍監であれば喧嘩になっているやもしれん……」

				　ハンニバルの言い様に、周囲の将官達が笑い声をあげる。彼等の多くは、ルヒティの下で学んでいたナルを知っていたし、冬のウラム公戦に参加していた者達もいた。

				　ここで、彼等の歓談を遮った馬蹄の轟きに、一同は視線を転じる。

				　伝令が二騎、東から接近してきていた。

				　兵達が伝令に道を譲り、二騎の騎兵は一気に軍列を通過すると、掠れた声で炎王(イフリル)と家老に訴える。

				「報告！　馬上から失礼つかまつる！」

				「申せ！」

				　頬を一瞬で引き締めたアルシャビンの一声で、斥候が叫ぶ。

				「先行のお味方部隊！　敵本隊と交戦中！　敵の兵力、およそ三〇〇〇以上！　プレドヤク卿、後退中！」

				　ハンニバルは即座に判断を下した。

				「騎兵で駆ける！　プレドヤクを死なせるわけにはいかん！」

				　言った直後に加速した炎王(イフリル)。

				　騎兵の一団が我先にと続く。

				　大地を揺るがし、赤い軍装で統一された最強の騎兵達が疾走する。東方異民族から、赤い悪魔(クリムゾンディアブ)と恐れられるオデッサ公爵軍騎兵連隊は、ハンニバルの指揮で東へと突き進んだ。

				

				　　　　　　　

				

				　ナルを東部に送り出したイシュリーンは、農地開拓法と税制の改正案の書類を前に腕を組んだ。開拓した耕作地の所有権の一部を、開拓した本人に与えるという新法は、国の持ち分と農民の持ち分を半々とするもので、税もそれに合せて徴収するものである。開拓地権という権利が開拓民に与えられ、それは三代まで自動更新される決まりとなる予定だった。

				　彼女は、耕作面積の拡大を望んでいて、また実際に公共事業で実行しているが、この改正によって進捗を加速させようと企んでいる。王国が開拓に必要な資金を融資し、道具も貸す。希望する者達はその援助で農地を増やす。

				　これまでは国による開発あるいは、民の自発的開発のどちらかで、後者はある程度の資産を有する限られた者達にしか行えない事業であったから、門戸が広がる今回の改正は、土地持ち耕作者になる機会を得たい者にとって好機到来であった。

				　農地登録から五年は収穫物による納税を認めるという税制改正も、敷居を低くしている。

				　戦争がしばらく続くであろうグラミアにとって、金の確保と同じくらい食料調達は重要であり、他国からの買い付けに頼らないとするイシュリーンの方針は、他国に弱味を見せたくないという彼女の慎重さが表れたものと言えるだろう。また、食料自給率は安全保障の面でも重要で、単純な効率化の追求だけでは判断できない一面を持っているので、同盟に頼らない戦略を打ち出して実行するグラミアには大事なことであった。

				　しかしながら、イシュリーンは南部諸国の動きを無視するつもりもなかった。ナルは彼女に、南部諸国との同盟は現時点において意味はあまりないと伝えていて、情勢が落ち着いた後が望ましいとも進言していた。だが彼女は、彼の案を念頭に置きながらも南部諸国と通じる道を探ろうと考える。

				　イシュリーンは結い上げていた銀髪をほどいた。

				　はらりと長髪が舞って、ふわりと彼女の肩にかかる。

				　袖をまくりあげていた彼女は、手首についたインクの汚れにここで初めて気付いた。

				　ルヒティとのやり取りを思い出す。

				『姫様、そうして手をベタリと紙面に置いて文字を書くのは止めなされ』

				『ほれ、このように手首にインクがつきますのでな』

				『拭いてしんぜよう。どれどれ……』

				　脳内で祖父と慕う老人の声と言葉を再生した彼女は、自分が向かう机を見つめた。そして指で卓上を撫で、ここでルヒティが仕事をしていたのだと瞼を閉じる。

				　ハンニバルに無理を言って、ルヒティが愛用していた机を譲ってもらった彼女は、卓上の書類を乱暴に払いのけると、机に覆いかぶさるように上半身を倒した。

				　ルヒティ……知恵を貸してほしい。ナルを助けたいの……南部諸国を利用して、彼の考える防衛策を楽にしてあげる方法はある？

				　脳内の祖父に問う。

				『姫様、何事も諦めが肝要でしてな。無理なものは無理、できる事を重ねていくのみです。よって、南部諸国とナルが力を併せて帝国に立ち向かうという図は取れますまい……が、それぞれに動くことは可能でありますでしょうな』

				　イシュリーンは鼻で空気をゆっくりと吸った。

				　木とインクの混じった匂いが心地よく、彼女は目を閉じたまま微笑む。

				『帝国の東進に対して、ナルが最初の防波堤となる……例えばここで、帝国の後背に南部諸国の軍勢が躍り出ようとする動きだけで、帝国は前だけに集中できぬでしょう。後ろにも気を配る……いかなる名将も、前と後ろを同時に見ることは叶いませぬ』

				「一度、彼等を動かしてやれば、次からは虚報ひとつで帝国の動きを牽制できるということね？」

				　彼女は声に出していた。

				『そうです。虚報とはただ嘘を流しても意味はありませんが、実行力があると見せつけた後の偽情報は効果が出ます。またそれは、敵にとって無視するか否かと迷う程度の質がよろしいでしょう。指揮官の一瞬の迷いは、軍勢一日の動きに影響を与えます。さらに、敵の動きがどうであっても、その全てに対応策を持っておくのが儂流です。姫様もそうなされませ』

				「うん、そうする。ルヒティ、ありがと」

				　姿勢を正したイシュリーン。

				　彼女は確かにルヒティと話していたと思えた。

				　だからイシュリーンは、たまらなく彼に会いたい。

				　あのしわしわの手に触れたいと彼女は願うも、それは叶わないと溜息を溢した。

				　ここで彼女が記憶に浸っていられなかったのは、来客を告げる侍女の声が扉の外からあがったからだ。

				「陛下、応接間でウラム公爵閣下がお待ちです」

				　イシュリーンは、自分がドラガンを呼びつけていたにも関わらず、不機嫌で表情を歪めた。

				「ルヒティと私を邪魔するのは、いつもウラムの家の者だ……」

				　完全な決めつけだが、彼女にとってはこれが正しい。

				　忌々しいと立ちあがった王は、現れた侍女たちに着替えの手伝いを頼む。執務に当たる服装ではなく、来客の前に立つ衣装へと替えるためだが、侍女たちは王の顔を見て、まずは洗顔をせねばならないと口にした。

				　鏡を見せられたイシュリーンは赤面する。

				　頬にインクがたっぷりとついていた。

				「誰か……ウラム公ドラガンに、半刻ほど待てと言ってきてくれ」

				　イシュリーンの声に、侍女の一人が一礼した。

				

				　謁見の間ではなく、応接間に通されたドラガンは、じろじろと室内を蛇目(サペルアイ)で舐めまわすように眺める。調度品の数々は高価なものだが派手ではなく、室内の色調は落ち着きを得ていた。

				　出された紅茶を飲み干し、葡萄酒を所望した彼は、酒が到着するまでの気休めにと、窓から望める景色に意識を転じる。手入れの行き届いた庭園は、雀達が陽光の下で遊んでいるように飛び交う。どこからか現れた猫が、彼等を狙うわけでもなく、ただ近づいただけだったのだが、雀達は慌てて羽ばたいていった。猫はそれを眺め、どうして逃げたのだろうとでもいうように首を傾げている。

				「穏やかだな」

				　微笑みを浮かべた彼は、そうしていれば貴公子そのものだが、足を机の上に投げ出して姿勢を崩すことで行儀の悪さを露呈している。

				「お前達の都合はわかるが、しばらく人の紡ぐ世の中というものを観察してもいいのではないかな？」

				『それはこれまでたっぷりと観察した。驕り高ぶるのが人だ。これが結論だ』

				　脳内の声に、ドラガンは喉を鳴らして笑う。

				「驕り高ぶりも自信と欲求によるものだ。悪いものではないだろうに」

				『悪いとは言っていない。見苦しいと言っている』

				「しかしお前達は、お前達の価値観で俺達を量ろうとしているが、それもまた驕りではないのか？　自分達が作った生命体だから、自分達に従うのが当たり前であると？　自分達の望む方向へと進みたがるのが普通だろうと？　子供に対する親の教育に通じるものだが、駄目な親のやりがちな過ちと同等だよ、そんなものは……」

				『お前達は、虫が自分の周りをぶんぶんと飛び回れば煩わしいと手を払うだろう？　それと同じだ』

				「寄生虫に虫呼ばわりされるとはね……」

				　唇を捻じ曲げたドラガンは、室の扉が叩かれて姿勢を正す。侍女が葡萄酒の瓶と杯を盆に乗せて現れ、彼は笑みを向けてやった。

				「ルブリン産でございます」

				　侍女の声に、ドラガンは舌なめずりをした。

				「お前は、恋人はいるか？」

				　ドラガンの唐突な問いに、侍女は目を丸くする。

				「どうだ？　いるのか？」

				「……夫がいますが」

				「なら用はない。葡萄酒を置いてさっさと消えてくれ」

				　無礼な男の態度も、大貴族特有のものだと諦めた侍女であるが、気分を害したという内面を足取りで露わとする。

				『誰とでも交尾をしたがるのも人ならではだな』

				「うるさい、人ならではない。俺だからだ、馬鹿め」

				　ドラガンは葡萄酒を飲み、一向に現れない王への苛立ちもあって舌打ちを発した。半刻ほど待てと言われた彼であるが、半刻はとうに過ぎたと身動ぎする。

				　そして欠伸をひとつ。

				　背伸びをして、首を揉む彼は応接間の壁に描かれたグラミアの六連星を眺める。この軍旗は、空に浮かぶ六個の星を模したものだ。綺麗な円を描くように並ぶことから、六連星と呼ばれているが、魔法の研究を趣味とする彼は天体観測もするので、全く動かない星である六連星は特殊だと感じていた。季節関係なく空に浮かぶ異常さは、この星の衛星だろうかと思うも、月とちがって満ち欠けがない。

				　天界(メビウス)の神々を統べるオルヒディンが、敵対する神々を六連星に封じたという神話があることから、戦いに勝つという意味でグラミア王国の軍旗に使われている。

				　扉が開かれ、侍女がドラガンに告げる。

				「王陛下にございます」

				　ようやくかと、背もたれに身体を預けていた彼は腰を浮かす。

				　イシュリーンは、アビダルを伴って入室した。そして近衛兵達が続く。

				「ご機嫌麗しゅう……陛下、感動の再会であるのに物騒ですな」

				　ドラガンが膝を折った。

				「一人で感動しているがよい」

				　イシュリーンが椅子に収まり、ドラガンは床に膝をつく。

				　彼女の許可を得て、アビダルがドラガンに書簡を差し出した。

				　両手で受け取ったウラム公爵は、中を見ずして何が入っているかを当てる。

				「ありがとうございます。真冬に北進をいたします」

				　イシュリーンは、ドラガンにウラム公爵軍による外征の許可を与えたのである。

				　ドラガンが王の許可を得たうえで動くことに同意したということは、これでウラム公もグラミア王家に降ったと内外に知らしめることができるのだ。一方でドラガンとしても、対外と面倒な交渉をしなければならない際に、自分は王の許可を得る必要があると惚けて時間稼ぎに使える。

				「冬にトラスベリアに入るのは愚行ではないか？」

				　王の指摘に、ドラガンは笑みを浮かべて答える。

				「数か月、放置することでグレイグ公家では後継争いが勃発するでしょう。ここで最も小さな派閥の支援を表明した私は、グレイグ公ヴィルヘルムの遺言として彼の娘の誰かを娶るつもりであるとも言ってやります。ま、混乱するでしょうな。あと、冬であるからこそ、彼等の騎兵は役立たずです。軽装歩兵による集団戦法で、猪どもを狩ってやろうという算段です」

				「遺言を捏造するのか？」

				「はい。こちらには、グレイグ公の下で主席魔導士をしていた女がおりまして、それを証人にします。今は地下牢に手足を繋がれて大人しくイイ子にしておりますよ……陛下、ひとつお願いがございまして……」

				　ドラガンが王を窺う。

				　イシュリーンは、相手のお願いとやらが何であるかわかっていた。

				「リニティアは返さぬぞ」

				「……アルメニアへの輿入れ、本決まりで？」

				「そうだ。日取りを調整している段階だ。腹立たしいほどに母親に似た妹でも、国の役に立つなら可愛く見えるな」

				　ドラガンは無言で一礼し、ならば、と口を開いた。

				「姪は諦めましょう。それでは、ゴラン高原の砦を撤去頂けないでしょうか？」

				　イシュリーンはアビダルを見た。

				　近衛連隊長は顎を引く。

				　二人は、ドラガンがリニティア返還を望んでおらず、砦の撤去こそが本命であると察していた。だが狙いはわからない。しかし、確かにルイスクのすぐ南に国軍の砦があり、一個中隊が常駐しているのは気持ち悪いだろうとも思った。

				「あれは保険だ。貴公が再び陛下に剣先を向けないようにとの……な」

				　アビダルの発言に、ドラガンは傷ついたというかのように情けない表情となる。

				「そんな……俺ほどに正直者は他におらんでしょうに」

				「よく言う」

				　イシュリーンはせせら笑い、頬杖をついて姿勢を崩した。それは取り合わないという意思の表れであったが、ドラガンが平伏したので瞬きをする。

				「グレイグ公を攻めるのは冬ですが、その前に……秋のうちに当家を離れていった者達を討伐します。ここで、王陛下に恭順を示す俺を立てた陛下が、砦を撤去したという事実をもって、陛下の信を得ていると主張したいわけです……あくまでも王陛下の許しを得て軍を動かすことを、彼等に見せつけてやりたいわけです。これで彼等は、はいつくばって許しを得るか、戦って敗れて滅ぶかの二択を真剣に検討しますでしょう」

				「嘘を吐く者は口数が増えるという……ドラガン、お前もそうか？」

				　イシュリーンの冷淡な声と微笑は、ドラガンの胸中に暗雲を立ちこめさせた。駄目かと彼は諦めかけたが、ここで止めれば、王の指摘は事実になってしまうと気付いて床に額をこすりつける。

				「そもそも、俺は王陛下に敵対する意思はございませんでした。あくまでも家を存続させる為に、一戦し一勝した後でなければ交渉もあり得ぬと判断しただけのことでございます……」

				　これは嘘ではなかった。

				「イシュリーン陛下の御世に叛意はございませぬ」

				　ドラガンはここも嘘をつかなかった。彼は、ウラム公爵家が存続できれば王は誰でもいいのだ。もちろん、自分が王の配偶者であれば最高である。

				「また、これからも王陛下の決定に従い、粉骨砕身、働くつもりでございます。どうか」

				　嘘だった。

				　ドラガンは、王──というよりも、王の補佐をするナルの決定に従順であろうなどと思っていない。

				　イシュリーンは悩む。

				　たしかに、ウラム公爵は現在、王家に従っている。それもイシュリーンの意向に沿って、北へと牙を剥いている。南方向へと気を揉むことがないようにしてやろうかと、彼女は必死なドラガンを見て考えていた。しかし、信用はしないと結論を出す。

				「いいだろう。では、人質を出せ」

				「……悉く、俺が誅しました」

				「お前の血縁でなくとも良い。家臣達の家族……キアフにて預かる。家臣領民を大事に思うウラム公は、よもや彼等を犠牲にして私に刃先を向けるなどせぬだろうからな」

				　嫌な女だ。

				　ドラガンは危うく声に出すところだったが、寸前で堪えた。

				　アズレトを始めとする家臣達を、ドラガンは大事にしている。苦しい時にも関わらず忠節を全うしてくれる者達を、軽々に扱うなどしないと彼は決めていた。それは、父親を反面教師にしているからで、権力のみで人を動かすのは限界があると信じているからだ。

				　今度はドラガンが悩む番であった。

				　応接間の外、庭園を散歩していた猫が窓枠に飛び乗りガラス窓を肉球で叩く。

				　イシュリーンが近衛兵に命じて、窓を開けさせた。すると猫は室内にひらりと降り立ち、一声あげて周囲を見渡す。猫が何をどう判断したのか不明だが、一直線に王へと向かった。

				　猫がイシュリーンの膝へと飛び乗る。鳴き声をあげた時、ドラガンが口を開いた。

				「承知しました。それで、お願い致します」

				「わかった。これからもお互いに良い関係でいたいものだな？　ウラム公」

				　クソ女……たっぷりと後悔させてやるかな。

				　ドラガンは頭(こうべ)を垂れたままの姿勢を維持して、表情を隠す。

				　王が猫を抱えて室から去り、近衛兵達がいなくなっても彼はその姿勢を保った。

				　誰もいなくなった応接室。

				　ウラム公爵ドラガンは、深呼吸をして立ちあがる。

				　狙い目は、帝国が再進出してきた時だ……小男、楽しみに待ってろ。

				　彼は声もなく笑い、残っていた葡萄酒の瓶を掴むと、そのまま一気に飲み干して室を辞した。　

				

				　　　　　　　

				

				「腹立たしい！　どうして私があの男を案内しなくちゃいけないの！」

				　クルティナの憤りは、自制されることなく口から外へと飛び出していた。彼女の部下達も、クルティナの反発に賛同しつつも発言には注意を願う。

				「クルティナ様、そのようなことを仰られて、万が一、お方様のお耳に入ったら事でございます」

				　お方様とは、テュルク族の族長であり、アブリルとクルティナの祖母だ。

				「そうです、そうです。ここは我慢してくださいませ。あの男も、オデッサ公爵閣下が憎きフン族を一網打尽にしてくだされば去るのですから……」

				　部下達に宥められても、クルティナの怒りは収まらない。それは嫌悪から生じる腹立たしさであるから、強く強く彼女を縛った。

				「あの男は！　あの男は生理的に受け付けません！　弱いくせに、戦えぬくせにテュルクを使って！　気持ち悪い！　姉様はどうかしてるわ！　姉様の親切が、あの役に立たない男を増長させているのよ！」

				　コンスタンタの中心やや東寄りにそびえる白亜の城は、代々のオデッサ公爵が居城に使う城で、その地下にテュルク族の者達が集まる室があった。

				　小さな通気口だけが外と通じるこの空間に、クルティナの怒りによる大声は響き渡り、部下達はニカーヴの奥で表情を険しくする。彼女達は、ハンニバルの命令を受けたクルティナの指示で動いてきた者達で、オデッサ公爵への帰属意識がテュルクの中でも特に強い。

				　これまではそれで良かったが、グラミア王国がイシュリーンによってまとまり、彼女の頭脳と呼ばれる男の為に働けと命じられるようになると、クルティナの反発も当然のことであるとする空気が充満している。

				　ゴラン高原で、テュルク族の女達を死地に残して逃げ出した男に、どうして自分達が従わねばならないのかと彼女達は気に入らないわけだ。

				　戦いもできないくせに、テュルクを率いる資格もないくせに、とクルティナと部下達は憤懣やるかたないのである。

				　ここで、地下室にテュルク族の女が入室する。すでに集まっていた一同の視線を浴びた彼女は、異様な空気の場に目を丸くして報告した。

				「クルティナ様、リュゼ子爵ナル閣下がご到着されました。お迎えに──」

				「私は行きません！　行きたくない！」

				　報告を遮ったクルティナは、荒々しくニカーヴをむしり取ると床に叩きつける。

				「しかし、オデッサ公爵閣下から──」

				「お前達でやりなさい！　誰があんな小男に挨拶をするものか！　ふん！」

				　クルティナは、悪感情を露わとした顔つきと足取りで地下室から出て行く。

				「ですが案内を──」

				　クルティナの腕を掴んで反論した女は、平手打ちを頬に浴びて倒れる。

				「案内ですって!?　嫌よ！　……いや、草原の真ん中で放置してやればいいわ！　自分がどれだけ役立たずか、あの図々しい男でも理解できるわ！　ビューリ！　やりなさい！　私はハンニバル様のところに行きます！」

				　さっさと退室したクルティナ。

				　残された女達の筆頭であるビューリが、仕方なくといった体で歩きだす。

				「私がリュゼ子爵をお迎えしましょう……」

				　閣下とつけない彼女もまた、ナルを嫌っている。それは彼女の妹が、ゴラン高原の戦いでドラガンに斬られているからだ。戦いにおいて、テュルクにあって死は常に背中合わせであり、彼女とてそれは理解している。しかし、女達を戦わせておきながら、仕向けた本人は逃げ出したというところに、反ナルの太い根が張っているのである。

				　誤解だと、説明する機会がナルにはない。

				　結果だけを見れば、ナルが逃げ出したことが真実になってしまう。　

				　ビューリはニカーヴを取り、左目のない顔を晒して階段を駆け上がった。そして城の中庭を通過し、夕刻迫る西の空を背に歩く。猫のように、音も気配も消した歩みで進む先には、グラミアの六連星旗と、雪豹(ニクスパルドゥス)が描かれたリュゼ子爵旗が連なっている。

				「雪豹(ニクスパルドゥス)……」

				　彼女は、自分達にとって神聖な動物を旗に描いたナルの意図に悩んだが、機嫌取りだろうと決めつけることで、彼への評価を改めることなどしないと小鼻を膨らませた。

				　ビューリは、歩きながら黒装束から変装をする。一歩進む度に着替えが進み、たちまち小柄な兵士が出来上がった。その彼女が向かう先に集まるリュゼ子爵連隊は、コンスタンタにて一泊した後、オデッサ公爵軍を追って東へと向かう予定である。

				　兵達に点呼しろと命じたルナイスの隣で、ベルベットは中庭をうろうろとしていた猫を見つけて走り出した。

				「おい！　あんまり遠くに行くなよ！」

				　ナルの呼びかけに、ベルベットは手を振って応えただけであった。

				　彼女は猫を抱きかかえ、頬ずりをする。そこで、新たな猫の登場があり、ベルベットは猫に誘われるがまま部隊から離れて行ってしまった。

				「ベルベットぉ！」

				　叫んだナルは、返事がないことで落胆する。

				「まぁ……動物とああしている時、ベル様はベルベット・シェスターでいなくてはならないという呪いを忘れることができるんだ……堪えてくれ」

				　ダリウスの声に、ナルはこれから先の苦労を予想して疲労を感じた。その彼の背を叩いたダリウスが、城の庭から一望できる主塔の規模と居住館の大きさに感嘆する。

				「大きな城だ。厚く高い城壁に守られた市街地は賑やかで清潔だった。さすがはオデッサ公のお膝元ってところだな」

				　感想を述べるダリウスを、ナルが誘って歩きだした。

				　城からは出迎えの武官文官が現れていて、公爵も家老もいない城の責任者はノルヴァ子爵レオリックという中年の貴族で、オデッサ公爵家の政務次官を務めている。

				「お待ちしておりました。お館様に代わり御礼を申し上げます」

				「いろいろとご面倒をおかけします。この機に東方の安定を図りたいと考えており、貴家のご協力が必要です。また、政務次官たる貴公には交渉窓口としてお手数をお掛けしますでしょうが、どうか宜しくお願いします」

				　ナルが低姿勢で挨拶し、レオリックは意外そうに表情を崩す。彼は、もっと偉そうな態度を取られるものだと予想していたが、そうではないと知って拍子抜けしていた。しかし記憶を辿り、前当主のルヒティ老との関係がナルの現在なのだろうと推測する。

				　改めて深々と一礼をしたレオリックは、兵達には兵舎を解放していると述べ、ナルを始めとする統率者達には居館をと言って案内するべく彼等を誘った。

				　ナルとダリウス、二人に呼ばれて駆け寄ったルナイスは、城の主塔を左手に眺めながら、居館の方向へと案内をされる。

				「ナル」

				　ダリウスに呼ばれたナルが歩みを止めると、いつの間にか背後に兵士が立っていた。驚く彼だったが、テュルク族が変装した者であるとすぐに気付く。

				　小柄な兵士にしか見えないテュルク族の女が、一礼した。

				「リュゼ子爵閣下、テュルクです。閣下をオデッサ公爵閣下との合流地点までご案内するように仰せつかっております。明日から、よろしくお願い致します」

				　ナルは頷き、他意はなく尋ねる。

				「アブリルさんは、無事にヒッタイト人に接触できたかな？」

				　現れたテュルク族の女は、表情に微々たる変化も見せないまま答える。

				「私はクルティナ様の下におりますので、アブリル様の直近のご様子まではわかりません」

				「そうか……君達もあちらとこちらで分担して働いてくれて……感謝している」

				　女に一礼したナルに、レオリックが驚いた。彼からすれば、たしかにテュルク族とは協力関係であるが、所詮は少数民族で、保護対象で、使う者達であるという認識が根強いからだ。これは一礼された本人であるビューリも同じで、ナルの態度に動揺したが懸命に隠した。

				　いかなる内面も晒すことは避けたい相手であるという彼女の気持ちは、やはり彼への反発によるものだった。

				　ビューリが一礼し去る。

				　音もなく離れて行く彼女の背を眺め、ダリウスがすうっと左目だけを細めた。

				「不気味だな」

				「いやぁ……」

				　ナルが年上の友人に笑う。

				「テュルクの人達はいつも、だいたいはあんな感じだよ。最近は屋敷で一緒に暮らしているから、今の態度に違和感を覚えるんだろうけど、アブリルさんも出会った頃はあんな感じだった。いきなり後ろにいたりしてびっくりしたもんだ」

				「……だと、いいがね」

				　ダリウスは、説明できない気持ち悪さを、飲み込むことで誤魔化していた。

				

				　　　　　　　

				

				　グラミア王国暦一一六年、秋の始まりを告げる主神月一日（九月下旬）。

				　アラゴラ地方のグラミア諸侯軍は、北上してきた東部都市国家連合の軍勢の規模を斥候で知り戦慄した。

				　マルームは作戦卓を前に、しばらく悩んだが即座に判断を下す。

				「勝てん。住民にグルラダ以北へと避難を勧告！　グルラダのアルウィン卿に伝令を……総動員。行け！」

				　伝令が走り去る。

				　ルブリン公爵家のガシィールが、上品で知的な顔立ちを興奮に染めて友人に言う。

				「おい、大戦だぞ」

				「生きて帰りたいものだ。まだティフィールを抱いてない」

				　答えたのはロッシ公爵ゲオルグの長男ムトゥで、グラミア人の成人男性にしては背が低いが肩幅があり、いかにも武人という風貌だったが、女たらしと噂され、それは事実であり、彼もそれを喜んで受け入れていた。

				　つまり自分はモテるのだと評価されたと、彼は嬉しいようである。

				　二人の前で腕を組むマルームは、迎撃場所を決める。

				「まず、森の中に築いた土塁にて一戦する。この罠で敵の進出速度を落とし、時間を稼ぐ。オルビアンの軍がアラゴラ領内に入った段階で、王陛下もご出陣だ。陛下到着まで耐える」

				「陛下はお美しいですからね。お目にかかるのが楽しみだ」

				　ムトゥの発言にマルームは呆れたが、ガシィールは辛辣だった。

				「お前など相手にされん。家が名家だから、会えば声くらいは掛けてもらえるのではないか？」

				「わかった。では陛下の周りにいるだろう侍女たちと仲良くなろう。皆、綺麗どころだ」

				「いい加減、女の話はやめろ、ムトゥ」

				　マルームの注意に、ムトゥは恐縮した様子を一礼で表す。三人ともに年齢が近く、幼少期から幾度も顔を合わせる機会があったので距離は近い。

				「ロッシ公家の連隊は左翼の森、ルブリン公家の連隊は右翼の森……俺が中央、公道で敵を止める」

				　マルームの言で、二人は配置が決まったとばかりに頷く。戦ともなれば真面目になるムトゥへ、マルームは尋ねた。

				「軍務卿閣下が先行で南下中だ。だがご到着まで、指揮権はお前でよいな？」

				「既存の部隊は俺が指揮する。いちいち引き継ぎしている時間も惜しいほどの激戦になろう予感がするよ……昨夜の寝台の再現が待っているなぁ、これは」

				「……軍医の助手に手を出すなよ」

				　ガシィールの忠告に、ムトゥは笑顔で頷くと、連隊を率いる為に離れて行った。

				「あれは、手を出したな」

				　マルームの決めつけに、ガシィールは笑った。

				　二人は、拳をぶつけあって肩を抱き合うと、それぞれの部隊を指揮するべくその場を離れる。

				　ルマニア公爵マルームは、士官達が集まり情報共有をしている箇所へと急ぎつつ、途中に何度も斥候からの報告を受けた。

				　オルビアン軍は奴隷兵に、村々で得た金品、その他の資産は、全て手に入れた本人に与えると言って略奪を推奨している。虐げられた者達の、解放された欲望こそ凶器であると、オルビアン軍指揮官スキピオは知悉しているのだ。

				「敵指揮官、執政官スキピオ・アルビウス。軍勢一万を超える規模」

				「敵、奴隷兵五〇〇〇、正規軍一〇〇〇〇以上」

				「アラゴラ南部の諸侯領を通過、北上中」

				　時間差で齎される報告を受けながら、ルマニア公爵軍の士官達の前に進み出たマルームは、彼等が一斉に起立したことで発生したざわめきの中で立ち止まる。

				「オルビアンが出て来た。森の中で迎撃する。第一の土塁にて、敵の足を止める。左翼はロッシ公連隊、右翼はルブリン公連隊、中央を俺達が担当する！　扇の要だ！　以上」

				　わらわらとそれぞれの部隊へと向かう士官達の中に、キリヤ伯爵サヒンもいて、彼は一礼し許可を得た後にマルームへと歩み寄る。

				「閣下、援軍の到着まで幾日を稼ぐのですか？」

				「二日……後、軍務卿閣下がご到着予定だ。三日から四日後、国軍到着だろう」

				「……厳しいですな」

				「厳しい。が、やらねばならん。やる」

				　サヒンは公爵に会釈をして離れる。

				　連戦、連戦……たまらんね。

				　彼の本心だった。そしてこれは、中小貴族達の本音である。

				　それでも、戦いとあれば勝たねば意味がないとも知っているゆえに戦うが、一体、誰の為にという疑問が脳裏から離れない。

				　家を存続させる為に、彼はイシュリーンに従ったが、果たして現在はどうであろうかと首を傾げた。

				　この彼の思考は、自分の連隊が待つ場所に到着するまで続く。

				　ブリジットの出迎えを受けて彼は頷く。

				「迎撃だ。我々は中央」

				　短く伝えたサヒンに、従者の女性は頷きを返した。

				「お守りします」

				「当たり前だ。いちいち言うな、馬鹿」

				　サヒンはぶっきらぼうに言い放ち、歩く速度を弛めなかった。

				

				　翌々日、避難する住民達を追うように東部都市国家連合軍が現れた。グルラダ以南の集落では、奴隷兵による略奪が激しく、民の混乱はグラミア諸侯軍にも波及する。軍列を整えて敵の到着を待ち構えていたのだが、攻撃するわけにはいかないアラゴラ人達が殺到してくるもので軍列を解いて道を譲る最中、オルビアン軍本隊が一気に距離を詰めてきたのだ。

				　午前から午後へと移り行く頃合いで、両軍の斉射が行われた。

				　青く澄んだ空を、両軍から放たれた矢が交差し大量の煌めきが発生する。その量は南から北へと放たれたものが圧倒的に多く、土塁を頼りに応戦しようと企むグラミア諸侯の出鼻をくじいた。

				　スキピオは、奴隷兵達を戦場に出しても効果が薄いと決めつけて、略奪を目的とさせて切り離すことで政治的な効果を狙った。それはアラゴラ人達に、グラミア人達は自分達を守ってくれないぞと思わせる為である。所詮は異国人の不幸に、征服者が真面目に取り合うはずがないだろうと突きつけたのだ。

				　この意味を理解しているマルームは、逃げてくるアラゴラ人達をまずは優先させた。

				　敵の手を利用して、アラゴラ人達の心象操作をしようというのだ。

				　戦局が圧倒的に不利であっても、マルームは意見を曲げない。

				　左右の両翼から、アラゴラ人を放っておかせてくれと頼まれても、彼は頑と拒否した。

				「アラゴラ人達がグルラダに逃げるのを邪魔するな。敵を防ぐ」

				　ルマニア公爵マルームは伝令達に怒鳴り、彼等は一斉に駆けると各部隊に命令を落としていく。

				　ついに接近を許したグラミア諸侯軍は、土塁に迫った敵と白兵戦を強いられることになる。こうなると、数の多さが力となって、グラミア人達はたちまち苦境に陥った。

				「もたんぞ、これは！」

				　左翼のムトゥが叫ぶ。

				「森の罠を利用できる一帯まで後退をしてはどうか？」

				　右翼のガシィールが、伝令を走らせてマルームに進言した。

				　戦闘開始から一刻が過ぎ、マルームは自らを守る従者が矢を受けて倒れたのを抱きかかえた。

				「応射だ！」

				　彼は叫ぶ。そして、懸命に考えた。

				　今、後退だけに集中するとアラゴラ人達が背中から斬りつけられる。彼等を守りながら後退するには、敵の数が多く、我々は少ない。

				　焦る彼は、しかし時間ばかり奪われるよりはと判断を下した。

				「後退。後方の土塁まで全軍で後退」

				　グラミア諸侯が、激しく反撃を続けながら後退する。

				　スキピオはそれを、伝令の報告で知った。

				「クィストス、追撃だ。アラゴラ人ともども、グラミア人を殺せ」

				　オルビアン軍が、長槍歩兵を前衛に前進を開始する。

				　マルームは、もっと時間を稼ぎたかったがと歯軋りしつつも命じた。

				「土塁を爆破させろ」

				　彼の命令で、弓矢に火矢がつがえられる。それと同時に、魔導士達が一斉に火球の魔法を発動させた。

				　土塁を踏み越えようと接近するオルビアン軍は、火矢を防ごうと盾を頭上に掲げ、結界は敵の魔法に対抗するべく即座に発動された。しかしマルームが魔導士達に命じたのは、土塁への魔法攻撃で、一斉に放たれた火球の魔法は、迫るオルビアン軍の眼前で土塁に次々と命中する。

				　何の為にと問うより早く、土塁は爆発した。

				　火薬が仕込まれていて、さらに釘やら鉄屑やらが混じった仕掛けが、南方向へと一気に突き抜ける。爆発の熱で焼けた兵士の悲鳴は爆音で掻き消され、鉄屑の礫が、迫っていたオルビアン兵達の身体に穴を空けた。ある者は、自分の右腕がいつのまにか無くなっていることに驚き、またある者は、どうして腹に数か所の穴が開いて、さらに血が噴き出しているのか理解できない。しかし総じて言えるのは、彼等はいずれも絶命したということだ。

				　バタバタと倒れ始めた前衛の異変と黒煙の凄まじさに、スキピオは何が起きたかと目を見開く。大きな爆発があったというのは見えた彼であるが、土塁に仕込まれていた危険で残酷な仕掛けまではわからない。

				「追撃不可能、前衛の部隊が壊滅」

				　伝令の報告にスキピオは怒鳴り返す。

				「ならば後続を前に出せ！　敵との距離が離れるぞ！」

				　この命令が実行されていれば、マルームはさらに苦労することになっていたに違いないが、オルビアン軍前衛の陥った状況を目の当たりにしていた前衛より後ろの兵達は、前に進みたがらなかった。

				　爆発が起きた瞬間、人が弾き飛ばされるように吹き飛んだのだ。そして生きている者は、地面でのたうち回っている。焼けただれた者、生きながらに身体の部位を失った者達が、痛みのあまりに喚き続けていた。

				　皮膚が焼け溶け、赤黒い肉は血に濡れて残酷だった。腕や脚が千切れた者は、血管から吐きだされる血が助からない量で、痛みと怒りの喚きはグラミアへの怨嗟となる。だが、この残虐な罠のおかげで、敵は土塁を見れば慎重にならざるを得ないとマルームは安堵した。

				　伝令が齎した敵の惨状に、彼は満足しつつ惨たらしさに眉を顰めるも、後退がこれで捗ると気を取り直して、全軍を一気に北上させることにした。

				

				　　　　　　　

				

				　アラゴラ地方で、ルマニア公爵軍を主力とする諸侯軍が東部都市国家連合の軍勢とぶつかった日と同日。遠く離れた東の地では、ハンニバルが王家から派遣されたはずの軍監到着が遅いことに組んだ腕を解けずにいた。

				　コンスタンタには到着したとの報告を受けていたが、それから二日後の今朝に、現在地点で合流する手はずをクルティナに命じていたにも関わらず、ナルと一行は現れない。

				　おかしいと感じていた彼であるが、フン族の大軍が現れては思考を戦闘に切り変えねばならず、軍監到着を待たずに両軍は衝突しそうな気配となった。

				　オデッサ公爵領の外、グラミアから東の平原地帯に進出してきたフン族の首領アッカラは、いくつもの派閥をまとめあげており、大軍を率いていた。

				　帝国とグラミアが戦い続けている中で、東西横断公道(シルクロード)を行き交う商隊の数は過去に比べて減っており、それは彼等の収入源に通じている。よって、不足分を略奪で補う算段なのだが、少数民族たちはヒッタイトの支援で頑強に抵抗を続け、さらにオデッサ公爵による介入は腹立たしいというしかなかった。

				「今日こそはオデッサの奴らを血祭りにあげてやる」

				　アッカラの意気込みは相当のもので、それは軍容にも表れていた。

				　弓騎兵二〇〇〇、軽騎兵一〇〇〇の前衛は、全てが戦闘員である。この軍勢によって敵を駆逐し、後続の軽騎兵五〇〇と歩兵三〇〇〇がその土地を蹂躙するので、フン族の軍勢が進んだ後は草も残らぬと言われていた。

				　このフン族を迎え撃つオデッサ公爵軍中では、伝令が忙しく動き回り、斥候の出入りが激しくなる。

				　ハンニバルは赤い甲冑を鳴らして進み、弓矢を構える兵達の背を見つめながら、心は戦場になかった。

				　戦を始めようとしている彼は、未だ姿を見せない軍監一行の理由に胸中を乱している。というのも、彼は過去、ナルの指示を守らないクルティナを叱ったことがあった。今回、反省の機会を与えるべく彼女に案内役を命じたが、もしかしたら同じような事が再び起きていやしまいかと気になるのである。

				「お館様、敵騎兵が前進しますぞ」

				　アルシャビンの報告に、ハンニバルは瞬きで意識を目の前の光景へと転じる。

				　軍装もまばらな敵の一団が、一斉に矢を放った。

				　オデッサ公爵軍は、ハンニバルに命じられずとも行動に出る。盾を翳し、敵の矢を防ぎながら弓射で応じた。双方の矢が空中で交差し、それぞれの頭上へと降り注ぐ。

				　戦いの始まりである。

				「よし、やれ」

				　ハンニバルは短く命じた。

				　アルシャビンの頷きで、伝令が角笛を吹く。赤い軍装の騎兵を率いるプレドヤクは、槍をしごいて前進命令を発した。

				　両軍の騎兵が、兵達の援護射撃を受けて加速を始めた。草原の草花が、馬蹄の轟きで上下左右に揺れる。長槍を構えて突進するオデッサ公爵騎兵連隊四〇〇は、統一感のない武器を手に突っ込んでくる敵騎兵目掛けて加速していく。

				　人馬一体となった乱れのない突撃は、個と組織においてフン族を凌駕していた。フン族は確かに馬を操るのが巧みであったが、集団戦を目的として鍛え上げらえた騎兵ではない。しかしオデッサ公爵騎兵連隊は、まさしくその為に仕上げられている。

				　先頭を駆けるプレドヤクは、迫る敵に殺気を高めた。

				「ぉおおおおお！」

				　彼の咆哮に、兵達の喚声が続く。

				　ガツン！　と大きな衝撃で、オデッサ公爵騎兵連隊の槍先揃えた突撃が敵騎兵の隊列を食い破る。吹き飛んだと形容されるに相応しい状況が、フン族首領のアッカラを慌てさせた。

				「何をやっている！　弓騎兵に掩護させろ！　さっさと出せ！」

				　矢を放ちながら高速で移動するフン族弓騎兵が、一瞬で撃ち破られた味方騎兵を助けるべく加速を始めた。だがプレドヤクは、突撃した騎兵をそのまま新たな敵へと突っ込ませる。フン族騎兵残党は、後続の歩兵に任せるとした彼の判断は、主君への信頼と敬意によるものだ。

				　ハンニバルは歩兵部隊群を一斉に前進させていた。

				　矢を放ちながら進む彼等は、よどみない組織行動でフン族を圧倒する。フン族の者達は巧みな馬術で窮地から逃れようと懸命であったが、個の技量よりも組織の強さが求められる軍対軍の戦闘で、オデッサ公爵軍は敵を後退させ続けた。

				　しかし、フン族弓騎兵がオデッサ公爵軍側面へと躍り出る。矢を撃ちこみながら駆ける彼等は、ハンニバルの横で戦況を睨むアルシャビンに舌打ちを響かせていた。

				「お館様、敵弓騎兵が面倒です。騎兵に追い払わせますか？」

				　ハンニバルは即断する。

				「いや、プレドヤクには敵本陣を突かせる。敵の動きは局所的な足掻きに過ぎん。いちいち手足につき合うよりも、敵の急所を断つ──」

				　炎王(イフリル)は口を動かしながら弓を持つと、アルシャビンに命じる。

				「──助けには俺が行こう。ここを任せる」

				　長身を翻して進むオデッサ公爵は、鉄製の弓を左手に馬上となる。その後ろに歩兵大隊が続き、味方右翼を脅かすフン族弓騎兵を討とうと移動を開始した。

				　彼等は矢を放ちながら味方右翼に合流すると、距離を取り斉射を仕掛けてきた敵弓騎兵に応射を浴びせる。両軍の矢の量は凄まじく、地面に刺さった矢は草よりも多いと見紛うほどだ。

				　ハンニバルは矢を放ち、敵弓騎兵の指揮官を射殺した。そして続けて矢をつがえ、すぐさま放つと敵を貫く。角笛を鳴らそうとしていたフン族伝令が馬上から転がり落ちたが、ハンニバルは動きを止めない。彼は射撃直後にも関わらず、敵から飛来した矢を鉄弓の一閃で払いのける。その動作は終わりがなく、彼はそのまま鉄弓に矢をつがって放つ。

				　剛の彼だが動きはしなやかで、射出された矢は一瞬で敵を射抜いた。

				　無言で矢を放ち続ける偉丈夫の背が、兵達を鼓舞する。冷静に、淡々と、射れば敵を倒すハンニバルの技量は、戦場の中にあって特異な個であった。

				　フン族騎兵と弓騎兵は、少数民族相手との戦闘とは勝手が違う組織戦に脆さを露呈する。戦局が悪い方向へと傾くと、命を惜しみ逃げ腰になる。だがこれは、生活の為に略奪をしようと群れた彼等にとっては当然のことで、死んでは意味がないと思う彼等は、フン族にあって惰弱でも卑怯でもないのだ。

				　無論、アッカラとてそれを理解しているから、被害が大きくなる前にと後退の判断を下す。こうなると、フン族は速い。

				　昼前に始まった戦闘は、一刻ほどの時間でオデッサ公爵軍勝利となった。

				　逃げるアッカラは唇を噛み、ハンニバルは笑みを浮かべる。

				　オデッサ公爵軍左翼と中央は右翼の停滞を取り戻す勢いで敵を押しまくり、アルシャビンはパイプを咥えたまま剣先を敵に向けた。その動作は前進を意味しており、オデッサ公爵軍歩兵部隊群は騎兵の先導に続き敵へと駆ける。

				　フン族の弓騎兵が、矢を放ちながら後退する。そこにオデッサ公爵騎兵連隊が、歩兵による斉射の援護で突っ込む。

				　連なる金属音に、喚声が重なる。矢の射出音は、両軍から同時に、大量に、律動的に発せられた。

				「オデッサ騎兵、さらに突っ込んで来ます！」

				　部下の報告にアッカラは唾を吐いた。数で勝る優位性を頼んでの開戦を選択したが、軍対軍では勝てないと再認識を強いられて、後退する馬上で部隊長達への指示を出す。

				「部隊単位で周辺一帯を荒らす。本隊は敵を釣る。存分にやるように」

				　伝令が散った。

				　アッカラは、一戦し一敗した後に、本来のやり方に戻すと決めたのである。

				　一方、オデッサ公爵軍ではプレドヤク率いる騎兵連隊の追撃が激しさを増す。だがここで、プレドヤクは敵後方に新たな砂塵を視認した。

				「敵の後続か!?」

				　彼は瞬時に判断を下し、深追いは危険だと追撃を止めさせる。そして伝令をハンニバルへと向かわせると共に、斥候を放った。

				　フン族とオデッサ公爵軍の距離が一気に開く。両軍の狭間で乱れ咲いていた矢の輝きは数を一気に減らした。

				　馬達は、まだ駆けたいとばかりに身震い激しく嘶いた。

				　首を撫でて落ち着かせる兵達の先頭で、血に濡れた長槍を払って赤い滴をばらまいたプレドヤクは、敵後方に現れた一軍の正体に気付く。

				　遠目でも明らかな邪神(クトゥール)の旗。その模様は、天秤の両皿に分度器と定規が記されたもので、それが風に揺られて不気味に歪んでいる。

				「ヒッタイトか……」

				　彼は再び伝令を本陣へと放つ。

				　ハンニバルは、プレドヤクからの報告で全軍停止を決断した。

				　フン族を追って、ヒッタイト人と接近した結果、戦闘になったらまずいと考えたのだ。いくら強い彼等(オデッサ)でも、一度にフン族とヒッタイト人を相手に戦闘はできないという計算があり、己を過信しない冷静さがあった。

				「奴等(ヒッタイト)、増えているな……三老が揃ったな」

				　ハンニバルの言葉に、アルシャビンは伝令に次々と指示を出しつつ視線だけで応えた。

				　オデッサ公爵は冑を脱ぎながら続ける。

				「和はまだ成っていない。刺激するのは避けるべきだ……とりあえず、フン族のほうは懲りただろう。次は野盗のようにバラバラで進出してくるはずだ。コンスタンタから東の集落の避難は完了しているだろうな？」

				「ぬかりなく」

				　家老の断言に公爵は満足を頷きで表す。

				「よし、奴ら……奪うべき食料もなく飢えに苦しむだろう。草でも食ってろ」

				　炎王(イフリル)は言を終えると嘲笑した。

				　公爵軍全体の歓声が沸き起こったのは同時である。

				　初戦は、オデッサ公爵軍の完勝であった。被害は一〇〇に届かず、しかし敵の屍は優に一〇〇を超える。負傷して動けない者達を入れると、フン族は総勢に対して一割近くの損害を出したものとアルシャビンは予測していた。

				「報告書にまとめ、軍監殿が到着次第の提出でよろしゅうございますか？」

				　家老の確認にハンニバルは頷く。

				　滞ると困るゆえ、クルティナに頼んだのだが……こんな事なら軍の伝令を使えば良かった。

				　オデッサ公ハンニバルは、恋人への愚痴を意識して飲み込む。

				　オデッサ公爵軍と、リュゼ子爵連隊が合流したのは、この日の翌日であった。

				

				　　　　　　　

				

				　ハンニバルは動揺している。

				　リュゼ子爵到着が遅れたのは、テュルク族が途中から案内を切り上げて消えてしまった為だと訴えられたからだ。

				　ナルは不満も抗議も愚痴も、何も口にはせずハンニバルの対フン族勝利を祝い、到着が遅れたことを詫びただけであった。

				　抗議をしたのはダリウスである。

				「公は歴戦の将でございましょう？　ならば連絡、報告、相談の重要性を理解されておられるものと考えますれば、先導役が突然にいなくなり、何の情報もない状態に捨て置かれ、それでも自分達で懸命に周囲を索敵しつつ、公爵閣下の軍がどこにいるかを予測し探り、一日の遅れで駆け付けてきた我々を労う度量はありますでしょうな!?」

				　珍しく嫌味な彼は、つまりそれほどに怒っていた。

				　ハンニバルも、アルシャビンも、ダリウスが嘘で他人を責める人物ではないとわかっているがゆえに、どういう事かと詳細をナルに尋ねる。答えようとしたナルの背中を、ダリウスが平手で叩いた。

				「お前がお人よしだから俺が悪人になった。いいか？　いくらルヒティ卿のお身内であろうとも、不始末は不始末だ。追求しろ、雛(ひよこ)！」

				　年上の友人に叱られたナルは、だが自分が甘かったと反省をする。

				　もしかしたら、リュゼ子爵連隊はフン族の大部隊に発見されて危なかったかもしれないからだ。

				「閣下と私を繋ぐ役目を担ってくれていたテュルク族がいつの間にかいなくなっており……地図を頼りに警戒しつつ、斥候を放って到着した次第です。この地点で戦闘が行われていると知って、まず間違いなくオデッサ公軍であろうということで、合流ができたわけです。いったいどうして、このような事になりましたのでしょうか？」

				「クルティナァアー！」

				　ハンニバルの大音声に、問うたナルだけでなく周囲の者達も驚いた。

				　オデッサ公爵軍の将校、リュゼ子爵連隊の士官達、誰もが揃って背筋を伸ばして緊張した。

				　テュルク族の娘が音もなく現れ、ハンニバルの前で頭(こうべ)を垂れた。

				　いつから潜んでいたのかと、誰もが驚嘆する技量を見せたクルティナであったが、肩が激しく震えているのは、これまでに見たことのない恋人の厳しい表情が理由であった。

				　彼女に、ハンニバルは強い口調で詰問する。

				「ナル殿に対し、お前は以前にも従わぬ態度、行動を取ったゆえに俺は注意した。今回はそれ以上の事をした。ナル殿と部隊を危険に晒したのだ。わかっているのか？」

				「……ご……誤解でございます。わ……私はそのようなつもりで……それに私ではなく、私は部下に彼の案内を命じておりま──」

				「部下のせいだと言うか！」

				　クルティナの弁明を一喝で遮ったハンニバルは、憤怒の形相を意図的に作る。それは懸命に、目でクルティナに伝える為だ。

				　ナル殿に謝罪しろ。それで収めてもらう。

				　声には出さない彼の気配りは、彼女には通じなかった。

				　クルティナは、毛嫌いする男の目の前で、愛しい人から叱責された事で色めく。唇を震わせて屈辱に耐える彼女は、歯を食いしばることで頬を震わせた。そしてその表情は、謝罪などしないという意思の表れであった。

				「手違いであったなら、以降は注意して頂ければ結構ですから」

				　ナルが助け舟を出したが、この時のクルティナには逆効果であった。

				　お前に助けられたくはないという意思を、睨むという行為で晒した彼女は、強く早く言葉を吐いた。

				「申し訳ございませんでした！」

				　クルティナが頭(こうべ)を垂れたのは、隠せない反発を見られないようにする為である。それはナルに対してではなく、恋人に対してである。

				　ダリウスは双眸(そうぼう)を細める。

				　彼は、彼女の態度からテュルク族の内部もまた複雑なのだと予想する。彼もよく知るアブリルはナルに協力的で、妹のクルティナは逆である。同じであるのは、ナルという男に対しての評価によって二人の姿勢が決まっている事であるが、ダリウスはゴラン高原の戦いに参加していない為、いきさつを知らない。しかるに理由を見つけることができず、押し黙ることで不満を示した。それでも、フン族相手の戦闘と、ヒッタイト人相手の交渉が控えている今、とりあえずは収めておかねばならないだろうと頷く。

				「オデッサ公爵閣下、俺も神経質になりすぎていました。お気を煩わせてしまい申し訳ありませぬ」

				　案内の不備を指摘したダリウスが矛を収めたことで、緊張していた空気が一気に弛緩する。誰もが、これで落としどころだと解釈したところで、ハンニバルが彼女に場を離れることを許した。

				　去る彼女を一瞥もしないハンニバル。

				　彼は、恋人がナルに対して取る態度に大変な不満を覚えていたが、彼女に対しては後でよくよく言い聞かせると決めて、大事な仔細の打合せを優先した。

				「ナル殿、申し訳ない。クルティナも俺が叱責したゆえに感情が先走ったのであろうと思う。甘いかもしれんが、後で俺が責任をもって諭すゆえ収めて欲しい。ひとまず、明日からの事に関して打ち合わせをしたい」

				「はい、お気遣いくださって恐縮です。ルナイス、例のものを……」

				　ナルは、副官を呼び、彼が持つ地図を卓上に広げさせる。それを一同が覗き込み、オデッサ公爵家の家老がパイプに煙草を詰めながら質問をした。

				「フン族の進出をグラミアが叩き、異民族の安住を促すと？」

				「ええ、最大勢力であるヒッタイト人達を中心に、ここに親グラミアの勢力形成を支援します。経済と人の交流が濃くなれば、協力体制はいくらか長くは続きましょう」

				　ナルの指が地図を這った。そこにはすでに線で囲まれた地域が記されている。森林や草原が多数を占める一帯は、争いさえなければ貧しくはない土地である。

				「ヒッタイトがどう出るか？　彼等は基本、西方諸国との関わりを最小限に抑えておきたいという考えですぞ」

				　アルシャビンの指摘に、ナルは地図に記されたフン族支配地域を指差して答える。

				「フン族の進出に困っているのは我々だけではなく、彼等(ヒッタイト)も同じです。幸いなことに、先生が昨年、彼等を争わせておりますので、彼等が対グラミアにまとまる事はないような情勢です。となれば、ヒッタイト人は存続を図る為にも恭順ではなく、我々との協力関係に利点を見出すものと考えますが、これには交渉をしなければならず、私が彼等と話をします。ですが、その後も詳細を決めていく打ち合わせは続くと思いますので、オデッサ公家には窓口になって頂きたく、お手数をお掛け致しますが宜しくお願いします」

				　グラミア王補佐官の言に、オデッサ公爵軍将校達がざわめいた。ナルとも親睦あるプレドヤクが、しばらく見ないうちに随分と頼もしくなったというナルへの評価を表情に出したが、口にしたのは諫言であった。

				「補佐官殿、しかしフン族との戦闘は未だ終わっておらず、危険ですよ」

				「私の連隊を率いて行きます。陛下のご許可は取っております。私の代わりにダリウス卿が残りますが、陛下におかれましては、形式上のことでしかないというものです」

				　信用しているぞと、補佐官を通して王の意図を知ったハンニバルと幕僚達は、誰もが背筋を伸ばして表情を厳しくした。

				　ナルが口を開く。

				「明日、私は東に向かいますので、フン族討伐はお任せ致します。戦場の位置、敵の動きなどを知らせてください。いくら連隊を率いているとはいっても、敵に囲まれては事ですから」

				　ハンニバルが頷き、切れ長の目をアルシャビンに向けた。

				「火砲をいくつかナル殿に差し上げよ。ナル殿、一発一発が高いが敵を驚かせるには適した兵器を大宋国の商会から購入し、領内で少しずつだが生産している。使ってみて欲しい」

				「火砲？　それは火薬で弾丸を撃ちだすものですか？」

				「ご存知か？」

				　驚いたハンニバルは、首を左右に振るナルが困っているように見えた。だが、どうしてそう見えるのかは分からない。

				「いえ……知っているというより予想です。一発一発が高くて、敵を驚かせるとなると、もしかしたらと……」

				　誤魔化したナルは、話題を逸らす為にヒッタイト人との交渉に関しての説明を始める。

				「ヒッタイト人の大部隊が出張って来ておりますのは、私の依頼を受けて動いてくれたアブリルさんが彼等を引っ張り出したからでしょう。つまり、交渉に応じるということです」

				　ナルの言に、アルシャビンは懐疑的だった。

				「いや、そう見せかけてこちらを攻撃してくるのではないか？　これまでヒッタイト人と我々(オデッサ)は非友好的な事態の連続だった」

				　家老の言に、当主は同意を頷きで表す。ハンニバルはナルに、忠告をしてやった。

				「貴公は過去を知らぬゆえ説明するが、ヒッタイト人と我々、そしてフン族はずっと戦ってきた。いきなり手を結べるものではないと俺も思う。だが貴公の狙いは理解できる。問題は、ヒッタイト人が我々の意図に乗るかだな」

				「フン族の進出に最も影響を受けるのは、他異民族です。フン族の優位性は、遊牧民族であることです。機動力に富む騎兵を主力とした軍です。こちらから攻めれば一気に東へと撤退してしまう。そしてまた攻撃してくる。ここが他の民族と大きく異なる点でしょう。結局、現在のフン族優勢の状況を作り出しているのはこれです」

				　ナルは地図へと視線を落としたまま続ける。

				「グラミアとヒッタイトは、過去はどうあれ対フン族に向けて協力関係になり得ます。しかし今は、解決すべき問題があります。支配地域の境界線引き、両者が双方に向ける偏見、これまでの歴史が現在を形成しております。だが断言します。我々は彼等とも協力できます。彼等も、こちらの態度と条件に嘘はないと見れば、前向きな検討をするでしょう。長い年月を経て形成された状況を一瞬で覆すのは難しいですが、改めようという双方の意図が交われば、きっと変わります。現にグラミアは今、変わりつつありますから」

				　ナルはそこで一同を眺める。

				　ハンニバルは、ナルの表情に微かな変化を見出していた。

				　迷いがないな。

				　炎王(イフリル)の評価など知る由もないナルには気負いがない。

				「フン族との戦闘の一切はお任せいたします。軍監代理としてダリウス卿と一個中隊が同行いたしますが、一切のご判断は公爵閣下が下して頂きたい」

				　彼はまっすぐにハンニバルを見た。

				　オデッサ公爵は顎を引き、胸を拳で叩いて応える。

				「承知しました。貴公の交渉がまとまるよう……フン族を一網打尽にしてやります」

				　ハンニバルが答え、彼はそのまま踵を返すと幕僚達に解散を命じた。

				　

				　同日の夜更け。

				　ハンニバルは、自らの幕舎にクルティナを呼んだ。

				　現れた恋人は、感情を消した能面となって彼の前で片膝をつく。

				「クルティナ、お前はどうしてそうまでナル殿に非協力なのだ？　彼は王陛下の腹心だぞ」

				「……」

				「彼が困れば、国が困るのだ。何か問題があるなら言え」

				「……ハンニバル様こそが、王陛下に重宝されるべき御方です」

				　クルティナは、吐きだすように言葉を紡ぐ。鬱憤を、不満を、悪感情に分類されるありとあらゆる念を込めて声を発した。

				「弱い者は大事を成せませぬ。自らの失敗でテュルクの女を戦場で殺した男が……姉様の人の良さにつけこんでいるだけの男が……グラミア王との友誼だけで役職を得ているに過ぎない男がどうして、ハンニバル様の上に立つかのような態度と振る舞いをしているのですか!?　あのような軟弱な男が……どうして私に命令を下すのですか!?」

				　ハンニバルは言葉を失った。

				　どんな宥めもクルティナには効かないと彼が思えるほどに、彼女の声と表情は鬼気迫るものである。

				「あのような男のせいで、どうして私がハンニバル様から叱られねばならないのですか!?　あのような男……あんな男など……消えてしまえばいいのに」

				「クルティナ、お前は……」

				「私は、テュルクを守れなかったあの弱い男が、国を守るなどできるはずもないと信じております！　小賢しい口先だけの男であると見抜いております。ハンニバル様……ハンニバル様は、どうしてあの男を立てるのですか？　姉様も……ハンニバル様も……そういう優しさをあの男が利用しているとどうして分からないのです!?」

				「わかった」

				　ハンニバルは瞼を閉じる。

				　彼は、クルティナの口からこれ以上の発言は聞かないと決めた。そして、彼女をこのままにしておくのも問題であるとも決めた。

				　彼は椅子に腰掛け、卓上に羊皮紙を広げる。筆にインクをつけた彼は、無言で佇むクルティナを垣間見ながら文を記していく。

				　二人でいるのに、嫌な空気だと彼は悲しい。だが、彼はクルティナの恋人である以上に、オデッサ公爵であるから、可愛い恋しいだけで物事の判断をしない。

				　ハンニバルが書き上げたのは手紙であると、封筒に入れられることで判明する。

				　クルティナは手紙を運ぶことを命じられるのかしらと首を傾げた。今、この状況で記された手紙は、誰宛の、どのような内容なのかと訝しむ。

				　ハンニバルが、蝋で封した手紙を手に口を開いた。

				「クルティナ、お前には村への帰還を命じる」

				　クルティナがびくりと震えた。そして、考えるよりも早く叫ぶ。

				「ハンニバル様！」

				「族長どのには俺から手紙を出す。お前は少し疲れていて、王陛下の側近との間に問題を起こしてしまったとも報告をする。しばらく休め」

				「ハンニバル様は、私よりもあの男を選ぶのですか!?」

				「わきまえろ。俺はグラミア王陛下に従うオデッサ公爵だ。ナル殿は王陛下の補佐官である。彼を立てるのは道理だ。そして俺は、彼を認めている。彼は弱くない。彼は口先だけではない。それを俺は知っている。だがお前の言を否定しない。しかし認めることはできない。ゆえに休め。これは命令だ」

				　ハンニバルはそこで手を叩いた。

				　彼の幕舎に、テュルク族の女が二人、姿を見せる。そしてクルティナの背後に控えた。　

				「クルティナを村に。この手紙を、族長どのに……必ず！　だぞ」

				　炎王(イフリル)に睨まれた女二人が恐縮する。

				　クルティナは、蒼白となりながらも自ら身を翻した。部下達に触れさせない彼女であるが、足取りは重い。それは、ハンニバルに声をかけられるのを待っているからだ。

				　撤回する。

				　そう言って欲しいと、彼女は懸命に祈る。

				　ハンニバルは彼女を見ていなかった。

				　彼は、恋人の足取りが遅い理由を理解している。ゆえに彼は、口を閉ざしていた。

				　クルティナは恋人の幕舎を出た時、禍々しいほどの笑みを作る。そうして、ナルを呪わねば気が狂いかねないほどの屈辱に歯軋りした。

				　彼女は進む。後ろに、追いついた部下達の気配を感じた。

				「ハンニバル様も、姉様も、目を醒まして頂くにはひとつしかない」

				　クルティナの声に、部下二人はお互いを見る。

				「私はお婆様のところには帰らない」

				「いけません」

				「公爵閣下のお怒りを買います」

				　部下達が交互に訴えたが、クルティナは取り合わない。

				「元通りにすれば問題ないのよ……元通りに……小男(ナル)の場所を常に把握し、報告するように」

				　クルティナは言い放ち、部下達が承知する前に気配を消して歩を速める。

				　二人は、どうしたものかと困惑しつつも、彼女の命令に背くわけにはいかないと頷き合う。これが何に通じるか、彼女達は考えようともしなかった。

				

				　　　　　　　

				

				　アラゴラ地方では、グルラダ南の土塁の北側へと後退したグラミア諸侯軍が、森という攻め辛い地形と罠、そして兵器を利用してオルビアン軍とぶつかった。

				　スキピオは、数で圧倒すれば押せると判断して攻撃命令を出したが、マルームが指揮するグラミア軍は頑強で、準備万端だった。この土塁での攻防に主眼を置いていたアルウィンとマルームは、高さ二デール、長さ五〇〇デールの土塁内側に、攻城戦に使う投石機をずらりと並べ、森へと投石を絶え間なく行う。これを効果的にするために、彼等は大森林地帯を一枚の地図に落とし込み、縦軸と横軸を用いて等間隔に分割し記号化していた。これに従って、敵が進出してきた地帯を集中的な投石の目標にしている。

				　伝令犬が森の中から飛び出して来て、投石機の近くに待機する調教師達に飛びつく。その首輪に結ばれた指示書を読みあげる調教師達に反応する兵士達が、指示された場所へと巨石を放つのだ。

				「南北軸Ｃ(チャトロ)、東西軸Ｆ(フォルコ)！」

				「了解！　撃て！」

				　士官の指示で、角度と方向の修正が為されて、槌によって引き金が叩かれる。引き金を打たれた投石機が、ゴンという衝撃音と共に人よりも大きな岩を宙に放った。それは放物線を描き、指示された森の地点へと落下する。

				　複数の投石機による遠距離攻撃は、森の中を進むオルビアン軍を苦しめた。視界が悪く罠もあり、どこに敵がいるかもわからない中での進軍は慎重にせねばならないが、頭上を覆う枝葉を破って突然に降ってくる巨大な凶器の餌食になりやすい。押しつぶされた仲間を眺め、彼等はさらに速度を落とす。

				　一方で、公道上を北へと進むオルビアン軍中央とて楽ではなかった。土塁を盾に、弩の交互射撃の餌食になるし、弩砲はこの上なく脅威である。弩砲から発射された鉄弾の威力は凄まじく、兵士達を貫くというより破壊してしまう。吹き飛ばされた人体は、周囲に肉と血と内臓を撒き散らし、悪臭の濃さは兵達の呼吸を困難にさせた。

				　土塁攻略指揮を執っていたクィストスは、後方の本陣で戦場一帯を把握するスキピオに伝令を走らせる。

				「増援を求む！」

				　スキピオは、この短い要請で、戦況は良くないのだと一瞬で理解する。

				「炎弾(イグニト)を使え」

				　大宋国で開発された炎弾(イグニト)は、爆薬を詰めた拳大の鉄球で、導火線に火を点けて敵に投げることで、魔法ではない大爆発で敵を殺める兵器である。高価であるし数が必要であるから西方諸国では一般的ではないが、スキピオは有効性を認めていて、導入していた。

				「奴隷兵を集めろ。奴らに炎弾(イグニト)を縛りつけて、着火して敵に突っ込ませろ」

				　執政官の決定で、伝令達が忙しくなる。

				「奴隷兵を盾に使うが、打撃力を持つ盾にする。敵がひるんだところに肉薄して土塁を奪え」

				　彼の指示に、士官の一人が意見を述べた。

				「閣下、しかしまた土塁が爆発しはしませんでしょうか？」

				「奴らは土塁の後方に兵器を並べているし、弩砲も揃えている。つまり防御線の本命というわけだ。お前のような不安を口にする者を作る為に、最初の土塁を爆発させたに違いない。騙されるな」

				　スキピオの決断によって、東部都市国家連合の攻撃が激しさを増していく。

				　マルームは、土塁後方わずか一〇〇デールの地点で指揮を執っていて、従者から水をかけられていた。それは戦闘が絶え間ないせいで汗が流せず、小便も甲冑を着たまま垂れ流していたせいで気持ち悪く、しかし身体を洗う時間もないので、そうしていた。

				　ずぶ濡れになったマルームは、敵の前進を報告する伝令に命じる。

				「わかった。伝令達を一度、交代させる。食事と睡眠を取れ」

				　去る兵士に替わり、従者が公爵の後方に立った。

				「閣下、少しお休みになられてはどうですか？」

				「敵を倒せばたっぷりと休む。土塁に増援、一個連隊だ。弩砲と弩の隙間を弓矢で掩護させる」

				　マルームの指揮で、グラミア側も動きが生じた。

				　南北縦断公道(グランミジュペル)上、大森林地帯を巡る戦いは激しさを増し、血で血を洗うと表するに足りる惨状は、さらにひどくなる前触れでしかなかった。

				　オルビアン軍前方に、みすぼらしい格好をした奴隷兵達が現れる。彼等は盾も剣も防具さえもなく、そうであるから整列しつつも次々と射倒されてしまうが、クィストスの号令で一斉に前進を始める。

				　死者の国から亡者が現れたかのような集団の接近を受けて、グラミア人達は不気味さで慌てた。これまでの戦闘とは違う緊迫感を、彼等が経験してきた戦場とは違う空気から突きつけられる。

				　オルビアン軍から、一斉に炎弾(イグニト)が投擲される。

				　グラミア人達は、前方の不気味な敵と、頭上から迫る球の群れを同時に見た。

				　ここで土塁防衛部隊群に混じっていたキリヤ伯爵連隊の中で、ブリジットが叫ぶ。

				「魔導士！　飛んで来るあれを魔法で撃って！」

				　サヒンを介さず、直接にされた指示であったが、キリヤ伯爵軍魔導士はブリジットによって火球の魔法を一斉に放っていた。

				　空中で爆発の連鎖が発生する。轟音と炎と衝撃が、地上を進む奴隷兵達と、迎え撃つグラミア人達を襲った。爆風で土煙が巻きあがり、公道両脇の木々が千切れ枝葉が舞う。視界が淀み、砂埃で呼吸が乱された中で、奴隷兵達へとグラミア側による弩の斉射が行われる。

				「見えなくとも撃て！　あれは何だ!?」

				　サヒンの怒声は、空中で爆発を起こした原因を問うもので、ブリジットは短く答えた。

				「火薬を詰めた球です。爆発します」

				　彼女は伝令犬の首輪に、素早く書いた伝令文を結ぶ。そこには、炎弾(イグニト)に関する情報が記されていて、マルームへと届けるつもりであった。

				　ブリジットに撫でられたゴーダ犬が、一声吠えて走り出す。兵達の足元を巧みにすり抜けて、瞬く間に見えなくなった。

				「よく知っていたな？　弩は装填したら撃て！　弩砲もだ！」

				　サヒンは問いながら、命令していた。

				「オルビアンの船で見ました」

				　ブリジットは思い出したくもない過去の光景が脳裏に蘇ったことで、切れ長の目をさらに細める。だが彼女の感傷も、戦場の狂気が掻き消した。奴隷兵達は土塁に接近できないまま、身体に結びつけられた炎弾(イグニト)の爆発によって、次々と爆死し始めたのである。

				　土煙が充満し、爆発が連続で発生することで新しい粉塵が戦場を包む。もうもうと澱む霧のような膜は、土埃と血の色で、黒と赤と白が悪臭異臭と共に両軍の狭間で薄膜を作った。

				　悲鳴すらあがらない状況に、土塁後方のマルームは舌打ちを響かせる。

				「オルビアンの似非人道主義者どもめ。奴隷であれば何をしても良いというかよ……投石器！　熱した油を敵に撃ちこんでやれ！　魔導士！　いつでも敵の小細工に備えられるようにしておけ」

				　彼の命令で、今度はクィストスが困る番であった。いや、彼だけではなく、スキピオも、である。森の中、公道上に、グラミア側から次々と油の入った樽を落とされ、大火傷で苦しむ兵士達の被害は小さくない。

				　生きながら焦げる皮膚に狂い苦しむ兵の叫びは、仲間たちに恐怖を植え付けていく。

				　そして続けて放たれた火矢によって、オルビアン軍内ではあちこちで火災が発生し、炎の壁で部隊が分断されるという有り様に陥った。

				　しかし、スキピオには苦境という認識はない。彼は敵が自軍の半数にも及ばないことを知っていて、兵力差を利用することを徹底する方針に迷いがない。

				「消火を急げ。攻撃を弛めるな。こちらは交代で戦えるが、敵は戦いっぱなしだ。人は眠らねば生きられない生き物だ。攻撃し続けろ」

				　彼の言葉で、オルビアン軍は前進し続ける。

				　数の圧力は相当なもので、マルームは防ぎながらも胸中は不安の色が強い。それは彼もまた、数の差の意味を理解しているからで、援軍到着を今か今かと祈りながら叫び続ける。

				「部隊の交代をしろ。短いながらも休みは取れ」

				「森の中への援護投石を増やせ。ガシィール卿が苦労している」

				　彼の指示に、伝令からの報告が混じる。

				「左翼の森！　レミ子爵連隊後退！　子爵閣下戦死！」

				「……ジェムル子爵連隊を回せ！」

				　マルームは怒鳴り返した瞬間、従者に飛びつかれて驚いた。

				　二人の周囲でも、伝令、斥候、士官、兵士達が皆、慌てて盾を頭上に掲げ、あるいは遮蔽物の影に隠れようと走る。

				　頭上を見たマルームは、従者に覆いかぶされた自分へと落ちてくる矢の雨を見る。

				　半瞬後、マルームは左肩に衝撃を覚えた。

				「！」

				　誰かが叫ぶ。

				「敵の接近を許すな！　……部隊の交代を狙われたぁ!?　狙われんようにしろぉ！」

				　また誰かが叫ぶ。

				「閣下！　マルーム様！」

				　他の誰かが叫ぶ。

				「負傷者を運べぇ！」

				　マルームは、左肩に矢を生やしたまま、自分に覆いかぶさる従者を抱えて座るような姿勢となった。

				　背中に矢を幾本も生やした従者は、口から血を吐き、マルームの目を見ると安堵の表情で死んでいく。

				　彼は従者を抱えて立つと、自分へと駆け寄る兵士や伝令に怒鳴る。

				「投石！　絶え間なく行え！　土塁に敵を接近させるな！　射撃を休むな！」

				「閣下、お手当を」

				　駆け寄る兵士をマルームは睨む。

				「いらん。矢の一本、二本でギャーギャー言っておられん！　盾ぇ！」

				　オルビアン軍から放たれた第二射が、ルマニア公爵陣地に迫っていた。

				　マルームは差し出された盾で、自分と従者の遺体を守る。

				　血で汚れた顔をそのままに、ルマニア公爵は怒鳴った。

				「怯むな！　これが戦闘だ！　ここは戦場だ！　怪我、戦死、当たり前だ！　やられたらやり返せ！」

				「報告！　ロッシ公爵閣下ご到着！　騎兵にて敵に突撃を敢行するとの事！　掩護を求めておられます！」

				　伝令に向かってマルームは叫び返した。

				「投石器、弩、弓、ありったけをぶちこめ！」

				　矢の雨の中で、グラミア人達から歓声があがる。

				　疲労濃いグラミア人達であったが、軍務卿自らが率いた援軍到着で活力を取り戻した。彼等は騎兵だけを選抜して現れた軍務卿が、到着するや否や戦況の不利を前に突撃するとあって戦意を刺激された。

				　ゲオルグはマルームへの挨拶を後回しにすると、森の中へと騎兵で侵入した。

				「敵の横を突く」

				　ゲオルグは一度、騎兵連隊を停止させると、士官達を集めた。

				「混戦だ。地形も複雑。小隊単位で運用する。敵を倒すのではなく、混乱させろ」

				　彼の指示はこれだけであった。

				「閣下はお下がりください」

				　誰かの言葉に、ゲオルグは笑う。

				「俺が戦うから、兵達も戦う。この苦しい時、共に戦う姿が大事だ。王陛下の国軍到着まで、絶対にグルラダを敵に包囲されてはならない。アラゴラ人達はそうなると、アラゴラ王家を裏切ったように俺達を責める。絶対にここで敵を防ぐ。これは必要な蛮勇だ」

				　ゲオルグの言葉に士官達が一礼で応える。

				　このロッシ公爵軍騎兵連隊は二〇個小隊の集まりで、ゲオルグは三個小隊を率いて敵へと向かった。数にして三〇であるが、敵を倒すというよりも、敵陣を駆け抜けることに重きを置いた疾走は、人的被害ではない損害をオルビアン軍に与える。

				　スキピオは敵の援軍到着を知って、指揮棒をへし折り苛立ちを見せたが、それでも圧倒的兵力差に頼る戦い方を変えるつもりはなかった。奴隷兵を進ませ、その盾で後方からの射撃と炎弾(イグニト)の投擲、さらに魔法攻撃もそこに加えて分厚い攻めでグラミア側を休ませない。森の中でも、罠と敵襲に苦労しつつも、じわりと押し出すような前進を継続する。

				　攻めるオルビアンと、守るグラミア。

				　だが実際のところ、この図を望むのがグラミア側であると誰が知り得るだろうか。

				　グラミア兵達も知らない事であるが、グラミア首脳部は、予定通りだという認識があるから苦戦も激戦も心の準備ができていた。

				　ゲオルグは、公道を北へと進むオルビアン軍に横合いから突っ込み、駆け抜けると森へと逃げ込む事を延々と繰り返しながら、東部都市国家連合が計算通りに、アラゴラ南部諸侯支援での出兵をした現実に満足していた。

				　目の前の戦闘は過酷なれど、進むには避けられない苦労だ。

				　軍務卿は汗に濡れた顔を歪めたが、それは笑みのつもりであった。

				　彼はもう何度目になるかわかりもしない突撃へと馬首を巡らす。森林の木々と複雑な地形を利用して敵の目を欺き、騎兵の方向転換を何者にも邪魔されず行い、加速をする。

				　東部都市国家連合の軍兵が、公道上には溢れている。だが彼等は、確実に前進速度を落としており、弓矢を放つ動作も、騎兵への警戒から散漫だった。

				　ロッシ公爵ゲオルグは、敵軍へと突っ込む。

				　木々の隙間から躍り出た彼等は、悲鳴をあげた敵兵を軍馬で突き飛ばし、蹴り倒し、隊列を斬り裂いて再び森の中へと駆け込んだ。

				　オルビアン軍は、ロッシ公爵騎兵連隊の雑にも見える小規模騎兵部隊の不規則な突撃が絶えないことで、乱流きたした川のように、部隊行動に支障が生じて退く者、進む者、止まる者で騒然となる。

				　ゲオルグはここで撤収合図を出した。

				　魔導士が、空へと火球の魔法を放つ。

				「ルマニア公に伝令。馬の替えを頼む。以上」

				　馬を替えたらすぐに出るというゲオルグの意思。

				　伝令が先行で北へと駆ける。

				　ゲオルグは、部下達と合流しつつ、森の中を三割ほどの速度で進んだ。

				

				　　　　　　　

				

				　アラゴラで、諸侯の混成軍が東部都市国家連合の軍勢と激戦を繰り広げている頃。

				　オデッサ公爵軍と分かれたナルの連隊は東へ進み、テュルク族の村で夜営をする予定で、ヒッタイト人達の指導者と会うのは明日の午後である。人数は五〇〇。二頭の馬で曳く荷馬車二〇台に、斥候二〇騎の他は皆が徒歩だが、軽装で統一された集団の速度は遅くなかった。

				　その中で一人だけ、小柄な馬にまたがるのはベルベットで、彼女は荒野を埋め尽くす月見草達に微笑みを浮かべながらナルに言う。

				「ヒッタイト人達は過去、邪神(クトゥール)と共に大陸西方の国々相手に大きな戦争を仕掛けた。この歴史があるから、彼等は忌避されているが、これは私達側の見方だ。彼等は長い寿命を約束された特殊な人々で、年を取らない。西方諸国では彼等の外見的特徴である長い耳を揶揄して耳長族(エルフ)という蔑称を用い差別していた。迫害していた。それに対抗したのが、その大戦だ。絶対悪というわけではないのだ。邪神(クトゥール)とは、クトゥール・ボジャンという名前の、優れた魔導士だった人物で、私達と同じ人間だがヒッタイト人に味方した。彼の恋人がヒッタイト人だったからだそうだ」

				「長い寿命って、どれくらい生きるんだ？」

				「よくわからないが、五〇歳でも子供だそうだ。二〇〇を超して成人と言われている」

				　ベルベットは、ドゥドラに命じて自分の荷物を開かせる。書物ばかりが入った鞄の中から、一冊の本を取り出したドゥドラがベルベットに差し出し、彼女は目的の頁を広げるとナルに渡した。受け取り、歩きながら読むナルに、ベルベットの声が届く。

				「そこの頁に書いてある通り、全員が魔導士という特異な亜人種だ。いや、人間とほとんど一緒だが、生物学的にこう呼んでいるのだ」

				「これこそが迫害の温床だろうさ」

				「だな……ま、今は論点ではない。彼等は全員が魔導士で、寿命が長い。ナル殿なら、私の言いたい事がわかるのだ？」

				「より兵器に近いと言いたいわけだね？」

				「そうなのだ。つまり、魔導士の血を濃く残す人達である可能性が高く、私達よりも龍に近いのかもしれない……外見の個体差が小さいというのも特色なのだ。簡単に言えば、私達では誰が誰なのか見分けるのが難しいということなのだ」

				　ナルは過去にあった大戦の記録に目を通していく。躓きながらの歩みにルナイスが笑い、荷馬車の荷台に乗るようにとナルに勧めた。彼は素直に従うと、荷馬車で運ばれながら頁を捲る。

				「五〇〇年も昔だが、この時の記憶があちらにもこちらにも残っているわけだ……つまりこれは、過去の遺物に縛られているってことか」

				　彼の感想にベルベットが笑う。彼女はナルの隣に馬を寄せて、ドゥドラが剥いたオレンジの果肉へと手を伸ばし、頬張りながら喋る。

				「はぐ……クトゥールという名前は、この大戦より後はつけられたことがない名前になったのだ……ムグムグ」

				　彼女はここで、クトゥールに関して説明が必要だと感じた。邪神扱いされているが、彼の功績無くして現在の魔法学は成立しないし、魔法工学も発展していないからだ。一方で、召喚魔法の解明を始めたのもこのクトゥールで、彼によって魔導士の力が強大なものであると証明されもしたから、魔導士達は一時期、迫害に悩まされた。これが現在の魔導士組合の発足に繋がっており、職人や商人の相互支援制度の原型になる。また信仰を守る為に教団が武装した僧を抱えるようになり、現在の騎士身分へと繋がっているのも、クトゥールの起こした大戦が引き金であった。

				「クトゥールという人物は貴族の次男坊で、魔導士でもあった。裕福な暮らしを約束されていた彼は、だからかもしれないが研究にたっぷりと時間が使える環境があり、また熱心でもあり、探求心に富む男性だったのだ。その彼がどうしてヒッタイト人女性と恋仲になったのかはわからない。当時、ヒッタイト人、ザクセン人、いや……グラミア、トラスベリアに住む人達は辺境扱いで、差別の対象だったのだ。産まれた場所によって、人種によって、人は簡単に同種たる人を虐げることができるのは今も昔も同じなのだ」

				　ベルベットの説明にナルは頷く。

				「当時の価値観では、ヒッタイト人に出会ったからといって、それは例えば……わかりやすく言えば、私達が動物を森で見たような感覚といえば穿った言い様だが近いのだ。しかるに通常であればそこに恋だの友情などは成立しないはずなのだが……クトゥールはそうではなかったのだ。逆説的に言えば、彼は先進的な視点と価値観をもっていたがゆえに、当時の常識にはまらなかったのかもしれないが……」

				　ベルベットはそこで唇を閉じる。彼女自身、クトゥール研究に関しては専門外なので詳細までは記憶にない。だが、血によって粒子を変化させることで現象を主体的に発生させる方法と、多元宇宙論を唱えた彼を考えた時、相当に世間から奇異の目で見られていたのではないかと推測することができると思う。

				　考え込む彼女の横で、ナルはドゥドラを始めとする傭兵達に尋ねた。

				「君達のお嬢様は考え込んだら周りが見えなくなるのか？」

				「相当に悩ましい問題に関して……こうなられますね」

				　ドゥドラが答え、周囲の傭兵達が笑う。アルメニアを離れたベルベットに付き従っているにも関わらず、髑髏の面と赤いマントは相変わらずで、アルメニアの外人連隊でございと宣伝している出で立ちは、知る者が見れば、グラミアにアルメニアが部隊を派遣していると受け取るかもしれず、それはまずいのではないかとナルなどは心配してやるのだが、本人達もベルベットも意に介さない。

				　ただ、ナルにとってアルメニアの外人連隊員一〇名が、頼んでもいないのにリュゼ子爵連隊に加わってくれていることは大歓迎であった。戦士としても、部隊長としても信頼できるとダリウスに保証されている。

				　平原に強い風が吹いた。月見草の群生地であるここは、白い花びらがざわめくことで、地上には白と緑の波が走った。ナルが見惚れて目を細めた時、遠くに野生の馬の群れが現れ、リュゼ子爵連隊に平行して駆ける。グラミア馬に比べて身体が細いのは、人を乗せて走る改良が為されていないからで、原種に近いからだろう。

				「フン族の乗る馬に近いか？」

				　ナルが野生の馬を見てルナイスに問い、出っ歯の副官は首を傾げた。

				「どうでしょ？　ただフン族は軽装ですし、馬の扱いに慣れていますからね。野生の馬を捕まえて、すぐに操ってしまうでしょうねぇ」

				　ここでドゥドラが口を挟む。

				「グラミア、アラゴラ、リスラニア（トラスベリア王国の北東に位置する国家）では、大陸中央部の馬が原型だそうです。一方でアルメニアや帝国は南方大陸から運んできたブレイ種が祖ですね」

				「物知りだな」

				　感心するナルに、ドゥドラがベルベットを眺めて言う。

				「ベル様のおかげで詳しくなるわけです……閣下も、これから嫌でも知ることになりますよ。犬、猫、鳥、とくに梟に関してはちょっとした論文を書けるほどになるでしょうな」

				　ナルは笑うと、押し黙って考え込んでいるベルベットを一瞥して口を開いた。

				「ベルベットに、クローシュ渓谷の生態系を調べてもらえば、領政に役立つかもしれないな」

				「調べるのだ！」

				　自分に利するところは聞こえた彼女が、呆れる周囲を無視して喋る。

				「クローシュ渓谷は狼がたくさんいるのだ。彼等は賢いのだぁ……行きたい！　ナル殿！　ヒッタイト人との交渉が終わったら、連れて行って欲しいのだぁ」

				「嫌でも行くことになるさ。帝国との戦いがあるからね」

				「戦争はどーでもいいのだ。興味ない……あ、でもナル殿、危なくなったら逃げるのだぞ。死なれたら困るのだ」

				　逃げ出せたら楽だ、という表情のナルはルナイスと苦笑を重ねた。周囲の兵達が笑い、その中の一人が口を開く。

				「そうですよ。弱いんだから早く逃げてもらわないと」

				　兵士のからかいにナルは怒る。

				「うっさい！　お前らがおかしいんだ！　よく重い鎧に武器で走れるな!?　脳みそも筋肉なんだろ！」

				　あちこちで笑い声があがった。

				「こら！　進軍中だぞ、馬鹿ども！」

				　ルナイスが指揮官らしいところを見せて静めると、ナルの肩を叩いて前方を指差す。斥候が一騎、駆けて来ていた。

				「報告！　テュルク族のアブリルどの、合流されます！」

				「よかった」

				　ナルが安堵し、その隣を進むルナイスが首を傾げる。

				「しかし、アブリルどのはおしとやかなのに、妹はどうしてああもキツいんでしょうね？」

				　ルナイスの疑問にナルは吹き出す。

				　彼は、アブリルがおしとやかなだけの女性であれば役目が務まらないと笑った。


                			

	








			
				　ヒッタイト人達の指導者と会う日を翌日に控えたナルと連隊は、テュルク族の集落に入った。ここはテュルク族が暮らす村のなかでも最大の規模で、三〇〇人近くの住民がいるが、女が圧倒的に多く、男といえば子供達だけであった。

				　そんなところに、むさくるしい男ばかりの連隊が到着すると、子供達の奇異の目に晒されることになる。大人の男を見ることがほぼない子供達にとって、リュゼ子爵連隊は物珍しさだけでなく威圧的であったらしい。

				　脅えて隠れてしまった子供達。

				　子供好きなルナイスは落胆の色を隠せない。彼は、こんなに子供に嫌われたのは初めてだと嘆いた。その彼の隣では、嬉々とする少女が明るい声色を発していた。

				「すごいのだ。森を利用して村の存在を隠しているのだ」

				　ベルベットが周囲を眺めながら感嘆する。木々を利用した結界が張り巡らされた中に、樹木の幹と幹にかかる橋がかかり、太い枝の上に小屋が乗っている。

				「この村は、秘密の村なので偽装に凝っています」

				　アブリルが先導する。

				　地面に張られた縄、首の高さに張られた紐、掘られた落とし穴、そういう罠の数々を潜り抜けて、さらに奥に進むにはまた罠を避けて進まねばならない。

				　リュゼ子爵連隊は村のはずれ、第二結界層と最終結界層の間に広がる一帯に案内されて、幕舎を連ねるべく準備を始める。ここでナルだけは、アブリルに連れられて村の中心を目指す為に連隊から離れた。

				　彼女の祖母に会うのである。

				　ナルは、アブリルから『祖母が会いたがっている』と文(ふみ)で知らされた時、何事だろうかと訝しんだが、アブリルがこれまでの経緯を記してくれていたので、良くも悪くも理由を察することができていた。

				　ヒッタイト人との調整状況、オルビアンの動向を知らせる報告と共に届いたアブリルの経緯は、ナルも大きく関係していることであった。

				　ドラガンに囚われた彼女は、ナルによって救出されているが、その頃から彼女には帰還命令が届き始めた。これを彼女から明かされたナルは、再会して二人だけとなった今、彼女に謝罪する。

				「俺の為に、なんだか複雑な立場にさせてしまってごめん。俺、アブリルさんの事、全くそうだと知らなかった……いや、言い訳だ。アブリルさんに負担ばかりかけてごめん」

				「とんでもございません。私がお婆様の命令を放っていたのと、ナル殿は無関係です」

				　二人はいつの間にか並んで歩いていて、気付いたアブリルが少しだけ歩を速めて前に出る。並んで歩くのは恋人同士だと主張しているようで恥ずかしいのだ。

				　先導するという役目があると言い訳にして照れを隠した彼女は、ちらちらとナルに振り向き、気遣いながら森を進む。

				「俺が、あのゴラン高原での戦いで、アブリルさんとテュルクの人達を見捨てて逃げたりしなければ、君に迷惑をかけることも、余計な心労をかけることもなかったんだ」

				「あれは私がナル殿に逃げて頂いたんです。ナル殿がご無事で、本当に良かった」

				　アブリルが肩越しに見せる表情は、心からナルの無事を喜んでいるものだったから、彼は胸の奥を鷲掴みにされた感覚に眉を寄せた。苦しいというものに近いが不快ではなく、心地よいというには困惑のせいでほど遠い。

				　そんな彼に、彼女の穏やかな声が届く。

				「それに、ナル殿があの時にご無事であったからこそ、私は助けてもらいました。それにグラミアも、帝国を破り、ウラム公を改めて討伐しました。私は間違ったことはしておりませんよ」

				「アブリル……」

				　彼は立ち止まる。

				　彼女は数歩進んで、ナルが止まっていると気付く。

				　振り向いたアブリルは、彼の微笑みを見た。枝葉の隙間から、森の中へと陽光がこぼれ落ちていて、立つ二人を照らしている。

				「アブリルさん……ありがとう。だから俺は、何を言われても君にいて欲しいと族長に伝えることができるよ」

				　真面目な顔となったナルに、アブリルは照れ隠しで微笑むと手を差し出す。

				「参りましょう、ナル殿」

				「あ……ああ。あの、変な意味じゃないからね」

				「わかっております」

				　頷く彼女の表情は柔らかい。

				　ナルは、差し出された彼女の手をそっと掴んだ。剣を握る手だと、剣を握らない彼にもわかる手だった。この手が、自分を守ってくれているのかと彼は感じて、アブリルの手をとても可愛く思えてしまう。だからナルは、彼女の顔を見ることができなかった。

				「ナル殿、ありがとうございます。私は、ナル殿をあの時、お逃がしした事を正しい判断だったと、胸を張って伝えることができます。それはナル殿が、苦しんでも、悩んでも、諦めずに懸命に考え戦って勝ち続けて来られたからです。だからお婆様に、何を言われても私はナル殿をお助けしたいと言えます」

				　彼女が歩きだす。

				　引かれるように、ナルが続く。

				　二人を繋いだ二人の手。

				　ナルは、彼女の心遣いに感謝しながらも、複雑な心境を誤魔化せない。

				　イシュリーンを愛する彼は、同時にアブリルを可愛いと思う。これは先日、恋人に指摘された事に対して、言い訳できない感情ではないかと悩んだ。

				　そして、クルティナの件もある。

				　彼女がナルを低く評価しているだけでなく嫌っているのは、これまでの彼女の態度や発言から間違いないことだ。また、姉妹の祖母である族長も、クルティナの意見に染まっていたらと気が重いのだ。この場合、最悪なのはナルからテュルク族が離れることだ。アブリルから知らされている中で、彼はこの可能性を消せないでいた。またそうでなくとも、クルティナの部下達はナルの連隊を草原で放置したことから、クルティナの意見に賛同する者達が間違いなくテュルク族内に存在している証であり、自分が原因で、テュルクの結束に綻びを生じさせていると溜息をつく。

				　一方のアブリルも、ナルから嬉しい言葉をかけられて喜んでばかりもいられず、表情ほどに胸中は穏やかではなかった。彼女はどうあっても、祖母に命じられては逆らえない立場でしかないからだ。いや、彼女の下で働くテュルクの戦士達こそ、族長の決定は絶対である。だから例えば、祖母がクルティナに同調し、ナルに協力をしないと決定した時、ナルはとても困ることになる。仮にアブリルが族長の決定に逆らったとしても、彼女一人がナルに味方したところで意味はない。それは単に、アブリル個人の感情を満たすだけに過ぎない。

				　アブリルがこう心配するのは、祖母は妹を可愛がっているように思うからで、それはハンニバルとの関係を、祖母はなんだかんだと許した過去が、アブリルの祖母評に小さくない影響を及ぼしている。そして、自分には後を継ぐ為に子を産めと強いる態度が、祖母への不信とまではいかないまでも、妹には望むことを許したのに、自分は許してもらえないのかという不満になっていたから、拗ねているといえば彼女は否定するだろうが近い。そういう彼女が考える事といえば、祖母と妹は意見を同じくしているだろうから、それは自分にとって良いことではなく、つまり祖母もナルの評価を低くしているというものに繋がる。

				　このアブリルから、テュルク族の族長に関して情報を仕入れているものだから、ナルも彼女に同調しており、事これに関して二人は、情報を操る側としては不適切な状況に陥っていたのである。

				　さらに、クルティナがナルと一個連隊を草原で放置した事実を、アブリルは部下から知らされていて、そのクルティナに対して祖母が未だ対処していない現実が、彼女の胸中を激しく乱していた。もしかしたら、クルティナは祖母の意に沿う行動をしたので、お咎め無しなのではないかと訝しんでいる。だが、そう考えてしまう自分を、なんとも悲しく情けない姉だと嘲りもしていた。

				　悩む二人は、晴れないままに中心部へと到着した。

				　縄梯子が垂らされた大樹の根元で、アブリルが「先に行きます」と告げて登り始める。

				　ナルは自然と下から上を見上げて、一呼吸後、慌てて視線を落とした。

				　そして、脳内でイシュリーンに謝罪する。

				　わざとじゃない。わざとじゃないんだ……事故、事故です。

				　見えてしまった光景と、一瞬でも見入ってしまった事実が、彼に後ろめたさを覚えさせていた。

				　彼女に続いて吊られた通路へと梯子で登ったナルは、長老格の女性に迎えられた。彼女に案内された彼は、大樹の枝に乗せられて固定された小屋に通される。

				「客人と面会する為の小屋です」

				　アブリルの説明で、ナルは先に小屋へと入った。立方体の空間には採光窓が奥、左右と三面にあり、奥の採光窓を背に老婆が座して待っていた。問わずとも彼女が族長で、アブリルとクルティナの祖母であるとナルにも分かった。

				　背を丸めて佇む彼女は、ナルに緑玉の瞳を向ける。深い皺が刻まれて、頬が弛み、首が細く萎びていても、その瞳の色と光はアブリルに通じる美しさがあった。

				　一礼したナルと、彼の背後に片膝をついたアブリルに、老婆が咳払いをして名乗る。

				「ヴィネヴと申します。貴方がナル殿？」

				　彼女の声は掠れていたが、よく聞こえた。

				「ナル・サトウと申します。初めてお目にかかります。アブリルさんにはとても助けて頂いております」

				　ヴィネヴが目尻を下げる。

				　ナルの後ろに佇むアブリルは、赤面した顔を見られまいと俯く。二人を前に、テュルク族の族長はコクリと頷き口を開いた。

				「お噂はかねがね……異国人でありながらグラミアを助け、その知恵はオルヒディンのようだと恐れ敬われておられる御方とお会いできて光栄です。本来であれば、わたくしがお伺いすべきですが、ご覧の通りの有り様で動くのが困難でしてね……年は取りたくないものです」

				　彼女の声と表情は穏やかであるが、その目は鋭い。ナルは、全てを見通されてしまうような不安を覚えて背筋を伸ばすと身構える。彼の考えるこの面会の意味は、族長によるナルの面接というものだから、されるであろう質問に対する回答を事前に考えてはいるが、この老婆を前にして、取り繕った発言は看過されてしまうのではと案じていた。

				「ほっほ……そう緊張しないで頂きたい……まずは謝罪させて頂きます。クルティナがしたことを、ハンニバル様から知らされました……ナル殿……いえ、補佐官閣下に対し、あるまじき背信行為であるとわたくしは憤りを禁じ得ませぬ。孫のしでかした過ちの大きさは、ただ頭(こうべ)を垂れて済む問題ではございませぬが、どうかお許しくださいますよう、お願い申し上げます」

				　ヴィネヴが深々と伏せる。額を床につけるまでの謝罪に、ナルは慌てて姿勢を正すようにと促した。

				「いえ、改めてくだされば問題ないことです。俺も……過ちはいくつもあります。謝罪せねばならないこともあります。ウラム公との冬の戦いにおいて、テュルクの人達を犠牲にして戦場を離脱した事実は事実、またアブリルさんが捕縛された失態もあります。クルティナどのが、俺に対して否定的であるのは仕方ないものであると思いますから……しかし務めは務めであり、次からはしっかりとして頂けると約束もしましたし……どうかお顔をあげてください」

				　腰を浮かして述べたナルは、ヴィネヴの肩に触れて、彼女を押し上げるように力を込める。二度の抵抗は小さなものではなかったが、三度目でようやく、族長は姿勢を正した。そして、アブリルを睨むように見ると口を開く。

				「アブリル、クルティナを探して捕えなさい」

				　祖母の命令に、アブリルは目を見開く。

				「クルティナは……補佐官閣下に対して良くない行動に出る可能性があるとハンニバル様から手紙で知らされました」

				　ヴィネヴの声は震えており、それは感情を隠そうと努めているからであった。

				　ナルもアブリルも、思案がまとまらず族長の声をただ聞くことしかできない。

				「ハンニバル様は、クルティナに村への帰還を命じましたが……公爵閣下からの手紙を運んだ娘の報告では、クルティナは直属の部下数名と共に姿を消したそうです。これはもう、個人の感情云々ではなくなってしまった……」

				　祖母の発言は抑揚のないもので、懸命に感情を抑え込もうとしているようにナルには取れた。

				「ハンニバル様からの手紙です」

				　ヴィネヴが懐から出した手紙をナルへと差し出し、彼は一礼して受け取ると広げた。背後からアブリルも覗きこむ。そこには、クルティナのナルへの態度が改まることは期待できず、またそれによって組織が混乱する恐れがある為、彼女を村に帰すと書かれていた。そして、今後はアブリルによる指揮系統の統一を願うという族長への訴えも記されている。最後にハンニバルは、個人的事情と希望を伝えている。

				『個人として、彼女が務めから解放された後に迎えにあがりたく存じる』

				　アブリルは、この一文からハンニバルの真意を読み取った。彼はクルティナを守ろうとしているのだ。オデッサ公爵たるハンニバルが、テュルクの族長であり姉妹の祖母たるヴィネヴに、釘を刺したのである。

				　クルティナを生かせという彼の願いは、彼女の出奔も視野にいれてのものであったか否かとアブリルは思案した。だが、この手紙と、クルティナが行方を晦ましている今から、祖母がアブリルに命じた捕縛という選択に、姉として戸惑いながらも頷くしかなかった。

				「それは、アブリルさんへの帰還命令は無くなったという理解でよろしいですか？」

				　ナルの確認に、族長は苦笑する。

				「ご存知でらしたの？」

				「つい最近……貴女に招かれていると知らされたと同時に……アブリルさんを叱らないでください。彼女は、族長どのが俺を呼ぶ理由は、この帰還命令の件であるかもしれないと案じていて、それで伝えてくれたわけです」

				　ヴィネヴは頷き、言葉を探すように視線を彷徨わせると、アブリルに定めた。

				「アブリル、部下達に感謝しなさい。ナル殿にも……」

				　きょとんとする孫に、祖母はナルを見ながら続ける。

				「ユーノといい、サビネといい……お前を庇う文(ふみ)を寄越してきた。お前がナル殿に、懸命に仕えるのはテュルクにとって大事であるからだと、彼女達も信じているような内容だった。ナル殿は部下を大切にし、グラミアと同じようにテュルクを大切にしていると訴えてきていた……それはクルティナから聞いていた内容と真逆のことだった……最初は、ナル殿には申し訳ないのだけれど、テュルクを預けるには不安な方だと思っていました。ですが、お前ではない、他の者が寄越してきた文(ふみ)に書かれたナル殿は、ルヒティ様の弟子に足る御方であると思えたのです」

				　老婆はそこで手を叩き、世話役に水を所望した。そして中断を詫びると、発言を再開する。

				「どちらが本当のナル殿か、会って確かめたいと思いました。そして先程、ナル殿の仰ったことから、クルティナの言う事も、全くの嘘ではなかったともわかったわけですが、だからこそ正直に話してくださる方を前に、礼を欠くのはわたくしの流儀に反します。また、クルティナの件もあります。ナル殿にアブリルが仕えずして、我々の命脈は保たれませんでしょう」

				　安堵するアブリルは、表情を気付かずして弛めていて、それを祖母に見られた。ヴィネヴは、孫の様子から、アブリルの本心がどこにあるのか分かってしまう。

				　それは、ユーノやサビネが彼女に出した文の内容から、もしかしたらと勘付いていたからこその確証である。またそれは、ヴィネヴ自身が、外の男との愛よりも掟を選んだ過去があり、その起点による気付きであった。

				　彼女は苦笑を消すことができない。

				　世話役が水を運んできた。碗がひとつだけである。

				　ヴィネヴだけが受け取り、口内を湿らせる。

				「話の最中にごめんなさいな……年寄りはすぐに口が渇く」

				　彼女は断り、ナルを見た。

				「アブリルは消えなさい。ナル殿、少しよろしい？」

				「はい」

				　素直に従うアブリルは、去り際にナルを一度だけ見る。

				　その背中は、緊張しているようだ。

				　彼が、祖母から何を言われるのかと一抹の不安を覚えながら、彼女は祖母の前を辞した。

				

				　ナルは、一人だけ水を飲むヴィネヴが、微笑んでいると感じていた。どうしてだろうかと悩む彼に、テュルクを束ねる老婆が言う。

				「貴方は、わたくしだけが水を飲んでいる事を責めますか？」

				「……いえ、そういう風習なのだろうと思いますが？」

				「説明せねば、誤解を招く常識はいくつもあります。貴方のご推測の通り、わたくし達は招いた客人に、毒見を済ませていないものを出す無礼は致しませぬ。お水、如何？」

				　ナルはヴィネヴから碗を受け取り、水を飲んだ。

				「ナル殿、アブリルを大事にしてくださっているようですね」

				「……大事というのは、いろんな意味がありそうですけど……」

				　赤面したナルは、時に、そして先程も、アブリルを女性として見ている事実があるゆえに口ごもる。彼はどうしようもない性(さが)を、理性で抑え込んでいるだけなのだ。

				「貴方は正直な御方ね」

				　ヴィネヴが笑う。ナルは身動ぎしながら、言ってしまおうと口を開いた。

				「結局、俺は彼女を意識しています。無理はないです。綺麗な女性が近くにいれば、男である俺が意識しないわけありません。ですが、そういう意味で謝罪せねばならないような事は一切ありませんよ。俺には、大切な人がいます。その人は、きっと俺が他の女性とそういう関係になるのを嫌がる。グラミアでは珍しいかもしれませんが、しかしその人の過去を思った時、そういうものに潔癖であるのは理解できます。また、俺の価値観として……富んでいれば、同意があれば、幾人も囲うというのはちょっと抵抗がありますから……そういう俺ですが、やっぱり綺麗なアブリルさんが近くにいると意識してしまいます。だから……部下とか、仲間というものとは違うような感じですね」

				　彼はそこで水を飲み、喉の渇きを癒して続ける。

				「ですが……大切に想うというところは同じです。俺には彼女がとても大切な存在です。それは……彼女が俺の事業を助けてくれるからだけではありません。先生を自分の力不足で助けられなかった俺は、彼女が無事でいてくれたことで救われたんです。敵に捕らえられても、俺の助けを待ってくれたアブリルさんを、ちゃんと救いだせたことが俺の自信の源なんです。やればできると信じることができるのも、彼女がいてくれるからです……」

				「あの子を、綺麗だと言ってくれてありがとうございます。ナル殿、今の貴方の言葉を孫が聞けば、とても喜ぶでしょう。しかしそれは、とても残酷ですよ……」

				「……彼女の、テュルクとしての生き方を歪めているからですか？」

				「それだけではありません」

				　ヴィネヴは目を伏せた。

				「あの子は……過去、男達から拒否されました……選ばれる側からの拒否は、あの子の心を縛りました。わたくしのせいです。務めに没頭して、それだけが自分の価値であるかのように自らに信じ込ませていたあの子は……」

				　アブリルの祖母は、両手を揉み合いながら続ける。

				「……ユーノからの文(ふみ)で知ったことですが、貴方の前では微笑んでいるという……サビネの文(ふみ)では、貴方の前に出る時は、化粧で火傷の痕を隠すという……ナル殿、それはアブリルが貴方を……貴方が言うところの大切とは違う意味で、大切に想っているからに他ありません」

				　ナルは呻いた。

				　ヴィネヴの言葉で、彼は記憶の中から節々を脳裏に描いていた。特に、アラゴラ制圧を成した日の夜、グルラダの城の塔で、彼の手を握った彼女の表情が鮮明に蘇る。

				　鈍すぎるだろ……俺。

				　彼は項垂れる。そして、自己嫌悪で深い溜息をついた。

				「あれは……いずれ族長になります」

				　ヴィネヴが言う。

				「ですから……いずれは子を産まねばなりません。それでも、あの子を女性と意識してくれながらも、守りたい対象ではありながらそういう相手ではないと仰る貴方を見続けるあの子は……不憫です。とても……とても不憫に思います」

				　ヴィネヴは手を叩いて世話役を呼ぶ。

				　動けないナルは、世話役に助けられて席を立つ族長を見上げた。

				「ナル殿、わたくしは、自分のせいでアブリルの心を一度、殺しました。だから罪滅ぼしで……あの子に申し訳ないと思うあまり、今、出過ぎた真似をしてしまいました。ですがどうか……ご一考ください。アブリルの事も、心の片隅から真ん中に、寄せてあげてくださいませ。それができないのであれば、どうかあの子に、村で暮らすように言ってやってください。族長ではなく、祖母として……申しました」

				　ヴィネヴが去る。少しだけの笑みを彼に見せたのは、祖母としての期待を彼に伝える為だ。

				　ナルは残った。

				　彼は採光窓に視線を転じる。

				　背の高い木々の枝葉は高く広く、隙間からこぼれ落ちる陽光は柔らかい。

				　彼はのそりと立ち上がる。

				　重い足取りで、小屋を出た。見れば、大樹の根元に立つ黒装束が一人。

				　アブリルだと、ナルにはすぐにわかった。彼は、期限をきらなかったヴィネヴの意図が何であるのかと悩み、アブリルに悟られないようにと口角を吊り上げる。

				　笑う練習をする情けない男は、梯子を下りるまでしばらくの時間を要した。

				

				　　　　　　　

				

				　マルームとゲオルグは作戦卓を前に軽食と相談に忙しい。

				　食べながら喋り、飲みながらまた喋る。

				　そこに斥候、伝令が次々と現れては報告が入り、二人の指示を受けては駆け出していく。

				「投石の巨石が足りない」

				　ゲオルグの嘆きに、マルームは届いたばかりの暗号文を読む。

				「アルウィン卿が、グルラダの城壁を破壊して運ばせてくださるそうで」

				「民が騒ぎ出さんか？」

				「それが……何やら不思議なことがおきているらしく……」

				　マルームが言う不思議なこととは、アラゴラ人達の様子であった。

				　東部都市国家連合の北上を受けて、アラゴラ人達は再び戦火に晒されている。だが今回はグラミア人討伐を掲げたオルビアン軍到来で、アラゴラ人達にとって全く関係のない事態と言えた。ゆえにアルウィンとマルームは彼等アラゴラ人が「グラミア人よ、出て行け」と叫び出さないように、グルラダの外に土塁を築いての迎撃戦を選択している。それでも、オルビアンの奴隷兵によってグルラダ南の宿場町や集落は略奪に遭い、死傷者も少なくない。

				　グラミア陣営とすれば、アラゴラ人達がいつ自分達に不満をぶつけてくるかと心配であった。

				　しかし現実には、アラゴラ人達の怒りは東部都市国家連合と、彼等を引き入れたアラゴラ南部諸侯に対して向けられているのだ。

				「やっと平和になったら戦争。オルビアンはどうして攻めて来た？」

				「我々を侵略者であるグラミアから救う為らしい」

				「侵略者を救う正義の味方が、どうして宿場町や村を襲った？　避難民が逃げ込んで来たが、彼等の悲惨さを見れば誰が悪か確認するまでもないだろうに」

				「いい迷惑だ。グラミアも気の毒に」

				「彼等はよくやっている。物価も安定しているし、以前のように貴族が偉そうにしていないからな」

				「訊いたか？　イシュリーン陛下が軍勢を率いてお越しになられるらしい」

				「ああ……オルビアンも気の毒に。女皇陛下を敵に回して、シャフタール伯にそそのかされて痛い目を見ることになるな」

				「あいつら、同じアラゴラ人でありながら、どうして我々を苦しめようとするのだろうか？　グラミア人のほうがよっぽど親切だな」

				　グルラダの市民達の声は、反東部都市国家連合色が圧倒的であった。

				　これをアルウィンからの文で知ったマルームは、背後を気にせず戦えるとあっていくらか余裕を取り戻すことができていた。またアルウィンも、グルラダ統制に割いていた兵をマルームに送ってやれるとあって安堵している。

				　現在、グルラダ南に展開しているグラミア軍は諸侯混成軍で五五〇〇程である。ルブリン公爵軍一二〇〇、ロッシ公爵軍二一〇〇、ルマニア公爵軍二二〇〇という構成で、アラゴラ占領地の治安維持でルブリン公爵家の五個連隊とグルラダ治安部隊一個連隊は迎撃戦に参加していない。

				　ロッシ公爵軍の増援で兵数は増えたが、一割近くの兵が死傷しており、兵力差が大きい敵を相手にこれは数字以上の損害であった。

				「ま、アラゴラ人達が反グラミアでないだけマシだが、奴らに武器と防具を持たせて戦わせるわけにもいかん。最悪は免れたというだけだな」

				　ゲオルグの感想は正しいとマルームも頷く。

				　そこに甲冑を鳴らして駆け寄る伝令の姿があり、視界の端に捉えたマルームが視線を転じた。

				「申し上げます。東西の森で前線が苦戦。投石の援護を求めております」

				「……わかった。が、石がない。連隊を回す」

				　マルームは決断する。

				　一度、攻勢をかけて敵を押し戻し、森の中の戦線を北へと下げる、と。

				「マルーム卿、俺が出る」

				　軍務卿の言葉に、マルームは無表情で応じた。

				「そんな顔をするな。お前は戦いっぱなし。歩くのもつらそうだ。陛下到着まであと二日から三日。攻勢に一度出たほうがいい」

				「頼みます」

				　自分の状態では前線の指揮は難しいとマルームは諦めたが、この諦めは冷静で、ゲオルグは頷きを返して歩きだした。

				　軍務卿は、汗まみれの公爵など初めてだろうとマルームの汚れた格好を脳裏に描いて笑う。

				「俺も……小貴族の出であったが、婿に入って公爵が当たり前になると、人は簡単に慣れてしまうものだな」

				　彼は進みながら苦笑し、彼直下の連隊が待機する場所を見据えた。ロッシ公爵家の家宰を務めるミルワ伯爵マスレフが、当主を迎えながら問いかける。

				「出撃ですな？」

				　まだ若い家宰は、先代から現職を継いで二年だがよく務めているというのがゲオルグ評で、だからこそ彼は家宰を残すと決めた。

				「突撃をかけて、それで敵を押し返す。お前はマルーム卿につき、彼の指揮を補佐しろ……というのは建て前で、彼に少し休んでもらう。ぶっ倒れるぞ、あれでは」

				「閣下……」

				「反論は認めん。命令だ」

				「……承知しました」

				「ムトゥも呼び戻す。左翼に俺がつく。正面の敵から逃れるように、公道上の敵中央の側面を突く。ここで左翼の森は空白が生まれるゆえ、マルーム卿に腕の立つ指揮官の連隊を回してもらっておいてくれ。備えだ」

				「は」

				　部下十名ほどを率いて離れて行く家宰を見送ったゲオルグは、公爵の姿を見て整列を始めた連隊の前に進むと、六連星旗を掲げさせた。

				　青地に黄の円が六つ。

				「国軍到着という虚報を流す。我々は左翼の森から敵中央側面を突く」

				　ロッシ公爵の言葉で、士官達が緊張した面持ちを連ねた。誰もが、大変な戦闘になるという予感があった。

				　そしてそれは、正しい見方である。

				　記録に残されたものに、日付はない。ただ、激戦が一日、とだけグラミア王国記に記されたこの日の戦闘は、ロッシ公爵軍を中心とするグラミア側左翼が、東部都市国家連合中央側面を突いたとだけしか、資料から知ることができない。

				　なぜか。

				　見た者、経験した者が、もう触れたくないという有り様であるからだ。

				　それほどの戦闘が、ロッシ公爵軍主導で行われた。

				

				　　　　　　　

				

				「撃て！」

				　ゲオルグの声は鋭く、弩兵の斉射は迫る敵前衛を薙ぎ払った。

				　左翼の森、公道の西側の森林地帯では、グラミア側がそれまでと一変して積極攻勢に出た。

				　罠と地形を利用して、敵の攻勢を防ぐことに注力していたグラミア人達が、突然に出て来たとあって東部都市国家連合の軍兵は驚きと共に応戦したが、浮足立ったという状態に陥る。それは攻めることに慣れていたところを突かれ、意識が防御に切り替わるまで時間がかかったからに違いなかった。

				　ゲオルグの横で、疲労の色濃い息子のムトゥが、掠れた声をあげた。

				「父上、敵の数が多──」

				「多かろうが、少なかろうが、戦うことに変わらんのだ！」

				　ロッシ公爵は、息子を叱咤した後に怒声をあげる。

				「二個連隊は敵に突っ込め。他は、敵中央を狙う。弩兵の斉射！　それから突撃だ！」

				　彼は自ら前線近くまで出る。

				　だが、ムトゥは後方に下げた。

				「お前の有り様では足手まといだ。俺達が出た後、空白になる一帯に陣取っていろ。六連星旗を連ねておけ。マルーム卿からの支援が到着するまでは耐えろ」

				「わかりました」

				　ロッシ公爵軍は二手に分かれた。無謀な兵力の分散であるが、敵の隙を突いた格好の攻勢で反撃は弱く、目論見通り、東部都市国家連合中央のがら空きの横っ腹へと、彼等は肉薄する。

				　オルビアンのクィストスは、突然に側面を攻撃されたと知って怒鳴る。

				「森の中は何をやってる!?　しっかりやれと怒鳴って来い！」

				　伝令が駆け離れた直後、喚声が湧き起こり白兵戦が公道上で繰り広げられた。木々の隙間から弓矢を放ち、弩を連射した後に突っ込んだロッシ公爵軍は、敵の死体を盾にしてさらに突っ込む。血と肉が撒き散らされ、赤い水溜りがあちこちに浮かび、爆発したかのような衝突音は、大量の人間同士がぶつかった証であった。

				　ゲオルグは「突っ込め」と叫び続ける。自ら指揮し、部隊を次々と敵側面へと突っ込ませる彼は、東部都市国家連合から放たれた矢を脇腹に受けたが、鎖帷子で止まったと、笑うことで周囲に示した。

				「女神ヴィラの娘に、負けを報告するくらいなら死ね！」

				　ゲオルグの怒声に、士官達の咆哮が応えた。

				　土塁陣地では、ロッシ公爵軍による敵中央への攻撃が始まったとマルームは腰を浮かす。だがよろめき、再び床几に落ちるように座った。軍医の女が、マルームの矢傷の包帯を交換しており、彼女が動くなと公爵相手に怒鳴ったところで大きな爆発が戦場に響き渡る。

				　クィストスは、奴隷兵を盾に使おうとしたが、ロッシ公爵軍の魔導士が魔法戦を仕掛けて阻止したのだ。彼等は敵が炎弾(イグニト)を持っていると予想して、火の粉が舞う戦場では味方共々爆発するという状況を作り出した。

				　クィストスも、魔導士を一気に投入する。至近距離からの魔法戦は結界が間に合わず、千切れ飛ぶ人体に爆発した内臓が混じる。血液はまるで土砂降りの雨の如く人々を濡らし、滑る地面に転倒する兵も続出した。

				　それでもゲオルグは進めと命じた。

				　敵が後退しないからだ。

				　軍務卿に氷槍の魔法が迫ったが、側近の魔導士が結界で守った。

				　目の前で透明な膜にぶつかり砕けた氷の槍に、ゲオルグは喉を鳴らした。

				「閣下、少し下がったほうが……」

				　魔導士の進言を、ゲオルグは進むことで黙殺する。

				　森に挟まれた公道に、投石の援護が始まる。

				　残された石を全て使う勢いで為された掩護で、ロッシ公爵軍の攻勢を受けていたオルビアン軍はついに南へと前線を下げ始める。土塁付近まで進出していた一部の部隊は、土塁からの射撃と、ロッシ公爵軍の接近で大混乱となり、降伏を叫び出す始末であったがゲオルグは許さなかった。

				「殺せ。頼めば助かる戦争などなかろうが！」

				　グラミア人達は命乞いをする東部都市国家連合の兵士達に矢を撃ちこむ。

				　絶叫と悲鳴が湧き起こり、死ぬくらいならと抵抗を始めた兵達もいたが無駄なあがきでしかなかった。

				「死体を、公道の上に集めて壁にしろ。敵がまたすぐに来る」

				　ロッシ公爵軍は、戦場に転がる敵兵の死体を積み重ねはじめた。

				　これを聞かされたクィストスは、嫌悪と怒りで士官達を怒鳴る。

				「隊列を整えて最接近しろ！」

				　後退途中に停止し、軍列を整え始めたオルビアン軍中央を見て、マルームの補佐をしていたミルワ伯爵マスレフが、左右の森に後退の合図を送った。

				　灰色の空に、信号弾が三発あがる。

				　青、青、青は、後退命令であった。

				　防御線を一〇〇デールほど後退させたグラミア側は、補給線が短くなったことと、敵の攻勢が緩まったことで武器と水が前線に行き届き始めた。

				　ゲオルグはここでようやく待機を命じて、死体で築いた土塁を盾に南を睨む。血の匂いは濃く、興奮収まらない彼の表情は険しく猛々しかった。

				　土塁の南二〇〇デール程の場所で、いくらかの時間稼ぎにはなると考える軍務卿は、伝令による被害状況の報告を受けた。

				　死者一〇〇名。

				　負傷者二一五名。


                			

	








			
				　一個大隊規模の損害に、ゲオルグは呻く。

				　そして、戦闘の前後に祈るというダリウスの気持ちもわかると苦笑した彼は、曇り空を見上げる。

				「女神ヴィラよ……貴女の娘と共に戦い死んだ兵達が天界に参上いたしますゆえ、どうかお迎えくださいますように」

				　束の間の静寂で、彼は祈る。しかし、呻き声が絶えない戦場は静謐にはほど遠く、血生臭かった。

				

				　　　　　　　

				

				　ヒッタイト人達の指導者達は三老と呼ばれており、バスキア、ルクシテール、エフロヴィネの三名である。この中で最も好戦的であるのは女性のエフロヴィネで、彼女はクトゥールと恋仲であったから、彼が死ななければならなかった原因である大陸西方諸国の人間を嫌っている。

				　穏健派のバスキアは、自分とエフロヴィネの板挟みになっているルクシテールの苦労を理解しながらも、グラミアと交渉してみるのも手だという意見を曲げなかった。というのも、ヒッタイト人はフン族の圧迫によって支配地域を減らし続けているし、少数民族達の盟主として君臨しているがゆえに得るものがない戦いにも参加しなければならない。助けた相手に見返りを求めないのはヒッタイトの矜持であるが、それで食えるものではないという現実がバスキアの意見に繋がっている。そして彼は、フン族の圧迫に苦しむヒッタイト人同様、神聖スーザ帝国による侵略にグラミアも困っている現在、グラミアとヒッタイトはお互いに助け合うことができるのではないかと考えていた。

				　このバスキアの思案にルクシテールは一定の理解を示し、エフロヴィネは否定的であった。しかしながら、フン族による攻撃が激しさを増す中で、オデッサ公爵とグラミア王国の力は魅力的である。ヒッタイト人達とすれば、彼等と協力することで自分達と、自分達に従う少数民族を守ることができるという計算は彼女であっても捨てることができない。

				　かくして三老は、軍勢一〇〇〇を率いてフン族と戦う姿勢を取りつつ、グラミア王国の使者である王補佐官と会った。

				　ヒッタイト軍野営地に現れたグラミア王補佐官は、グラミア人にしては小柄で、例の噂は本当であったかとバスキアは顎を引く。

				　例の噂とは、グラミア王補佐官はグラミア人ではないにも関わらず、イシュリーンとグラミアを助けており、それは主神オルヒディンの遣いであるというものだ。

				　後半──オルヒディンの遣い云々に関してバスキアは信用していないが、しかしそれほどに噂されるだけの実績をあげた男というものに興味があり、実際に目の前にしてみて、意外さに感想がまとまらなかった。

				　全く、切れ者にも知恵者にも見えないのである。良く言えば人の良い青年。悪く言えば世間知らずな若者といった容貌に過ぎないグラミア王補佐官は、笑みを浮かべて一礼した。

				「この度は交渉の席について頂き感謝いたします。ナル・サトウと申します。彼女は通訳のベルベット・シェスター。後ろに控えますのは部下のルナイス、協力者であるテュルク族のアブリルどの」

				　彼の発言を、通訳のベルベットが訳す。彼女はそうしながら、三人のヒッタイト人の見分けがつかないと困惑した。三人とも恐ろしく美形で、かつ男女どちらにも見えるし、身体的な差も乏しい。彼女は仕方なく、装飾品で見分けることにする。バスキアとルクシテールは首飾りと指輪の違い、エフロヴィネは右耳だけに黒真珠(クトゥール)の耳飾りをしている。

				　彼女が相手を観察する視線と、彼女を眺める視線が交差する。

				　バスキアの隣で、ルクシテールが興味の色を瞳に宿していた。彼は、ベルベット・シェスターという名前を知っていて、もし本人であれば、グラミアにアルメニアが手を貸していることになる。

				「私はルクシテール、軍を任されている。隣がバスキア、そしてエフロヴィネ。この三人で凡そのことを決めている……して、補佐官殿、貴公の通訳というその少女、ベルベットどのはアルメニアの魔導士として有名な、あのベルベットどのか？」

				　ベルベットは通訳をしつつ、自分の事だと苦笑を浮かべた。彼女はグラミア語に訳した直後、ルクシテールに頷きを返した。

				「そうだ。ベルベットだ。アルメニアとは関係なく、個人の事情でナル殿に協力をしている。が、グラミア王陛下の許可を得ているから、リュゼ子爵領魔法顧問という肩書の公職もある」

				「そうか……」

				　ルクシテールではなく、エフロヴィネが喋った。

				「……どういう事情かは知らぬが、貴女の魔法言語(イリュージアス)はとても上手。わたしはグラミア語を話せるが、他の二人はできない。魔法言語(イリュージアス)での交渉を希望します」

				「そのつもりで私がいる」

				　ベルベットは答え、同じ内容をグラミア語でナルに伝える。その背後で、ルナイスが感心したような視線でベルベットを眺めつつ、アブリルに話しかけた。

				「ヒッタイト人達の言葉、アブリルどのはわかるんですか？」

				「一応は……でも、あの子のほうが上手」

				　彼女はアルメニアから来た少女の語学力に舌を巻いている。

				　ひそひそと会話したルナイスとアブリルは、ヒッタイト人に説明を続けるベルベットを見守る。

				「アルメニアという国でいうと、グラミアとは王家間の婚姻を成す予定だが、それと今回、私がここにいるものは関係がない。私は、ナル殿個人に協力しているに過ぎない。ただし彼からは、魔法を戦いで使うことを禁じられている。ゆえに、魔導士として彼に協力するものとは少し違う」

				　ここで、兵士が現れて飲み物を皆に配る。それは山羊の乳を発酵させたもので、ナルはヨーグルトかと理解して口をつけたが、ルナイスは瞬きを繰り返すのみだった。

				「飲まねば、失礼ですよ」

				　アブリルに睨まれ、ルナイスが目をつむり一気に飲み干す。

				　バスキアがその様子に笑った。

				「ははは……グラミア人とて牛のアイラーンを飲むだろう？」

				　アイラーンという飲み物なのだと思いつつ、二口、三口と飲み進めたナルが答える。

				「ええ、正直、こちらのほうがクセがありますけど、それは慣れの差でしょうね」

				「慣れは大事だわ。慣れない事をすれば、失敗をする」

				　エフロヴィネが挑戦的な視線をナルに送る。それが交渉の開始を告げるかのようで、ナルは背筋を伸ばすと杯を卓上に置いた。そこでバスキアが地図を広げる。ナルには何の事やらさっぱりという地図であったが、ルクシテールの説明で理解できた。

				　オデッサ公爵領の東、フン族の勢力圏の南西、ヒッタイト人達の支配地域の北西が描かれている。つまりこれは、現在地周辺のもので、少数民族の集落が、民族毎に記号を変えて、規模毎に大きさを変えて記されていた。テュルク族とラマ族に関しては記載されておらず、それはオデッサ公爵の庇護を受けているからである。

				　バスキアが、ヒッタイト人代表としてナルに話す。これまで同様、ベルベットが通訳した。

				「フン族がこの一帯に進出する狙いは、略奪の他、東西横断公道(シルクロード)から枝分かれした街道上で栄える宿場町を押さえたいからだ。ノヴァという大きな町がある。ここはザクセン人の作った町で、周辺の様々な民族が集まり、協力し合って発展している。フン族としては、この宿場町から保護税を取りたい。我々とすれば、ノヴァはこれまで通り、彼等の自治に任せたい。もちろん、グラミアの干渉も望ましくない」

				　バスキアはアイラーンを飲み、唇を舐めると発言を続ける。

				「貴国は、こちらに二つの条件を……そちらのテュルク族を介して出された。ひとつは、我々を中心とした自治を、この一帯全体に広げることを支援するというもの。もうひとつは、リュゼ地方への移住を希望する者達を受け入れるというものだ。ここにきてどうして、グラミアは国を挙げて移住受け入れを？　いや、リュゼは貴公の領地か……これは貴公が？」

				　ナルが答える。

				「ええ、お互いに、助け合えることができると思います」

				「具体的に知りたい」

				　ルクシテールが前のめりとなる。その横でバスキアがエフロヴィネに視線を送り、彼女は聴こうという姿勢を頷きで表した。

				　ナルは地図に指を這わしながら説明する。

				「まず、貴方達の事情……フン族は定住をしない民族で、豊かな土地を奪うことが彼等の生き方です。これは我々……される側にとっては迷惑この上ありませんが、彼等も生きる為には必死で……グラミア王国東方一帯の紛争は、このフン族進出が大きな原因のひとつであるといっても過言ではありません。ですが彼等にそれを止めてくれと言っても無駄でしょう。ここでもうひとつの原因、この地域に住まざるを得なくなった少数民族は、どうしてそうなったかに着目します……」

				　ナルの説明を、エフロヴィネの失笑が遮った。

				「フッ……フフ、馬鹿なことを……お前達が許さぬからだ。文化、言語、見た目、価値観、信仰……特に見た目と風習だ。数の力で追いやられた少数の者達は、それでも助け合い懸命に生きている。それを政治的な理由で操ろうとする魂胆だろう？　過去の出来事を忘れたわけではない。グラミア人といったところで、西方諸国の人達であるのは変わりない。お前達は、他人に対して無遠慮で、攻撃的で、冷淡で、つまりクズだ。何を協力し合える？　信用できない。この二人ほど、わたしはお前達に寛容ではないのよ」

				　エフロヴィネの発言は、仲間であるバスキアを呆れさせるほど攻撃的な口調と内容であったが、ヒッタイト人達の言語を理解しないナルは、ベルベットによって柔らかな表現に変換されたことで、冷静に回答することができた。

				「突然に変わることは難しいとわかっている。しかしながら、変えようと思わなければ変わらない。我々は今、こうして向かい合っている。これは過去、無かったことではないか？　ならば小さいながらも前進と言える。この積み重ねによって、双方の今後はこれまでがただ続くといったものから変化していくのではないか？　憎しみ合うのは簡単だ。相手を拒絶して身を守るのも簡単だ。だがそれは、俺達の次の世代をも巻き込む負の連鎖だ。俺達の傲慢と怠慢が、次の世代に対立を残すという愚行だ。俺は戦うことを否定はしない。けれども、対話での解決こそ言語を操る俺達に許された賢い方法だと信じている。それが通じない相手もいるだろうし、対話する余裕もないまま戦わねばならない時もあるだろう。でも、こうして向かい合っている我々は、そうではないと思いたい」

				　バスキアがエフロヴィネの非礼を詫びる。

				「すまない。エフロヴィネとて喧嘩を望んでいるのではない。ただ……私達は過去、西方諸国の人達によってひどく攻撃された。我々(ヒッタイト)は、君達よりも長く生きるから、当時のことを過去とすることができていないのが現実だ。また現在も、西方諸国の人々は、我々(ヒッタイト)を、邪神を崇める悪だと見ている節がある。クトゥールは悪ではない。いや、確かに武を用いて西方諸国を苦しめた事実はあるが、それは何も彼だけが行った行為ではない。そして我々もだ……我々の為に彼は戦い、西方諸国の人々に裏切られ、殺され……邪神にされてしまった。エフロヴィネの憤りは、私も同じく抱えている」

				　彼はそこで口を閉じると、言葉を選ぶように視線を彷徨わせる。その横で、黒真珠(クトゥール)の耳飾りに触れて瞑目するエフロヴィネは、一筋の涙で頬を濡らしていた。

				「それでも……」

				　バスキアが口を開く。

				「……我々(ヒッタイト)は暮らしていかねばならない。その中で、貴公の申し出が益となるなら、前向きに検討したいと考えているのだ」

				　ナルはエフロヴィネ、バスキア、ルクシテールを順に見た。

				「私はグラミア王国の補佐官であり、リュゼの領主です……ですから、提案できることもあるのです」

				　彼は間を取り、自分の発言を待つベルベットを見つめ返した。

				　少女は瞬きし、微笑まれ、赤面した。彼女の通訳が、少し乱れる。

				「……リュゼは荒れている……います。帝国に侵略され、多くのグラミア人が死にました。家畜は連れ去られ、水路は破壊され……都市は瓦礫の山……私はこれを克服する為に、貴方達の力を借りたいわけです。ただ、支配しようというものとは少し違います。税を納めろというつもりはありません。荒れた土地に、人々の暮らしを齎して欲しいと考えています」

				　ナルは地図を示して続ける。

				「同時に、安全保障において連携を取りたいと考えています。グラミアの東と西で……」

				　ルクシテールが薄く笑う。

				「それが魂胆だな？　つまりグラミアは、東では民族間の対立を利用して自国を守りたい。西では、帝国との戦闘に我々を駆り出したい」

				「否定はしません。しかし……そちらにも大きな利益があります。ひとつは耕作地の確保、ふたつ目は防衛にグラミアを使えること、みっつ目は自治の維持」

				「自治は認めるか？」

				　ルクシテールの問いに、ナルは頷く。

				「率直に申し上げて、グラミアがそちらとの関係を良くしたいと考える最大の目的は安全保障です。敵勢力の脅威に対して、信頼できる協力者を得たいわけです。これはグラミアの国情を見て頂ければ、ご理解頂けると思います」

				　バスキアは脳内で計算する。エフロヴィネの無表情を案じながらも、彼は思案する。

				　フン族相手に先のない争いを続けるしかなかった現状に、良い変化が生まれそうだと期待する反面、結局はグラミアの属国扱いに陥るのではないかと危惧する。また、大陸西方諸国の人々の変わり身の早さを知る彼とすれば、ナルという男の言う提案が守られるのだろうかという懸念を消せない。

				　使われて捨てられる未来があるようで不安なのだ。

				「諸問題全てを解決して実行するには時間がかかります。まずは方向性の統一をした後、お互いに交渉を重ねていくといった同意を得ることを私は望んでいます」

				　ナルはそこで口を閉じ、ベルベットが少し遅れて通訳を終えるが、自らの意思で発言する。

				「伝えておきたいことがあります。このナル殿は……」

				　彼女はチラリとナルを見て、頷かれて続けた。

				「従来の大陸西方諸国の人達とは違う価値観を持っています。それは……私ともまた違います。彼は、ヒッタイトの方々を亜人種という呼称で蔑む行為を嫌います。貴方達の風習や信仰に興味を持てども口は出さない考えです。単純に……グラミアを守る為、リュゼを守る為、そして貴方達が今よりもマシな状況を勝ち取る為に、この考えをし、王陛下を説得し、ここに来ています」

				　ベルベットが話していることを理解できるグラミア側の人間はアブリルしかおらず、彼女とて全てを把握はできていない。だがナルは、口を挟まず、発言の内容を確認しようともせず、アイラーンを飲む。

				「ナル殿はグラミアを助けています。グラミア人ではないにも関わらず、彼はそうしています。彼は……グラミアが好きだと私に言いました。自分を受け入れてくれたグラミアを、グラミアと共に守りたいと彼は言いました……自分は弱いけど、自分達は弱くないと彼は言いきりました……彼はそういう人です」

				「わかった、ベルベットどの」

				　バスキアは、彼女の言いたいことを察して遮ると、腕を組んで唸る。

				　エフロヴィネが、彼に代わって口を開いた。

				「ナル殿を信用しろと、貴女は言いたいわけね？」

				「今は……それを入り口にできませんか？　組織と組織の関係は、個人間の信頼関係が起点となる場合もあるでしょう？」

				「初めて会った人間を、信用するほどお気楽な者はおらぬよ」

				　ルクシテールだ。

				　彼はだが、笑っていた。

				「しかし、彼は正直に狙いを話してくれた。こちらも、腹の内を話そう……」

				　ルクシテールの言葉に、バスキアとエフロヴィネは口を挟まず静観を選ぶ。

				「グラミア側の申し出は魅力的だ。だが、これまでの歴史が、慎重になれと訴えるのだ。偏見、差別……そういうものはすぐに消えたりしないものだ。人の価値観を縛る呪縛……頭ではわかっていても、心が拒否するのだ。それは刻まれているからだ。例えば……我々とグラミアが、協力し合ったとしても、それで不満を覚える人達は必ずこの偏見と差別と対立を持ちだすだろう。そちらも、こちらも……だ。我々(ヒッタイト)が望むものは、クトゥールの目指した世界……それは、普通の暮らしなのだ」

				　ベルベットは訳しながら、歴史の歪曲を感じながら、ナルが何と答えるだろうかと考えながら、彼の横顔を見つめる。

				　彼は微笑んでいた。

				「自分は……誰もが存在を認められ、尊重される社会、世界を知りません。というのも人は、似た者を好む傾向がどうしてもあります。似た者で集まり、そうではない者を弾く。それが愚かだとわかっていても、道徳的ではないと知っていても、そうしてしまっているのです。それを無くすことは難しい……とても……難しい。自分を守りたい生き物である私達には、とても難しい」

				　ベルベットは、彼の言葉を通訳することで、自らが感じていた疎外感を思い起こしていた。

				　ナルは言葉を紡ぐ。彼女も、彼の言葉を訳し続ける。

				「それでも、人は同時に他人を想うことができます。手を差し伸べる勇気を秘めています。他人の為に戦うことができるのが人です……善と悪が両立しているのが我々です……しかるに、全てが善で統一されることなど、この先もずっとありませんでしょう……だから取り組もうとする」

				　バスキアは、エフロヴィネが微笑みを浮かべているのを垣間見た。それは彼に、ナルという男性との関係を、これで終わりにはしたくないと思わせる。

				「取り組み始めること……私達は……先人たちが紡いだ糸を、次の世代へと繋げていかねばならず……ならば取り組み始めることが、その一歩を踏み出すことが……大事であると思います」

				　バスキアが、ルクシテールの耳に口を寄せ囁く。

				「悪い話ではないと思うが……」

				　ルクシテールが囁き返す。

				「信用しきることはできんが……」

				　二人の様子を眺めるエフロヴィネが、ナルへと視線を転じて答えた。

				「あとは……この三人で相談し、答える。そちらの意向はよくわかった。グラミア……の申し出は、ナル殿という人によって保障されていると受け取る。それは脆い。ゆえに、検討する。貴公らが出発するのはいつだ？」

				　ナルはルナイスに振り向き、出っ歯の副官は記憶を辿る。

				「えっと……今晩にはここを発ち、明日の昼にはオデッサ公が待つノヴァで合流です」

				　ベルベットが今晩の出発であると答え、バスキアが頷き口を開く。

				「それまでに、回答を出す。待たれよ」

				　それが終了の合図となった。

				

				　　　　　　　

				

				　ナル一行がヒッタイトの三老と会っている頃、オデッサ公爵軍第二連隊は、フン族の大部隊を追撃していた。分散して進出を図るフン族を、分散して迎え撃ったハンニバルは、ザクセン人の協力を得てノヴァに本営を置き、伝令と斥候で味方部隊を操っている。

				　連隊指揮官達は皆、武勇と胆力に優れた者達で、率いられた兵達は強かった。

				　オデッサ公爵第二連隊の指揮官アレクセイは、フン族騎兵に弓矢の連射を浴びせて推進力を奪うと、魔導士を中心とした攻勢部隊を全面に押し出し、結界で防がれようがおかまいなしに魔法を敵にぶつけた。これは戦力に打撃を与えるよりも、馬を脅えさせる為である。

				　乱れた馬蹄は、フン族騎兵の突撃力が落ちたことを意味していた。

				　長槍揃えた歩兵の壁が、弓矢の援護で前進する。弓弦は律動的な響きを連ね、散発的な火砲の轟音が入り混じった。

				　そこにオデッサ兵達の咆哮が続く。

				　戦意高らかにフン族騎兵に突っ込んだ彼等は、散々に敵を撃ち破った。

				　同時刻、オデッサ公爵軍第四連隊の指揮官プレドヤクは、ラマ族の集落を襲ったフン族を急襲した。略奪に精を出していた彼等を、矢と魔法の連打で一気に蹴散らす。

				「ラマ族を収容しろ！　遺体も運ぶ。埋葬するのだ！」

				　プレドヤクは怒鳴り、自らも矢を射る。それは逃げようと馬首を巡らせたフン族騎兵の首に命中し、馬は死んだ主人を乗せたまま走り去る。

				「伝令！　伝令！」

				　伝令の到着で、プレドヤクは手を挙げる。

				　連隊指揮官を見つけた伝令が、汗に濡れた馬から飛び降り、命令書を差し出す。受け取ったプレドヤクが文書を読む横で、伝令が説明する。

				「敵、二〇〇、新手。ノヴァの北西、水源を狙う動き」

				「わかった。押さえる」

				　プレドヤクの言葉と、伝令が去るのは同時であった。

				　ここで、彼の背後にテュルク族が立つ。

				　プレドヤクは、気配で振り返っていた。

				「うわ！」

				　驚く彼に、黒装束に身を包む娘が一礼し述べる。

				「敵、新手、迫っております。数一〇〇、弓騎兵」

				「そりゃ厄介だな……わかった。離れる。おい！」

				　プレドヤクが周囲に怒鳴ったと同時に、娘は気配を消してその場を離れる。

				「急げ！　新手だ！　生きてる者を優先する！」

				　士官達が怒鳴り声で応え、兵達は慌ただしく動く。集落の中を、戦う者と住民を保護する者が所狭しと動き回った。喚声と悲鳴、怒鳴り声に懇願が、混乱に拍車を掛けるが、プレドヤクは笑っていた。

				「連戦、連戦……攻めたら攻められ……反撃に反撃とか……最高だな！」

				　彼は甲冑を鳴らして走ると、逃げる敵への追撃を緩めない味方へと急いだ。三個小隊が、フン族騎兵の背に矢を浴びせる。その後方では、保護された子供達が泣き叫んでいる。燃える家屋は黒煙を噴き上げ、火だるまになった住民が悲鳴をあげて飛び出して来た。オデッサ兵達が水と砂をかける。だが、燃えながら倒れた者は動かなくなった。

				「敵の新手が迫っている！」

				　プレドヤクが再度、大きな声をあげた。

				「一個中隊は保護した者達を連れてお館様がおわすノヴァに向かえ。残りは、水源を守る。伝令！　ご家老に増援要請！　行け！」

				　伝令が一礼し駆け出し、士官達が兵達に命令を下す。

				　急げ、急げと、誰もが懸命に走った。

				

				　　　　　　　

				

				　出発準備に勤しむナルは、ルナイスと二人で地図を眺めている。斜陽は夕刻であると告げていた。

				「帰路……変えるのですか？」

				　ルナイスの問いに、ナルは頷く。彼は気配を消して近くにいるに違いないアブリルを気にかけながらも、副官に説明した。

				「クルティナの件がある……従来の帰路を使うなと、俺の第六感が叫んでるんだ……嫌ぁな予感がする」

				「裏切ると？」

				「村に帰らず、姿を消したまま……そして彼女は俺をとても嫌っている。アブリルさん達が捜しているが、それが余計に彼女を追い詰めているだろうし……念の為だよ」

				　ナルはそこで、姿が見えないアブリルに声をかけた。

				「アブリルさん、クルティナの行方、掴めてないんでしょ？」

				　彼女はナルの背後、荷馬車の影から音もなく姿を現すと、ニカーヴで隠した表情を顰めた。

				　妹を捕まえろと命じられている姉は、行方を懸命に探っているが未だ不明であった。アブリルとすれば、事を無事に着地させるにあたり、クルティナを自らの手で捕えて村に送りたいところである。ここで、ナルが心配する事が現実となってしまったらと、アブリルは胸が痛かった。

				「はい……さすが……と言えばおかしいですが、掴めておりません。直近の部下一〇名ほども行方を晦ましています」

				　アブリルは姉の顔となり、ナルの視線を受けた。彼は、彼女に酷な事を言う自分を恥じたが、部下達の為にも言わずにはおられず、また通過する地帯の変更をしなければならない。

				「彼女はオデッサ公からも離れた……こちらの内情を良く知っているからこそ厄介だ。特に、ヒッタイトと俺達が交渉していることを知っているのが問題だ……懸念として、彼女がフン族に駆けこんだ場合、俺達は危ない。次に、彼女が他の敵対勢力に駆けこんだ場合、裏工作の全貌を掴まれてしまう。全てを一新しないといけなくなる」

				「申し訳ありません……」

				「アブリルどのが謝ることじゃありませんよ」

				　ルナイスが宥めたが、落ち込む彼女には届かない。

				「この状況で、クルティナが何を狙うか……ヒッタイトと俺が共謀してオデッサ公を陥れようとしていた罪をでっちあげられ、問答無用で斬られると、彼女の望みは全て叶う。俺は消え、彼女とオデッサ公はこれまで通り……この線かな……」

				「それは無理です。私がおりますから」

				　アブリルはナルを責めない。

				　自分の妹が姦策を弄していると仮定されている彼女であるが、それを否定できないこれまでのクルティナを知っている。また、部下を預かり、大きな組織の中枢にいるナルとすれば、数日前にあのような出来事があったばかりの今、楽観など出来はしないと彼女には分かっていた。

				　ルナイスが手の平をポンと叩き、思いついたと口を開く。

				「小隊単位でバラバラに行動すれば良いではありませんか？　こちらを監視していたとしても、さすがに本隊がどれかを近くで確かめるわけにもいかないでしょう。アブリルどのがいらっしゃるわけだし」

				「それは俺も考えたが……」

				　ナルは腕を組むと、苦し気な表情となった。何だろうかと訝しむルナイスは、絞り出すようなナルの声を聞く。

				「……仮に襲われた場合、襲われた部隊が全滅だ」

				　彼はそこで、口を開きかけたアブリルを見つめて黙らせる。

				「いや、俺は確かに部下達を時に見捨てねばならない立場だ。実際に、グレイグ公戦では被害を見越して作戦を立てたりもした。でも、それは勝つ為だ。だが、これは違う。勝つ為ではなく、自分の生命欲しさでそんな小細工を弄したくない。これは俺の絶対に譲れない線だ」

				「閣下、ですが貴方の生命は国家にとっても大事なわけで、領地にとっても、ですよ。生命欲しさ、いいじゃありませんか？　誰も非難なんてしませんよ……ていうか、できませんて。自分達も散々にやっているんですから」

				「ルナイス、わかっている。それはわかっているんだ。でも、頭でどうこうじゃないんだ。人にどう見られるかも関係ないんだ。俺は、お前も含めて、皆と戦い抜きたいんだ。この戦いを」

				　ルナイスは、ナルのいう戦いが目先だけのことではないと理解していた。だからこそ、囮を使って逃げることも大事だと主張を曲げない。

				「閣下を無事に帰還させる責任があるのは部下達のほうにあるわけです。ねえ、アブリルどの」

				　ルナイスに同意を求められたアブリルは、迷うことなく頷いていた。しかし言ではナルの案に賛成を示す。

				「ルナイス殿の仰る通りです……が、問題は相手がフン族であるということです。部隊を小さな規模で分けた場合、彼等は騎兵がほとんどで速いですから各個に撃破されかねません。少数であれば、時間を稼ぐことも難しいでしょう。私はルナイス殿のご意見に賛成ですが、方法はナル殿を支持します。固まって行動しつつ、いつでもナル殿にはお逃げ頂く手はずは整えておきます。また、数が多いほうが、お逃げ頂く時間も稼げます」

				　ナルが瞬きで感謝を示し、ルナイスはうんうんと頷いて「それでいきましょう」と明るい声を出す。

				　使う経路の相談を始めた二人の後ろで、アブリルの表情は冴えない。

				　クルティナを早く見つけなければと、彼女は溜息をこぼした。何事も起きなければ良いが、そうでなかった場合、実行される前に止めてしまうことで妹を助けられないかと期待する彼女は、背後に音もなく現れた部下の存在に意識を転じた。

				　ユーノが片膝をつく。

				「アブリル様、クルティナ様はどうやら海に出た模様。コンスタンタのヴァビロ商会が所有する船が一隻、南へと無断で航行したそうで……オルビアンのサビネに確認を取らせますが、隠れるなら人が多い場所という原則に照らし合わせるとオルビアンかと」

				「……帝国、東部都市国家連合……どちらにしても、自分が持つ情報を高く売れる先か」

				　アブリルは唇を噛む。情けなく、腹立たしく、悲しく、だから叫びたい。震える彼女は懸命に衝動を堪え、呼吸を整えようと深呼吸する。

				「あと、これは間違いない情報です。フン族のアッカラがいる野営地にビューリが入りました。この目で見ました。捕えるべきかと悩みましたが、あえて行かせました」

				　アブリルはユーノの意図を察した。ゆえに彼女は、部下の頬を平手で打つ。

				　驚いたナルとルナイスが、頭(こうべ)を垂れる黒装束を前にして怒るアブリルを見た。

				「お前は……クルティナを戻れなくしたな？」

				　アブリルの問いに、ユーノは謝罪を述べる。

				「申し訳ございません。テュルクとアブリル様の為に、独断で致しました。気に入らぬとあれば、首をお刎ねください」

				　ユーノは平伏する。彼女はこれで、テュルク族がアブリルの下でひとつにまとまる事ができると信じた。そしてグラミア王国という大きな大樹と、その国を支えるナルという太い根とからまる事がこれからも続くと考えた。クルティナのように、情勢を疎かにしてオデッサ公爵に執着する者を頭(かしら)にしては、テュルクの未来はないと案じていたがゆえの独断であったが、彼女の個人的な感情も間違いなくそこにはある。

				　ユーノは、アブリルを慕っている。だから彼女は、アブリルが望むことが叶うようにと、アブリルが決して取れない選択をしたのだ。

				　アブリルは蒼白となって、動けないまま棒立ちとなっていた。

				　見かねたナルが二人へと近づき、アブリルの肩に手を置く。それで二人の視線を自分に集めると、彼は小さく頷いた。

				「ユーノ、行っていいよ」

				　彼の言葉で、彼女がぎこちない動作で立ちあがると、一礼して去る。

				「アブリルさん、後半、聞こえた。彼女はテュルクと君の為に何をしたんだ？」

				「……クルティナの部下が、フン族の野営地に入るところを見逃しました」

				　ナルは理解する。

				　ユーノは、クルティナの裏切りを決定的なものとして、テュルク族への復帰の芽を摘んだと。

				　彼はアブリルの手を掴み、抱き寄せると耳元で囁く。

				　驚いたアブリルは、彼の声を間近で聞いた。

				「クルティナは見つかってない？」

				「……オルビアンに向かったものと思われます」

				「すぐに追うんだ。グラミアにとって、彼女が東部都市国家連合に情報を持ちこむのを防ぎたい。オルビアンから帝国に向かうのを防ぎたい……俺はそれだけを防いでもらえたらいい」

				　アブリルはナルの言わんとするところを汲み取ると、感謝で瞼を閉じる。こうしていたいが、急がねばならないと離れた彼女は、ナルの優しい声を聞いた。

				「アブリルさん、クルティナの逃げ道は作っておくから」

				　一礼して離れるアブリル。

				　見送るナルを、ルナイスがからかった。

				「口づけくらいしてもいい場面でしたよ」

				　ナルは振り向き、ルナイスの頭を殴る。

				「痛い！」

				「作戦変更だ。クルティナの部下がフン族に駆けこんだ目的は、俺とヒッタイトが会っていることを伝えること、俺の帰る道を教えることだろうと思う。経路を変えたところであまり意味がない。斥候を撒かれたら、遅かれ早かれ位置はばれる。なら、最短経路で帰る」

				「……はぁ……イテテ」

				　頭をさするルナイスは、ナルに促されて地図を見る。

				「ハンニバル卿に早馬。上手くいけば、俺達を追うフン族の背を突いてもらえるかもしれない」

				　ナルが地図を指し示したところで、ベルベットが姿を見せる。彼女は山羊のアイラーンを気に入ったらしく、この時も杯を片手に笑顔だった。

				「邪魔するのだぁ……ナル殿、忙しい？」

				「忙しい」

				「すぐに済むのだ」

				　気にしつつも押し通すベルベットに、ルナイスが苦笑し、ナルは諦めた。

				「何だい？　早くしてくれ」

				「ヒッタイト人達の魔法術式に興味あるのだ。私だけ、出発を明日にしてもいいかぁ？」

				「わかった。終わりだ。忙しい」

				「ありがとう！　さすがナル殿なのだ！　話が早い！　あ！　バスキア殿が呼んでるのだぁ」

				「お前、それを先に言えよ。ちょっと待て」

				　ベルベットを待たせたナルは、ルナイスを小突く。

				「俺達は本来の道を使う。準備をしてくれ。俺は三老のところにベルベットと行く。頼んだ」

				「頼りになる部下をもって閣下は幸せですよ」

				　ルナイスは、任されたとばかりに胸を拳で叩いた。

				

				　　　　　　　

				

				　ヒッタイト人達と別れたナルとその連隊は、陽が暮れてから出発した。

				　バスキアから、グラミアとの関係を改めるべく調整を重ねたいという回答を得たナルは、オデッサ公爵家を交渉窓口にすると彼等に伝えた。あとは時間をかけつつ諸問題の解決に双方が協力して取り組むことになるが、これこそが彼の望むものであった。

				　対話を重ねる中で、例え一時的に対立や反発があったとしても、ただ争っていた関係は劇的に改善に向かうだろうとナルは考えている。そしてこの積み重ねがグラミア東部にこれまでとは違う秩序をもたらし、これを乱そうとする外敵に対して合同で対抗する図式を自然に取ることができると目論んでいる。

				　リュゼ地方への移住に関しては、エフロヴィネの反対が強くバスキアは回答を先送りにして、ナルもそれを認めたがゆえに最高の結果とまではいかない。しかし、前に進んだという実感に満足しようとする彼は、次は南だと、これからの手はずを脳内で組み立てていた。

				「ベルベットどのが、ヒッタイト人達に歓迎されたのは意外でしたね」

				　ルナイスの言葉に、ナルは隣の副官を見る。

				「魔導士として有名だからだろ……ヒッタイト人達は全員が魔導士。何か通じるものがあるんじゃないのか？　いや……迫害され続ける仲間同士という連帯感かもしれないな」

				「迫害？」

				「魔導士の歴史……邪神の歴史を読み知った今はわかる。魔導士が地域ごとに組合を作って横の連携を高めたのも理解できる。彼等は……魔導士ではない者達から見て危険だから……こんな戦いばかりの世界では重宝されて、そうでなくなれば危険視されるんだ。ある意味、戦いは魔導士の社会的地位を守っている面がある……だから彼等は、各国の軍に積極的に志願する。なかなか……複雑だよ」

				　ルナイスは無言だった。それは思案するのではなく、難しいので考えることをしないという判断によるものだった。

				　並ぶ二人は、考え込むナルと、考えないルナイスによって再び静かになる。連隊の行進によって足音が小気味良く発せられ、荷馬車の車輪がゴトゴトと音を立てつづける。

				　リュゼ子爵連隊は、夜明け前にはノヴァ近郊に到着できる速度を保っている。

				　月は未だ、空高くで半円を描いていた。

				　軍列前方が賑やかになったとルナイスが視線を転じると、グラミアハウンドが駆けこんで来ていた。それは出発前にオデッサ公爵宛に放った伝令が、先方の了解を取りつけた証拠で、ルナイスは隣のナルを見る。

				　彼も副官を見ていた。

				「よし、うまくいけば、一夜で片付けることができる……全員に臨戦を保てと指示」

				　ナルの命令でルナイスが伝令を呼ぶ。

				　副官から指示を受け取った伝令四名が、軍列の前後へと走った。

				　同時に、犬によって届けられた暗号文が、調教師によってルナイスに届けられる。

				「閣下、オデッサ公爵におかれましては、了解したとの事」

				「よし！」

				　ナルは手を叩いた。

				「ユーノ、いるか？」

				　彼の問いかけに、アブリルの腹心が装束姿で現れる。周囲の兵達が驚き、どこにいたのかとお互いを見合う集団の中心で、ナルは歩きながら彼女に話した。

				「索敵をしっかりとしてくれ。フン族が俺達の情報を掴んでいるなら、高い確率でやって来るはずだ」

				「承知いたしました……あの」

				「ん？　何？」

				「申し訳ありません。テュルクの為にと、閣下にまでご迷惑をおかけしてしまい……」

				「そんな事はない」

				　ユーノの発言を遮ったナルは、恐縮する彼女に優しい声色で伝える。

				「君のおかげで、今夜があるんだ。君の判断を利用する。それに君がテュルクの為にとした事は、つまり俺の為でもある。大丈夫」

				　指揮官の言葉で、その人柄に感謝するユーノが頭(こうべ)を垂れたまま姿を隠した。

				「あいかわらず……どうやって隠れてるんでしょうかね？」

				　感心するルナイス。

				「俺達が見えていないだけなんだろうさ。方法を聞けば、なんだそんな事かと思うかもしれない。でも、そういうものは、種明かしされたからといって真似するのは難しいだろうな」

				　ナルが口を閉じ、会話は終わりだとばかりに歩を速めたところで、ルナイスは周囲の兵達に命じる。

				「敵襲があったら、何がなんでも閣下を守るぞ。あの人は弱いからな」

				「はは……お任せください」

				「いざという時は、盾になってでもお守りしますとも」

				　小声で返した兵達は皆、歩くナルの背を眺めた。

				　彼はせかせかと歩いていて、彼等と距離が開いている。

				「普通は、俺達の後ろでふんぞり返って馬で運ばれているもんですがねぇ」

				　兵士の一人が笑いながら言い、ルナイスが頷く。

				「ま、あの通りのお人だから、いざとなったら頼むよ。俺は指揮に忙しいからな」

				　兵達と拳をぶつけあった彼は、離れたナルを追うべく駆け足となった。

				

				　　　　　　　

				

				　アッカラは馬上でその報告を受けた。

				「いました。情報通りです。草原地帯を東から西へ移動中。南西二〇バセル（約四キロメートル。フン族の単位）地点。数、四〇〇から五〇〇」

				「いたか。オデッサ公の動きはどうだ？」

				　首領の問いに、側近の一人が一礼し応える。

				「ノヴァ周辺の軍勢を合流させて、リュゼ子爵の連隊を迎えるべく動く模様。ですが、我々のほうがリュゼ子爵に近いです」

				　アッカラは頷き、笑みを作ると側近達に命じる。

				「本隊でグラミア王補佐官を狙うぞ。できれば生け捕れ。殺してしまった場合でも、死体を確保しろ。生きているものとして扱うことで交渉に使える」

				　一同が気合いの声と共に馬首を巡らし、フン族本隊三〇〇〇は同じ方向へと動き始める。ほとんどが騎兵の彼等は、動き始めれば速い。また、一騎が三頭の馬を連れて進むことで馬を休ませる必要がないため、行動可能範囲が通常の騎兵より広く、行動継続距離が長い。

				　ナル率いるリュゼ子爵連隊は、発見されてから半刻もかからず捕捉されてしまった。

				「魔法を放て！」

				　ナルの怒声が発せられる。

				　長槍と盾を敵に向けて揃えるリュゼ子爵連隊は方陣で、中心に配置された魔導士達が一斉に火球の魔法を空へと放った。それは打ち上げ花火だとナルが形容するに値する派手さで、遠く離れていても見えているに違いない。

				　反撃の為ではなく、ハンニバルとダリウスへの合図を目的とした魔法を放ち終えたリュゼ子爵連隊は、方陣を維持して北西へと移動する。前衛が盾を隙間なく並べ、騎兵の接近には徹底して弓矢と弩で対抗し、時に火砲で相手を牽制する。その戦いぶりは、相当に戦い慣れているものであった。

				　間違いなく、帝国戦の経験が活きていると言える。

				「斉射！　つがえたら放て！　命令を待たずともいい！　迫る敵が見えたら射ろ！」

				　ルナイスが叫ぶ。

				　リュゼ子爵連隊は、ハリネズミのように槍先を外へと突きだしたまま、矢を放ちまくり移動することで隙を見せない。これをアッカラは斥候から報告されて、奇襲するつもりで突っ込ませた軽装騎兵が苦戦している状況に驚くと共に、愚を認めて指示を改める。

				「こちらの斥候も敵に見つかっていたのか？　準備万端か！　弓騎兵を主力の通常戦に切り変える。軽騎兵は敵の進行方向上に先回りしろ！　敵に方向転換を強いろ！」

				　彼の指示で、フン族弓騎兵が部隊ごとにまとまって加速を始める。六割程度で馬を駆けさせる彼等は、盾を月光に反射させることで光の壁を作っているかのようなグラミア人達に矢を連射した。一射、二射、三射と、つがえては放つ呼吸は揃っていて、ナルは頭上を見上げ叫んでいた。

				「盾ぇ！」

				　彼は自らも盾をかざす。ズン！　という衝撃を覚えた直後、鈍器で盾を乱打されているかのような圧力に襲われた。

				　歯を食いしばる彼は、幾人かの悲鳴に汗を噴き出すと同時に叫ぶ。

				「負傷兵を荷馬車に乗せろ！　ルナイス！　ルナァイス！」

				「はい！　はいはい！　いますよ！　ここにいます！」

				　盾をかざして走るルナイスは、長剣を抜いたと同時に払うことで荷馬車の車輪に刺さった矢を叩き折った。乗り手達が盾で馬を守ろうとするあまり、自らが矢に襲われて呻いている。それを横目に走るルナイスは、ナルに駆け寄った瞬間、腕を掴まれ喚かれた。

				「負傷兵を荷馬車に乗せて運ぶ！　荷物は！　武器以外は捨てろ！　食料もだ！」

				「了解！　おい！」

				　副官が近くの兵達に怒鳴る。そこにまたフン族から放たれた矢が降り注ぎ、ルナイスは盾の下に隠れながら叫ぶように指示を出した。

				「食料を捨てろ！　負傷した者を乗せる！」

				　リュゼ子爵連隊が慌ただしくなる。西へと移動しながら戦う彼等は、逃げ出したい気持ちとフン族相手に奮闘する。

				　アッカラは敵のしぶとさに苛立ちを増し、魔導士達に命じた。

				「魔法をぶっ放せ！　矢と魔法で徹底的に疲弊させる！　陣形と応射が乱れたところで騎兵を突っ込ませるのだ！」

				　フン族達も忙しくなる。

				　両軍は雲のない夜空の下、星空が広がる絶景を拝む暇もないほどに殺し合う。フン族弓騎兵が駆けながら弓矢を撃ち出し、盾を揃えたリュゼ子爵連隊は矢を防ぎながら応射を励む。矢の風切り音、鋼と鋼がぶつかる音の連鎖に、喚声と悲鳴の連続が混じり、馬蹄の轟き、士官の怒声が連なる。

				「馬を狙え！」

				　ルナイスの指示は、一瞬後の斉射で実行された。

				「馬から倒せ！　倒れた馬が障害物にもなる！」

				　リュゼ子爵連隊が、進行方向前方に回りこんだ敵軽騎兵に弩の斉射を行う。

				「敵は歩兵ばかりだぞ！　魔法と矢を撃ちこみ続けろ！　包囲しろ！」

				　アッカラの命令は、各部隊を率いる指揮官達に伝わる。彼等はそれぞれに部下を率いてグラミア人達に迫り、矢を放ちながら接近して斬り込むことで敵の速度を落とそうと努めた。

				　馬が槍で貫かれ、フン族もグラミア人も血塗れとなる。生臭い空気は風で払われるが追いつかないほどで、数えきれないほどの死が一帯でばら撒かれた。

				　ナルは矢を防ぎつつ、隣の従者に尋ねる。

				「どれほど経ったか？　一刻？」

				「いえ！　半刻がやっとでしょう！」

				　まだ半刻かよ！　

				　胸中で叫ぶナルは、死と隣り合わせの状況で時間の進みが遅いと焦った。

				　フン族に情報が漏れたことを利用して、敵を誘(おび)き出して叩くと決めた彼であるが、囮役の恐怖だけは何度やっても慣れないと汗を流し続ける。その彼の目に、接近して矢を放ち、すぐに離れて行く敵騎兵の動きが映る。手慣れた印象を受けながらも、部隊と部隊の連携は取れていないと見えた。

				「閣下！　盾！」

				　ハッと視線を転じたナルは、頭上を見上げて盾をかざす。半瞬後に降ってきた矢の数は多く、押し込まれるように彼は片膝をついた。断末魔があちこちであがり、撃ち返せと怒鳴る声もまた多い。

				「止まるな！　西へと進み続ける！　迎え撃つな！　いなせ！」

				　ナルは立ちあがると同時に叫んだ。

				　そして、大地に倒れる兵士達を睨むとすぐに怒鳴る。

				「生きている者を助けろ！　荷台に乗せろ！　運ぶぞ！」

				　彼は自ら一人の腕を取る。呻き声をあげながらも恐縮する部下を、かまわず抱きかかえたナルのマントは血塗れとなった。荷馬車へと進む彼は、荷台の上で動ける者が弓矢を手に反撃している様を見る。盾を持ち仲間を守る者、次の矢を渡す者、皆が懸命だった。止血が間に合わず、荷台の上で息絶えた者達は、生きている者達の矢避けに使われている。

				　それを命じたのはルナイスで、彼は最後尾で怒鳴っていた。

				「魔導士！　おい！　魔導士達に魔法で反撃しろと言ってこい！」

				　副官の怒声に、伝令が身を屈めて走り出すが、その背中にフン族の矢が刺さる。つんのめり倒れる伝令を、周囲の兵士が助け起こすも、首に刺さった矢は命を奪っていた。

				「誰か！　魔導士んとこに行ってこい！　魔法が足りな──」

				　ルナイスの声を遮った大爆発は、フン族の魔法が連隊の結界にぶつかり弾けたことで発生していた。フン族の魔導士達はリュゼ子爵連隊からの魔法攻撃がないことで、攻撃への比重を高めていて、それがルナイスの焦りに繋がっている。いくら結界で防がれているとはいえ、こうも頭上で騒がしいと士気が落ちると彼は案じている。一方で、魔導士達も懸命に反撃を試みるのだが、絶対数の不足と敵の圧力が原因で防戦一方となっていた。

				　ナルは自らも荷馬車に乗り込み、さらに魔導士達にも乗れと命じる。

				　少しでも体力の消耗を防ごうという目論見であった。

				　魔導士達が疲弊し、結界を維持できなくなると負ける。ナルは顎の汗を拭い、荷台の上に乗り込んできた従者から新しい盾を受け取った。彼が使っていた物は、端が欠け、表面には矢がびっしりと刺さっており使い物にならない。

				　そこにまた矢が飛来した。

				　ナルは、魔導士の一人に覆いかぶさる。そして盾で自らも守ったが、一本の矢が彼の右足を射抜いた。

				「！」

				　荷台に矢で縫い付けられた右足を睨むナルは、左腕に衝撃を覚えたが踏ん張る。矢の雨が去った後、彼の従者が喚く。

				「閣下！　閣下の手当てを！」

				「大丈夫だ！　生きてる！」

				　ナルは従者に右足の矢を抜かせた。

				　靴の中が血塗れになるのがわかる。

				　左上腕部を貫いた矢を折り、抜いた彼は止血帯を従者に巻かせながら、激痛で震える身体を無視して叫んだ。

				「どれくらい経った!?　一刻は経ったか!?」

				「わかりません！　わかりません！」

				　誰かが悲鳴混じりに答えた。

				「荷馬車の馬がやられました！」

				　近くであがった報告に、ナルは即座に判断した。

				「無事な馬を入れ替えろ！」

				「負傷兵を運べません！」

				　泣きそうな声の主はナルの従者だ。

				　ナルは血に濡れた頬を腕で拭い、並ぶ荷馬車を順に睨む。

				　彼は決断を下す。

				「助かる者を荷馬車に！　助からない者は置いて行く！　死体もだ！　急げ！」

				　従者が動かない。

				　ナルの周囲で、兵士達が彼を見ていた。

				「やれ！　恨むなら俺を恨め！　俺が判断した！」

				　兵士達が散り、荷馬車の馬を入れ替え始める。荷台の上では助かりたい者達が抵抗したが、怪我人が抗えるものではなかった。

				　ナルはそれを睨む。

				　従者が彼を盾で守る。

				　ドスン！　という衝撃にナルは視線を転じた。

				　彼の従者が、首の付け根に矢を受けていた。それでも彼は、ナルに覆いかぶさることで守ろうとしている。口と鼻から血を溢れさせる男の顔を間近で見たナルは、彼を抱き留め、盾を奪った。

				「しっかりしろ！」

				　従者と魔導士を盾で守るナルを、周囲の兵士が守ろうと動く。

				　フン族の弓騎兵は斉射を終えて離れて行き、リュゼ子爵連隊から一斉に放たれた応射が彼等を追った。

				　弓騎兵の後方でバタバタと人馬が倒れる。

				　馬の嘶き、兵の悲鳴が戦闘を囃した。

				　矢の射出音が、夜の冷えた空気を斬り裂くように鳴り続いた。

				　激戦に終わりは見えない。

				　ナルは血に濡れた従者を離すと、動かない彼の目を閉じさせる。

				「敵！　騎兵が突っ込んできます！」

				　フン族騎兵の一部隊が、勝負どころと見てリュゼ子爵連隊に突進する。

				「弩！　弩だ！」

				　ナルの怒声に兵達が応え、盾と盾の隙間から弩の発射が行われた。水平に放たれた弩の矢は全て鉄で、迫る騎兵の馬をまず射抜いた。崩れ落ちた騎兵の群れで、砂塵があがり闇夜が白む。その薄膜を突っ切る侵入路で、新たな騎兵の集団がリュゼ子爵連隊に襲い掛かった。

				　ナルが驚いたのは、馬に乗っていたのは皆、黒装束をまとったテュルク族だったことである。

				　クルティナだった。

				　彼女は、海上に出たと偽装することでフン族内に紛れ込み、フン族にリュゼ子爵連隊を襲わせることで、ナルを戦場で戦死に見せかけて殺す算段であった。これをして、元の鞘に戻ろうと企むあたりは思慮足らずであるが、彼女にとっての第一は、テュルクを使う資格なき男が自分達に命じる立場にいることを許すわけにはいかないというものだ。そしてそれを排除するには、彼女が思う優しい人達の目を醒まさせるには、強硬手段しかないと決めつけていた。

				　リュゼ子爵連隊の陣形が乱れ、クルティナ以下十数名がグラミア人達の中に紛れる。ここで彼女達はナルを守ろうとする兵士達につき合わず、「テュルクだ！　閣下に報告！」とまで叫んでナルに突進した。

				　連隊の兵士達に混乱が生まれた。

				　フン族が、これを見逃すはずがなかった。

				　弓騎兵から放たれる矢の量と頻度は増し、フン族側の有利な状況へと戦況は大きく傾いた。

				　ナルは痛む右足を無視して立ちあがり、迫る黒装束達のどこかにクルティナがいるものと信じて叫んだ。

				「お前はテュルクまで巻き込んでも自分が大事か!?　オデッサ公の気持ちを裏切ってまでも俺が憎いか!?」

				「お前如きがハンニバル様の名を口にするな！」

				　叫び声が返ってきた瞬間、ナルはクルティナの位置を掴んだ。喚声の中で、激闘の中で、彼を睨むように立つ黒装束は目立った。

				「あそこか！」

				　ナルが周囲の兵達に、指示を出そうとした刹那、彼を守るべくユーノと部下達がクルティナ一派に襲いかかる。テュルク族同士の戦闘は、周囲の兵士を巻き込んで壮絶なものとなった。

				「まずい、まずいぞ。陣形が滅茶苦茶だ。ルナイスを！　ルナイスを呼んでくれ！」

				　ナルが慌てる。

				　兵士の一人が後方へと駆けた瞬間、クルティナは短剣を投げていた。

				　ナルは、誰かに抱きつかれて荷台へと倒れる。

				　短剣は、ナルを庇った兵士の腕を傷つけていた。

				　痛みで崩れた兵士は、黒装束の斬撃を、黒装束が防ぐのを見た。

				　ナルに襲い掛かったクルティナは、ユーノに防がれて舌打ちを発する。

				「どけ！　テュルクの為に、そいつを殺すのよ！」

				　クルティナの金切り声は動揺で裏返った。

				「テュルクの為に、お守りする！」

				　ユーノが応え、跳躍する。

				　彼女は、クルティナを倒すのではなく、捕えるべく行動していた。それは、相手の攻撃をわざと受けることで、覆いかぶさり動けなくしてやろうという動きである。

				　ナルが惨状を前に、怒鳴った。

				「助けろ！　捕えろ！」

				　兵士達が駆ける。

				　瀕死のユーノの下で、冷たい草と土を感じるクルティナは、逃れようと懸命だったが倒れた衝撃で眩暈に苦しんでいた。

				　彼女は兵士たちに腕を掴まれ、武器を取り上げられ、縛り上げられた。

				　クルティナは回復しながら、ナルの背中を睨む。

				　ナルは彼女を相手にせず、身を呈して自分を守ったユーノを抱きしめている。彼女は浅い呼吸を繰り返した後、ナルの腕の中で絶えたが、彼は気付かない。

				　ルナイスが到着する。

				　返り血と部下の血で真っ赤な彼は、欠けた剣を投げ捨てて、死んだ兵士の手から新たな得物を奪った。

				「閣下、何事です!?」

				　ナルはユーノを抱えて立ちあがると、ルナイスに命じる。

				「クルティナの襲撃があった。陣形が乱れてまずい。負傷兵を切り捨てる。動ける者達だけで進む」

				　ナルは一切の感情を消した顔で、ルナイスは頷くことしかできない。

				「小男ぉ！」

				　クルティナの声。

				　ルナイスが怒気を漲らせたが、ナルは彼女を無視した。

				「自らの足で動ける者だけを中心に逃れる。公の軍勢は未だ見えない。到着までもたない」

				　指揮官の判断に、副官はクルティナをひと睨みして周囲を見る。

				　矢が飛び交い、馬蹄が轟き、悲鳴と怒声が入り混じり、魔法の炸裂音が絶えず、今この一瞬でまた誰かが雄叫び、倒れた仲間の名前を叫ぶ。

				「承知しました。伝令！　伝令！　生きているなら来い！」

				　ルナイスが周囲に叫ぶ。

				　クルティナ派のテュルクの戦士は皆が地に倒れていて、ナルを守った者達は再び姿を消している。

				　甲冑に幾本もの矢を生やした伝令が、ルナイスに駆け寄る。

				「各部隊に通達。自ら歩ける者達だけでまとまる。以上」

				　ルナイスの指示で、伝令が離れる。

				　囚われのクルティナは、リュゼ子爵連隊が敗戦濃いと見て高らかに笑った。

				「ははー！　あーはっはー！　お前はここで死ぬのよ！　今度は逃げられないわ！　今度こそ逃げられないわぁ！　ああああああああ！　うわああああ！　死ねぇ！　お前は死ねぇ！」

				　クルティナの喚きに、ルナイスが侮蔑を浮かべてナルを見た。

				「黙らせますか？」

				「いや、あれにはテュルクを守ってもらう為にしてもらう事がある。生かしておかねばならない。運べ。暴れるなら、手足の腱を切れ」

				「は」

				　ナルはクルティナに背を見せると、盾を右手に、ユーノを左腕で抱えて歩きだした。ひどく痛む腕が無理だと訴えていたが、ナルは彼女を離すという意識が働かずそのまま進んだ。周囲の兵達が、指揮官を守ろうと盾を掲げる。

				　応射する兵士達と、結界を維持する魔導士。

				　動けない負傷者達に、とどめを刺す兵達は感謝、あるいは罵りを受けた。

				「閣下！　南東の空！　火球の魔法！」

				　兵士の一人がナルに怒鳴った。

				　ナルは、微かに見上げて夜空で爆発する炎の塊を瞳に映す。

				　南東？　なんだ？　オデッサ公爵軍とは反対方向だぞ！

				　大きく息を吐きだした彼に、一人の黒装束が音もなく近づいた。

				「閣下、こちらで預かります。もう死んでおります」

				　女の声に、ナルはユーノを見る。彼はここで、ようやく彼女を離した。

				

				　　　　　　　

				

				　リュゼ子爵連隊を襲うアッカラは、部下の報告に歯軋りした。

				　ヒッタイト軍が自軍後方に現れて、さらに突っ込んできたのだ。問答無用に攻撃されて、あのヒッタイトがどうしてリュゼ子爵を助けるのかと驚くのも束の間、魔法の攻撃と突撃でフン族の軍勢も混乱をきたし、少なくない被害に迎撃が間に合わない。

				　アッカラに苦汁を飲ませたヒッタイト軍三〇〇を率いているのはエフロヴィネで、彼女は夜でも鮮やかな金色の髪をかきあげると、隣の少女に声をかける。

				「ベルベットどの、間に合ったわ」

				　ベルベットは緊張の限界から一気に解放されて、立つ力を失ったようにその場で倒れる。ドゥドラが彼女を抱き上げ、支えられた少女は汗に濡れた白い頬に涙をこぼした。

				「ありがとう……ありがとう。よかった……ナル殿は無事かな？　ナル殿は大丈夫か？」

				「わからないが、連隊は数を減らしながらも堪えている。いるだろう」

				　エフロヴィネの言葉で、ベルベットはドゥドラを見た。

				「ドゥドラ、ナル殿のところに行ってくれ。私は大丈夫……大丈夫なのだ」

				「承知しました。おい、行くぞ」

				　傭兵達は、一個小隊ほどの戦力であるにも関わらず戦場へと駆け出す。

				「馬を使え！」

				　エフロヴィネが彼等に叫び、ドゥドラは部下と共に馬上となるとすぐさま西へと加速した。

				　馬蹄を轟かせて去る部下達を眺めるベルベットは、魔法を使わないという約束を激しく後悔しながら涙を流す。そんなものを無視して魔法を使いたいという気持ちに懸命に抗う。

				　彼女は、小指の感触が、自分に約束の履行を強いていると唇を震わせた。

				　あの朝、ナルと結んだ小指。そして、自分を受け入れてくれたような向日葵たちの歓迎を、ベルベットは忘れることができない。

				「貴女に、魔法を使うなといった補佐官殿だが……きっと辛いだろうな」

				　エフロヴィネの言葉で、ベルベットは顔をあげる。そうして、俯いていたのだと気付いた。

				「補佐官殿も、ベルベット・シェスターという魔導士の協力を得る意味を考えに考えたに違いない。しかし、魔法を彼の為に使うなとした補佐官殿はきっと……貴女一人に背負わせるものではないと思ったのだろう」

				「私が……背負う？」

				　少女は瞬きを何度も繰り返した。それは、ヒッタイト人女性の言う意味が理解できないからだ。

				　この時、フン族魔導士が疲弊から結界の強度を弱めてしまい、ヒッタイト軍による魔法攻撃がフン族騎兵の一部を爆発で飲み込んだ。爆風と轟音、灼熱の炎の膨張と収縮が、戦場の一部に殺戮を齎す。人馬の残滓が熱風で吹き飛ばされ、死ねた者を羨むほどの火傷を負った兵達の絶叫は聞くに堪えない。

				エフロヴィネが、攻撃を緩めるなと伝令に命じる。角笛が二度、高らかに鳴り響いた。

				「私が、魔法を使ったら何かを背負うのか？」

				　熱が夜空へと上昇することで揺らぐ大気を前方に、ベルベットはエフロヴィネに尋ねる。ヒッタイト人女性は、過去に失った恋人の笑みを脳裏に描き、彼に背負わせた自分達の罪を告白するかのような忸怩たる思いと共に、声を絞り出した。

				「そうだ……貴女が魔法でグラミアを勝たせたなら……貴方はグラミアを背負うことになる。それは、とても大変で、辛いに違いないわ。何かあると皆が貴女を頼り、問題が生じれば貴女が出て行って魔法で解決する。次第に人は、貴女がいるから大丈夫だと思うようになる……グラミアは、貴女がいることを前提で周辺国との関係を考える。貴女がそれに抗えば、守っていたはずの者達は不満を覚え、やがて貴女を憎むようになる……」

				　エフロヴィネは言葉を止め、オデッサ公爵軍到着を告げた斥候の報告に頷くと、即座に指示を出す。

				「オデッサ公と協力して挟み込め。敵が北に逃れても構わぬ。まずはグラミアの補佐官殿をお助けするのが肝要だ」

				　彼女の指示で伝令が動き、ベルベットはオデッサ公爵軍到着を知った。

				「味方が来たのか？」

				「……のようだ。もしかしたら補佐官殿は、ある意味、これを狙っていたのかもしれない」

				「狙っていた？」

				「誘き出して、潰す……にしては補佐官殿の部隊が崩れているから、どうかな？　私の考え過ぎかもしれない」

				　エフロヴィネは、言い終えると少女から離れるように歩きだし、振り向かずに言う。

				「フン族がこれだけの軍勢を集めておきながら……敗れた。また、オデッサ公とヒッタイトが共同でフン族に当たった。このふたつは、間違いなく前進かもしれない。ベルベットどの、そこに貴女も関わったのよ……」

				　立ちすくむベルベットに背を向けて進むエフロヴィネは、部隊を動かしてくれと平伏して懇願した少女の姿を思い出していた。

				　西の空で魔法が炸裂した時、それをヒッタイト人達の野営地で見た少女は、三老の元へと駆け付けると、何度も何度も頼んだ。それはナルの連隊が、敵に襲われているのではないかと恐怖したからだ。ルクシテールが難色を示しても、バスキアが彼の意見を気にして軍を動かすことに躊躇いを見せても、ベルベットは諦めなかった。自分はナルと、彼の為に魔法を使わないという約束をしていて助けることができないから、なんとか救援の部隊を出して欲しいと必死だった。

				　西の空で、派手さを増す魔法の爆発による発光。

				　ついにベルベットは、地面に額を擦りつけて懇願した。

				　彼女を前に、困り果てたバスキアとルクシテールは、それでも首を縦に振らない。彼等は一度だけの会談だけでは、西方諸国の人間とフン族の戦闘に対して、能動的な軍事行動をとることに躊躇いを覚えていたからだ。

				　エフロヴィネは、それならばと、自分が指揮できる部隊を動かすと決めた。二人の反対を押し切ったのは、ベルベットの流した涙を見てしまったからである。そして、クトゥールを助けてくれと、仲間たちに懇願した過去の自分を思い出したからだ。過去、彼女は首を左右に振るバスキアを前に、諦めてしまった。そして、人の手によって処刑されるクトゥールを、遠目に窺い見ることしかできなかったのである。

				　前衛へと進む彼女に、伝令が駆け寄る。

				「ヴィネ様、オデッサ公爵軍が二手に分かれております。一軍が敵後方に突撃、もう一方は補佐官殿の部隊を救おうとする動きです」

				　エフロヴィネは逡巡したが、ベルベットの為に部隊を動かしていると思い出して口を開く。

				「ナル殿をお助けすることを優先する」

				「はっ！　承知しました」

				　伝令が走り去るのを眺める彼女は、リュゼには自分が行こうと決める。

				　それは、ナルやグラミアの為というより、可愛く健気な少女を放っておけないという気持ちであった。

				

				　　　　　　　

				

				　オデッサ公爵軍騎兵連隊四〇〇は、二〇〇と二〇〇に分かれていた。それぞれハンニバルとダリウスが率いていて、ハンニバルの騎兵はフン族後方に控えているアッカラを急襲している。彼はナルから、この草原地帯でフン族が自分達を襲うので、そこを一網打尽にしてくれと知らされた時、半信半疑ながらも従うことにした。というのも、ダリウスが是非と勧めるからという理由と、ナルの連隊が襲われるということは、経路が敵にばれているからだ。しかし帰路につく前に、そのような事を前提にナルが作戦を立てるということは、つまり確率が非常に高いということで、そこには裏付けがあるはずだとハンニバルは考えた。

				　その裏付けとは、情報漏れであると断じた彼は、姿を消したクルティナと彼女の部下達がそれをしたのだという推理を難なく組み立てて、否定できない自分に情けなくなり、このような事を考えさせたクルティナへの怒りを覚えていた。

				　大事にし過ぎたかという強い後悔が、彼に反省を強いる。しかしともかくは敵がいるなら倒さねばならず、またリュゼ子爵連隊が敵襲に遭っているなら助けねばならない。

				　かくして彼は、騎兵二個連隊を先行しフン族にぶつける案を採用すると、歩兵を中心とした部隊群は退路確保を優先とした。一方をダリウスに預けた彼は、補佐官を助けに向かいたいという軍監代理の気持ちを尊重して任せた。そうして自らは、フン族首領へと突進したのである。

				　アッカラは、ハンニバルにとって仇だ。

				　ルヒティの息子であり、ハンニバルの父親を、一騎打ちに応じると見せかけ誘き出し、囲んで殺した憎い相手である。

				　オデッサ公爵ハンニバルは、その仇が騎兵の一団に守られていると軍旗で存在を視認した。彼は馬を加速させつつ、仇を前に驚くほどに冷静な自分に苦笑を浮かべる。敵に迫る騎兵集団の先頭で、その笑みは見る者がいれば、あまりの不気味さに脅えたかもしれない。

				　赤い軍装で統一されたオデッサ公爵騎兵連隊二〇〇が、ハンニバルを頂点に突撃陣形を形成する。

				　フン族も迎撃に動き始めた。アッカラの指示で護衛達が馬首を巡らす。斥候や伝令の報告、連絡が間に合わぬほどの混乱は、リュゼ子爵連隊を倒し、グラミア王補佐官を捕縛してやるとフン族が集中し過ぎていたせいでもあったが、オデッサ公爵軍の接近が速かったという理由もあった。

				　ハンニバルは騎射を命じた。フン族の弓騎兵とは違い、一人ひとりが強弓を持つオデッサ騎兵は、進行方向に向けて水平に矢を放つ。

				　アッカラは、馬上で目を見開いた。

				　迎撃しようと動きだした騎兵が、瞬く間に、雪崩をうって倒れるからだ。

				「何が起きたぁ!?」

				　怒鳴った彼の耳は、グラミア語の咆哮を捉える。

				「突撃(チャージ)！」

				　矢に追いつかんばかりの勢いで突進したオデッサ公爵軍騎兵連隊二〇〇が、アッカラを守る騎兵部隊群に突っ込む。停止あるいは微速での移動であったフン族騎兵は、最高速度で突っ込んで来た赤い(クリムゾン)悪魔(ディアブ)によって内部まであっさりと侵入された。長槍で貫かれ、長剣で叩き斬られ、戦斧で頭蓋を割られ、戦棍で肉体を破壊されたフン族騎兵の絶叫と悲鳴がアッカラから勇気を奪う。

				「退け！　退くぞ！」

				　馬首を巡らした彼は、部隊長達に敵を防げと命じて逃げ出した。

				　部隊を率いる者達は、誰もがお互いを見合い、逃げるか戦うかで迷う。

				　戦闘の最中で、この空白は致命傷である。

				　ハンニバルは、戦斧でフン族騎兵の上半身を縦に斬り裂いた瞬間、血走らせた目で見た光景から、敵が止まったと察した。彼は迷いなく戦斧を掲げ、大音声をあげる。

				「このまま突っ込めぇ！」

				　ハンニバルを先頭に、精鋭騎兵が凄まじい勢いで続いた。跳躍するように加速した集団は、馬蹄の轟きと喚声をあげて敵を蹂躙する。

				　オデッサ公爵はすでに返り血で真っ赤であり、斧を失ってからは鉄弓で敵を殴り殺していた。そして矢をつがえては放ち、それを受けたフン族騎兵の一人が馬上から弾かれるように後方へと落馬する。

				　ハンニバルは矢を放った直後、接近してきた敵騎兵の斬撃を鉄弓で受けると、反撃の一閃で敵の顔を殴った。鉄弓を顔面に喰らった敵兵は、頬を陥没させ、歯の半数を一瞬で失い、片目を飛び出させて落馬する。悶絶する彼は、ハンニバルに続くオデッサ公爵軍騎兵の馬に踏まれ、手足の骨を砕かれても生きていたが、激痛と絶望の中で死へと落ちるまでの、わずかな生しか残されていない。

				　絶え間ない殺戮をフン族に齎したハンニバルは、殺意漲る形相で矢を放つや一人を射殺し、鐙から長剣を抜き放った瞬間に斬撃を繰り出すことで次の敵の肩から腰までを一気に切断せしめた。バシャバシャと大量の血液と内臓をこぼしたフン族の死に様は惨く、それを垣間見た仲間たちは炎王(イフリル)の異名を取る男から逃れようと逃走に移る。

				　ハンニバルは止まらない。そして彼の部下達は、長槍、戦棍を自在に操り、数だけでいえば数倍の敵を蹂躙していく。

				　フン族は崩れ、戦おうとする者よりも逃げようとする者が圧倒的に多くなった。それはリュゼ子爵連隊を襲っていた部隊にも波及し、全軍が雪崩をうって敗走していく。

				

				　この時、ダリウスはリュゼ子爵連隊の旗を目掛けて急いでいた。彼が血塗れであるのは返り血によるもので、奮戦と圧倒は問わずとも見ればわかる有り様である。

				　ダリウスは雪豹(ニクスパルドゥス)の旗が、かろうじて掲げられていると見てナルは無事だと期待する。

				　フン族騎兵の部隊長が、部下を逃がそうとダリウスの前に出る。

				　ダリウスは、鐙から短剣を抜くと無造作に投げた。

				　フン族の部隊長は、顔面を貫かれて飛ぶように落馬する。

				　それを見ないダリウスは疾走した先に、叫ぶ年下の友人を見つけた。

				「ナァル！」

				　友人の名前を叫んだ彼は、長剣を手に取り、ナルに襲いかかる騎兵を睨む。彼の目に、ナルが盾で斬撃を防ぐ光景が映った。

				「おらぁ！」

				　ダリウスの斬撃が、ナルに剣を振り降ろそうとしていた敵兵の背を断ち斬った。背中から血の噴水を噴き上げて倒れた男が馬から落ちる。

				　ダリウスは何やら喚いていたナルの腕を掴み、強引に引っ張り上げると馬に乗せた。

				「逃げるぞ！」

				「待て！　待ってくれ！　俺は生きてる！　部下を助けてくれ！」

				　ナルの訴えに、ダリウスは視線を散らした。

				　リュゼ子爵連隊は、立っている者でも疲労困憊という有り様である。

				「味方を収容しろ！　刃向う敵がまだいれば八つ裂きにしろ！」

				　ダリウスの怒鳴り声に、彼に率いられていたオデッサ公爵騎兵連隊二〇〇が応える。

				　リュゼ子爵連隊を守るように速度を落とした彼等は、下馬するや否や武器を手に未だ残る敵を威嚇する。

				　ナルの連隊を襲っていたフン族騎兵は、潰走する味方と、到着して数を増す敵を見比べ、諦めるように馬首を巡らした。

				　ルナイスは茫然と逃げる敵を眺め、重いと感じ始めた盾と剣を捨てるように手から離す。オデッサ公爵軍兵が、彼と部下達を守るように陣形を整え始めて、助かったのだと理解した彼はそこで座り込んだ。

				「疲れた……いて」

				　思い出したかのように耳が痛み、ルナイスはそこを指で触れてみる。耳朶が裂けて血を流しており、沁みるような痛みが彼の顔を顰めさせた。

				「痛い……な」

				　彼は呟き、倒れた部下達の死体を眺める。

				　そこに、ダリウスに連れられたナルがやって来た。

				　馬から降りたナルは右足の痛みで呻き、ひょこひょこと歩いてルナイスの隣に立つ。

				　兵士達が、疲れた身体を引きずって、負傷した仲間達を助けようと動きだした。

				「閣下……」

				　ルナイスの声に、ナルは彼を見る。

				　馬から降りたダリウスが、伝令を呼び、ナルの無事をハンニバルに伝えよと命じる横でルナイスは喋った。

				「左腕、真っ赤ですよ」

				「あ？　ああ……矢が刺さった」

				「痛くないんです？」

				「痛い。すごく痛い……痛い」

				　ナルは抑揚のない声を吐きだす。そして思い出したように辺りを眺め、クルティナが捕えられたままであることを確かめるとその場で胡坐をかいた。

				　身体が、思い出したように強い疲労を訴えていて、脚にも身体にも全く力が入らなかった彼は、動けないまま、渇きで痛む喉を鳴らした。

				　彼に、ダリウスが水筒を差し出す。

				　ナルは受け取り、蓋を開けて飲もうとしたが、そこで固まってしまった。

				　訝しむダリウスの視線の先で、年下の友人が言う。

				「俺は……生きている……喉が渇くし、足が痛い……腕も」

				　ナルは言い終えて水を飲もうとしたが、激しく震える手が許さない。

				　苦笑した彼は、両手で水筒を持つ。

				　意識して指を動かし、蓋を開けた彼は、深呼吸を一度して、水筒の水を飲む。

				　一口目を飲み、二口目を飲もうとしたが、震えで口から水がこぼれて、彼の衣服を濡らす。

				　座り込んだまま、痛みと疲労で動けない彼の周囲は騒々しい。

				「敵、後退！」

				「ドゥドラ卿の小隊が敵を追撃中！」

				　伝令達の報告に、ダリウスが叫び返す。

				「我々はこの場所で待機！　負傷兵を助けろ！」

				　彼は言い終えるとナルを見た。

				「おい、歩けるか？」

				「ああ……」

				　立ちあがろうとするナルだが、片膝をついたところで諦める。

				「悪い……無理だ」

				　ダリウスがナルの右手を掴み、引っ張り立たせて肩を貸した。

				「生きてりゃ、痛いも辛いも……あれもこれもあるさ」

				　彼は、年下の友人を馬に押し上げて乗せると、部下に先導を命じた。

				

				　　　　　　　

				

				　ノヴァ。

				　異民族と総称される複数の少数民族が、物々交換をこの地で始めたのが発祥と言われている。現在は一〇〇〇人ほどの人口を抱える町にまで成長しており、グラミアやオルビアンの金貨、銀貨、銅貨が使用されている。建物はいずれも木造平屋で、土地を有効的に使うという意識からは遠いが、城壁がないためにいくらでも拡張できるから問題は生じない。

				　ナルはオデッサ公爵によって借り上げられた宿の一室で目覚めて、自分を覗きこむダリウスを見た。

				「お、起きたか？　安心しろ。ベル様が処置をしてくださったおかげで、お前の右足は切断しなくてすんだぞ」

				　麻酔で眠らされた後の記憶がないナルは、布団を撥ね上げて包帯が巻かれている右足を見た。そこで思い出したように痛みだした足が、彼の顔を歪めさせる。

				　ダリウスが部屋の外へと出て、すぐにベルベットと共に現れた。

				　少女は白衣姿で、袖をまくしあげている。彼女は粉薬を用意していた。

				「ナル殿、痛み止めなのだ」

				「ベルベット……」

				　開け放たれた扉から、エフロヴィネが顔を見せた。

				　水と薬を受け取るナルは、ダリウスとベルベットの背後に立つヒッタイト人女性を見て、彼女が部隊を動かしてくれたのかと理解すると共に、西方諸国の人々に対して最も辛辣であった彼女がどうしてと疑問を抱く。

				　薬を飲む彼に、エフロヴィネがベルベットの肩に手を置いて、柔らかな口調で言った。

				「補佐官殿、ベルベットどのに感謝するといい。彼女が援軍を出してくれと頼んだから、私が部隊を動かした」

				　薬を飲み終えたナルは、苦味よりも意外さで固まる。

				　ベルベットは、照れたような笑みを浮かべた。

				「いや、私は頼んだだけなのだ。それに、ダリウスやオデッサ公が来たから、もしかしたら余計な事をしたのかもしれないのだ」

				　彼女は言い終えるや否やくるりとナルに背を向けて、他にも怪我人がいるからと小走りで退室する。

				「あのベル様が、頼まれてもいないのに自分から負傷兵達の治療を買って出た。ナル、お前はベル様にどんな魔法を使った？　お前と出会ってから、なんだか別人みたいだ」

				　ダリウスの感想に、ナルは微笑む。

				「いや、あれが彼女だよ。彼女は……ああいう人だよ」

				　ナルは左腕の包帯を眺めると、下着姿のままであるから上半身が露わであった。改めて、切り傷や擦り傷、打撲の痕が残る自分の身体を見て、彼は右手の拳を握った。

				「生きている……おっさん、助かった。正直、間に合わないかと思った」

				「ちょっと慌てたぞ。それにしてもお前、珍しいな。あんなギリギリの作戦を立てるなんて」

				「いろいろとね……アブリルさんの事もあって、南の事もあるし、時間がなかったから……でも、ここまでやばいとは思ってなかったんだ……クルティナに陣形を乱されてから一気にガタついた」

				　ナルの言葉でダリウスが腕を組む。その隣で、エフロヴィネが「話さないのか？」とダリウスを見た。二人は既に名乗り合っているとナルは感じて、自分は果たしてどれほど寝ていたのかと不安になる。

				「けっこう、寝てたか？　俺」

				「丸一日」

				　ダリウスは答えると、話しておくかと言葉を紡ぐ。

				「そのクルティナだが、ハンニバル卿が斬首に処した。ご自分で……だ」

				「……そうか」

				「驚かないのか？」

				「そうしてもらわないといけないから、生かしていたんだ。これで、テュルクは守れる」

				　ナルは、テュルク全体に罪が及ばないように、ハンニバルがクルティナを罰する図が必要であると考えていて、その通りになったと知って安堵するも、恋人を自分で斬った青年を想い、複雑な心境となる。そんな年下の友人を眺めるダリウスは「まだ、ある」と断りを入れて続けた。

				「テュルク族の族長は、責任を取って自害した」

				　ナルは自分が蒼白になったと自覚する。

				　エフロヴィネが、結い上げた髪を解きながら口を開いた。

				「アッカラは逃亡したが、フン族は大敗した。求心力を失ったアッカラはしばらく動けないだろう。もしかしたら、フン族内で権力争いが生じるかもしれない」

				　彼女の発言を聞きながらも、全く頭に入らないナルはただ頷くことしかできない。

				「ハンニバル卿が、お前が目覚めたら会いたいと仰っている。着替えろ」

				　ダリウスに促されたナルは、狼狽えるように喘ぐ。

				　彼は、自分にアブリルの事を頼んだヴィネヴを思い出していた。

				　あの時、曖昧な返事すらできなかったナルは、胸の奥を掻きむしられるかのような感覚に呼吸を荒くする。ダリウスが彼を案じ、エフロヴィネがベルベットを呼びに部屋を出た。

				「大丈夫か？」

				　ダリウスの問いに答えられないナルは、自分の胸を掴み、呼吸の仕方を忘れたかのように口を開閉させた。年上の友人に背を撫でられ、落ち着けと言われて深呼吸を試みる彼は、空気を大きく吸い込み、ゆっくりと吐きだす。

				「ダリウスさん……」

				「どうした？」

				「俺は……俺はたくさん部下を殺した。ハンニバルさんに、恋人を殺させた……ヴィネヴどのに、自害させた……それでも、それでも俺は生きている」

				　ダリウスはナルを案じる表情から、同情へと変化させる。それは、人の死から逃れられない道を選んだナルが、常にそれで苦しみ、それでもまた歩くしかないとわかってしまっているからだ。

				　そこから、降りることはできないと、ナルもダリウスもわかっている。

				「俺達は生きている」

				　ダリウスはナルに声をかけ、寝台に腰掛けると友人を支えてやる。

				「俺達は生きている。生きているんだ……ナル、でもそうしなければ、守りたいものを守れない」

				　ナルは顔をあげた。

				「ああ……ああ、そうだ。こんなにも苦しい先にある未来は、かけがえのないものでなければならない。未来の人達が……簡単に放り出したりしない尊いものでなければならない……わかった。わかったよ、おっさん。俺……先生が言っていた意味、ようやくわかった。未来に何を築くか……その為に俺達は今、生きているんだよ」

				　ナルはダリウスを見る。

				「俺……俺だからこそ進める先がある。暮らしていた日本があった世界を知っていて、この世界も知っている俺だから……できることがある」

				　ダリウスは頷き、ナルの着替えを手伝おうと腰を浮かした。

				　エフロヴィネに呼ばれたベルベットが、慌てた様子で飛び込んでくる。

				「ナル殿！　……お？　大丈夫なのだ？」

				　寝台から出たナルは、ズボンを穿きながら頷く。

				「ああ……イテテ……大丈夫。苦しかっただけだ」

				「あ、ナル殿！　待て！　動くな！　右足はとんでもなく重傷なのだ！」

				　ベルベットがナルに駆け寄り、彼の身体を支えると寝台に座らせる。そしてダリウスを睨んだ。

				「ダリウス、お前がついていながら！　まだ動かせないのだ。足の傷口が開くと、また大出血なのだ！」

				「申し訳ありません……」

				　恐縮するダリウス。

				　ベルベットはナルの右足を眺め、忙しい彼に寝ていろと強いるのは無理だと理解しているから、彼が動く際に、右足に負担をかけない方法は何だろうかと考えた。

				「そうだなぁ……杖……作るのだ。右足で、しばらく地面を強く踏んだりしては駄目なのだ」

				「風呂は？」

				「濡らすな。左腕も……矢をだなぁ……無造作に抜くから傷が大きくなっていたのだぁ……次からは駄目！」

				　叱られたナルは、本気で心配してくれている少女に感謝する。

				「わかった。すまない。心配かけて……あの、杖は、樫にしてもらえる？」

				「樫？　この辺りには生えてないのだぁ……ま、何とかする。ダリウス、わかったな？　探すのだ」

				　ダリウスの情けない顔で、ナルは笑みを取り戻すことができた。

				

				　　　　　　　

				

				　草原のただ中で、ナルはダリウスに肩を借りて立っている。

				　すぐ後ろにルナイスが控え、ベルベットもいた。その少女のすぐ後ろには、エフロヴィネが佇んでいる。彼女は、血の濃い匂いが残る草原に秀麗な顔を歪めていた。

				　彼等が立つ場所は、あの夜に戦場となった草原である。

				　フン族の死体は未だ多く転がったままだ。

				　ナルは目覚めた日の夜に、ハンニバルと会った。そして、クルティナの生首とも対面した。それは、恋人を死んだことにして逃がしたわけではないという証拠であり、これでハンニバルはナルに謝罪をした。

				　それから二日後の今日、昼過ぎ、ナルは草原に来ている。傷は癒えていないが、これ以上寝ているわけにはいかないと彼は立った。彼は、オデッサ公爵軍と共に海上に出て、南に向かわねばならないのだ。

				　しかし、その前にどうしてもナルはここに来たかった。

				　自分がした失敗を、よくよく記憶に焼き付ける為だと彼は言った。

				　どうしてナルが、失敗だと思っているのか誰にもわからない。

				　だがダリウスには、ナルの甘さがクルティナによる裏切りを招いたと見ていた。そしてそれは、正解に近い。

				　ナルは、クルティナに対して甘かった己を許せない。もっと早く、彼女を止めていれば、違った現在があるはずだからだ。この草原で、部下達が死ななくてもよかったはずであると彼は唇を噛む。確かに、フン族を素早く殲滅できたが、今のナルには、それよりも失った部下達を惜しむ気持ちが強かった。

				　そんな自分をナルは、弱い人間だと思う。策を練り、多くの人を殺めることを存在意義とする彼には、不必要な弱さだと知っていた。それでも彼は、人らしさを失いたくないと願い、これからの自分を憂う。

				　いつか、人の死を何とも思わなくなってしまうのではないかと不安を覚えた。

				　風が吹く。

				　草原に、緑のさざ波が走った。

				　漂っていた腐臭が払われたが、すぐにまた空気を汚し始める。　

				「ダリウスさん……俺は、これからもたくさんの人を殺すだろう」

				　ナルが言う。

				「たくさんの人から、恋人、友人、子供を奪うんだ」

				「ああ……」

				「まともな……人並みの幸せを望めないような気分に、あんたがなったのもわかる」

				「……お前は俺みたいになるな。諦めたからといって、許されるわけではないんだ。ただの自己満足だ。だいたい、お前には、お前との幸せを望む人がいるだろ？」

				「ああ……だから俺はやる。絶対に作る。俺達の次の世代が、俺達のような苦労をしなくてもいい国を作る……死んでいった仲間達にはできないから……彼等の分まで、俺は……やるよ」

				　風がまた、吹いた。

				　死臭が、二人の鼻孔に流れ込む。

				　しかし彼等は、表情を変えない。

				「ダリウスさん、あんたにも、あんたの幸せを願う人はいる。俺もそうだし、陛下も……ベルベットもきっとそうだよ」

				「……」

				「でも、嫌だろうけど、もうしばらく、助けてよ」

				　ダリウスはナルの横顔を眺め、鼻で笑う。

				「いちいち頼むな。年長者はな、若者を助ける為に歳を重ねてきたんだ」

				　ダリウスが右手を握り、ナルに差し出す。

				　ナルは左拳を、そこにぶつけた。

				　コツン、という感触だけでも、その響きでナルは痛みに呻く。それを見て、情けないとダリウスが笑い、ルナイスへと目配せを送った。


                			

	








			
            　副官が、馬の手綱を引く。

				　ナルは、ダリウスの助けを借りて馬上となった。

				　ルナイスが引くことでナルは馬首を巡らす。そして、ハンニバルの険しい表情と、彼の後方に整列する軍勢の猛々しさを目に映した。

				　オデッサ公爵ハンニバルが、赤い甲冑を鳴らして馬を進め、ナルへと伝える。

				「コンスタンタの商会悉く承知し、船は確保できています。ナル殿、アラゴラとオルビアンへ、滞りなく参れます」

				「ご差配、お見事です、閣下。計画通り、お願い致します」

				　ナルの言葉でハンニバルは顎を引き、力強く手綱を引くと馬首を巡らす。

				「補佐官閣下のご指示にて！　アラゴラへと参る！　東部都市国家連合！　アラゴラ南部諸侯を倒す！　出撃！」

				　ハンニバルの宣言で、オデッサ公爵軍三〇〇〇が一斉に剣を掲げる。昼過ぎの陽光を反射した甲冑と白刃の煌めきは眩しく、ナルは微かに目を細めていた。

				　オデッサ公爵軍が、グラミア王補佐官の為に左右に割れて道を作る。

				　ナルは、その道を進む。

				　彼は、前だけを見据えていた。


                			

	








			
				　グラミア東方で、フン族を撤退に追い込んだオデッサ公爵軍が、海上を南下するべくコンスタンタを出港した。軍船だけでは足りず、商会が所有する商船まで総動員したこの動きは、アラゴラ地方を経由し、リュゼを急襲した作戦時の経験が活かされている。

				　この援軍到着を待つグラミア諸侯の軍勢は、まだまだ激しい攻勢に晒されていた。

				　グルラダ南のグラミア諸侯の陣地に、猫背の伯爵は慌ただしく駆け込むと、忙しいマルームに近寄り一礼する。マルームの目には深い隈が刻まれ、唇は紫色に変色している。彼の疲労と苦労が窺える有り様であった。

				　そのマルームに負けず劣らず疲労困憊のサヒンは、苦戦する戦場を転戦連戦し、公道の西側に広がる森へと連隊四〇〇と共に入った。

				　巨大な月が浮かぶ空は、輝きと影を共栄させていて星達は小さく薄く光るのみだった。それも幕の様な雲に隠され、グラミアの六連星だけがよく目立つ。

				　凹凸の激しい地面を踏み、地表を這う木々の根を乗り越えた彼らは、金属がぶつかり合う音の重なりに一度、前進を止めた。

				　サヒンは激戦の予感に身震いし、激しく肩を上下させると、ありったけの声で叫んだ。

				「前進！　弩！　斉射し味方の後退を助けぇ！　敵が来たらぶつかり押し返すぞ！」

				　サヒンは、木々が作る闇の下で、鮮やかに浮かび上がる火花を睨んだ。

				　その方向に、キリヤ伯爵連隊が突き進む。

				　彼等がこの夜、死闘を演じる森の中に入った頃、それを命じた司令官は、怒りを燃やすかのような輝きを目に宿し南を睨んでいる。

				　マルームは、踏ん張らねば立てないと、疲労で震える脚を殴った。

				　ルマニア公爵を苦境に追い込んでいる東部都市国家連合軍は、本国からの増援もあり数を増している。数はそのまま圧力となり、ゲオルグの奮闘で得た休息の後、それ以前よりも激しい敵の攻勢に晒された。

				　死体で築いた土塁に油を撒いて燃やすことで時間稼ぎをしたゲオルグは、戦い疲れた兵達では無理だと判断して後退している。そして部隊の再編を急いでいた。

				　オルビアン軍は奴隷兵を突っ込ませて炎の壁を突破すると、一気に土塁へと接近し、矢、魔法をグラミア軍にぶつけた。矢を盾で防ぎながら、土塁に取りつき乗り越えようと一気果敢に攻めたてる。そこにグラミア側の弩砲が吠え、金属の弾丸で人を盾ごと貫き殺す。血が地に吸い込まれるより早く、新しい人血がその上に降り注ぎ、肉と内臓が千切れ飛んだ粘着質な物体が、グチャグチャと音を立てて地面に降り積もった。

				　東部都市国家連合軍は数でグラミアの防御拠点を攻めつつ、公道の左右に広がる森の中に小規模の連隊を次々と投入し、敵の背後に回り込ませようとしている。

				　当然、マルームはそれを察知しており、公道上で繰り広げられている激戦の指揮を執りつつ、森の中を北上する敵の動きにも対応していた。戦線を下げて対抗すると判断したからこそ、防げている状況である。それでも、森はいくつもの戦場を作ってしまった。

				　部隊間の連携が取りづらい地形が現状を招いてしまっているが、グラミア人達は敵を自分の後ろに行かせてはならないと踏ん張る。その彼等を、東部都市国家連合軍は数の多さで押す。

				　ルマニア公爵は苦戦する戦場に部隊を投入しつつ、戦い疲れた軍兵を後退させて、僅かでも回復させるといった事を、気を失いかねない重圧の中でも絶やさなかった。少しでも戦場に部隊を置いておきたいと考える指揮官が多いなか、彼のこれは基本に忠実であるがゆえに効果があったと言える。

				　そして常に最前線に近い場所に立つ彼の姿は、休む兵隊をその背中で奮い立たせる。自分達には休めといいつつ、立ったままで食事を済ませる公爵の姿は、これまでのグラミア貴族には無かったものだ。そして、彼に倣い中小貴族達も襟を正した。

				　小便すら甲冑をまとったまま垂れ流すマルームは、汗か尿か分からぬ悪臭に苦笑しながら、それでも立ち続ける。

				「風呂に入りたい！　はやく敵を追い返せ！」

				　苛烈な指示の合間に、マルームは冗談を叫ぶ。兵達はそれで疲れを少しだけ忘れる事ができた。

				　東部都市国家連合軍から矢が放たれるも、マルームは盾を掲げたまま指示を出す。兵が彼の代わりに悲鳴をあげ、地に倒れた時、ルマニア公爵に抱き起こされた。

				「死ぬな！　命令だ！」

				　左の胸に刺さった矢を見た兵士が、この人を助けられたと安堵で瞼を閉じる。そしてそのまま、呼吸を止めた。

				「撃ち返せ！」

				　土塁の後方では、矢を地面に突き立てたグラミア弓兵がずらりと並ぶ。矢よけの盾の後ろで、地面から矢を抜き、つがえ、放つといった動作を飽きる事なく続ける兵達。その彼らの前に、矢を次々と刺し並べる兵達。

				　彼らは仲間を抱きかかえたまま声を発し続けるマルームのマントの端が、死者の血を吸って重く濡れていくのを見た。

				「報告！　東の森！　防御線を突破されました！」

				「新たな防御線を張る！　待て！」

				　マルームは怒鳴り、傍に控えていた兵に地図を開かせる。彼は方眼紙に記された森の地図と記号を眺めつつ、伝令、側近達と短い会話と視線を交わし、顔をあげた。

				「チャクダ、デアトロの地点に集結！　ここは砂丘がある。砂丘の手前、丘の上に布陣！　ガシィール卿に持ち堪えろと厳命しろ！　ムトゥの連隊を応援に回せ！」

				　マルームの声に伝令が散る。グルラダから見て東側の森に展開する味方へと指示を知らせる為に、彼らは軍用犬を離した。ゴーダ地方で改良された事から、ゴーダ犬と呼ばれる小型の犬達は、山間部での行動に適した太く短い脚を持ち、小回りと体力に優れていた。それらが、首輪に指示書をつけられ、それぞれの主人の元へと一斉に走り出す。

				「投石機！　東の森へ集中して放て！　後退を助けるぞ！」

				　怒鳴ったマルームに、悲鳴混じりの報告が届く。

				「岩がありません！」

				　マルームが歯を軋ませる。ここで、刹那の反応で盾を掲げた彼は、東部都市国家連合による矢の雨に晒され、死んだ部下を守るように屈む。その右肩に矢が刺さり、彼は呻いた。

				　冑が甲高い金属音を鳴らし、続けて襲った矢を防いだと彼の耳に届ける。

				　マルームは立ち上がり、肩の負傷は大事ないと決めつけ、その腕を前方に突き出す。

				「敵の前進を止めろ！　弩砲！　さぼるな！」

				　公道上を迫る敵の前衛に、グラミア軍が弩砲を撃ち続ける。この時の弾は、子供の拳程の大きさの鉄球で、それが敵兵達を直線でなぎ倒した。文字通り、人に穴を開けた兵器は土塁にずらりと並べられ、既(すんで)のところで東部都市国家連合の接近を食い止めている。

				「報告！」

				　伝令の声に、マルームは汗に濡れた顔をあげる。

				「陛下がご到着！　グルラダには入らず、そのまま南下！　まもなくご到着！」

				「よぉし！」

				　ルマニア公爵マルームが吠える。

				「陛下に情けない姿を見せてはならん！　敵をぶち殺せ！　手足をもがれても戦え！」

				

				　　　　　　　

				

				　イシュリーンは馬車から降りた瞬間、矢と魔法が飛び交う戦場の上空を眺めて双眸(そうぼう)を鋭く細めた。美しく冷徹な支配者の顔となった彼女は、白いマントを揺らして進みながら、ジグルドとレニアスに命じる。

				「森を焼く。アルウィンに油を用意させろ。方法は問わない」

				「は」

				　レニアスが一礼し離れて行く。

				「マルームと代われ。彼が倒れたら大変だ」

				「は」

				　ジグルドが駆け出した。

				　そして王も土塁へと進む。近衛達が盾を連ねて彼女を守るなか、イシュリーンはアビダルを見た。

				「騎兵を後方に集結させておけ。追撃に必要だ」

				「かしこまりました。しかし陛下、まだ先ではございませんか？　騎兵の突進力で敵を後退させては？」

				「混戦では騎兵の速度が活かせない。騎兵は駆けてこそ、だ。使いどころで疲れていると困る」

				「承知しました」

				　近衛連隊長が一礼し、数名の部下を伴って王から離れた。

				　陣地へと急ぐ彼女をまず出迎えたのはゲオルグで、彼は王を迎えると、彼女に続き歩きながら状況の報告に努める。

				「敵、増援が継続的に行われております。オルビアンから、傭兵も多く派遣され始めております」

				「わかった。これから国軍と諸侯の部隊を順次に入れ替えていく。諸侯の部隊は後方に回り再編。追撃まで待機だ。その差配を頼む」

				「承知しました」

				　軍務卿がその場に残り、王と近衛達が進む。この時、一足早く前線に到着したジグルドは、作戦卓によりかかりながら指揮をするマルームに駆け寄って支えていた。

				　軍医を呼ぶジグルドの声がイシュリーンに届き、彼女はマルームが負傷したのではないかと焦って走り出した。

				「マルーム！」

				　思わず叫んだ彼女は、ジグルドに抱えられたルマニア公爵の汚れた笑みを見る。

				　汗と血にまみれた彼の笑みに、イシュリーンは安堵の表情で近寄る。そして苦労を労わるように、彼を抱きしめた。

				　驚くマルームの耳に、彼女の声が届く。

				「耐えてくれて助かった。マルームはいつも私を助けてくれる。感謝している」

				　ここで緊張の糸が切れたのか、ルマニア公爵の身体から力が抜けた。彼は突然に眠り出して、いびきをかきながら兵達に運ばれて行く。

				　伝令が素早く集まり、王とジグルドを中心に輪が描かれた。そこに、斥候も加わる。

				「オルビアンの軍勢を引きつけるだけ引きつける。オデッサ公爵はすでにコンスタンタを発っている。彼の軍勢と連携し、敵を駆逐する。まず！　諸侯の部隊の後退と共に国軍を前に出す。部隊編成は昨日の編成表の通りで変わりない。各部隊に通達せよ」


                			

	








			
				　イシュリーンの命令で伝令達が散る。

				　斥候がここで、報告をあげた。

				「申し上げます。東西の森は混戦ゆえ、諸侯の部隊の後退が難しい状況でございます」

				「……戦場が分断されているのか？」

				　質問はジグルドによるものだった。

				　彼は、森の中では部隊と部隊の連携が取りにくいが為に、部隊単位で戦わねばならず、結果としてあちこちに戦場が散らばっているものと推測した。

				　隻腕(せきわん)の青年は、王の横顔を見る。

				　彼女は表情ひとつ変えることなく、断言した。

				「後退できぬまま倒されてしまう者達もいようが、致し方なし。敵に森を突破されるほうが問題だ。国軍を投入する。その中で、助かる者は助かるだろう」

				　彼女の声は、ジグルドが聞いても冷静そのものだった。

				　しかし、その内面は叫び出しかねないほどの悔しさに満ちている。

				　イシュリーンは、だからこそ力強く続けた。

				「かまわぬ。火矢を撃ち始めよ。矢が尽きるまでだ」

				　王の命令で、周囲が慌ただしくなる。

				　一方の東部都市国家連合軍指揮官スキピオは、オルビアンから到着した増援を次々に投入することで戦局の優位性を保つ判断をした。

				　こちらも斥候が訴える。

				「敵の反撃が強く、前進が捗りません」

				「かまわん。押せ。これはもう野戦ではない。ここを抜けば終わる攻城戦である」

				　この読みはある意味で正しかった。

				　グラミアはここで敵を防ぐことができなければ、グルラダを失い、占領地の多くが敵の進出に脅かされることになる。面を押さえる為の点が、グルラダ南の森林地帯となっているからだ。

				　空を駆ける火矢の量は多く、地上では一瞬毎に人が死ぬ。

				　魔法攻撃の応酬と、接近戦の連続は終わらない。

				

				　　　　　　　

				

				　南北縦断公道(グランミジュペル)の西側の森。南北に二〇〇〇デール、東西に三〇〇〇デール程のそこは、反王制を謳った者達の末裔と、今も特権階級の支配者達に従う者達が激しく戦っている。

				　サヒンは兵達の作る盾の壁に守られ、口と手を動かし続けていた。

				「南東のダシェ子爵の部隊が苦戦している！　一個小隊を向かわせろ！　ヒャルシェク！　西に移動し敵の包囲行動に矢を見舞ってやれ！　弩砲を後方に設置！　小川の後ろの丘だ、馬鹿！　さっさと行け！　投石は何で止まっている!?」

				　怒鳴り、後方に振り返った主の顔を間近で見たブリジットは、汗で濡れた青白い顔に眉を寄せる。一睡もしないまま指揮を執り続けるこの男は、その人生の中でも間違いなく最大に肉体を酷使しているだろう。絵ばかり描いてきた手は、指揮棒代わりの木の枝を握り、絵具の代わりに部下の人血で頬を汚している。

				「サヒン様！　休んでください！」

				　ブリジットが前に出ようとするも、サヒンは眠そうな目で彼女を睨み止めた。

				「うるさい！　愛想無し(ブリジット)は俺を守る事だけ考えていろ！　指揮をしながら俺まで守れんだろうが！」

				　大声で従者の女を叱った彼に、周囲の兵達が笑い声をあげ、「何がおかしい!?　真面目に戦え！」とキリヤ伯爵がさらに怒鳴った。

				　その大きな声が悲鳴に変わったのは、敵から放たれた矢がサヒンの鼻先を通過し、木の幹に刺さったからだ。

				「くそ！　くそ！　殺す気か!?　撃ち返せ！」

				　喚いた男は涙混じりに叫び、それでも気丈に立ち続ける。息が苦しいという理由で面当てを拒否し続けていた彼も、ブリジットの手からそれをひったくり慌ててつけた。ここでブリジットが、許可なく主の前に進み出る。敵の勢いと味方の動作を比べ、接近を許すと判断したからだ。

				「抜剣！」

				　東部都市国家連合軍の兵達が、戦闘中に女の声がしたと驚く。

				　その原因となったブリジットは、歩兵と共に弩兵、弓兵を守るべく前へと出た。

				　木の根がうねり、大地の不整形は走りにくく、数名の兵が転倒する。だがそれは敵も同じであり、頭上を覆い夜空を隠した枝葉の下で、鉄と鉄、人と人がぶつかり合い、火花と命をいくつも散らした。

				　サヒンは思う。

				　どれだけ敵を殺そうとも、どれだけ領地を得ようとも、戦いが無くなる事などない。彼の目の前の光景が彼にそう訴えている。

				　人は、殺し合う事が好きなのだ。

				　彼は疲労と睡魔でかすむ視界に、ブリジットの背中を見た。彼女は細身の剣を素早く動かし、敵の甲冑の隙間に白刃を滑り込ませる事で、いくつもの絶叫を発声させていた。時に鋭く、時に妖しい煌めきを発した彼女の剣は、血に濡れるほどに斬れ味を増すかの様にサヒンに映った。

				「援護！　一暴れしたら後退してくるぞ！　味方を収容しつつ矢を浴びせろよ！」

				　サヒンの冑の羽根飾りが風に揺れ、彼はマントを翻し後方へと歩く。その先に、弩砲を地面に設置する部下達を見た。

				「できたか！」

				「土では固定できません！」

				　反動が大きい弩砲は、石のような固い物の上に置き、打ちつけて固定するのだが、森の中には平坦な表面などなく、固い地面も無かった。彼は敵と白兵戦を繰り広げる部下達を確認し、まだ大丈夫だと信じて走った。

				　苦労する工作兵達の頭を殴り回った彼は、地面を足で踏む。

				「大樹を切り倒し、そこに設置しろ！　土の上よりマシだろうよ！」

				　斧を手に持った兵達が慌てる。作業を眺め、汗を拭いながらサヒンは焦れる。

				「まだか！　味方を早く後退させてやらねばならんのだぞ！」

				　怒鳴った彼に伝令が走り寄る。

				「投石機が岩不足で撃つのをやめております。現在、グルラダの城壁を崩し運んでいる模様！　しばらく時間が欲しいと国軍ジグルド将軍の言でございます！」

				「偉い方はすぐに待てと言う！　待てぬ！」

				　興奮し声を荒げたサヒンは、畏まる伝令の前でグラついたが、なんとか踏ん張ると、伝令に怒鳴った。

				「将軍閣下に伝令！　敵の圧力大！　投石の援護なくては支えられぬ！　岩が駄目ならせめて兵を回して頂きたい！　増援はいつ来る!?　いい加減にしろ！　以上だ、行け！」

				　彼は走り去る伝令の背中を睨みつ、すぐに踵を返して小川の水を跳ね上げ走った。激しい白兵戦も、数で負けるキリヤ伯爵軍は敵を前に後退を始めていた。

				「敵！　後方にさらに増援！」

				「忌々しい！　鼠でもこうは増えんぞ！」

				　サヒンは斥候に舌打ちを返し、掠れた声を発した。唾液さえ枯れた口の中は血の味に満ちて、彼は息苦しさに渋面を作った。

				「前衛を後退させろ！　弩！　ぶっ放せよ！」

				　苦い薬を飲んだかのような顔のキリヤ伯爵の指示に、兵達が引き金に指を置き構える。角笛に反応したブリジットが、隊列を乱さず後退を始め、それに合わせて盾を並べた後衛が前進する。ふたつが交差した瞬間、迫る敵に至近距離から弩の斉射が行われた。

				　吹き飛んだという表現が相応しい有り様で、東部都市国家連合軍前衛が後方に飛ぶ。粘着質な赤い液体が森を汚し、土と混じり泥となった。その上にばしゃばしゃと倒れるオルビアンの兵士達。

				　キリヤ伯爵連隊は、ようやく後退をすることができた。

				

				　　　　　　　

				

				　夜が明け、昼となっても戦いは続く。両軍ともに日夜かまわず戦い、兵達は皆、疲労が濃い。これはスキピオが数で勝る状況を利用するべく指揮しているからで、イシュリーンは単純ながらも効果的な敵の判断をまずは認め、だから苛立つ。

				　グルラダの城壁を破壊し、運ばれる岩が到着し始めた。

				　グラミア軍から投石が行われ、戦況は落ち着くかとジグルドは期待したが、スキピオは慎重さを捨てたかのように全軍を動かしている。一刻ごとに部隊を入れ替えての連続攻撃は、グラミア国軍であっても苦しい。

				　ついに土塁へと東部都市国家連合軍の前衛が肉薄し、グラミア軍は白兵戦を強いられていた。高さ二デールの土塁に取りつく敵に、土塁に開けられた隙間から槍、矢をぶつけていく。

				　ここまで接近されては土塁の上に並んだ弩砲も使えず、イシュリーンは弓兵に怒鳴った。

				「敵の後ろに放て！　敵を分断しろ！」

				　王の叫びに応じたジグルドが、火矢を撃ち続けろと叫ぶ。弓兵達が、鏃に巻き付いた油まみれの布を確かめる。松明を持った兵が、右から左へと走り、弓兵達の矢に火を灯していった。

				「土塁を越えさせるな！」

				　ジグルドが怒鳴った。

				　突撃兵を前に出した彼は、接近してきた東部都市国家連合軍前衛とぶつかった兵達の背中を見る。

				　彼は左袖を翻して王に叫んだ。

				「陛下！　お下がりください」

				「ここにいる。私がここにいれば、兵達は進む！」

				　彼女は右手を突きだす。

				「前進！　敵を押し返す！」

				　グラミア国軍の青い甲冑が、鉄の波となって一気に進む。矢の援護を受けて突進した彼等は、土塁目掛けて突っ込んで来た東部都市国家連合軍の前列に槍をぶちこみ、剣を叩きつけ、戦斧で蹂躙した。

				　東部都市国家連合の軍兵は、勇猛なグラミア人相手に後退を余儀なくされる。スキピオはこれを後方から見て、また斥候の報告を聞き、グラミア王が国軍を率いて立ちふさがっていると知った。

				「さすがに強い。帝国やグレイグ公に連勝しているだけはある……が、こういう戦闘では数の差が力の差になる。小細工を使えない狭い地形、両側の森でも我が軍が優勢で敵を押し込んでいる……正面でぶつかり合うだけの戦いでは数が物を言うのだ」

				　彼はクィストスに伝令を走らせた。

				「戦い続ければ、単純に勝つ」

				　一方のイシュリーンは、アビダルの騎兵を動かした。近衛連隊を中心とする精鋭三〇〇が、森を西回りに迂回する動きを取り始める。これは森の南側に陣取る東部都市国家連合の指揮官陣地を狙う動きで、前ばかりに敵を集中させないという意図を持っていた。

				　到着から二日目の午後、彼女は騎兵による攻撃と投石によってスキピオに痛撃を与えることに成功する。

				　次々と伝令が王へと戦況を運び、騎兵による突撃は成功したと彼女は知ったが、それでも東部都市国家連合軍の攻勢は緩まず、両軍の狭間、土塁を挟んで双方の兵士が倒れる数は増すばかりだった。

				「陛下、都の政務卿閣下からです！」

				　激戦の中、届いた後方からの報せにイシュリーンは緑玉の瞳を煌めかせた。

				　差し出された文(ふみ)には、南部諸国との交渉状況が記されており、彼女は書記官に命じて返事を書かせながら、戦闘の指揮も執る。

				「投石を絶やすな！　……会談の場所は後日指定でかまわぬ。こちらが指定する。カペラになど行く暇はない。私が彼等を呼びつけるのだ。この図は大事である……どうした!?」

				「報告！　オデッサ公から鷹が到着！」

				「読む！」

				　新たな伝令が、渡鷹(バザードイグル)で運ばれたハンニバルの文(ふみ)を王に差し出す。彼女はそれによって、オデッサ公爵軍三〇〇〇がアラゴラの東海岸から上陸したことを知った。

				「よし、勝った」

				　断言した王は、周囲に声を大きくした。

				「皆！　炎王(イフリル)が軍を率いて駆け付けてくる！　勝つぞ！」

				　鼓舞された兵達が雄叫びをあげる。

				　良い知らせがさらに続く。

				「報告！　レニアス閣下の連隊、到着！　焼き討ちの準備が整います！」

				「火攻めを徹底する。投石器で油を森にばら撒け！　火矢を撃ち続けろ！　焼き尽くせ！」

				　鋭く叫んだイシュリーンが手を水平に払う。

				　ジグルドが伝令達に叫ぶ。

				「森の中の各部隊に後退命令！　犬も全て使え！　急げ！」

				

				　同時刻。

				　この時、キリヤ伯爵連隊は公道西の森で、東部都市国家連合軍の攻撃に悲鳴をあげていた。

				　木々に隠れ進む敵は、小隊ごとにまとまり前進してくる。等間隔で分散し迫る彼らは、キリヤ伯爵軍の弩砲の威力を殺すためであった。

				「密集したらあれにやられる。広く散開して敵に迫れ」

				　現場指揮官の指示で、東部都市国家連合軍兵が進む。

				　小川を挟んで、木を盾に矢を撃ち合う中、サヒンは敵の炎弾(イグニト)に苦しめられている。

				　彼は仕方なしと判断した。

				「ここを完全に敵に渡す。こちらは……後方の崖の上で敵に備える。人の身長ほどもある高さだ。土塁の代わりにはなるだろう」

				「回りこまねばなりません」

				　汗に濡れたサヒンの髪を、ブリジットが整えながら返す。二人の周囲で士官達が盾を並べ、サヒンに従属する小貴族達が部下達に怒鳴っていた。

				　サヒンは、汗まみれの下着を脱いで小川に飛び込みたいという欲求に喉を鳴らす。

				「サヒン様？」

				　ブリジットに名を呼ばれ、彼は欲求を振り払って口を開く。

				「工作兵に先行させ、梯子……を用意させる。一気に後退するのではなく、順次に後退だ」

				　ブリジットが自分の水筒を彼に渡すも、主は首を左右に振った。

				「俺は叫ぶばかりで疲れていない。お前が飲め」

				　猫背の男はそう言うと同時に、照れを隠すように敵を睨んだ。

				「炎弾(イグニト)とやらは転がってきてもすぐに爆発しない！　導火線の火が内部の火薬に到達するまで触れても安全だそうだ！　投げ返してやれ！」

				　サヒンの声に兵達が叫ぶが、「おう！」という言葉すらまとまりがない。

				　ブリジットは足元で伏せの状態を維持するゴーダ犬の頭を撫で、その首輪に紙を巻き付けた。

				　犬に自分の水を与えた彼女は、尻尾を振る彼を一撫ですると、土塁後方の陣地へと放つ。

				　増援が無くては、夜までもたないとその紙には書いてあった。

				　彼女から見て、サヒンは限界だった。剣を振るい戦わないからといって、重圧の中で指示を出し続けるのは疲れるものだ。それに彼は、体力があまり無い。

				　戦場での経験、実績を渇望するサヒンは、体力の限界を気力で乗り越えようと必死であった。

				　ブリジットは主の顔の汗を、指で拭いた。

				　アラゴラ侵攻前、彼は指揮官を代理に任せず、自ら赴くと決めて家臣達から心配された。内戦時とは勝手が違うという理由もあったが、家臣達にしてみれば、ぼっちゃまでは不安だったのだ。だが、それを面と向かって言えるはずもなく、その空気を察したブリジットがサヒンにそれを伝えた。それに彼はこう答えた。

				「俺はな、人の倍以上も戦場に出なければ兵達の信頼を得られない男だ。我が身から出た錆だ……それに……書物で得た知識など、試さなくては分からぬしな。だから俺は立ち続ける。お前は守り続けろ」

				　ブリジットは、守り続けると誓った。

				「後退！　前衛が退がる！　後衛！　踏ん張──」

				　サヒンが指示の最中に気絶したように倒れる。その一瞬の沈黙が、キリヤ伯爵軍に動揺を与え、敵の突進を許してしまった。

				　ブリジットは、疲労の沼で眠った主を抱えて叫んだ。

				

				　　　　　　　

				

				　どれだけ、この森にいるのかとブリジットは顔をあげた。連戦と森の薄暗さが彼女の時間の感覚を奪い、今が夜であるという事を、木々の枝葉から垣間見える月によって気付いた。

				　ブリジットは顔を泥で汚しているが、害虫から顔を守る為ではなく、敵に発見されないようにと考えての事だ。

				　キリヤ伯爵軍兵の誰もが、主の声が消えた瞬間に固まった。誰もが、突然、途絶えた主の声に何事かと動きを鈍らせ、最悪の事態を脳裏に描いたのだが、この微かな空白は、東部都市国家連合軍の攻勢の前に致命的な隙であった。

				　東部都市国家連合軍の兵達はここぞとばかりに圧力を強め、キリヤ伯爵軍は突き崩され、弩も弓も投げて逃げる。敵に追われ、それでも小隊ごとに戦いながら後退を繰り返すうちに、連隊はいつのまにかバラバラとなり、ブリジットはサヒンだけを抱きかかえていた。

				　大樹の根元に空いた空洞に身を潜め、夜となって小川の上流へと移動したが、そこも敵が溢れていた。

				　北の方角から、戦いの音が彼女の耳に届く。

				　どうやら、森を突破した東部都市国家連合軍が、グラミア陣地に襲いかかっているようだった。しかし、その音はグラミア軍の反撃の凄まじさも彼女に知らせ、味方と合流すべく北に向かうと決めさせた。

				　だが、森の中を単純に進めば敵に発見される。気絶したように眠るサヒンを抱えての移動も無理だ。

				　こうしてブリジットは、森の中の小川付近に潜んでいる。そこは岩や木々が並び、身を隠す場所は選ぶほどにあった。

				　サヒンは頬を叩こうが、鼻を摘まもうが目を開かない。ある意味、豪胆なのかと微笑んだ彼女だったが、彼の為に水と食料を用意しなければならないと思う。

				　食糧は難しいとすぐに否定した彼女は、せめて水をと岩と岩の隙間から周囲を窺った。

				　彼女はグルラダ方向から離れるように逃げていた為、敵と遭遇する確率は低いと考えていたが、それでも用心に越した事はない。

				　ブリジットは姿勢を低く保ち、小川へと駆け寄る。裸足なのは音を立てたくないからだ。川の水を口に含み、飲めるか否か確かめた後、水筒を水に沈めた。

				　小川の上だけ木々の枝葉も遠慮していて、夜空の月を見上げる事が出来る。

				　どこかで、グラミア語の怒声があがる。

				　はっとして周囲を窺った彼女は、遠くで仲間の絶叫が起きたのを確かに聞いた。生き残っていた仲間が東部都市国家連合軍に見つかったのだろう。

				　彼女は革の水筒を水からあげ、東部都市国家連合の者達が使うアルメニア語の怒声に走った。彼らは彼女を発見したわけではなかったが、声の届く距離に敵がいると思った彼女は焦る。

				　サヒンを隠した岩と岩の隙間へと走った彼女は、濁った瞳を彼女に向ける主を見た。

				「ブリジット……捨てられたかと思ったぞ」

				「サヒン様……お静かに。お水です」

				「お前は？」

				「汲む時に飲みました」

				　満たされる程に飲んでいないも、そう言わなければサヒンは飲まないと彼女は知っている。

				　主の唇に水筒を寄せると、彼は弱々しくそれを持ち、ゆっくりと水を飲んだ。

				　ブリジットはグラミア軍にあって、あのダリウス・マキシマムを間近で見たし、ルマニア公爵マルーム、ルブリン公爵アルウィン、ロッシ公爵ゲオルグも知っている。もちろん、イシュリーンも見て知っていて、彼らの戦いぶりも見てきた。

				　自分でも、コーレイト貴族の嗜みとして軍学を学んでいる。

				　だから分かる。

				　キリヤ伯爵サヒンという人物は、間違いなく用兵家として一流の人物になるだろう。まだ、経験不足なところもあるが、機を見るに長け、常識に囚われない。常に工夫を考えているし、できない事をしないとする見極めも確かだった。

				　何より、戦場の恐怖に脅えながらも、それを乗り越えて再び立つと決める勇気を持っていた。

				　彼女は、そんな彼がどうして館に引き籠ったのか知りたくなり、主の緊張を解(ほぐ)す為にも問うた。

				「サヒン様はどうして……館の外に出なかったのですか？」

				　昼間との気温差と疲労で身体を震えさせる彼は、ブリジットの温もりに瞼を閉じ、口だけを開いた。

				「俺は……両親の期待するほどに優秀ではなかった。剣では同じ年頃の子に負け、馬も上手く乗れなかった……領民達の憐れみ……両親の蔑んだ目……陰口を吐かれ……逃げたかっただけだ。はは……笑うなよ」

				「笑いません」

				　ブリジットが、また眠ろうとするサヒンの濡れた頬を撫でた。彼の汗の匂いすら心地よく感じた彼女は、近くで敵兵の声を聞いた。

				「おい！　あまり隊列を離れるなよ」

				「ああ！　小便をしたら戻る！」

				　数人の兵達の軍靴が、湿った地面を踏み、それは近寄って来るとわかる音を立てて、ブリジットは緊張を高めた。

				「やってられるか！　これだけ多けりゃ大丈夫だろ！」

				「まったくだ！　真面目な隊長の下じゃ苦労するよな」

				「偉そうにしやがって！　どっかの商会の息子か？　クソガキが！」

				　上官への不満を吐きながら、小川へと近寄って来る数人の敵兵。

				　ブリジットは、サヒンの身体をそっと揺する。

				　だが主は、睡魔に抗いながらも異変を知らせる彼女の腕の中で眠りに落ちた。彼の隈や唇の色は悪く、彼女は彼を抱きしめ頬に唇を寄せた。

				「お守りしますから」

				　ブリジットはサヒンを岩と岩の隙間に隠し、グラミア人がするように夜空に覗く六連星に祈ると、使い物にならなくなった自分の剣ではなく、サヒンから預かった剣を右手に持つ。そして、主からたっぷりと離れて敵兵達の様子を観察した。

				　グラミア軍の抵抗が薄れた森の中を、我が物顔で歩く東部都市国家連合の兵達を見たブリジットの脳裏には、一七歳の時に刻んだ記憶が蘇っていた。

				　奴隷商人達が自分を見る目。

				　いくらの値がつくか。没落貴族の娘となれば、好む者は多いだろう。上手い具合に競ってもらいたいものだ。

				　オルビアンは民の権利を守る都市国家として有名だが、ブリジットは苦笑せざるを得ない。民の権利を守る都市国家が、それ以外の者達の権利を奪っていると彼女は思うのだ。

				　権力ではなく、金で他者を従えているに過ぎない。

				　サヒンを隠した岩場へと視線を走らせた彼女は、最悪、自分が囮となって彼から敵兵達を遠ざけると考えていた。だから離れたのだが、それが裏目になるとはこの時の彼女は知らない。

				　ブリジットは木々の隙間から窺える東の空が、光を放つのもまだ先かと見る。

				　東部都市国家連合の兵達が小川で顔を洗いながら笑い合う。

				「おい、随分と置いて行かれたな」

				「どうせ勝ちだ。急いで行かなくてもいいだろ」

				「つめてー！」

				「酒飲んで、女抱いて、寝てー！」

				「オルビアンに帰ったら、連れて行ってやる」

				　どこの国にも怠け者はいて、同じような者達でつるむのだと彼女は顔を伏せた。岩の陰を移動し、常に彼らの死角に身を置く。声から人数は四人だと分かった。

				「おい……誰かいるぞ」

				　見つかったと思ったが、それは彼女ではなかった。

				　ブリジットは、彼らに意識を向けるあまり、サヒンの事を忘れていた自分を呪う。顔をあげれば、寝ぼけた様子の彼が岩場から姿を晒し、小川へと歩いていた。

				　馬鹿！

				　ブリジットは彼を用兵家として大成すると評していたが、この時ばかりは胸中で叫んでいた。

				「貴様！　グラミア軍だな！」

				　オルビアンの兵が叫ぶ。

				　ブリジットは、熟睡していたくせにこんな時に目覚めるかと主への不満を胸中に溜め込みつつも、彼を助けるべく素早く動いた。

				　彼女の走る先で、小川の水に手を伸ばしたまま固まったサヒンは、自分に向けられた弓矢に目を見開いていた。

				　なんだ？　ブリジットはどこだ？

				　混乱する彼に、男達が近寄って来た。

				「グラミア人だ！　間違いない！」

				「この格好、貴族かなんかだぞ」

				　サヒンはようやく覚醒し、目覚めに顔を洗おうとした自分の迂闊さに呆れ、まさかこんな最後かと口端を歪める。だが、ブリジットがいない事に安堵し、何故いないかではなく、いなくて良かったと思う自分が不思議だった。

				　その彼の安堵も、次の瞬間には消える。

				　男の一人が背後から剣を突き立てられ、くぐもった悲鳴と共に膝を折る。仲間の三人が剣と盾を構えて、現れた女に驚く。

				「女!?」

				「男じゃない!?」

				　異口同音に驚いた彼らは、仲間を背後から襲った女に剣を振る。

				　ブリジットは敵の斬撃を、倒した男から奪った剣で防いだ。そして距離を取るべく後方に動く。

				　しかし、胸を突かれながらも生きていた男が彼女に抱きつく。決死の形相でブリジットにしがみついた男に、彼女は悲鳴をあげて押し倒された。

				　彼女は、自分の腹部のあたりに頭を乗せ絶命した男を押しのけるも、敵兵に剣を蹴り飛ばされ、別の男に左手を踏まれ顔を蹴られた。

				　口の中に広がる血の味に、彼女は咳込み顔をあげようとする。だが、平手で顔を殴られ、両手を押さえられては動けない。

				「女の従者か……ご主人様を助けに来たのか？」

				　男が、余裕の笑みで彼女に顔を近づける。

				「おい！　フィリドスが死んだぞ！」

				「クソ女(あま)！　よくも──」

				「まあ待て」

				　ブリジットを地面に押さえつけている男が仲間を制し、サヒンを指差した。

				「そいつの格好、貴族だろ。身代金が取れる……この女は楽しんでから売る。なんなら、俺達共有のおもちゃにしてもいい」

				　男の目は欲望に染まっていて、ブリジットは自分が何をされるか思い知らされた。

				　男の一人がブリジットを押さえ、もう一人が転がった剣を取ろうとしたサヒンを蹴り飛ばし、殴り倒す。そして残った一人が周囲の様子を窺った。

				「よし、誰もいないぞ。運がいい。さっさと済ませようぜ。おい、あまり殴るな。死んだら金が取れないぞ」

				　彼は、サヒンに殴打を加える男を諌めた。

				「死ななきゃいいんだろ！」

				　男が、サヒンの腹部を蹴りあげ、ブリジットの主は悶絶し嘔吐する。

				「やめろ！　サヒン様！」

				　すでにサヒンの鼻は折れ、唇は切れ、血だらけとなった顔で、呻き声すら弱々しい。男に引きずられた彼は、ブリジットの近くに捨てられるように転がされた。彼女はサヒンに暴行を加えた男を睨んだが、その仲間に髪を踏まれ、堪らず悲鳴をあげた。

				「いいね！　だがうるさいと面倒だ！」

				　サヒンに暴行が加えられ、ブリジットは暴れた。だが、腕、脚と押さえられ、喚く事しか出来ない。しかしそれも、口に何か布切れのようなものを突っ込まれ不可能となる。

				「ブリジットを離せ……」

				　血まみれのサヒンが手を伸ばし、ブリジットの服を剣で破る男の腕を掴む。

				　サヒンを殴り蹴っていた男が、その手を踏み砕いた。

				「があああああ！」

				　絶叫をあげて顔を跳ね上げたサヒンは、顔を蹴られて後方に吹っ飛ぶ。それを、嘲笑と共に見る東部都市国家連合の兵達が、ブリジットの顔を、サヒンが転がった方向へと無理やりに向けた。

				「おい、見てみろ。お前のご主人様がボロボロだぞ」

				　男達はうすら笑いを浮かべ、動かないサヒンを引きずりブリジットへとその顔を向けさせた。

				　鼻が曲がり、唇は裂け、瞼は腫れあがり、微かに覗く充血した目。

				　サヒンが微かに唇を動かすも、血がこぼれるばかりで声にならない。

				　男達に押さえられたブリジットが、懸命に暴れる。顔を殴られ、腹を殴られ、それでも彼女は抵抗を止めない。

				「おい！　おとなしくしないと、こいつの指を斬っていくぞ」

				　男の一人が、サヒンの手、踏みつけられて不気味に腫れあがる右手の指に剣先を向ける。

				「んんん！　んんん！」

				　ぐったりと動かないサヒンと、男のその行為を止めて欲しいと懇願するブリジット。

				　男が、剣先でサヒンの右手小指を斬り落とした。

				「んんんん！」

				　叫ぼうにも、口の中の布切れを吐き出せない彼女は声を出せない。

				　サヒンは、ぴくりと動いただけで反応しないまま横たわっている。

				「分かったか？　お前が大人しくしたら、ご主人様の指が減らないんだぞ」

				　こくこくと頷いたブリジットは、涙に濡れた視界の端に、茶色と黒の犬が転がり向かってくるのを見た。

				「アオー！」

				　犬が吠えた。

				　伝令に使っていたゴーダ犬だとすぐに分かる。

				　主人がどこに移動しても、優秀な鼻で必ず見つけて指示、情報を届けてくれるその犬が、サヒンに剣を向けていた男に跳躍する。

				「犬！」

				　ブリジットに乗っていた男が叫ぶ。

				「ぎゃあああ！」

				　サヒンの指を斬り落とした男が、鼻に噛みつかれ悲鳴をあげた。

				「クソ犬！」

				　ブリジットを押さえつけていた男が剣を持ち、彼女から離れた。

				　ブリジットは自由になった手で、乗りかかっていた男の目を突く。眼球の感触と、その男の絶叫に怒りを増した彼女は指に力をさらに込めた。

				「くそ！　ふざけんな！」

				　犬に剣を向けようとしていた見張りの男が、ブリジットへと剣を振り下ろす。彼女は、悶絶する男の股間を握りつぶし、激痛に喚く彼を盾に使って剣を防いだ。

				　仲間の背中に剣を突き立てた男は、言葉にならない罵声と共に剣を引き抜くと、ブリジットへと刃先を改める。彼女は、懸命に逃れようと動くが、男が重くてどうにもならない。

				　やられる！

				　覚悟した彼女が瞼を閉じる。

				　サヒンを守れなかった後悔に、主の名前を叫んでいた。

				「サヒン！」

				「呼びずでばびどぃぞ」

				　瞼を開いたブリジット。

				　彼女は、血に濡れた石を持ったサヒンを見た。彼は敵兵の後頭部に石をぶつけて倒したのだ。

				　彼はのそりと動き、ゴーダ犬に鼻を千切られ地べたを転がり喚く敵兵を睨む。

				　薄れる意識の中で、この場を切り抜ける方法を考え続けていたサヒンは、指を斬り落とされても懸命に気絶した振りを続けていたが、ゴーダ犬の登場はまさに神の助けであった。

				「おでば、ごでがら犬を大事にずる」

				　サヒンの呟きは血と痛みで不明瞭である。

				　伯爵は転がっていた剣を拾う。右利きの彼が左手で剣を持ったのは、利き手が使い物にならないからだ。

				　彼は、犬に鼻を噛みつかれてのたうち回っていた男の首に剣を滑り込ませた。体重をかけて、男の後頭部へと剣を突き抜けさせた彼は、そこで力尽きたように倒れる。

				　ブリジットは、サヒンに後頭部を殴られて昏倒している男にとどめを刺し、倒れたサヒンへと駆け寄った。

				　彼女は主の名前を囁き、その痛ましい顔を撫でたいと思うも痛がるだろうと我慢する。その想いは彼に届き、腫れあがった顔を歪めて見せた。

				　笑みを浮かべたつもりのようだ。

				　ゴーダ犬に顔を舐められて悲鳴をあげたサヒンを抱きしめ、彼女はその首に鼻をつけて泣いた。

				「サヒン様……サヒン様！　寝ぼけた貴方のせいで！」

				「ぜっぎょうばあどで……医者だ。じにぞうだぞ」

				　ブリジットは頷く。ゴーダ犬の首輪に撒きつけられた紙を取った彼女は、火攻め決定と撤退命令を知った。

				　一人で歩けないサヒンに肩を貸し、歩きだした彼女は耳元で彼の声を聞いた。

				「ぼばえ……ぶべでがぃな」

				　お前、胸でかいな。

				　引き裂かれた服は、彼女の身体を隠しておらず、サヒンはそれを見て言っているのだ。

				　こんなひっ迫した状況で、死にそうになっているくせに、どこまでも変わった人だとブリジットは笑う。二人の後ろに、犬が誇らしげに尻尾を立てて続いた。

				

				　　　　　　　

				

				　夜明け前。

				　スキピオは従者の慌てた声で跳ね起きて叫んでいた。

				「敵襲!?　敵の近衛がまた突っ込んで来たか!?」

				「いえ！　違います！　三頭の獅子！　オデッサです！」

				　オルビアンの執政官は一瞬で汗を噴き出した。

				　寝台から飛び出た彼は、従者に着替えを手伝わせながら、魔法でも、炎弾(イグニト)でもない爆発音にビクリとする。

				　火砲だった。轟音連ねた後の突撃は凄まじい迫力で、夜が明ける前の濃い闇を力強く斬り裂く。

				　ハンニバルは、騎兵三〇〇のみを率いてグルラダ南の戦場に急行すると、森の南に陣取る東部都市国家連合軍の陣地に躊躇いなく突っ込んだ。

				　赤い騎兵連隊は、炎王(イフリル)の指揮で強さをさらに増す。

				　歩哨も、夜襲への備えの部隊も、オデッサ公爵軍騎兵連隊の前には紙人形の如く破り捨てられていく。彼等は弓矢を敵に放ち、それから突っ込む。長槍で殺し尽くした後、使い物にならなくなった得物を投げ捨てて、鐙の長剣、戦斧に持ち替えさらに殺戮を重ねた。

				　グラミア軍の土塁を抜こうと必死であった前線は、後方が襲われたとあって驚いたが、クィストスは大丈夫だろうと決めつけた。昼間に、グラミア騎兵の突撃を受けたが、スキピオの指揮で追い払っており、今度も問題ないと判断したのだ。

				　しかし、昼と今には大きな違いがあった。

				　昼間は、奇襲を受けたといえど兵達は武具を持っていた。

				　今は違う。

				　オデッサ公爵軍騎兵連隊は、東部都市国家連合軍の陣地を阿鼻叫喚の地獄に追いやる。

				　オルビアンの兵達は、アラゴラの地で、自分達の土地とは関係のない場所で、こうまで激しく攻撃される想像を持っていなかった。

				　その隙間に、ハンニバル率いる荒ぶる騎兵の強烈な一撃が食い込む。

				　さらに彼等は、敵の陣地を所狭しと駆け回り、手当たり次第に殺し尽くした。

				　オデッサ公爵軍騎兵連隊は、突き抜けた後に反転しつつ矢を放つ。そして再突撃へと加速していく。

				　ハンニバルは部下達を指揮しつつ、次々と矢で敵を射抜いた。そして魔導士に命じる。

				「派手にやれ！」

				　騎兵は駆け抜けながら、魔法を次々と放つ。それは敵を殺す以上に、森の北側で頑張る味方に知らせる為だった。

				　イシュリーンは当然ながら、これを知ると同時に近衛を動かしている。

				　彼女は敵後方への騎兵突撃を再度、オデッサ公爵軍の奇襲に便乗させる形で行おうという算段だった。

				　さらに彼女は、火炎弾を次々と森、公道上に放った。岩に、油を沁みこませた布をまきつけ、発射の直前に着火した燃える弾丸は、森を焼き、公道上の東部都市国家連合の兵達を燃やしていく。さらに熱い油が満載された樽も投石器で次々に放たれていく。

				　クィストスはさすがに緊張し、あちこちで火事が発生していると聞いて迷った。攻撃を続けるべきか否か、彼は腕を組み悩んだが、伝令の報告に思考を止める。

				「報告！　いたるところで火災！　森の中が特にひどい状況！」

				　前面の敵と炎、同時に相手にはできない。

				　彼は叫ぶ。

				「スキピオ閣下に消火を依頼。我々は攻撃を継続する。焼け死にたくなければ敵を殺せ！」

				　この判断が、吉とでるか凶とでるか、この時の彼は全く読めず、ならば現状維持だとする類のものだ。

				　仮に、スキピオが彼の依頼を承知して、すぐさま実行していれば吉と出る確率は高かったかもしれない。このような表現になるのは、総指揮官(スキピオ)は、前線からの依頼を伝令が運んでも、対応できない状況であったからだ。

				　彼は、波状攻撃を仕掛けてくるオデッサ公爵騎兵連隊に手一杯であった。

				　分かっていても止められない攻撃があるとすれば、この時の赤い悪魔(クリムゾンディアブ)達がまさしくそれで、弓の斉射、魔法、そして騎兵による突入を一体化させた一撃は、盾と弓矢を並べていた東部都市国家連合軍を粉砕する。

				　グラミア騎兵の先頭を駆けたハンニバルの指揮ぶりは、勇猛果敢そのものであった。

				　スキピオは甲冑もまともに装着できないまま指揮を執っていて、下半身は乗馬用のズボンのみであった。その彼に鎖帷子だけを着けた士官が叫ぶ。

				「敵！　突入してきます！」

				「防げ！」

				　スキピオはただそう叫ぶことしかできない。

				「閣下！　前衛が、火を消せと言ってきております！」

				「できん！　自分らでやれと言い返せ！」

				　汗を流す彼は、炎弾(イグニト)を敵騎兵に投げる兵達の背を見た。

				　粉砕される敵を期待した彼は、だが投げる呼吸が、焦るばかりに早かった現実を突きつけられる。

				　ハンニバル率いる騎兵の速度は、炎弾(イグニト)の爆発より速い。彼等は爆発の連鎖を背に東部都市国家連合軍陣地の中心、歩兵連隊に守られたスキピオ目掛けて突っ込んだ。

				　双方の雄叫びが、爆音と絶叫の戦場をさらに激しくする。

				　赤い騎兵の集団が、迎え撃つ歩兵集団を一瞬で薙ぎ倒した。

				「突っ込めぇ！」

				　オデッサ公爵を先頭にした突撃は、一糸乱れぬ組織運動と、圧倒的な個人の武勇で敵をものともしない。

				　スキピオは決して臆病者ではなかったが、オデッサ公爵軍騎兵連隊の迫力に心が折れた。しかたなく戦争の指揮に出て来た男は、強敵を前に振るう勇気を欠いていた。物を知っているからこそ、自分を守る計算は素早い。

				　彼は、自分の為に考える。

				　南に逃れ、オルビアンから北上中の増援をまとめる。そして逃れてくる味方を収容しつつ、アラゴラ南部諸侯の土地で再編成を成し、グラミア軍を牽制しつつ戦線を維持。オルビアンにて、グラミアからの荷を運ばず、グラミアへの荷を運ばずで、物流を止めて経済に打撃を与える。

				　今度はさすがに、元老院も三商会も、慎重な方針を受け入れるであろう。

				　スキピオは従者に命じて馬を引かせると、自ら馬上となって周囲に叫んだ。

				「撤退！　シャフタール伯領まで撤退する！」

				　彼は命じた直後に、少数の騎兵と共に逃げ出した。

				　これを、戦いながら見たハンニバルは、ここからでは追いつけぬという不満を、眼前の敵の上半身を真っ二つにすることで示し、伝令に怒鳴った。

				「敵の親玉が逃げたと各連隊に通達。我が連隊はこのまま敵を駆逐。王陛下の軍に合流する」

				　彼は余裕の笑みすら浮かべた。

				　ハンニバルは、単純に東部都市国家連合軍の本陣を夜襲したわけではない。騎兵だけを率いて現れたのは急いだという理由もあるが、各歩兵部隊群ごとに役目を与えたというのもあった。

				　アルシャビン率いる歩兵連隊八〇〇は、敗走してくるであろう敵を迎え撃つ地点に移動した後に待機。

				　プレドヤクを始めとする有力士官達が率いた連隊群には、北上してくる敵増援を次々に襲えと命じていた。

				　そして、ナルである。

				　彼は、オデッサ公爵軍から兵を借り、ヒッタイト人であるエフロヴィネの協力を得て、シャフタール伯爵領を蹂躙していた。

				　アラゴラ南部諸侯達の盟主で、グラミア軍に連敗したシャフタール伯スレイマンは、オデッサ公爵軍歩兵三〇〇とヒッタイト人二〇〇を引き連れたリュゼ子爵によって、村々の民を人質に取られた。

				「野戦に出て来ぬなら、お前の大事な領民を殺していく。せめて戦で決めさせてやろうというのだ。出て来い、腰抜け！　と閣下は申しております」

				　リュゼ子爵の使者役はドゥドラで、彼は不敵な笑みとえげつない挑発をスレイマンにぶつけた。

				　斬ってしまおうと言いだした者達を前に、スレイマンもそうしてやろうと怒りの形相で使者を睨むが、ドゥドラを始めとするペルシア傭兵一〇名は、一斉に立ちあがると笑い始める。

				「ここでお前を殺してもいいが、リュゼ子爵閣下の使者としての役目を全うしたい。帰ってもよいかな？」

				　ドゥドラの放った言葉に、先走ったスレイマンの部下達が動いた。

				　だが、素手であったはずのペルシア人達は皆が無事で、倒れているのはアラゴラ人達ばかりとなった惨状に、スレイマンは声も出せず、椅子から立ちあがることもできないまま、蒼白となって喉を鳴らす。

				「シャフタール伯、ご覧になられよ」

				　ドゥドラが、室の外を示す。

				　スレイマンは、動かなかったが為に無事であった従者の手を借りて立ちあがると、室の窓から外を見た。

				　居城の外に広がる市街地を見降ろした彼は、その町の外、城壁のむこう、領地を形成する丘陵地帯や林を望む。だがすぐに、異変に気付いた。次々と、黒煙が上がり始めたのだ。それは、彼の領地に点在する集落が、燃えていく証であった

				「な……何という……」

				　スレイマンは、光景を凝視したまま呟く。ここで、新たな黒煙が一本の線となって空へと昇っていった。

				　ドゥドラは、身を翻すと去り際に口を開く。

				「早く決めねば、お前の領地は灰燼に帰す。その前に出てこい。待っているぞ」

				　崩れ落ちたスレイマン。

				　降伏すら認めぬという相手に、彼は恐怖のあまり激しく震えた。兵の数は連敗で減り、わずかな残存も軍費不足と士気の低下で戦力にはなり得ない。

				　スレイマンは膝から崩れ落ちたまま動けなかったが、保身の為に脳は動いた。戦いに出るや、すぐに降伏しようという算段を導き出すまで、彼はそう時間を要しなかったのである。

				　この時、シャフタール伯の城を丘の上から眺めていたナルは、ベルベットが厚い革表紙の本に記録を記す様子を見て口を開いた。

				「残酷なリュゼ子爵と書いておいてくれ」

				「……ナル殿、でも民は殺していないし、村を焼くように見せかけて、実際は狼煙なのだ。残酷に書かれる必要があるのか？」

				「ベルベット、俺が世間で何と呼ばれているか、知ってるか？」

				「……主神の遣い」

				「もうひとつのほう」

				「大軍師か？」

				「そう、それ。軍師なんてものがね、格好いいとか、立派だとか、そういう残され方をしちゃ駄目だ。とんでもない人間で、誰も真似したくないと思うような悪人でないと」

				「……それが、ナル殿がしようとしている事に役立つのか？」

				「役立つ云々じゃないけど、頼む」

				「ま、ナル殿の頼みなのだ。とっても悪い男にしておくのだ」

				「でも、容姿に関しては素敵だって書いておいてくれよ」

				「……ブサイクって書いておくのだ」

				「……」

				「お……ドゥドラ達だ」

				　ベルベットが、頂から低地を指差す。そこには、駆ける一〇騎の騎影があった。

				「スレイマンは、戦うって答えたかな？」

				「降伏しろと言えば、したのではないか？」

				「俺は、旧態依然とした権力者が、自分が助かりたいからと降伏する事を許さない。彼はきっと、戦場で降伏を叫ぶだろうが……俺は聞こえないフリをするだろうな……奴は、いや、アラゴラの土地にしがみつく諸侯達は、グラミアにとって邪魔だ。俺は、グラミアのことだけを考えている」

				　彼はそこで、シャフタール伯爵の城に背を向けて、杖を突いて歩き始める。

				　エフロヴィネが頷きで彼を迎え、ヒッタイト人達がそれぞれに武器を持つ動作で動きが生まれる。ベルベットが書物を抱え、ナルの後ろに続いた。

				「次はオルビアンかぁ？」

				「ああ……ダリウス達の成功を祈ろう」

				　彼は少女に笑みを向ける。

				　それは、策謀を張り巡らせる軍師というよりも、迷いの晴れた青年そのものであった。

				

				　　　　　　　

				

				　イシュリーンは森を徹底的に焼いた。

				　オデッサ公爵騎兵連隊と、近衛連隊による敵の退路を断つ動きと、東部都市国家連合側の不手際も重なり、また大軍が密集していたが為の混乱もあって、火災は森と人を焼き尽くした。

				　クィストスは戦闘を続けることができないほどの火災に悩み、ついに降伏した後にイシュリーンの前に跪いており、兵達を炎から助けてくれと頼んだ。

				　グラミア王は笑みで応える。

				「寝言をほざくな。焼け死ね」

				　イシュリーンは顎を反らして言い放つことで、クィストスの怒りを誘った。

				　彼は両手を縛られていたが、そんな事はお構いなしに立ちあがると、グラミア王へと突進しようと前のめりになる。ここで王と彼の間に入ったジグルドが、片手でオルビアンの指揮官を止める。

				　兵達が動き、クィストスは膝を打たれて崩れた。

				「戦いが終われば許される？　馬鹿な」

				　イシュリーンは床几に腰掛けたまま、脚を組んだ姿勢を維持して続ける。

				「貴国が我が国に対して行った仕打ちは無しにはできぬ。村々を略奪した者達、それを推奨した者達、安全圏でそれらを眺め、我が国の不幸を笑って眺めていた者達……許せるはずがない」

				「……いえ、陛下。それはアラゴラの──」

				「違う。グラミアだ」

				　クィストスの発言を遮ったイシュリーンは、断言することで反論を封じた。

				　彼女はここで笑みを浮かべる。

				「他国にちょっかいを出して、負ければ我々に慈悲を求める？　お前達は厚かましいでは済まぬ図々しさだ。そういう傲慢を、正義面で隠しているに過ぎないのだろう？　ならば正義を全うするがいい。私は悪を貫く。グラミアにとって、オルビアンが敵となった今、改めて宣戦を布告させてもらおう。そして絶対に、正義とは手を結ぶことはない。これこそ、お前達の言う悪の支配者だろう？」

				　イシュリーンは立つ。

				「オルビアンには、アッピアーが潜伏しているらしいな？　商会が匿っているとも聞いているが、これは問題である。元老院はどう関与している？　……貴国が、アッピアーによるグラミア王位簒奪を支援する為にアラゴラ出兵を決定した……という解釈を私はするが、間違いであるなら説明せよ。その説明に納得して初めて、私は講和の話し合いに応じようという気になるであろう。これをオルビアンに届ける為に、お前を生かしてやる。急げよ……でなければ、オルビアンも、こうなる」

				　彼女は、クィストスの背後を指差した。

				　彼は肩越しに、炎を噴き上げる森を睨む。

				「クィストスとやら……我が軍務卿が宣戦布告の文書をお前に託すゆえ、間違いなく、元老院に届けろ」

				　イシュリーンは妖艶な笑みを残して、その場を後にした。

				　兵達に引き立てられたクィストスは、隻腕(せきわん)の将軍に耳打ちされる。

				「アッピアーの引き渡しを拒否したアラゴラを、貴公も覚えているだろう？　我々は、誤魔化しには応じぬ」

				　唇の左端だけを釣り上げるように歪めたジグルドは、苦汁を舐めた表情のクィストスから離れた。

				　グラミア兵に囲まれて進むオルビアンの将校は、王、そして将軍の台詞を脳内で反芻し、愕然となる。それは、東部都市国家連合の人々が気付きもしなかった事を、イシュリーンが今、口にしたからだ。

				　グラミアはこれまで、一度も東部都市国家連合に戦うと布告をしていない。一方的に攻撃されていたに過ぎない。これを、彼女は言ってみせたのだ。

				　この意味を、クィストスは理解して呻く。

				　東部都市国家連合は、問答無用にグラミアに戦争を仕掛け、敗れた。そしてこれから、グラミアの逆襲が始まろうとしている。

				　しかし、だ。

				　オルビアンの軍勢は、グルラダ南の戦場で壊滅している。

				　そして、これはクィストスの知らないことであるが、北上していた増援は、オデッサ公爵軍によって次々と奇襲、挟撃、後背からの急襲で崩壊していた。

				　彼は青い甲冑に囲まれて、今後の苦労を想像して嫌になる。溜息を溢して、項垂れて歩く彼は、焦げ臭さに鼻を鳴らした。

				

				　　　　　　　

				

				　東部都市国家連合の軍勢が破れた。

				　この報は、その日のうちにグルラダに届く。

				　オルビアンの兵によって家を失い、この都市に避難していたアラゴラ人達を中心に人々は歓喜した。そして、グラミアの女皇(イシュリーン)を称える歓声が絶えない。

				「イシュリーン陛下は、アラゴラ人の為に戦ってくださった！」

				　彼等は口々にグラミア王への感謝を叫んだ。

				　だが、全ての人々ではない。旧支配体制で益を得ていた者達を中心に、喜ぶ同胞を皮肉る声もある。

				「へ……何を喜んでいるのやら。あいつらは結局、自分達の為に戦っただけで俺達を守ろうとしたわけじゃない。籠城なんてすれば、俺達に裏切られると思って外に出たんだろうよ」

				　それは少数派ながら、アラゴラ総督アルウィンによって既得権益を奪われた商人、官僚の間でのさばり、無視できるものではない。

				　物を知らない者のほうが単純に感謝し、下手に知恵がある者のほうが不満を溢す。

				　イシュリーンはこれを知っているからこそ、マルームに告げる。

				「剣を握る勇気も行動力もないくせに、賢しい口を叩きたがる者達は絶えない。表立っては頭(こうべ)を垂れて、裏では舌を出して笑っている者共だ。脅かして黙らせてやるのもいいが、いずれ再び虫が騒ぐだろう。東部都市国家連合の今回の出兵……その原因のひとつに、彼らによる導きがあったと噂を流し、アラゴラ人によって彼らを差し出させる状況を作れ。さすればこちらも動けるだろう」

				　首の付け根に覗く包帯が痛々しいマルームであったが、行動に移すべくアルウィンと連携を取る。

				　ここで、オルビアンによるアラゴラ人達への略奪行為が役立った。

				　アルウィンは、マルームとの打ち合わせを経て、グルラダだけでなく、アラゴラ中に東部都市国家連合による蛮行を広めた。

				「幸い、グラミア軍による避難勧告が功を奏して、人的被害は最小化された。しかし、家屋、畑、家畜、悉く灰塵に帰した。東部都市国家連合軍、オルビアンの者どもによるものである。彼らからアラゴラの民の財産を守れなかった我らの責任は大なれど、彼らの罪こそ問われるべきだ。そして、彼らをこの時期に出兵へと傾けた者達が、残念ながらアラゴラにいる。グラミアによって統治が進み、それで不幸になったと信じる者達がそれだ。アラゴラの民よ、彼らこそ許すな。同胞の不幸をもって富を得ようとするその性根の汚さは災いであると気付け。我らは証拠を求めている。協力をしてくれた者には、感謝を述べ、礼を尽くす」

				　アルウィンはこう発したが、実のところ、証拠など求めていない。これは、堂々と反グラミアと思われる者達を排除する布石なのだ。そこには、疑わしきは罰せよとする考えがあり、これによって旧アラゴラ王家とその貴族、彼らと繋がり富を得ていた者達を葬るのである。

				　イシュリーンはこの方法を実行した結果、単純にアラゴラ地方の支配が早まるというものとは別の動きも狙えると目論んでいる。

				　グラミア国籍の商会の力が、アラゴラへと伸び、彼らの力が増す事だ。これまで、アラゴラの商会が独占していた商いも手掛ける事ができるグラミア商人達は、今よりもずっと大きくなると彼女は見ていた。彼らの富はそのまま税収となるし、彼らの規模拡大は一流国の商会に牛耳られている火薬、奴隷、金の取引に変化を齎すと考えていた。

				　取り扱える量の規模が増える事で、無視できなくなるからだ。

				　こういう理由からも、オルビアンを狙うナルの考えはただ海が欲しいというものではないと窺える。

				　彼は、陸と海を抑え、さらにグラミア国内の商会が大陸西部で発言力を持つ事が国威を高めるに繋がると考えていて、イシュリーンも同意見だった。

				　勝った直後にも関わらず、次の戦いへと準備に忙しいグラミア陣営であるが、そうではない者達もいた。その一人が、キリヤ伯爵サヒンである。

				　彼は、命に別条は無かったものの、重傷と言っても差支えない負傷で、軍医の治療を終えてからもずっと寝たきりとなっていた。

				　彼の世話をするブリジットも、東部都市国家連合の兵士に殴られた顔の痣はまだ癒えず、固形物を食べれば口の中が痛いという状態だった。

				　総督府に隣接する士官、貴族様の宿舎でも広い部屋をあてがわれた彼は、慌ただしい周囲をよそに窓から吹き込む風に欠伸をする。それが痛かったのか半瞬後には口を開いた状態で固まり、ゆっくりと口を閉じていく。

				　それを見ていたブリジットがクスリと笑い、彼女もまた、それで頬の痛みに固まった。

				　二人は、しばらく無言で見つめ合った。

				「ブリジット……俺は、決めたぞ」

				「……何をです？」

				「まぁ……そのうちにわかる」

				　彼は誤魔化すように笑い、窓へと顔を向けることで彼女の視線を避けた。しかし、窓ガラスに映るサヒンの顔をブリジットは見る。

				　冷たい目をした男の顔が、そこには映っていた。

				

				　　　　　　　

				

				　オルビアンは、スキピオが行方不明、軍勢が壊滅とあって戦々恐々となった。誰もが「だから言ったのだ。戦争なんてするから」と、のたまい、過去の己の発言を棚にあげて元老院批判を繰り返す。新聞を発行している各社は、民主主義の危機だと紙面で訴え、休戦すべしという論調に一転していた。

				　朝刊を手に、ダリウスが笑う。

				「こいつら、本気なのかな？」

				　アブリルも笑みを浮かべていた。

				　リュゼ子爵連隊を預かったダリウスは、コンスタンタに本拠を置くいくつかの商会が所有する船を使い、船乗り、商人、奴隷と装って兵をオルビアンに上陸させている。船を出した商会の経営者達はオデッサ公爵家に従順で、ハンニバルの頼みならと二つ返事で協力していた。

				　上陸した彼等は、先にオルビアンに入っていたアブリルの手引きで、ロドリス商会に雇われた期間水夫として身分を得て潜伏していた。

				　この日、グラミアの勝利を敗者達によって知らされたダリウスは、ロドリス商会が所有する倉庫の事務所で、アブリルと向かい合っている。

				　オルビアンの海軍の艦艇が、軍港に停泊しているうちに破壊してしまう目的で潜入しているリュゼ子爵連隊であるが、早く動きすぎても問題がある為、その前に片付けるべき事をしてしまおうと二人は相談をしていた。

				　帝国、の件であった。

				　ベルグ商会がオルビアンに所有する支店や倉庫を拠点に使い、帝国の騎士達が諜報活動をしている。これを排除するべく動こうというのである。

				「陛下が、オルビアンに入る前に片付けたい」

				　ダリウスの意見に、アブリルも頷く。

				　イシュリーンがオルビアンに入った時、帝国諜報部隊が健在であったなら、彼等が彼女の命を狙う可能性があるからで、警備をしているからといっても、占領したばかりの都市では何があるかわからないというのがダリウスの経験から出た心配であった。

				「暗殺は、対グラミアに限れば、単純ですが有効な手です」

				　アブリルの意見に、ダリウスは腕を組んだ。

				　実際、暗殺で物事が動くこともあり、内戦時には王夫妻の次男を殺害することで状況がイシュリーンにとって良い方向に変化した。では今回、帝国が暗殺を企む相手としては、単純にイシュリーンとなるが、ダリウスはもう一人、ナルの心配もしている。

				「陛下はともかく、あいつは弱っちいからな。クルティナに、戦場で狙われて危なかったし」

				「……申し訳ありません」

				　アブリルの謝罪に、ダリウスは慌てた。

				「いや、すまん。責めるつもりじゃなかった。いや、大変だな……いろいろ」

				　妹と祖母をほぼ同時に失いつつも、オルビアンに入っていたアブリルはそこから動かず、それならばと役目に没頭することであらゆる感情を殺してきた。今も、まだそうしているが、ここで乱れてしまった。

				　俯く彼女に、失敗したダリウスが頭を掻く。

				「詫びに、お前の味方もすることにする。陛下には、俺が怒られて許してもらおう」

				「……味方？」

				「俺はお前も好きだ……違うぞ、そういう意味ではなく、人として、という意味だ」

				　ダリウスは赤面したアブリルを眺め、余計な誤解は困ると釈明しつつ朝刊を卓上に放る。

				「だからお前が、ナルにくっついていられるように、協力してやる」

				「……私は……今のままで構いません。ナル殿に、この間違った気持ちを押し付けようとも思いません。これまで通り、ナル殿をお助けし、お守りすることができれば、それでいいのです」

				「お前のその気持ちは間違ったものではない」

				　断言した中年の男は、年甲斐もなく色恋の話を娘にする自分に呆れながら、どいつもこいつも自己主張が弱い奴らばかりだと姿勢を崩す。背もたれに身体を預け、思い出したように酒瓶を掴んだ彼は、グラスへと酒を注ぎながら口を開いた。

				「ま、例えばこれがアルメニアであれば、人の恋人に手を出す奴は不埒だとなるが、グラミアではまた違うし、俺も後者こそ望む価値観だ。ナルは、ああ見えてスケベだ。色っぽく迫れば、落ちるぞ」

				「……ダリウス様、醜い私がそうしたところで気味悪がられるだけです」

				「お前は綺麗だぞ。自信もて」

				「……」

				「お尻の形もいい」

				「スケベは、貴方ではありませんか……」

				「男は皆、スケベなのさ。それを格好つけて隠してるだけだ。ま、オルビアンにあいつが到着したら、期待していろ。俺が手引きしてやる」

				「結構です。それより、帝国の諜報を片付ける算段をしましょう」

				「……ま、いいさ。そんな怒るな……」

				　そっぽを向いたアブリルを見て、ダリウスは可愛い娘だと微笑む。だが口に出すのは、真面目な話題にした。

				「複数の拠点を、同時に襲う。奴らがいる時間帯を狙う。それを調べてくれ」

				「……実行はダリウス様が指揮をされるのですか？」

				「敵の拠点の数は三つ、だから俺達も三つに分かれる。俺、お前、ルナイスが指揮を執る」

				「承知しました。これをご覧ください」

				　アブリルがオルビアン市街地の地図を広げた。

				　二人はそれから、帝国の騎士達を一網打尽にするべく計画を練ったが、実行に移されることはなかった。

				　理由は、騎士達が突然に姿を消したからだ。

				　襲う相手がいなくなれば、作戦を立てても実行などできない。

				　ダリウスは嫌な予感を覚えつつも、アブリルでも見つけられないとなると諦めるしかなく、グラミア軍到来が迫る中、オルビアンの軍船を破壊する作戦に集中することにしたのだった。

				

				　　　　　　　

				

				　オルビアンの北では、グラミア軍にオデッサ公爵軍が合流した。

				　アラゴラ南部を蹂躙していた公爵軍は、殲滅したアラゴラ諸侯の名簿、押収した武器防具や軍費の帳簿を王に差し出した。しかし、イシュリーンはそんなものよりも、目の前に杖をついて現れた男を凝視したまま動けない。喋ることもできない。いや、思考は乱れに乱れて停止となってしまっていた。

				　王の脇に控えるアビダルも、軍務卿のゲオルグも、右足を庇うように進むナルを見て固まった。ジグルドとレニアスは、その怪我が戦傷であると確信し、この背の低い男が、兵達から人気がある理由はそこかと察する。

				　王の正面に膝をつくハンニバルと、アルシャビンは肩越しにナルを見る。

				　ベルベットに支えられて、両膝をついてイシュリーンを見上げたナルが口を開く。

				「陛下、アラゴラでの勝利、おめでとうございます」

				　ナルが深く一礼する。

				　イシュリーンは、その彼の様子に平静を取り戻すことができた。動揺も混乱も、恋人の振る舞いで静めてもらえた彼女は、感謝を笑みで表して口を開いた。

				「皆のおかげだ。して、我が補佐官は大丈夫か？」

				　ハンニバルが視線を落とした。その隣で、アルシャビンが緊張を浮かべる主の横顔を見守る。二人の背後で、彼等を守ると決めたナルは短く答えた。

				「問題ありません。フン族討伐で少しだけ問題が生じてこのザマですが、オデッサ公のご尽力の賜物で命を失うことなく陛下と再会できたことは喜ばしいことです。さて──」

				　怪我の話はこれで終わりだとしたナルが、話題を転じる。

				　イシュリーンは、ハンニバルとアルシャビンの緊張を見て取っていたが、ナルが彼等に助けられたと自分に報告した事実を信用すると決めて黙っている。

				「これから一気にオルビアンを取ります。計画通りに……」

				　ナルが、一度だけ瞬きをした。瞬間、それまでとは別人のような冷たい男に変化する。表情を消し、声質を重いものへと変えた。

				「グルラダ南部諸侯達の領地を蹂躙していた際、幾人ものオルビアン軍の捕虜を取りましたが、このような者がおりました。おい」

				　ナルの声で、赤いマントを揺らしたドゥドラが、一人の怪我人を引っ張り、グラミア人達の前に連れ出した。その男の正体を誰も知らなかったが、それは本人の口から明らかにされる。

				「名を名乗れ」

				　ドゥドラが怪我人の背中を小突く。

				　怪我人は、肩と脇腹に包帯を巻いており、その原因は語られることはないが落馬によるひどい打撲であった。彼は逃亡の最中、疲労で脚を折った馬から転げ落ちて怪我をし、動けなくなっていたところをエフロヴィネのヒッタイト人部隊に発見され、ナルの連隊によって今の有り様となっていたのである。

				　怪我人は、掠れた声を吐きだす。

				「スキピオ・アルビウス……」

				　イシュリーンを始めとするグラミア人達は誰もが口を半開きとして、敵の指揮官だった男がこのような形で現れたことに、呆れと驚きに支配された。

				　ナルは、執政官をドゥドラによって退席させると、一同に告げる。

				「この男は、助命を条件にオルビアンへの使者になると申し出ました。一存で受諾しましたが、使者は許さず、手紙を書けと命じております」

				「手紙？」

				　ゲオルグの問いに、ナルは頷く。

				「アッピアーを匿い、彼の支援をするべく、だがそれを隠したまま、民が叫ぶ正義に乗っかりこの戦争を引き起こしたオルビアンの三商会は、その責任を取ってグラミアと講和すべきであり、その説得に元老院は全力を尽くせという内容を、です。これは彼から、オルビアン元老院に出させます。筆跡で、彼による本物の手紙だと馬鹿ども(オルビアン)も知るでしょう」

				「離間か……」

				　イシュリーンの呟きに、補佐官は表情ひとつ変えず受ける。

				「仰る通りでございます」

				「しかし……」

				　ここで、脇に控えていたジグルドが口を挟んだ。

				「オルビアンの軍はほぼ壊滅している。火災と、オデッサ公爵閣下の軍勢が増援を各個撃破してくださったからな。海軍は厄介だが、そう苦労することなく陥落させることができるだろう」

				　レニアスが追随する。

				「左様、包囲戦で事足りる。確かに策謀は大事であるが、彼等を窮地に追い込むと何をしでかすかわからんぞ。逃げ場を残してやるのも手ではないか？」

				「なりません」

				　ナルの断言は、全く感情のこもらない発音であった。しかしそれがかえって、彼の決断は揺るがないものであると皆に伝える。そのナルの隣で、ベルベットは瞼を閉じた。

				　彼女は、ナルがどうしてオルビアンを追いこもうとしているのかを、彼本人から聞かされて知っている。そしてそれは、自分が彼を、西暦の世界から現代に連れて来たことに原因があると理解していた。

				「オルビアンには……この戦争の責任を取らせます」

				　彼は静かに説明する。

				「彼等は、彼等自身が民主主義を貶めた結果に対する責任を取らねばなりません。王制では、王が死ねば良いが、彼等にそれは適用されません。民は苦難を受け入れる必要があり、それを招いた現状に至る経緯を省みて、紡いでいかねばならない歴史があるはずです」

				　ナルはここで、ベルベットの手を借りて立つと、押し黙る一同に向かってさらに続ける。

				「また軍事面での問題もあります。オルビアンの厄介なところは、その経済力による政治力です。彼等が例えば、向こう何年間の関税を取らぬという条件で他国の軍を使って包囲する我々の後背を攻めさせれば……また衛星都市国家群に駐留する治安維持部隊が、グラミア軍の背後へと進出すれば……実は現在はそう有利でもないのです。ここは一気に詰めるのと、敵の決定権者達を争わせることで混乱させ、危機に直面しても何ひとつ解決できない状況に追いやることが必要です」

				　ナルは、説明は終わりだと一礼をした。

				　レニアスが白い顎鬚をしごきながら口を開く。

				「補佐官の危惧、確かにあります。包囲する我々の背後を襲うという手、敵海軍と連携を取られれば、突然に上陸した軍勢に襲われる可能性は無視できません」

				　彼の言に、ジグルドも同意し無言を貫く。

				　イシュリーンはゲオルグに命じた。

				「すでに、我々からオルビアンには宣戦布告の使者は発せられているな？」

				「は」

				　短く答えた軍務卿。彼は、王が我々という言葉を使う意味に、忠誠心を刺激されて頬を引き締める。

				「よろしい。ではナルの案にて、さらにオルビアンを追いこむ。アッピアーを差し出さねば許さぬとして、軍の南下を続けよう……ナル、オルビアンを奪った後の統治に関して相談したい。来い。他の者は解散」

				「陛下、お待ちください」

				　ハンニバルだった。

				　腰を浮かしかけたイシュリーンだったが、再び座り直すと緊張する炎王(イフリル)を見る。戦場でさえ見せない様子である男を前に、彼女は何だろうかと首を傾げた。

				「ナル殿の怪我に関して、報告すべきことがございます」

				　ハンニバルは、自分の不手際によって引き起こされた一連の騒動を、やはり王に伝えねばならないと決めていた。それは彼の誠実さというよりも、このままでは引け目を感じたままである自分が嫌だからである。

				　しかし、イシュリーンは笑った。

				「よい、補佐官から報告はあった。貴公は何か……例えばナルの怪我に責任を感じているのだとすれば、それも含めて、ナルからの報告通り、貴公は彼を助け、挽回したのだ。私は、そう受け取ったが、違うか？」

				「ありがたいお心遣いでございますが……私の個人的な問題のせいで、補佐官殿が危険に晒されたことは事実でございます」

				　イシュリーンは目を細めてナルを見る。いや、睨むという表情だが、そこには悪意はなく、例えるなら、悪戯をした弟を叱る姉の表情、といったところであった。

				「ナル、オデッサ公はこう申しておるが、どうであるか？」

				「……真実は、見る者、語る者によって変化をする場合がございます。オデッサ公爵閣下は、陛下もご存知の通り、正々堂々とした方です。ですので、あえてこう仰っておられるものと存じます。それに……失敗は誰にでもあります。俺もしました……」

				　ナルの脳裏に、アブリルが現れる。

				　彼はここで初めて笑みを浮かべた。

				「……ですが、だからこそ俺はこうして立っていることができます。今の俺が、グラミアの為に懸命になるのも、その失敗を繰り返さない為です。陛下、もう一度、申し上げます。この怪我はオデッサ公爵閣下とは何も関係ございません。関係があるのは俺と……問題を起こした本人、そしてフン族です。閣下」

				　ハンニバルが、王の前から滑るように移動し、左手にイシュリーン、右手にナルという位置で片膝をつく。

				「……俺を助けてくださって感謝しております。グラミアの為に、働ける今と未来を得ることができたのも、閣下のおかげです。ありがとうございます」

				「ハンニバル」

				　イシュリーンの声に、炎王(イフリル)は平伏する。

				「お前が責任を感じているのは、お前の問題だろう。しかし、私はお前と、補佐官を信頼している。よって、ナルの言も、お前の申し出も、どちらも本当なのだと思うことにするが……あえてこのように言おう。ハンニバルが私には必要だ。失敗は、挽回できる。生きている私達は、前に進むことができる」

				　イシュリーンはそこで立った。

				　レニアス、ジグルドが片膝をつき、ゲオルグが王の背後に移動する。軍務卿の動きで、近衛連隊の侍女達が馬車の用意を始めた。

				「皆も聞いて欲しい。国の為に死んだ者達を称えるのも、供養してやるのも、生きている者が勝たねば無理だ。我々は生きて、勝つ。神々とお前達に誓う。私は、私の責任で死んでいった全ての人に、私達は勝ったと報告する。ハンニバル、これまで通り、助けて欲しい。それが、責任を感じるお前への裁きである」

				　王は最後、皆に微笑みを見せた。

				

				「ナル」

				「ふぁい」

				　王の馬車の中で、イシュリーンに頬をつねられたナルが不明瞭な返事をした。彼は、自分への裁きはこれからかと気が重い。

				「また危ないことをして……今度は何をしたの？　報告書には、行軍中に襲われたとあったけど……」

				「しょのほおりです」

				「正直に言いなさい」

				「言いましぃふぁ」

				　ナルの頬はそこで解放された。

				　簡易寝台と椅子が一脚。

				　寝台に腰掛ける王は、椅子に収まるナルを見つめる。

				　彼は視線を逸らした。

				　隠し事をしているなと、イシュリーンは決めつけた。

				「ナル、その隠し事は私達の為になる？」

				「……隠し事というか……話す必要がないと思う。いや、ごめん。違うな……俺の怪我に関して、さっきの話の通りだよ。ハンニバル卿は悪くない。ただ……」

				「ただ……？」

				「彼は、フン族に情報を漏らした裏切り者が、自分の近くにいた人だったから自責がある。その裏切りは、原因は俺にある。冬……ウラム公と高原で戦った時に発端がある。あの時、俺が失敗をしたからだ」

				　イシュリーンは記憶を辿った。

				　あの時、ナルはドラガンと決定的な対立にあった。生命を賭けて、というべき状況になった。そこから生還した彼は、帝国の侵攻を利用してドラガンを誘き出し、高原で再戦しこれを破っている。

				　彼女は、ナルが言う失敗とは、ドラガンとの会見の場で発生した何かしらの問題であると察した。ここで、ハンニバルが近くに置く者、また彼だけでなくオデッサ公爵家の事を考えた時、イシュリーンは正解に近い推理を組み立てる。

				　ルヒティがナルに貸したというテュルク族。あの高原で、ナルはイシュリーンの身代わりに関して人選を悩んでいなかったが、それが答えかと彼女は読む。ナルはあの時、テュルク族の誰かをイシュリーンの身代わりに仕立て、ドラガンと対決し、結果、テュルク族は被害を出した。さらにここで、王は自分の身代わりこそ、アブリルという女性だと決めつけ、間違いないと頷いた。

				「ナル、テュルク族という者達の中に、貴方への反感を覚える人達がいて、この怪我に繋がった……のね？」

				　イシュリーンは、アブリルの名前を出したくなかった。しかし、口にせずとも苛立ちは覚える。それが、二人の間に重い空気を流し込んだ。

				「お見事です……」

				「で、貴方がこれを私に知らせない理由は、テュルク族を守る為ね？」

				　アブリルという人の為ね？　と問いたい彼女だったが、懸命に耐えた。

				「……はい」

				「ハンニバルも、同意しているのね？」

				「少し違います。ハンニバル卿はテュルクに対しての仕置きは終わったと考えておられて、あとはご自分の気持ちの整理というところだと……テュルク族の族長が自害しました……首謀者も、ハンニバル卿によって処されました。テュルク族はとても役立ちます。ここで収めておくのが、グラミアの為だと……」

				「でも、それは私達の為にならないと、貴方は思うから答えを濁した」

				　ナルは改めてイシュリーンを騙すのは難しいと項垂れた。

				「例の……アブリルという人とは、いつ会わせてくれるの？　貴方がそう思う理由は、きっと彼女よ」

				　断定的な物言いのイシュリーンは、つまり嫉妬しているとナルにはわかった。それは彼女にとって誰だかわからない女性が、ナルをいつも助けていて、またナルが彼女を助けようとしていて、それが自分への隠し事に通じていると彼女は推測したと感じたからだが、このヤキモチの困るところは、ナルには何も申し開きする後ろめたいことなどない──肉体関係があるわけでも恋人関係になっているわけでもないが、実際に彼はアブリルを気にかけていて、それはナルがイシュリーンに向ける気持ちとは違う種類のものであるけれど、彼自身、何もないと断言できない困った気持ちが原因であった。また、彼はアブリルの祖母の台詞を聞き捨てることができないから、アブリルとどういうつき合いが良いかと、決めかねている現状になり、悩んでいて、それはイシュリーンに話せる類のものではなかった。

				「イシュリーン、俺と彼女の間には、俺と君のような関係はないよ」

				「ふぅん……」

				　疑わしいという流し目を送られたナルは、気分を害した。隠し事をしていた負い目はあるが、男女間の仲まで疑われると疲れるのだ。説明するのも馬鹿らしく、言い訳じみて嫌になるとは彼の正直な心持ちで、その根本は、面倒くさい、である。

				　テュルクを守る事と、アブリルを守ることは同意である。アブリルを守ろうとする気持ちが、テュルクを守る判断に繋がっているかと問われれば、否定できない彼がいる。ただ、ナルにとってその気持ちは、整理のつかない複雑なもので、イシュリーンを想うものとは全く違うが、相手に上手く伝えられる自信がない。

				　ナルは、濃い疲労を覚えて椅子から腰を浮かした。杖を取り、去ろうとする彼をイシュリーンが止める。

				「逃げるの？」

				「ごめん……俺は……これしか言えない。君を裏切るような事はしていない。だから、信じてくれとしか言えない」

				「卑怯よ……そうやって、傷ついた、疲れた、そうやって話し合うことから逃げるのは卑怯よ。私は……貴方にとても負い目を感じている。全く関係ない貴方に、したくもない事をさせていると思う私は、貴方にそんな態度を取られたら、これ以上……訊けないじゃない。ナルを信じるとしか……言えないよ。不安で、イライラして……それでも、ナルに嫌われたくないから、我慢するしかないじゃない！」

				「イシュリーン、ごめん……おやすみ。今日はもう寝るよ……今日は……逃げる。申し訳ないけど」

				　イシュリーンは、自分が泣きだしそうだと察して瞬きをした。涙を懸命に堪えたのは、泣く姿を見せることで、恋人をこの場所に留めてはならないと思ったから。

				　彼女は、逃げると言った彼を許した。

				　イシュリーンは一人となって、ようやく溜め息と涙を溢す。そして、己の愚かさに腹を立てた。

				「……私は……ナルを労ってあげる事すらできなかった……自分のことばっかりで……自分勝手な……どうして、無事で良かったと言ってあげなかったの……彼はちゃんと、帰って来てくれたじゃない……馬鹿、私の馬鹿……」

				　イシュリーンは、悔しくて涙を流した。

				

				　　　　　　　

				

				　グラミア王国歴一一六年。夏が去り、冬の前に秋が訪れる。

				　東部都市国家連合のオルビアンでは、迫るグラミア軍に対し主戦派は残存兵力と海軍を編成する事で対抗すべしと主張したが、反戦派の抵抗が強く、結果的にコッツァ家は手を打てずして時を失う。この時の反戦派の主張は、理念よりも金の流れで生み出されており、それはグラミアの意向で動くロドリス商会が、グラミアから得た資金を議員達に流しているからだ。

				　賄賂だ。これが活躍し始めると、政治は腐るのである。毒は薬にもなるというが、この時のオルビアンにとって、賄賂は毒でしかなかったのである。

				　また、スキピオの手紙が原因で首脳部はまとまらず、元老院は三商会と民に挟まれ、毒で侵され動きが取れない。それでも、コッツァ家当主ヴィエリは、息のかかった元老院議員数名を使者団としてグラミア軍へと送った。彼らがイシュリーンに面会を求め、グラミア軍野営地を訪れたのは、オルビアン北五万デール地点までグラミア軍が接近してきてようやくの事で、これにはグラミア人達も苦笑を禁じ得ない。

				　お前達はのんびりできる立場ではないだろうという嘲りである。そして、この状況を作る自分達の優位性が生んだ余裕であった。

				　野営地で、元老院の議員五人を迎えたナルは、イシュリーンを彼らの前に出す事なく、次のように通告する。

				「降伏か死か選ばせてやる。アラゴラを見て何も学ばなかったのか？　それとも、次の選挙の票集めがしたかったのか？　馬鹿ども……さっさと帰って三商会に俺の言葉を伝えて、どうするか早く決めろ。間に合わぬぞ。アッピアーの件も、曖昧な回答は許さぬ」

				　去っていく彼らのその背中に、グラミア王補佐官の言葉がぶつかる。

				「こっちはどんどんと近寄っていくし、オルビアンに到着したら攻撃を始めるからな！　早くしろよ！」

				　元老院議員達は走り出した。

				　野蛮人め、猿めと息まいたところで、状況が改善する事などなく、彼らはただひたすら馬を走らせ、オルビアンへと帰還する。

				　反戦派の議員達は、停戦交渉はどうであったと使者となった議員達に問い、罵声を浴びせられた。

				　敵が迫る状況で、元老院議員同士による殴打の応酬が発生し、市民達は口を揃えて不満を吐く。

				　この期に及んで、元老院は批判合戦を繰り返す。陸軍が壊滅した彼らには、グラミア軍を足止めする壁もなく、コッツァ家による各国への救援要請も、援軍が到着するまでの時間を稼ぐのは難しい。

				　それでも、コッツァ家主導で徴兵が行われる事になったが、憲法改正が必要と元老院で採決された。

				　こうしてまた時間を失う。

				　この時、執政官の一人であるオルタビウス・アビスはフェルド諸島から帰還しており、彼は残存兵力と海軍から人員を編成して防衛の準備を始める。

				　誰の許可でそれをするのかと元老院議会で糾弾された彼は、呆れた後に怒鳴り返した。

				「では、誰が国の為に戦う!?　貴様らか!?　貴様らの子か!?」

				　この怒りに、誰も反論はできなかった。

				　そして、戦おうとする者、逃げようとする者が鮮明となっていく。

				　戦わなければならないはずの、三商会の経営者達は、船に乗ってアルメニアを目指した。

				　亡命、である。こういう判断は即座にできるのかと、後にグラミア人達に笑われることになるが、彼等としてみれば、自分達だけの財産と生命を守るのであれば、迷う必要がないというだけのことだ。

				　元老院が、この事実を掴んだのは、三商会の当主達が海上に出た後の事で、どうしたものかと慌てた。責任を取るべき者達がおらず、誰も決定を下せず、ならば多数決で決めようとなり、その時間を稼ぐ為に、元老院は使者を再びグラミア軍へと送り出した。

				　この時、三商会が逃亡したことを知らないグラミア側だが、時間が欲しい相手の事情は理解している。

				　ゆえにナルは、彼等が現れたと同時に縛り上げ、馬にくくりつけてオルビアンへと送り返している。

				「ベルベット、これが力を持たない国の末路だ。相手に乞うしか術はなく、民は脅えるしかない。だがそれも、こうならねばわからないんだよ……誰もが、他人事の国ではね」

				「この通りに、記録して構わないのか？」

				「この通りに、記録して欲しい。グラミア王の補佐官は、オルビアンの頼みを無視した、とね」

				　ベルベットが、文章を記しながら口を開く。

				「でもナル殿、さすがに城門を閉じれば、厄介なのだ？」

				「いや、全く問題にならない。彼等の民主主義が、城門を内側から開くよ」

				　ナルのこの言葉は、発せられた翌日には現実のものとなる。

				　イシュリーンに率いられたグラミア軍は、オルビアンを前に次々と戦闘態勢を取り始める。

				　六連星旗と、ロッシ公爵、ルブリン公爵、ルマニア公爵、オデッサ公爵、合流した各諸侯の軍旗がずらりと並んだ。その光景は見事で、彼等の登場に守備側の兵達すら感嘆の声をあげた。

				　この時、オルビアンではすでに、あくまでも戦うと主張する者達が少数派となり、グラミアとの交渉でオルビアンの独自性を守るべきだという意見が多数派となっていた。それは元老院議員達、市民達問わず広がっている。

				　オルビアンの兵をかき集めたオルタビウスは、二〇〇〇の軍勢を率いてオルビアンの城壁からグラミア軍を臨む。しかし、外に出て戦ったほうが良いと思える罵声を、守るべき市民達から向けられる。

				「だから戦うなと言ってんだ！　平和的交渉だ！」

				「武器を捨てて対話を求めろ！　話せばわかるはずだ！」

				　市民達は、自分達を守ろうとする兵達への非難を繰り返した。

				　あの時は戦えと叫び、今はそれを非難する。そもそも、アラゴラ侵攻を叫んだのは誰だと、オルタビウスは唾を吐いた。

				　澄んだ青空は雲一つなく、煌く陽光の下でグラミア軍が整列していた。青地に黄で描かれた六連星旗がいくつも風に揺れ、その先頭に現れた白い輝きがイシュリーンだと、オルタビウスには分かった。

				「グラミア王自らご親征とは、我らも戦う意味があるというものだ」

				　彼の言葉に、士官が笑う。

				「諸侯の旗もズラリです……一致団結して羨ましいですな」

				　彼らの後ろで兵達が緊張で強張らせた顔を並べている。半島の先端に築かれたオルビアンは、城壁と海に囲まれた都市国家であるからこそ、陸からの攻撃を受ける面が少ない。東、南、西を海に囲まれたオルビアンを守る時、北側の城壁を守るだけで良い。

				　ここでオルタビウスは、海軍の動きが遅いと軍港の方向を眺めた。

				　帆船には帆があがらず、沈黙している。

				　訝しむ彼は、グラミア軍が一斉に放つ言葉を耳にした。

				　それは、市民権を持たない者達への呼びかけだった。

				「今、改めて問う！　与えられた権利に胡坐をかき、特権を得た如き振る舞いをしていた者達に支配されてきた人々よ！　これからもそうして生きていくのか!?　可能性を閉ざされ！　限られた自由の中で耐えて生きる日々をこれからも望もうというのか!?　目を醒ませ！　彼らが齎したこの状況を見ても！　まだ彼等に尽くそうというのか!?　彼等は何もお前達に与えず！　お前達を守ろうともしていないではないか！　我々は敵対する者には容赦はせぬが！　協力者には寛容だ！　アラゴラを見ろ！　この訴えが嘘ではない証拠が！　あそこにはあるぞ！」

				　まずい。

				　オルタビウスの焦燥は、ほどなくして現実となる。

				　静まった海軍の様子を伝令に見に行かせたオルタビウスであったが、グラミア軍が動きだした為、対処するべく攻撃命令を発した。

				　ところが、伝令の悲鳴に固まることになる。

				「市民権を持たぬ者どもが！　城門を開けようとしています！」

				　士官達も言葉を失い、兵達が矢を放つ音だけが不気味な緊張をオルタビウスに強いる。彼は、喉を鳴らして城壁上で振り返ると、兵達をかきわけ階段へと進む。走りながら、市街地の大通りを埋める群衆が見える。

				　彼らは、何かを叫びながら北の城門へと迫っていた。

				「市民達が始めた戦争だ！　俺達は関係ない！」

				　オルタビウスは、そう叫んでいる声を確かに聞いた。

				　彼は階段を駆け下り、城門の内側で争う兵と群衆に向かって速度をあげた。士官達に「捕らえろ！」と怒鳴った彼であるが、その指示を守ろうとする兵達を上回る群衆の勢いに勝てない。

				　誰かが、石を投げ始める。

				　そして、いつのまにか、棒のようなもので兵に襲いかかる群衆。ついに兵達も身を守る為に守るべきはずの相手に向かって剣を振るう。

				　城門の内側でせめぎ合いが激しくなり、揉み合い掴みあい、殴り合って罵声が飛び交う。その混乱の中で、女性の叫びがはっきりと響いた。

				「私の子が殺された！　兵士に斬り殺された！」

				　群衆が怒りで叫び、彼女の訴えが伝播していく。冷静に考えれば、このような場所に子連れで来るはずもないが、誰もがその疑惑を無視したように城門に取りつき、開閉装置を守る兵達をおしのけ取りつく。兵達は武器を手にしたが、群衆もご丁寧に武器を用意していた。

				　テュルク族の者達が、群衆の中に紛れ込み、先導している為である。

				　オルビアンの城門が軋みながら開き始めた。

				　群衆は、元老院議員達と軍を非難し、敵であるグラミアを市街地へと招き入れる。

				　東部都市国家連合軍兵はそれでも剣を抜き放ち、突入してくるグラミア兵の前に立ったが、背後から群衆に襲われ、次々と倒れていく。

				　歓声と悲鳴と絶叫の渦の中を、グラミア兵が突進する。彼らは道を開ける市民達をも薙ぎ倒す勢いで進み、城壁上で慌てる兵達に殺到した。

				　ハンニバルが騎兵を率い、市街地へと突入する。彼は抵抗する敵兵を馬上から斬り殺し、悲鳴をあげる市民達を馬で蹴り飛ばし後続の為に道を作る。

				「情け無用だ！　平和ボケしたこいつらが悪いと思え！」

				　炎王(イフリル)の怒声に、グラミア騎兵はさらに速度をあげた。

				　群衆は、波が引く様に逃げ出す。

				　ルマニア公爵軍、ロッシ公爵軍の順で突入を果たしたグラミア軍は、市街地の中で東部都市国家連合兵を追い詰め、倒して行く。この時、海軍が沈黙していた理由が明白となる。

				　艦艇が次々と、炎上を始めたのである。

				　ダリウスによって指揮されたリュゼ子爵連隊は、軍船が海に出る前に破壊することに成功していたのだ。また、これは偶然の産物だが、市街地に突入してきたグラミア軍を恐れた市民達の多くが、着の身着のまま海に飛び込み、対岸目指して泳いで逃げ出したことで、仮に艦艇が無事であっても、作戦行動が無理であろうほど、海上は市民達で埋め尽くされてしまっていた。

				　水兵達は、食事に毒を仕込まれて、武器を全て隠されて、抵抗できないまま沈む船達を茫然と眺めることしかできない。それでも、溺れ始めた市民達を助けようと、弱っていても次々に海へと入る。

				　戦いどころでは、なくなってしまっていた。

				　オルビアンは、長い歴史の中で、初めて他国の軍勢に蹂躙された。その混乱は、誰もが経験したことのない大きなもので、逃げ惑う群衆は防衛を阻害し、グラミア人達による突入は雪崩のごとく強烈だった。

				　ただ、グラミア陣営にとって、不安要素が芽生える。

				　それは、帝国によるものだった。

				　ハインリヒだ。

				　彼らは姿を消したが、オルビアンに潜伏していた。その狙いは、イシュリーンもしくは補佐官という順で、群衆に紛れて変装していた騎士達は、グラミア王が市街地に入る時を今かいまかと待つ。

				「閣下、補佐官です」

				　騎士の一人が、王ではなく補佐官の姿を見つけた。

				　ナルは、元老院の議事堂に向かうべく、馬を走らせていて、その周囲はエフロヴィネ率いるヒッタイト人達が守っていた。

				「今は無理だ。落ち着いてから……戦いが終わったと思って油断している時を狙う」

				　ハインリヒは、襲撃の時ではないと判断を下す。だが、ナルを睨む。彼は、グラミアの補佐官を守るヒッタイト人の部隊という図に、亜人種をグラミアが従えているのかと誤解していた。

				「……面倒だな……南部諸国に散らばる亜人種と連携を取られると厄介だ……おい、本国に知らせろ」

				　彼の指示で、騎士が一礼し離れて行く。

				「王の寝所、補佐官の寝所……場所を調べておけ。その周辺で騒ぎを起こして、決めるぞ」

				　聖皇騎士団(ハイトパプストオルディーン)総長は部下に命じ、嘲りを笑みに変えて、馬を駆けさせ離れていくナルを眺めた。

				「優先順位は、あの補佐官だ……あいつ、馬に乗って姿を晒しおって……馬鹿が。軽い奴だ。自分の立場をよくわかっておらんようだ。こういう男は、隙も多いものだ」

				　ハインリヒは薄く笑った。

				

				　ナルは、市街地を駆け抜けて元老院議員達が集まる議事堂へと入った。

				　元老院議員は現在、グラミアに降伏するか否かの採決をしており、議員全員が集まっている。

				　議事堂の本会議場に突入したヒッタイト人達は、抜剣することで議員達を黙らせると、ナルの為に道を開ける。

				　グラミア王補佐官は、白いマントを揺らし、杖をついて進む痛ましい姿で壇上にあがると、そこにいた議員を押しのけて一同へと振り返った。

				「無礼な！　外で待たれよ！　今、貴国に降伏するかを採決しておる最中だ！」

				　議長の怒声を無視したナルは、エフロヴィネに頼んで弓矢と剣先を議員達に突きつけた。

				　場が静まる。

				「よし！　静かになったようだし……グラミアのナル・サトウだ。では、用件を伝える！　ここにオルビアンの元老院を解散する事を宣言する！　以上！」

				　前置きも何もなく宣言したナルは、すぐに場を離れようとする。議員達がすぐさま怒鳴り、叫んでナルを非難した。しかし、弓矢を向けられては、口を閉じて汗を流すばかりとなった。

				　議員の一人が、意を決して叫ぶ。

				「グラミア人よ！　そのような横暴が許されるわけがないだろう。この自由都市オルビアンは、お前達──」

				「うるさい！　もう負けている！　喚くな！　その前に名乗れ！　政治家ならば名前も名乗らず人を批判するな！　馬鹿者！」

				　ナルが怒声に怒声を返し、元老院議員はウリウス・ヴィライルと名乗った。そのままグラミア批判を始める彼を無視し、ナルは従者から書類の束を受け取ると、それをめくりながら喋った。

				「ウリウス・ヴィライル……と、あった！　お前、ロドリス商会から金銭を受け取っているな！　これは先のアラゴラ侵攻に賛成票を投じるという約束で……えっと、他にもたくさんいるな！」

				　ナルは、汗を吹き出すウリウス・ヴィライルを睥睨した後、元老院議員達の並ぶ議場をぐるりと見渡す。

				「おい、ゴミ虫ども！　お前らが自由や権利を叫ぶ資格のない事を俺は知っている。いや、この都市を造った先人達の理念に唾を吐きかけた現在の市民達も同罪であると知っている！　うるさい！　喋るな！　今は俺が喋っている！」

				　声をあげた議員達を威嚇したナルは、小柄な身体のどこから出しているのかと疑うほどの大声を出し続ける。

				「オルビアンはグラミアの為に富を生み出し続ける事で存在を許してやる。しかし！　自由も権利もその資格なきお前達は絶対に許さん！　こいつらを全員捕縛！　今やれ！」

				　悲鳴と怒声を無視した彼は、ヒッタイト人達に守られながら本会議室を後にした。その背に、問答無用で捕らえられる議員達の叫び声がぶつかる。

				「はは……己の事となると懸命になるカス共め……これまで、今のように本気で挑んでいればこうはならなかったと知れ！」

				　ナルは言葉を吐き出し、エフロヴィネを誘って歩きだした。

				「補佐官、だが貴公もいずれ、あの者達のようになるのではないか？　権力は人を狂わす」

				「そうなる前に、引退するさ」

				　彼は笑った。

				

				　　　　　　　

				

				　オルビアンが陥落した日の夜。

				　イシュリーンはコッツァ家の屋敷に入った。贅を尽くした内部に驚きつつ、一国の王でもここまで金をかけないと呆れる。

				　彼女は、これから数日はグルラダ制圧の時以上の忙しさが待っていると予感し、今夜は早く寝てしまおうと決めた。そして、屋敷の客間を自分の寝室に仕立てている近衛の侍女達に、ナルとダリウス以外の者であれば面会は断れと伝えた。だが、侍女達が整えた寝台に横たわり、ダリウスはともかくナルは現れないだろうと溜め息を溢す。

				　あの日、ひさしぶりに再会したというのに、彼を労ってやれなかった自分を思い出す。

				　彼女は、情けなさで瞼を閉じたが、すぐに、謝ってしまおうと上半身を起こした。

				　だが、と動きを止めた彼女は頭を払う。

				　しょうもない意地だと彼女自身も思う自尊心が、先に謝罪を口にする事を邪魔する。

				　侍女の一人が、水を運んで来た。

				「陛下、ここにお水を……」

				　イシュリーンは返事をしないまま、侍女の動作を眺めていたが、窓から窺える光景が目に入り、寝台から這い出ていた。

				「海……」

				「え？」

				「海だ……」

				　窓へと近づく王と、彼女の隣に佇む侍女は、オルビアン海峡を眺める。海面は黒く、しかし何かが、大量に蠢いていると二人にはわかった。

				「人が……浮かんでいるのか？」

				　イシュリーンの問いに、侍女は困る。

				　聞き知っている事を、そのまま伝えて良いものかとの一瞬の躊躇いは、事態の深刻さによるものだった。しかし彼女は、答えない不敬は許されぬと決めて、口を開く。

				「市民達の多くが、我が軍の略奪を恐れて、海に飛び込み逃げ出しました。それを助けようと、オルビアン海軍も動いておりますが、艦艇が悉く我々によって破壊されており、困難極める状況であるとの事です。軍務卿閣下は、放置を決定しておりますが、それは市街地で、暴徒と化した者達を鎮めるのが先だとするご判断によるものです」

				　語る侍女の視界に、燃える市街地の一部が入っている。

				　爆発音がしたに違いない火炎の蠢きが、静かなこの場所では遠い世界の出来事のように感じられた。

				「我が軍は略奪などせぬ……」

				「陛下、ですがオルビアンにとって、陥落など初めての事でございますから……他国にしてきた事を、今度はされると思って恐いのでしょう」

				　イシュリーンは押し黙り、オルビアンの海を見つめた。

				　星が雲に隠れ、月も見えない夜。

				　海は、黒かった。

				　彼女が初めて見る内海は、黒かったのである。

				

				　ナルはこの時、コッツァ家の屋敷の外、元老院議員達が使っていた官舎の一室にいた。市街地だけでなく、この場所の近くでも暴徒達による破壊活動が発生しており、鎮圧に誰もが忙しいなかで、彼はまた違う緊張の中にいる。

				　再会したアブリルを前に、労いよりも詫びを口にした彼は、深々と頭を下げる。

				「もっと早くに謝りたかったけど、いろいろあって……ごめん」

				「頭をあげてください。ナル殿は、謝るようなことを何もしておりませんよ」

				「そう言ってもらえて助かるけど、俺がしっかりしていれば、クルティナはあんな事をしなかったはずで、族長も──」

				「違います。ナル殿、それは違います」

				　アブリルは頭(かぶり)を払う。

				「ナル殿は、しょい込み過ぎです。全て、自分のせいだなんて、考え過ぎです。私も、悪いんです」

				　彼女は装束の裾を両手で握り、仲が良かったクルティナとの関係がおかしくなったのは、自分が彼女に嫉妬を感じていたからだと正直に話した。

				「私は……ハンニバル様と恋仲になれた妹が羨ましかった。お婆様から、男達を選ばなかったことを責められた時、どうして自分だけがと僻みもしました」

				　ナルは、目を涙で濡らしたアブリルを見つめる。こういう時、相手がイシュリーンであれば抱きしめているに違いないと思う彼は、アブリル相手に、そうしていいとは思えず、執務机として使う卓の前で、ただ彼女を見守る。

				　ここで扉が叩かれ、外からダリウスが声をかける。彼はわざと、部屋には入らない。

				「ちょっと、外がまだ騒がしい。警備はしているが、近くでまた騒動があった。何かあったら大声出せ。見回っているから」

				「わかった」

				　ナルが答えた時、アブリルは閉じられたままの扉へと視線を走らせ、ダリウスの気遣いに感謝した。ただ、彼女はダリウスの親切には乗らず、ナルに心情を伝えるだけに止める。

				「私だけが、なんだか雑な扱いだとお婆様を恨みもしましたし……ハンニバル様との事を嬉しそうに話す妹に、あてつけかと反感を覚えもしました……こういう私の駄目な部分が……」

				「それこそ考え過ぎだよ……」

				　ナルの気遣いに、アブリルは唇を閉じる。その彼女を前に、ナルも沈黙を選んだ。近くで爆発があったと騒々しさが二人に伝えるが、彼等はお互いを見つめ合ったまま動かない。それは、掛ける言葉を探すナルと、彼の顔を見つめていたい彼女のせいだ。

				　しばらくして、アブリルが俯く。彼女は、ナルが無事であったことを喜ぶ言葉を口にしたかったが、その顔を、彼に見られるのが恥ずかしかった。

				「ナル殿がご無事でよかった……です。ナル殿がちゃんとこうして私の前に立ってくれて……お婆様も、クルティナも……いなくなって……いなくなっても、まだ私はこうして、生きなければって思えます」

				　アブリルは、微笑みながら泣いた。

				　ナルが手を彼女に伸ばす。

				　彼の右手が、彼女の左手に触れた。

				「ちゃんといる……俺はここにいる。アブリルさん、泣かないでよ。アブリルさんに泣かれると、困るよ……俺はとっても困るよ」

				　アブリルの涙を止めたのは、彼の言葉でも、触れ合った手と手でもなかった。

				　部屋の窓が、爆発した。

				　火球の魔法が、木とガラスを一瞬で粉々に吹き飛ばす。

				　アブリルは、咄嗟に結界を張った。しかし爆風が室内で暴れまくり、ナルは体勢を崩す。アブリルは懸命に立ち、腰の剣へと手を伸ばした時、白い騎士が突入してくる光景に叫んだ。

				「敵襲！」

				「また会ったな！」

				　ハインリヒが嘲笑と同時に長剣を斬り払う。

				　アブリルが立ちはだかった。

				　二人の斬撃は同時で、二本の剣は刀身をぶつけあって鳴く。彼の背後に、騎士数名が現れる。

				　ナルを狙ったハインリヒは、自らはアブリルと対することで部下にグラミア王補佐官を狙わせた。

				　アブリルは礫を放ち、強敵を相手にしつつもナルを狙った騎士を攻撃する。

				「ナル殿！　逃げて！」

				　叫ぶアブリル。

				　無言のハインリヒ。

				　彼はアブリルの蹴りを躱し、長剣で彼女の一閃を防ぐと、殴打の反撃を見舞った。

				　アブリルはそれを肩で受け、よろめくも壁を蹴って跳躍する。

				　立ちあがろうとするナルに襲いかかる騎士が、アブリルの膝蹴りを顔面にくらって転倒した瞬間、彼女は倒れた椅子の脚を剣先で弾き飛ばすことで、追撃してきたハインリヒにぶつけた。腕で防いだ彼は、ナルを逃がさぬようにと扉の前に移動し、壊れた窓から侵入した部下達に、顎をしゃくって二人を殺せと命じる。

				　アブリルは剣を構え、ナルを背に隠して騎士達を睨む。室内に入った敵の数は三人で、ハインリヒも含めると四人だ。だが、この空間で戦うには少し多く、敵は交互に攻撃してくるに違いないと緊張を保った。

				　少しの時間を稼げば、ダリウスが駆け付けてくると信じる彼女は深呼吸をする。

				　騎士の一人が斬撃を繰り出す。

				　アブリルは剣で弾き、違う男の攻撃もまた防いだ。一つひとつの動きを連続で行う彼女の攻防は滑らかで、ハインリヒは舌打ちをすると部下の一人と位置を変わる。

				　外では、聖皇騎士団(ハイトパプストオルディーン)が周辺で騒ぎを起こしており攪乱しているが、時間をかけすぎる愚を彼は犯したくない。

				　ハインリヒは部下の攻撃を陽動に、ナルを狙った。

				　騎士の突進を体当たりで止めたアブリルは、二人目の斬撃を一閃で止めた。しかし、ハインリヒの投げた剣には届かないと、恐怖で叫ぶ。

				「ナル！」

				　彼女の声で、ナルは必死で杖を振るった。

				　偶然にも、ハインリヒの投げた剣が床を転がる。しかし、この聖皇騎士団(ハイトパプストオルディーン)総長は短剣を手にナルの目の前に迫っていた。アブリルは間に合うと信じて、床を蹴った。

				　ハインリヒの短剣が補佐官へと振り降ろされる。

				　ナルは、懸命に杖を突きだした。

				　アブリルが、二人の間に割って入る。

				　ドスン！　という衝撃でナルは呻く。

				　彼は、アブリルの身体を受け止めるように抱きしめていて、彼の杖は、彼女の脇を抜けてハインリヒの肩を突いていた。鈍痛で呻いた聖皇騎士団(ハイトパプストオルディーン)総長が、よろめいて数歩、退がる。

				　ハインリヒの手に持たれていた短剣が、アブリルの脇腹からするりと抜けた。

				　直後、扉を蹴破って現れたダリウスが、一瞬で一人の騎士を斬り殺す。

				「すまん！　遅れた！」

				　ダリウスは叫ぶと同時に突進し、二人目の騎士を一閃で倒す。そして三人目を蹴り飛ばすとハインリヒに長剣を振るった。その一撃の鋭さに、ハインリヒは受けるという選択肢を放棄する。彼は後方に跳んで逃れ、現れた褐色の男はペルシア人だと睨んだ。

				「俺はな、知り合いをイジめられるのが許せない男だ。死ね！」

				　ダリウスの長剣が閃光となる。

				　ハインリヒは、短剣で受けるも弾かれ、手から武器を離した。肘まで痺れた威力を前に、聖皇騎士団(ハイトパプストオルディーン)総長は本気で逃げ出した。彼は外の部下達に突入を命じ、入れ代わるように庭へと逃れようとしたが、その行いがダリウスの怒りをさらに強くさせた。彼は一機に加速し、左右に帝国騎士の絶叫と血飛沫を放つ。室の壁面は真っ赤に滑り、這いずり呻く騎士達は血だまりに沈む。

				　部下を見捨てたハインリヒが、外へと飛び出した。

				「逃げるな！」

				　ダリウスが叫ぶ。

				「待ってくれ！　アブリルさんを運んでくれ！」

				　ナルは、抱き留めた彼女の身体から、温かく、ぬるりとした液体が流れ出ている感触で叫んでいた。

				　ダリウスは、ナルを残して行くこともできず大声をあげる。

				「誰か！　誰か来てくれぇ！」

				　アブリルは、ナルに抱きしめられたまま、瞬きをしていた。彼女は、どのような状況になっているかを認識できず困惑する。確かなのは、身体がとても重く、力が入らないことだけだった。

				　どうして、ナル殿とダリウス卿が叫んでいるの？

				　どうして、二人が何と言っているのか聞き取れないの？

				　彼女には、二人が何やら懸命に叫んでいるとわかるが、ただそれだけだった。

				　視界がぼんやりとしてきて、彼女はまた瞬く。

				「アブリル！　アブリル！　しっかり！　しっかりしろ！」


                			

	








			
				　ナルの声だ。

				　彼女は、愛しい人の顔を見ようとした。

				　しかし、ひどく眠い。そして、ナルの腕に抱かれている今がとても心地よい。　

				　朦朧とするアブリルの周囲で、二人は助けを呼ぶ為に大声を上げ続ける。それを聞きつけて現れたベルベットは、事の深刻さを知らないが為に間の抜けた声を出した。

				「ナル殿ぉ……あっちもこっちも大事(おおごと)なのだぁ」

				「ベルベット！　アブリルを助けてくれ！　助けてくれ！」

				「おお!?　怪我してるのだ!?」

				　ルナイスが室内に飛び込んで来た。

				「閣下！　ご無事ですか!?」

				「アブリルを助けてくれ！　ベルベット、頼む！　助けてくれ！」　

				「止血して輸血するのだ！　運ぶのだ！　腹部……ドゥドラぁ！　手術の道具がいるのだぁ！　ドゥドラぁ！　どこだぁ!?」

				　賑やかだ。

				　アブリルは、うるさい周囲の中で、静かに呼吸を弱めていく。とても苦しく、だから彼女はゆっくりと、浅く、繰り返す。

				　彼女は、薄れる意識の中でも幸せだった。

				　ナルの温もりが、彼女を包んでいるから。

				「早くしてくれぇ！　アブリルを助けてくれ！」

				　ナルが叫んだ。

				　アブリルには、はっきりと聞こえた。

				　それを合図に、再び騒がしくなる。幾人もの大声が、彼女の周囲で入り乱れた。

				　静かにしてほしい。せっかく、ナル殿に抱きしめられて眠れるのに。

				　アブリルは薄れる意識の中で、そう願った。

				

				　　　　　　　

				

				　アブリルが目覚めた時、室内は暗かった。

				　ひどく痛む腹部には包帯が巻かれていて、彼女は起き上がろうとして呻いた。

				「動くな。傷が開く……」

				　女の声で、彼女は視線を転じた。

				　銀髪の美女が、緑玉の瞳で彼女を見つめている。

				「へ……陛下……」

				「そなたは私を知っているのに、私はそなたを知らなかった」

				　イシュリーンは微笑む。

				　彼女は、椅子に座っていた。

				　アブリルはそこで、寝台に突っ伏して眠っているナルを見つける。

				「アブリル……ナルが泣いていた……私の恋人を泣かすな」

				　王の声色はとても優しく、だからこそアブリルは恐縮して何も言えない。

				　沈黙が訪れた。

				「そなたと、私の血は種類が同じらしい。魔導士であるのも、同じだ」

				　王の声。

				「ベルベットが、調べて、血を分けた。驚いたが……そういう事もできるのだな」

				「あ……ありがとうございます。私などがへ──」

				「アブリル、ナルが好きか？」

				　アブリルの謝罪を遮り喋るイシュリーンは笑みを浮かべているが、闇に染まった室内でその目の輝きは炯々としており、嘘を許さない強さで、寝台の上で、動けない身体で、逃れられないアブリルは答えるしかなかった。

				「……お慕いしています」

				「私は……」

				　イシュリーンは、アブリルの視線から逃れるように立つ。見事な肢体は、絹服に包まれていても隠し通せていなかった。彼女は歩き、窓辺に立った。

				　二人は、同じ方向を見ている。

				　オルビアンの海だ。

				　部屋の窓から、海が望めた。

				「私は……妾の子だ。だから、妾には否定的だ……幼い頃、あの女にいたぶられる母上を忘れることができない……私と父上の目の前で……忘れられない。だから、恐い。自分が、獲物を狩る直前の……毒蛇のように舌なめずりする表情をする女になるかもしれないと思うと……とても恐い……」

				　彼女はそこで、窓を背に振り向く。

				　四つの緑玉の瞳が、見つめ合う。

				「ナルは、どうするかな？」

				　イシュリーンが、寝台に突っ伏したまま眠る恋人の後頭部を見つめた。

				　彼女の瞳の煌めきが、柔らかくなる。

				　アブリルは、そっと手を伸ばして、ナルの髪に触れる。このまま、指をからめていたいという欲求も、王の前ではできるはずもなかった。

				　二人の女性に見つめられた男は、緊張と疲労の極みから解放された後に眠り続けている。その寸前まで、アブリルの手を掴んで回復を祈っていた彼は、夢の中でもそうしていた。

				　それを知るイシュリーンは、自分の恋人が寝言で他の女の名前を呟くのも、今日だけは許すと思って我慢していたが、目覚めたアブリルとこうして向かい合って、激しく動揺している。

				　イシュリーンは、自分では敵わないと思う可愛らしいアブリルを前に、胸の奥で渦巻く不満を消すことができないでいる。

				　彼女は、だからこそアブリルに言う。

				「アブリル、お願いがある」

				　イシュリーンの言葉に、アブリルは何だろうかと身構えた。

				　ナル殿の前から消えろと言われたら……。

				　彼女は、腹部の痛みも忘れて身じろいだ。

				　王は、寝台へと近づくと、アブリルと並ぶように腰掛けた。そして、ナルの髪へと伸びたアブリルの白い手を見つめ、囁く。

				「ナルを……取らないで欲しい」

				「……」

				「お願い」

				　アブリルは、王ではなくなった女性を前に、彼女も不安なのだと知ると共に、その言葉の意味を理解するがゆえに、震える声で答える。

				「陛下……私は、お仕えする者です。お命じになってください」

				「……お願い。私は、お願いすることしかできない……」

				　二人の視線が重なる。

				　アブリルは、イシュリーンの美貌を羨む。

				　イシュリーンはアブリルの、ナルの為に身を呈した気持ちの強さに、困っている。役目とか、立場とか、そういう理由ではないもので、アブリルがナルを守ったとイシュリーンにはわかっていた。だから彼女は、アブリルを憎めない。恋人を助けてくれた相手(アブリル)がナルに向ける気持ちの種類に気付いていても、イシュリーンは彼女を嫌いになれない。

				　憎めれば、楽だったのかもしれない……。

				　イシュリーンは溜め息をこぼした。そして、二人はお互いに、示し合わせたように窓の方向を見る。

				　夜は明けていない。

				　夜明け前の濃い闇で、海と空の境界は見えない。

				　星もなく、ただ暗いだけだ。

				「陛下……」

				「ん？」

				「陛下のご期待に背くような真似は、致しませんので……ご安心ください」

				　アブリルは、王の背に述べる。

				　しかし、イシュリーンは答えない。

				　彼女は、瞬きを繰り返す所作で涙を堪えていて、振り返ることを躊躇った。

				　いや、できなかった。

				　疲れて眠るナルの顔を見たくなかったからだ。

				　アブリルが助かるとわかって、倒れるように眠り始めた恋人の寝顔が、とても幸せそうであることを知っているからこそ、イシュリーンは恋人(ナル)の顔を、見ることができなかった。　

				

				　　　　　　　

				

				　シュケルは、その娘を前にして口端を歪めていた。

				　おどおどと上目づかいで人を見る彼女は、エリザの妹──スジャンナ・グロスクロイツである。金色の髪は見事に輝き、白い肌は透き通り、大きな目はいつも伏されている。整った鼻筋は細く、唇はしかし厚く、それがかえって男をそそるのだとシュケルは不機嫌だった。

				　それは、父親である自分も、極上の美女を前にして、男である事を突きつけられたからである。

				　スジャンナの豊かな乳房は張りがあり先端はまるで処女かと疑うほどに綺麗で、そこから締まった腹と、くびれと丸みを同居させた腰へと視線を動かしたシュケルは、スジャンナの身体を調べる演技をする女達へと、意図的に意識を転じてうずく欲求を払った。

				　この女達は、シュケルの息がかかった者達だが、見守る修道僧や司祭の手前もある。

				　女達の一人が、スジャンナのすらりと伸びた脚の付け根の奥に指を這わせて、頷いて見せる。

				　耳まで赤くそめたスジャンナは、その指から逃れるように半歩、後ずさり、だが懸命にそこで立った。その様子が、羞恥に耐えながらも興奮するようにシュケルには見え、この美しい娘を囲っていた枢機卿を羨む。

				　ここで、シュケルの背後に佇んでいたベアが、全裸で震えるスジャンナに言葉をかける。

				「スジャンナ、もう良い。お前は処女だと認められた。服を着ろ」

				　彼の言葉に、スジャンナが相変わらず顔を伏せたまま動き、修道僧から衣服を受け取り袖に腕を通す。シュケルは衣擦れの音を聞きながら目を閉じて、彼女が服を着るのを待った。

				　スジャンナは空から降ってきたかのように帝国に現れている。もちろん、神秘性という意味で、だ。彼女が起こす奇跡がローターによって瞬く間に広められた。同時に、グロスクロイツ家の破産と悲劇、残された姉妹の懸命で健気な様子も民の間で語られていく。

				　教皇も目撃したという彼女が起こす奇跡の数々は、これを仕組むシュケルでさえ、笑いだすほどの勢いで民の支持を得ていった。

				　まさしく、世が奇跡を望んでいたのだろうと彼は思う。閉塞感と不満に喘いだ民達は、一人の女性がそれを払うと期待する。

				　いや、信じたいのだと、彼は考える。

				　そして今日、教皇庁にて、その女性が聖女(ハイトゲーテ)であるか否か審査されると布告があり、教皇庁の外にある広場、その周辺にも民が集まり固唾を呑んで祈り続けている。

				　実際に審査などないのだが、手順を踏む事で偽物も本物になる事をシュケルは知っていた。

				　扉が叩かれ、ローターが現れる。彼はスジャンナを教皇の前に先導する役目であった。

				　彼は、ベアの隣に行くと、小さく声を発した。

				「これで僕達は運命共同体だ。お互いの為に、しっかりやろう」

				「承知している」

				「例の……僕と枢機卿席を争った彼を、説得しましたか？」

				　ローターの言う彼とは、アンドレアス・エフェンベルグで、枢機卿選出で敗れたが、反ローターを掲げていた。彼はローターが、教皇の座を狙っているから、フリードリヒ二世の評判を落とすような噂をいくつも流しているとあちこちで吹聴しており、事実ではないが、教団内部のまとまりを害すること甚だしい。

				「やっているが、フリードリヒ二世猊下のご寵愛もあって……」

				　ベアが口ごもる。

				　ローターは苦笑し、だがすぐに消すと真面目な顔でスジャンナに一礼する。

				　彼女は、高名な枢機卿にそのような態度を取られて恐縮するが、シュケルが慌てて彼女を止めた。

				　スジャンナには、聖女らしく振舞ってもらう必要があるからである。

				「シュケル……いきなりは酷ではなかったか？」

				　ベアの小声での指摘に、シュケルは一礼を返した。

				「この日、この時に、お披露目をすると告知しておりますので……」

				　スジャンナがどうして良いかわからず立ちすくむ傍らで、男達が真面目な顔で相談し合っている。

				　ローターが、シュケルとベアに伝える。

				「ハインリヒから報告があった。補佐官暗殺は失敗したが、諸侯は不満を高めているそうだ。アラゴラで、そうとうに激しい戦いがあったそうだ」

				「東部都市国家連合とですな？」

				「そう。諸侯の一部は、領地安堵でこちらに靡くだろうとハインリヒは読んでいる。早速、動くそうだ」

				「オルビアンが取られた今、急がねばなりません」

				　シュケルは、こうまで早く東部都市国家連合が敗れるとは思ってもおらず、だが現実にグラミアがオルビアンを押さえてしまった今、掌握される前に攻めるしかないと決めている。

				　彼は早口で続けた。

				「ハインリヒに、我々がリュゼ地方に侵入した頃合いで、諸侯を動かせるように頼むと、お伝えください」

				「わかった。あと、別件での相談もある。屋敷に来てくれるか？　ベア卿、貴公にもぜひ加わって頂きたい。物資の運搬など、相談したいことがあります」

				「承知した……」

				　会話をする三人を、スジャンナは眺めている。

				　真剣な男達は、彼女を見ない。

				　これから自分はどうなるのだろうという不安で、彼女は泣き出したかった。

				　ふと、背後に気配を感じる。

				「スジャンナ」

				　エリザの声に、彼女は喜び振り向こうとしたが、姉によって止められる。

				「駄目、そのまま聞いて」

				「お姉ちゃん……私、恐いよ」

				「頑張って。見守っているから……きっと、いつかきっと、またあの屋敷で、一緒に暮らそう」

				「……うん」

				　姉妹は、顔を合せないままに別れる。

				　二人の別れ際を、視界の端で捉えていたシュケルは、ローターに「時間です」と告げた。

				「聖女(ハイトゲーテ)どの。では参りましょうか」

				　ローターが、優雅な動作で彼女を誘った。

				　この瞬間、スジャンナは聖女となり、ニ人の枢機卿が頭(こうべ)を垂れる。

				　されたほうが慌てるも、すぐ背後でシュケルが囁く。その声量は、彼女にだけ聞き取れた。

				「スジャンナ……いきなりやれというのは難しいと分かるが、慣れろ。これからお前は聖女として振る舞うのだ。我らが膝をつき、猊下が手を取る行為が当たり前だと思えるようになれ。自分は神の声を聞く事が出来るのだと信じ込め」

				　彼女は緊張でさらに顔を蒼白にする。しかし、抗えないスジャンナは震える唇を薄く開き、すぐに閉じ、ローターに誘われるがままに室から出た。

				　通路には整列した騎士達。

				　スジャンナは、そこで姉の姿を見つけた。

				　だがエリザは、妹を無視する。

				　寂しさと不安で、泣き出したいスジャンナであるが、立ち止まることは許されない。

				　楽しく毎日を過ごしたいと願う彼女は、家の破産でそれを断たれた。そしてベアの妾にも慣れてきたと思っていると、今度はとんでもない事になったと目が眩んでいる。

				　しずしずと進んだ彼女は、神の姿を描いた絵画が並ぶ廊下の奥、教皇執務室へと入った。

				　フリードリヒ二世が椅子から立ち上がる。

				　スジャンナは思わず膝をつき、その神々しさを装った男に一礼した。

				「おお、聖女(ハイトゲーテ)どの。神が遣わし奇跡の人……我が帝国の為に、ぜひともそのお力で我らをお助けくだされ」

				　芝居がかった言葉を吐いた教皇に、頭(こうべ)を垂れて顔を隠しているシュケルが笑う。

				　スジャンナは教皇によって立ち上がらされ、その手を撫でられながら彼の声を聞いた。

				「美しく賢い貴女がいればこそ、異教徒を撃ち果たせるでありましょう。我々と共に、神に刃向かう愚か者共を成敗なさってくだされ」

				　教皇が歩き出し、手を引かれてスジャンナも歩く。その背後に二人の枢機卿が続いた。彼らは教皇庁の最上階にあるバルコニーへと向かい、そこから望める広場に集まった群衆の前に姿を晒した。

				「聖女(ハイトゲーテ)様！」

				「神の奇跡！　我らの聖女(ハイトゲーテ)！」

				　口々に興奮で叫ぶ群衆。

				　広場を埋め尽くし、そこに収まらない者達が教皇庁の外にも溢れ、ただスジャンナの為に叫ぶ。

				「手をあげて、教えた通りに言ってみせよ」

				　教皇が囁き、スジャンナは震えながらも右手をあげる。そして、全力で勇気を振り絞り、叫んだ。

				「神は！　怒りの鉄槌を下せとお命じになられました！　聖戦です！　戦いを恐れるな！　グラミアを倒しましょう！」

				　歓声が爆発する。

				　広場に集まった群衆から熱が一気に放出され、済み渡った空に彼女を讃える絶叫が昇る。誰もが聖(ハイト)女(ゲーテ)と叫び謳い、その姿をもっと近くで見ようと蠢き始めた。

				　その光景を眺めた教皇は、満面の笑みでスジャンナへと視線を転じると、わざとらしく彼女の前で膝を折り、頭(こうべ)を垂れる。教皇さえ聖女(ハイトゲーテ)を敬う光景に、群衆は神の奇跡が地上に現れたと歓喜し、涙を流して讃美歌を歌う。

				　神聖スーザ帝国は、聖女(ハイトゲーテ)の宣言をもって、グラミアに対して聖戦を発動した。

				〈了〉



                			

	








			
				　グラミア王国暦一一〇年、春。

				

				　ハンニバルは茂みから、村を観察する。

				　フン族が我が物顔で跋扈し、ラマ族の者達が脅え逃げ惑う。

				　ラマ族の集落が襲われたと報告を受けて駆けつけてきた彼は、後方の兵達に手信号で前進を命じた。

				　集落を囲む林から、わらわらと軍装に身を包んだ一団が現れ、手にした武器を煌めかせる。

				　オデッサ伯爵家──当人達は公爵家と思っているが、それは現在、自称の域を出ない。その彼らの連隊二〇〇は、遊撃隊として戦場周辺に点在するラマ族の村々を、フン族から守っていたのだが、このように間に合わない事もある。

				　それでも、せめて生きている者達が奴隷として連れ去られないようにと、ハンニバルは攻撃命令を出した。

				　グラミア王国暦一一〇年の春。

				　もう何度目かと数える気にもなれないフン族によるグラミア東方進出は、ハンニバルが指揮官として初めて参加した戦闘として記録されることになるが、彼はこれまで散々に戦場を駆け巡っており、緊張とは程遠い心持ちと指揮ぶりである。

				　この時も、ハンニバルの判断に迷いはなく、また個人としての武勇も、これまで同様、フン族にとって悪鬼の如くであった。

				　ラマ族の娘を捕まえて、衣服を剥ぎ取ろうとしていたフン族の男は、ハンニバルが放った矢を頭部で受けた。頭を右から左へと突き抜けた矢は、男の生命を一瞬で奪ってみせる。

				　バタっと倒れたフン族の男。

				　フン族は、仲間の死で敵襲だと騒ぎ始めた。

				　しかし、オデッサ伯爵軍遊撃連隊による斉射が、彼らの反撃、逃亡を遅らせる。ラマ族もろともと見える一斉射撃であったが、倒れる者達はフン族ばかりで、ラマ族達は茫然と立ち竦み、座りこんだ者はそのまま動けず、集落に突入してきたオデッサ伯爵兵達がフン族を斬りまくる光景を茫然と眺める。

				　その先頭で、ハンニバルは際立った武で敵を圧倒し、味方を鼓舞した。

				　彼は左手に持った弓をそのままに、右手長剣を振るう。一人を撫で斬り、二人目を斬殺し、身体を回転させた時には矢をつがえていた。

				　矢を放つ。

				　ラマ族を人質に取ろうとしていたフン族の男が、ハンニバルの矢で首を貫かれた。

				　それを見もしないハンニバルは、迫る敵を白刃で斬り伏せ、逃げる敵を矢で撃ち抜き、怯えるラマ族の子供に笑みを向ける余裕を保ち、駆ける。

				　彼は白い甲冑とマントであったが、たちまち真っ赤となる。全て返り血で、豪華な金髪も赤い雨に打たれたように濡れていた。

				「ば……化け物！　化物だ！」

				「炎王(イフリル)だ！　炎王(イフリル)が出たぁ！」

				　フン族は崩れ、集落を襲っていた二〇〇程の男達は殺されるか、捕らえられるかの二択しか選べず、ほぼ同数での戦闘は、奇襲を仕掛けたオデッサ伯爵軍側の圧勝で決着する。

				　集落には、フン族によって殺されたラマ族の死体が転がっていたが、オデッサ伯爵軍兵によって丁重に運ばれる。一方、ハンニバル達によって殺されたフン族の死体は、捕らえられたフン族によって穴が掘られ、そこに放り込まれる事になる。そして、最後に穴を掘った者達も、突き落とされて、埋められるのである。

				　ハンニバルは作業を見守りはしなかった。

				　彼は士官達を集めると、次の戦場に向かうべく命じた。

				「ここは我らが遅れたせいでラマ族に迷惑をかけた。族長には俺から詫びを入れるが、これ以上の被害を彼らに強いてはならない。斥候の範囲を広げる。爺様には、間に合わず残念、次に移動と報告。以上」

				　士官の一人が、伝令を呼びハンニバルの言を伝えた。

				　駆けだした彼の背を眺めたハンニバルは、視線を感じて視線を下げる。

				　ラマ族の女の子が、彼を見上げていた。

				　膝を下り、視線を合わせたハンニバルは女の子に微笑みを向けるも、涙を流し始めた彼女に笑みを消した。

				「遅れて、すまぬ」

				　彼は深く頭を垂れた。

				

				　　　　　　　

				

				　ラマ族はグラミア東方を生活圏にする少数民族である。フン族の圧迫を受けて、東から西へと逃れているうちにグラミア東部に接近し、フン族勢力圏とオデッサ伯爵領東部の狭間に落ちつくことになった経緯がある。

				　黄色人種である彼らは、グラミア人であるオデッサ伯爵領の者達と外見が大きく違うが、フン族を敵と見るところで一致しており、彼らはオデッサ伯爵に庇護を求める代わりに、オデッサ伯爵領で消費される物品を生産するという関係が続いている。とくに、馬が有名であった。

				　主戦場での戦闘がオデッサ伯爵家有利に落ちついた頃合いで、ハンニバルはラマ族の族長が暮らす集落に入った。

				　オデッサ伯爵代理として、祖父からラマ族族長への書状を届ける役目はあるが、それは三日前、ラマ族集落救援が遅れたことへの謝罪という目的が強い。

				　湖のほとり、流れ込む川を挟むように集落は形成されており、漁をするラマ族の小舟が幾艘も湖面に浮かんでいる。昼過ぎの穏やかな陽光と、春の優しい風を浴びて、ハンニバルは平和と変は紙一重だと苦笑を浮かべた。

				　供のプレドヤクが口を開く。

				「ラマ族の族長とは二度目です。前回は、良い知らせでしたが……」

				「お前、そうやって俺を責めているのか？」

				「滅相もない。他意はありませんよ」

				　恐縮するプレドヤクは、彼らが進む先で手を振る娘を見つけた。

				「若様、族長の妹君です」

				　ハンニバルは、集落の入り口で二人を歓迎する娘を見た。

				　小柄で、黒い髪を結び腰まで伸ばしているのは遠目でもわかる。

				　ハンニバルは会釈をし、プレドヤクに言う。

				「謝罪を受け入れてくれればよいがな」

				「そうですね。しかし若様、妹君の様子では、族長はお怒りになられていないようですね」

				「いや、表立っては丁重だろう。だが、大事な仲間を殺されたのだ。穏やかではいられるわけがない……懸命に、本音を隠しておられるのではないか？」

				「……気が重いです」

				「ならば、どうして供を名乗り出た？」

				　プレドヤクが微妙な笑みとなる。

				　会話しながら進む二人と、族長の妹との距離が縮まった。

				　美しい顔立ちの妹は、幼さと美しさを同居させていて、彼女に見惚れるプレドヤクから、ハンニバルは自らの問いの答えを得る。

				　そういうことかと口にはしないハンニバルは、丁寧に一礼をした。

				「お会いしてくださるそうで……感謝いたします。オデッサのハンニバルと申します」

				　妹が微笑む。

				「兄は、とても感謝しております。たしかに村は襲われてしまいましたが……」

				　彼女は表情を曇らせたが、努めて笑顔を作った。

				「最悪は免れました。御家のお陰でございます……ミユと申します。ハンニバル様とは初めてお目にかかります。フン族から、炎王(イフリル)と恐れられる御方とお会いできて光栄です。さ、どうぞ……プレドヤク殿、お久しぶりです」

				「お……覚えていてくださいましたか!?」

				　驚くプレドヤクに、ミユは微笑む。

				「たった一年前ですよ。忘れるような不義理はいたしません。どうぞ」

				　彼女に誘われ、集落に入った二人。

				　村の者達は皆、彼らに感謝を向ける。

				　ある者は言葉で、ある者は視線で、またある者は一礼で。

				　族長が暮らす小屋は、集落の中心にあったが、そこまで二人は敵意を向けられることがなく、ハンニバルはどんよりとしていた胸の奥が、少しだけ払われたと思えた。

				　ミユが小屋へと入り、二人の到着を族長に知らせる。

				　扉の外で待つハンニバルは、現れた青年を見て驚いた。

				　自分と、そう年齢が変わらないからだ。

				「ラマ族を束ねておりますケイゾウと申します。狭いですが、どうぞ」

				「オデッサのハンニバルです。プレドヤクとは二度目ですね？」

				「ええ、ご無沙汰しております」

				　ケイゾウに笑みを向けられ、プレドヤクは一礼した。

				　通された室は狭い。

				　とても族長とは思えない暮らしぶりに、ハンニバルは新鮮さを覚えていた。そして、ラマ族にとって、族長は支配する者ではないのだと知る。

				　地面に絨毯が敷かれただけの場所に、四人は座った。

				　ハンニバルは、膝を畳むように座したラマ族の二人の真似はできず、断りを入れて胡坐をかく。

				　プレドヤクが、しめたという表情で倣った。

				　ハンニバルが土産と祖父からの手紙をミユに手渡す。猫ほどの大きさである包みが土産で、中身は粉末状の薬であった。痛み止めや解熱剤、化膿止めなどだ。

				「ハンニバル様」

				　ケイゾウが切り出す。

				「わざわざお越しくださり、ありがとうございます。此度のご訪問、聞かずともわかっております。戦事(いくさごと)において、全てが全て、上手くいくことなどございませんでしょう？　たしかに……死んだ者達のことを考えると悲しみを覚えますが……しかし、それは御家がというものではございません。それどころか、考えうる最悪を避けることができましたのは、間違いなく貴方様のお力があったからです」

				　ハンニバルはそれでも、頭を下げた。

				「いえ、斥候の範囲をもっと広げておけばという後悔がある俺は、つまり最善を尽くしておりませんでした。俺は祖父から、相手の好意で失敗を誤魔化して良しとするような躾は受けておりません。この通り、謝罪いたします。お仲間をお助けすることができず……申し訳ございません」

				　深く頭(こうべ)を垂れたハンニバルとプレドヤク。

				　二人に対し、同じように平伏してみせたケイゾウが口を開く。

				「此度の救援、まことにありがとうございました。ラマを代表し、感謝いたします。これからもどうか、宜しくお頼み申します」

				

				　その夜、酒宴が開かれた。

				　ハンニバルは、いつの間にか姿を消したプレドヤクを気にしたが、ケイゾウの隣から、ミユの姿もないと気付いて納得する。そして自分を省みて、祖父から嫁を取れと催促されている現状に苦笑を浮かべていた。

				「どうされました？」

				　麦から作られた酒をハンニバルに注ぐケイゾウの問い。

				「いえ、妹君には決まったお相手はいらっしゃいますか？」

				「……おりませぬが……まさか？」

				　相手が誤解していると感じたハンニバルが否定する。

				「いえ、どうやら俺の部下が、妹君を誘っていなくなっておりまして……気にした次第です」

				　ケイゾウは酔って赤い顔を笑みへと変化させた。

				「本人次第ですね。妹には、過去のこともあるし、好きにしてもらいたいと考えています……私の分も。私は……父から今の役割を継いだ時、生まれで人の生き方は決まると思いました……」

				　ケイゾウの言葉に、ハンニバルも無意識に頷いていた。

				「私は柄にもなく族長をしておりますが……望む望まないという余裕などございませんでした。私一人のこだわりで、ラマ全体が困ることになってはならないと考えたからですが……いや、こういう言い方は自分を良く見せようと思っているだけかもしれません。私は、皆から逃げ出すのかと責められたくなかったから今の役割を選んだ……結果として、自分の判断次第で責められることになる役割とも、当時の私には考えも及びませんでした」

				　ハンニバルは、ぬるい麦酒を口にして、ひどい味だという感想と共に飲みこむ。相手の振る舞いを断る無礼はできないと我慢を続けた。

				「ハンニバル様は、いずれオデッサ伯爵家の頭領になられるのでしょう？」

				「いすれ……ですね。偉大な祖父の背を追いかけて……大変です。ただ……ケイゾウ様が仰ったように、俺も自分の好き嫌いで生き方を選ぶことなどできない生まれです」

				　半分ほどになったハンニバルの杯に、ケイゾウが酒を継ぐ。

				　ラマ族の娘達が、宴の中心で舞いを始めた。笛や太鼓に合わせて踊る様子に、ハンニバルは見入る。

				「先程の……プレドヤク殿と妹の件ですが……」

				　ケイゾウの声で、ハンニバルは視線を転じる。

				　ラマ族の族長は困った顔をしていた。

				「問題が？」

				「いえ……」

				　ハンニバルの問いを即座に否定したケイゾウであるが、言い淀む。

				「問題があるなら、俺から奴に話しておきますが……」

				「妹は……夫がいましたが、フン族に殺され……子供……二つになる子がいます。その子のことも、大事にしてくださるならと……」

				　ケイゾウの説明に、ハンニバルは笑った。しかし、また首を傾げる。

				　プレドヤクの人柄を知る彼であるが、こういう類に関してはどうかと疑問が残った。

				　宴の賑やかな音曲で視線を転じたハンニバルは、こそこそと戻ってきたプレドヤクとミユが、手を繋いでいるのを見つけた。

				「ケイゾウ様、俺の部下は良い男です。好いた女性の過去も、現在も、未来も含めて、大事にするでしょう」

				　ケイゾウはニコリとして、繋いだ手を離す二人を見た。

				

				　　　　　　　

				

				　ハンニバルは、フン族との戦闘を終えてコンスタンタに帰っている。

				　季節は、春から夏へと移り変わっていた。

				　束の間と言ってもいい平穏な日々が続く。

				　平和とは、変事と変事の間に生まれる空白に過ぎないとハンニバルは思う。ゆえに、平和とは変に備える期間であると考えていた。

				「つまり、備えは大事なのです。爺様」

				「お前の講釈はわかった。異論はないが、これはどういう事だ？」

				　二人は城の一室、ハンニバルの部屋で向かい合っている。そして彼らが挟む卓には、部品の群れとなってしまった火砲があった。

				　ハンニバルが分解したのである。

				　彼は大宋国の商人から、火砲を買い求めた。

				　祖父はそれを知らなかった。

				　アルシャビンがハンニバルの無駄遣い──これは家老がそう思っていることであるが、連射は効かぬし命中精度も悪い火砲を買うというのは、そう評価されても仕方なく、オデッサ伯爵家の家老(アルシャビン)は若様が無駄遣いをして困ると、当主(ルヒティ)に泣きついたのである。

				　孫のすることに寛大であるルヒティも、金の遣い方にはうるさく、自分の趣味や無駄遣いを棚にあげてハンニバルを叱る腹積もりで孫の室に入ったが、無駄遣いで得た火砲がバラバラになっているのを見て、詰問したというのがこれまでの経緯である。

				「ですから、これからは飛び道具の時代です。爺様」

				「おう。そうかもしれんな」

				「そのひとつに、火砲の運用があります。魔法が使えぬ者でも、矢よりも殺傷力が高い武器を扱えるというのは魅力です。ただ、命中精度は悪く、連射も聞かぬゆえに使えないとされています」

				「わかっているではないか……いや、そもそも、せっかく買った火砲をどうして壊した？」

				「知る為です。爺様」

				「知る？」

				「仕組みを知る為です。それにあと、三丁あります」

				「四丁も買ったのか!?」

				「はい、買いました。予備で」

				　ここで、二人しかいないはずの室内に、若い女の微かな息遣いが聞こえた。それは、笑いたいのを懸命に堪えているような様子で、ハンニバルは周囲を窺う。祖父が使っているテュルク族の者だろうと思い、自分達の様子がおもしろいのかと感じた彼は怒りよりも好奇心が強かった。

				　彼が知るテュルク族の者達とは違う反応だと思ったからである。

				「クルティナ！　笑うな！　お前はそういう軽いところがいかん！　大事は任せられんぞ！」

				　ルヒティが大きな声を出し、ハンニバルは姿を見せない相手の名前を知った。

				「……で」

				　ルヒティが孫を見る。

				「……命中精度が悪く連射もできん武器を分解して何かわかったか？」

				「わかりません」

				「……」

				「ですので、鍛冶職人達にこれを渡そうと思います。俺にはわからないという事が、わかりました」

				「……ほうか」

				「はい。彼らに、連射と命中精度向上の工夫を依頼します。すぐには難しいでしょうが、大宋国とはいえ同じ人が作った物、きっと満足いく品ができるでしょう」

				「お前……去年の試合であのジグルドを破ったのに、飛び道具にこだわるな」

				「爺様らしくない……剣など、近寄らねば届きませぬ。投げれば別ですが……」

				「……ほうか」

				「はい。そもそも、戦場で正面から向かい合って一対一などあり得ませぬよ」

				　カラカラと笑うハンニバルは、分解した部品のひとつ、銃身にあたる筒に触る。大人の腕ほどもあろうかという筒は、中が空洞になっている。

				「爺様、ほら……すごいですよ、中に溝があるでしょう？　弾に回転を与える工夫がされています」

				「わしは矢がええ。火薬を入れて火を点けるなど……爆発したらえらい事だ」

				「……爆発させて弾を撃つのです」

				「わかった。好きにせぃ……クルティナ！」

				　祖父の一喝で、部屋の隅から黒装束の娘が現れる。目だけを露わにしたニカーヴから覗くエメラルドにも似た輝きの瞳が、ハンニバルを見ていた。

				「ヴィネヴに言っておく。叱られるぞ」

				「申し訳ありません……フフフ」

				　彼女は、懸命に笑いを堪えていた。

				

				　　　　　　　

				

				　グラミア王国暦一一五年、春。

				　フン族が大規模な部隊で西進しているという情報を受けて、オデッサ伯爵家も軍勢を動かした。

				　赤に黄の縁取りが派手な甲冑をまとったハンニバルは、三頭の獅子が描かれた軍旗を見上げ、風は東から西に吹いていると知る。

				　馬廻りが彼の周囲を固め、ルヒティの代わりに全軍を指揮する若様を頼もしげに見守っていた。こと戦闘に関して、ルヒティは孫を自分より上だと認めたようで、本隊の指揮を孫に任せると、自らは別働隊を率いて戦場周辺の少数民族達の保護に動いていた。

				　ハンニバルは、ケイゾウ達が無事でいるようにと祈り、一瞬だけ瞼を閉じた。

				「敵、騎兵が動き始めましたな」

				　ノルヴァ子爵レオリックの言で、ハンニバルが目を開く。青い瞳は、丘陵地帯を砂埃で満たす敵騎兵の集団を捉えた。

				「奴らは猪突猛進だ。恐ろしい猪達だが、御することはできる」

				「若様！　ヒッタイトの部隊も東南に確認。フン族に刺激されて出てきたようです！」

				　斥候の報告に、ハンニバルは頷く。

				「相手にするな。見に出てきただけだろう」

				　家老のアルシャビンが、パイプの煙をくゆらしながら言う。

				「若様、敵、一〇〇〇ほどかと見ます。布陣はこのままで？」

				「このままで良い。騎兵は一個中隊を左翼、一個中隊を右翼、中央後方の馬廻りは、敵追撃の時に前進する。お前ら、そのつもりでいろ」

				　周囲の臣下達から笑い声があがり、望むところだという「おう！」と野太い声が連なった。

				　ここで、新たな斥候がハンニバルへと接近しつつ叫んだ。

				「失礼いたします！　敵！　突っ込んできます！」

				　ハンニバルが右手をあげる。

				「始めろ」

				　興奮を抑え込んだ静かな声に、角笛の咆哮が続く。

				　オデッサ伯爵軍前衛が、全面に太く長い槍を突き出し、中列は矢を放った。

				　地面に刺すことで配られていた矢が、次々と消費されていく。

				　弓兵達は、矢をつがえ放つと、足元の矢を抜き、またつがえて撃つ。よどみない動きの連続は、律動的な射出音となって、フン族騎兵の馬蹄を乱した。また騎兵用の槍は、間際まで迫った敵を跳躍させることで、馬の腹をがら空きとさせる。

				　両軍の狭間で、馬の嘶きが一方的にフン族側からあがる。

				「両翼、突撃」

				　ハンニバルが短く命じた。

				　左翼、右翼の騎兵中隊が、中央を構成する部隊軍による矢の援護を受けて加速を始める。敵騎兵の後ろに控える弓騎兵の進出を牽制するべく、彼らは迷わず敵後方へと突進した。

				　戦闘開始まもなくして、戦場はたちまち血生臭さで満たされる。

				　フン族の猛者達が、個人の武勇でオデッサ伯爵軍前衛を突破してみせたが、ハンニバルは慌てず命じる。

				「囲め」

				　殺し合いが生む怒鳴り合い、罵り合いが近くであがってもハンニバルは顔色を変えず、アルシャビンは敵ではなく次期当主に恐れ入った。そしてルヒティが、孫を若い頃から戦場に連れ出し、常に戦いの場に置いた意味を理解する。当時は危ないと反対した彼であるが、この時のハンニバルを見て、ルヒティの判断は正しかったと胸中で感嘆した。

				　若くしてこの落ちつきよう……敵も気の毒に。

				　フン族は、中央を突破しオデッサ伯爵軍指揮官の心胆を寒がらせることで活路を見出そうとしていたが、それは叶わずであった。いや、無謀な突撃が、自滅に至った経緯は、大失敗と評するに値するだろう。

				　オデッサ伯爵軍全体が東へと進み始める。

				　敵弓騎兵も、オデッサ伯爵騎兵に追いかけられては戦えず、巧みに後退しつつも、それは戦場から切り離されることを意味していた。

				　ハンニバルが命じる。

				「騎兵、続け！」

				　愛馬を蹴ったハンニバルは、駆けだした瞬間に弓を構えた。

				　アルシャビンが驚く。

				「若様！」

				「退屈だ！　暴れてくる！　敵を追うぞ！　生かして帰すな！」

				　中央の騎兵達が一斉に加速を始めた。

				　馬蹄の轟きがオデッサ伯爵軍中央後方で発生し、歩兵部隊群が左右に割れるような動きが道を作る。

				　奮戦していたフン族達は、敵の攻撃が緩くなったと余裕を得た。だが、その生じた一瞬に、赤い突風となったハンニバルが急襲する。

				　一射目で敵を射殺し、二射目でもまた敵をあの世に送ったハンニバルは、長剣を煌めかした。

				　彼が進めば敵が死ぬ。

				　それほどに危険で、速い男を先頭に、オデッサ伯爵軍が猛る。

				　崩れたフン族は潰走を始め、オデッサ伯爵軍は徹底的に追撃した。

				

				　　　　　　　

				

				　冬がすぐそこまで来ていた。

				　ハンニバルは、幾度となく攻め寄せてくるフン族を退け続け、平時においては練兵や領政に精を出す。

				　港湾整備の工事を見回り、コンスタンタ東の草原地帯での騎兵練兵を視察していた彼に、祖父からの遣いが駆けよって来た。

				「若様！　すぐに城にお戻りになられませ」

				　発言と同時に一礼した遣いを一瞥したハンニバルは、差し出された紙を受け取る。ルヒティが殴り書きしたと思われる文字が彼の目に入った。

				『王女殿下が立たれる。お助けする。子細を打ち合わせる。戻って来い』

				　ハンニバルは、騎兵連隊の士官達を集め、祖父の命令でコンスタンタに帰るとだけ伝えると、士官の一人──プレドヤクだけを手招きした。

				「お前、ミユ殿のところに行け」

				「は？」

				「一日、休みをやるから会って来い」

				「戦……になりますか？」

				　ハンニバルは頷く。

				「きっとなる」

				「して……敵は？」

				　只事ではないなと予感するプレドヤクの緊張した顔。

				　ハンニバルは、部下の肩を叩いた。

				「王女殿下の敵だ」

				　プレドヤクは表情を消した。

				　それは、つまり神聖スーザ帝国というだけではないなと感じたからだが、ハンニバルは言明を避けた。

				　王女イシュリーンが、帝国を前に一戦し大敗した後、戦死したという報が国内で広まっている。本当かと疑っていたハンニバルは、祖父によって王女が生きていると知った、そして祖父が、彼女を助ける為に動こうとする意味は、王女の敵全てと戦うつもりであると理解する。ゆえに、彼はプレドヤクに言ってやった。

				「プレドヤク。今のうちに夫婦になれ。俺が立ち合い人になってやる」

				　ハンニバルの言葉に、プレドヤクは長くなるであろう戦いを予感し、笑顔の後に頬を引き締めて見せた。

				《了》


                			

	
			
				あとがき

				

				　五巻『predawn……』をお読みくださって、ありがとうございます。

				　早いもので、一巻から二年が経ちました。「あ！」という間ですねぇ。

				　今回のあとがきは、これからの季節、オススメの旅行先を書きます。

				　広島県尾道市！

				　個人的事情はさておき、イイところです。神社仏閣やラーメン、坂道などなどはいたるところで取り上げられておりますんで、私は違う楽しみ方をオススメしたいと思います。別に尾道市からお金をもらっているわけではなく、純粋に、縁ある者として、推薦いたしマスです！

				　しまなみ海道一島ずつ楽しむツアー。

				　これは、しまなみ海道で行くことができる島々をひとつずつ、ドライブするという贅沢なものです。島の外周に沿って走る道路を、ドライブしながら車窓をお楽しみください。海と島々、そして空が、皆様に絶景をプレゼントしてくれるに違いありません。運転にはお気を付けください！　チャリンコで巡るのも通ですから、車の運転できねーという方は、チャリンコトライをオススメします。

				　特に、生口島(いくちじま)のサンセットビーチに、夕陽を眺めに行くと最高です。ここには、夕陽の時間に合わせて行くことを強くオススメします！　ちなみに、一人で行くのがイイのです。恋人と？　いいえ、一人で巡るのが良いのです……景色に感動したら、ラーメンと尾道焼きを食べて帰りましょう。夜のお店は……違う機会があれば、書きます。

				

				　五巻も、お世話になりました皆様への御礼を申し上げて最後と致します。

				　一二三書房の皆様、いつも助けてくださいましてありがとうございます。ハードスケジュールの日々をお過ごしかと思いますが、それが私のせいではないことを祈ります……。

				　匈歌ハトリ様、いつも素晴らしい絵で助けてくださりありがとうございます。挿絵の見本を頂く度に、己の拙い文章表現力を絵に近づけたいと頑張ることができます。

				　五巻『predawn……』を置いてくださる書店の皆様と、読んでくださる皆様へ。

				　レジェンド・オブ・イシュリーンも、五巻で夜明け前となりまして、六巻でめでたく夜が明けて完結できる……かもしれません。長い歴史の、イシュリーン伝説にスポットを当てて紡ぐ物語も皆様のおかげで、サボり癖の私が書いているにも関わらず、ここまで来ることができました。本当にありがとうございます。

				　六巻のあとがきで、完結しましたと報告ができますようにと願いつつ、今、できることを重ねて参ります。

				　最後まで、宜しくお願い申し上げます。

				

				二〇一七年五月一五日

				木根楽

			

	



木(き)根(こん)楽(らく)

 

　『小説家になろう』上で、２０１２年初夏から２０１４年夏までの約二年間、作者として活動。犬好きで、ビーグル犬と暮らしています。猫も好きですが、猫アレルギーなので、諦めています。
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